鯛、 比 目 魚 

うつくし  まが 

素顔に 口紅で 美 いから、 その 色に 紛 うけれ ども、 

可愛い 音 は、 唇が 鳴る ので はない。 お 蔦 は、 皓歯に 

ほおずき 

酸漿 を 含んで いる。 …… 

「早瀬の 細君 はちょう ど (二十) と 見える が 三 だと サ、 

その 年紀で 酸漿 を 鳴ら すんだ もの、 大概 素性 も 知れた 

あた リ  つとめにん  おくさま 

もんだ、」 と 四辺 近所 は官 員の 多い、 屋敷町の 夫人 連 

が 風説 をす る。 


すでに 昨夜 も、 神楽 坂の 縁日に、 桜草 を 買った つい 

でに、 ゆいの を 撰って、 昼夜帯の 間に 挟んで 帰った 酸 

漿を、 隣家の 娘 —— 女学生に、 一 ッ 上げましょう、 と 

言って、 そんな 野蛮な もの は 要らない わ！ と 刎ねら 

れて、 利いた 風な、 とロ惜 がった。 

つら あ  となり 

面当てと いうで も あるまい。 あたかも その 隣家の 娘 

の 居間と、 垣 一 ッ 隔てた この 台所、 腰 障子の 際に、 懐 

手で 佇んで、 何だか 所在な さそう に、 しきりに 酸漿 を 

いちょう がえ  びん 

鳴らして いたが、 ふと 銀杏 返しの ほ つれた 鬢を 傾けて、 

目をぱ つ ちりと 開けて 何 か を 聞 澄ます ようにした。 

コロコ 口 コロコ 口、 クウ クウ n  口  n  口と 声が する。 


唇の 鳴る のに 連れて。 

ふきや  し ん 

ちょいと 吹留 むと、 今 は 寂寞と して、 その 声が 止まつ 

て、 ぼ ッと腰 障子へ 暖ぅ 春の 日 は 当る が、 軒 を 伝う 猫 

も 居らず、 雀の 影 もささぬ。 

鼠 かと 思った そうで、 斜に 棚の 上 を 見遣った が、 鍋 

も 重箱 も かたりと も 云わず、 古新聞が またが さリ とも 

せぬ。 

あ」 こ J 

四辺 を 見ながら、 うっかり 酸漿に 歯が 触る。 とその 

幽な 音に も 直ちに 応じて、 コロコ 口。 少し 心 着いて、 

続け ざまに 吹いて 見れば、 透かさず クウ クウ、 調子 を 

合わせる。 


聞き 定めて、 

「おや、」 と 云って、 一段 下流の 板 敷へ 下りる と、 お 

源と 云う 女中が、 今し がた ここから 龃け 出して、 玄関 

の 来客 を 取次いだ 草履が 一 ッ。 ぞんざいに 黒い 裏 を 見 

せて 引く リ 返って いるの を、 白い 指で ちょいと 直し、 

素足に 引 懸け、 がたり 腰 障子 を 左へ 開ける と、 十 時 過 

ぎの 太陽が、 向う の 井戸端の、 柳の 上から 斜 つかけ に、 

あまね  さしこ  まないた  ほうれんそう 

遍く射 込んで、 俎の 上に 揃えた、 菠蔆 草の根 を、 

紅 に 照らした ばかり。 

くちまね 

多分 は それだろう、 口真似 をす るの は、 と 当り をつ 

けた 御用聞きの 酒屋の 小 S1 は、 どこに も 隠れて いるの 


ではなかった。 

ひそ  う つと リ  かお つき 

眉 を 顰めながら、 その 癖 恍惚した、 迫らない 顔色で、 

今度 は 口ずさむ と言うよりも わざと 試みに ククと 舌の 

さき  や 

尖で 音 を 入れる。 響に 応じて、 コロコ 口と 行った が、 

さき  はす 

こっち は 一 吹きで 控えた のに、 先方 は 発奮んだ と 見え 

て、 n  口  n  口  n  口。 

かが  はんてん すそ  かいと 

これ を 聞いて、 屈んで、 板へ 敷く 半纏の 裙を搔 取り、 

したがい つま  うちわ 

膝に 挟んだ 下 交の 棲 を 内 端に、 障子 腰から 肩 を 乗 出す 

さき 

ようにして、 つい 目の前の、 下水の 溜りに 目 を 着けた。 

もとより、 溝板の 蓋が あるから、 ものの 形 は 見えぬ 

やさし つれび き 

けれども、 優い 連弾 はま さしく その 中。 


笑 を 含んで、 クウ クウと 吹き 鳴らす と、 コロコ 口と 

拍子 を 揃えて、 近づいた だけ 音 を 高く、 調子が 冴えて 

カタ カタ カタ！ 

「蛙 だね ご 

と莞爾 した、 その 唇の 紅 を 染めた ように、 酸漿 を 指 

えもん  かろ  う 

に 取って、 衣紋 を 軽く 拊 ちながら、 

「憎らしい、 お 源 や  」 

来て 御覧、 と 呼ぼうと して、 声が 出た の を、 圧え て 

酸漿 を また 吸った。 

ククと 吹く、 カタ カタ、 ククと 吹く、 カタ カタ、 蝶々 

の 羽で 三味線の 胴 をう つかと 思われつつ、 静かに 長く 


る 春の 日 や、 お 蔦の 袖に 二 三寸。 

「おう、」 と 突 込んで 長く 引いた、 遠くから 威勢の ゆい 

声。 

来たの は 江戸前の 魚屋で。 

二 

ここへ、 台所と 居間の 隔て を 開け、 茶菓子 を 運んで、 

二階から 下りた お 源と いう、 小柄の！ ^い 島 田の 女中が、 

のぼ  かおつき 

逆上せた ような 顔色で、 

「奥様、 魚屋が 参りました ご 


「大きな 声 をお しでない よご 

こごえ  たしな  うしろ 

とお 蔦 は 振 向いて 低声で 嗜め、 お 源が 背後から 通 

るよう に、 身 を 開きながら、 

「聞こえる じ やない かご 

にっこり  うつむ 

目配せ をす ると、 お 源 は莞爾 して 俯向いた が、 ほん 

のり 紅く した 顔 を 勝手口から 外へ 出して 路地の 中 を 目 

迎える。 

おくさん 

「奥様 は？」 

とその 顔へ、 打 着ける ように 声 を 懸けた。 また これ 

がその (おう。) の 調子で 響いた ので、 お 源が 気 を 揉ん 

で、 手 を 振って 圧え た処 へ、 盤台 を 肩に ぬいと 立った 


魚屋 は、 渾名 を (め 組) と 称える、 名代の 芝ッ 児。 

半纏 は 薄汚れ、 腹掛の 色が 褪せ、 三尺が 捻じ くれて、 

ももひき  うつくし 

股引 は 縮んだ、 が、 盤台 は 美 い。 

むこうはちまき 

い つもの 向顱卷 が、 四 五日 陽気が ほかほかす るので、 

ひしゃげ 帽子 を 蓮の 葉 かぶり、 ちっとも 涼しそう に は 

見えぬ。 例によって 飲 こしめ した、 朝から 赤ら顔の、 

とろん とした 目で、 お 蔦が そこに 居る の を 見て、 

おくさん 

「おいでなさい、 奥様、 へへ へへ へ ご 

「お止しつ てば、 気障 じ やない か。 お 源 もまた、」 

さ きびん  か 

と 指の 尖で、 鬢を ちょいと 搔 きながら、 袖 を 女中の 

肩に 当てて、 


「お前 も やっぱり 言 うんだ もの、 半纏 着た 奥様が、 江 

戸に 在る もの かね ご 

「だって、 ねえ、 めの さんご 

まないた  しゃが 

とお 源 は 袖 を 擦 抜けて、 俎板の 前へ 蹲む。 

「それじゃ 御新造 かね。」 

「そんなお 銭 はあり やしない わご 

「じ や、 おかみ さんご 

「あいよ ご 

「へ ッ、」 

と 一 ッ胸 でし やくって 笑いながら、 盤台 を 下ろして、 

てんびん  せな 

天秤 を 立 掛ける 時、 菠蔆草 を 揃えて いる、 お 源の 背 を 


上から 見て、 

おおき  だい どこ いっぱい  じょうだん 

「相 かわらず 犬な 尻 だぜ、 台所 充満 だ。 串戯じ やね 

え。 目 量に したら、 およそ どの くれえ 掛 るだろう ご 

「お前さんの 圧ぐ らい 掛 ります ご 

「ああい う 口 だ。 はは はは、 奥さんの お仕込み だろ 

うご 

「めの 字、」 

「ええ、 」 

おくさん 

「二階に お 客 さまが 居る じ やない か、 奥様 はおよ しと 

言う のにね。」 

「おっと、 そうか、」 


ぺ ろべ ろと 舌 を 吸つ て、 

「何 だって、 日蔭 ものにして 置く だろう、 こんな 実の 

ある、 気前の 可い …… 」 

「値切らない、」 

「ほんに よ、 所帯 持の 可い 姉さん を。 分らない 旦じゃ 

ねえ かご 

「可い よ。 私が 承知して いるんだ から、」 

まな じリ  おとがい 

と 眦 の 切れた の を 伏目に なって、 お 蔦 は 襟に 頤 

しめ 

をつ けたが、 慎まし く、 しおら しく、 且つ 湿 やかに 見 

うなず 

えたので、 め 組 も おとなしく 頷いた。 

お 源が 横向きに 口を出して、 


「何が あるの ご 

うめ  くわ 

「へ、 野暮な 事 を 聞く もんだ。 相 変らず 旨え もの を 食 

してやる のよ。 黙って 入物 を 出しね えな ご 

「はい、 はい、 どうせ 無代 価で 頂戴いた します もので 

つきずえ 

ございます。 めの さんのお 魚 は、 現金に も 月末に も、 

つ ぃぞ、 お 代 をお 取り 遊ばした こと は ございま せんご 

「皮肉 を 言う ぜ。 何て つたって、 お前 はどうせ 無代 価 

で 頂く もんじ やねえ かご 

「大きに、 お 世話、 御主人 様から 頂きます ご 

「あれ、 見や、 島 田 を 揺つ てら ご 

「ちょいと、 番 ごとい がみあって いないで さ。 お 源 や、 


お客様に 御飯が 出そう か いご 

「いかがで ございま すか、 婦人の 方です から、 そんな 

に、 お 手間 は 取れます まいご 

「だってお 前、 急に 帰りそう もない じ やない かご 

さし のぞ  たい 

と 云って、 め 組の 蓋 を 払った 盤台 を差靦 くと、 鯛の 

濡色 輝いて、 広 重の 絵 を 見る 風情、 柳の 影 は 映らぬ が、 

うろこ 

河岸の 朝の 月影 は、 まだ その 鱗に 消えない ので ある。 

俎板 を ボンと 渡す と、 目の 下 一 尺の 鮮 紅、 反 を 打つ 


て飜 然と 乗る。 

まなばし 

とろん この 目に は 似ず、 キラ リと 出刃 を 真 名 箸の 

かまえ 

構 に 取って、 

「剌身 かい 」 

「そうね、」 

とお 蔦 は、 半纏の 袖 を 合わせて、 ちょっと 傾く。 

「焼きね え、 昨日 も剌 身だった から …… 」 

と 腰 を 入れる と 腕の 冴、 颯と 吹いて、 鱗が ばらばら 

「ついでに 少々 お焼きな さいます なぞ もまた、 へへ へ 

よろ 

へへ、 お 宜し ゆう ございましよう。 御 婦人のお 客で、 

お 一 一階 じ や 大層お 話が 持てます そうで ございま すか 


らご 

はばか リ さま  おつかさん 

「憚 様。 お 客 は 旦那 様のお 友達の 母 様で ございま 

すご 

めの 字が 鯛 をお ろす 形 は、 いつ 見ても しみじみ 可い、 

と 評判の 手つきに 見惚れながら、 お 源が 引取って 口 を 

入れる。 

えら を 一 突き、 ぐいと 放して、 

「凹んだ な。 いっかの 新 ぎれ じ やねえ けれど、 めの 公 

塩が 廻リ 過ぎたい ご 

「そうい や、 めの 字、」 

すべ  くろじゅす 

とお 蔦 は 片手 を瞜 に、 するりと、 にる 黒糯 子の 襟 を 引 


いて、 

このあいだ  こうの  とこ  のち 

「過日 頼んだ、 河 野さん 許へ、 その後 廻って くれな 

い ッて言 うじ やない か、 どうしたの？」 

やしき 

「むむ、 河野ッ て。 何 かい、 あの 南 町のお 邸 かいご 

きのう 

「ああ、 なぜか、 魚屋が 来ない ッて、 昨日 も 内へ 来て、 

旦那に そう 言って いなす つたよ。 行かない の、」 

「行かね え ご 

「ほんとうに、」 

「行きません とも！」 

「なぜ さ、」 

めえ  けだもの 

「なぜ ッて、 お前、 あん 獣 ァ、」 


お 源が 慌 しく、 

「めの さん、」 

「何 だ ご 

「めの さんや。 お前さん ちょいと、 お 二階に 来て い 

おつかさん 

らっしゃ るの は その 河 野さん の 母 様 じ やない か、 気 

をお 着けな ご 

帽子 をす つぼり 亀の子 竦みで、 

「ホイ 阿陀 仏、 へい、 あすこに や 隠居ば かりだと 思つ 

たら …… 」 

「いいえね、 つい 一昨^ あたり 故郷の 静 岡から おいで 

なすつ たんです とさ。 私が お 取次に 出たら 河 野の 母で 


ございます、 とおつ しゃった わご 

「だから、 母 様が 見えた のに、 おいしい ものが 無い ッ 

て、 河 野さん が 言って いなす つたの さ、 お前、」 

「おいしい ものが 聞いて 呆れら。 へい、 そして 静岡 

だ つ てね ご 

「ああ、」 

このかた  え ど ッ こ 

「と 御 維新 以来、 江戸 児の 親分の、 慶喜 様が 行って い 

た処 だ。 第一 かく 申す めの 公 も、 江戸 城 を 明 渡しの、 

おちうど  き 

落人 を 極めた 時分、 二 年 越 居た 事が あります ぜ。 

馬鹿にし ねえ、 大 親分が 居て、 それから 私が 居た 土 

地 だ。 大概 江戸 ッ児 になって そうな もんだ に、 また ど 


うして、 あんな 獣が 居 るんだろう。 

聞きね え。 

過日 もね、 お前、 まったく はお 前、 一軒 かけ 離れて、 

あすこへ 行く の は 荷なんだ けれども、 ちと ボカと 来た 

い うお 

し、 佳い 魚が なく ッて 困る ッて 言いな さる、 廻って お 

上げ、 と お前さんが 口 を 利く から、 チヨ ッ蔦 ちゃんの 

言う こッ た。 

脛 を 達 引け、 と 二三 度 行った わ。 何 じ やねえ か、 一 

度お 前、 おう、 先 公、 居る かい ッて、 景気に 呼んだ と 

思いね え ご 

お 蔦 は莞爾 して、 


「せんこう ッて 誰の こったね。」 

「内の、 お 友達よ。 河 野さん は、 学士 だと か、 学者 だ 

とか、 先生 だと か 言う こッ たから、 ーッ 奉って 呼んだ 

のよ ご 

ひれ 

と 精 をば つ さり。 

「ゆい じ やねえ か、 お前、 先 公 だから 先 公よ。 何も 野 

きょうで え 

郎 とも 兄弟 とも 言った わけ じ やねえ ご 

さき  すべ  ひっこす 

と 庖丁の 尖 を 危くヒ らして、 鼻の 下 を 引 擦って、 


「すると 何 だ。 肥満のお 三 どんが、 ぶつち よう 面 を 

しゃ あがって、 旦那 様と か、 先生と かお 言いなさい、 

御 近所へ 聞え ます、 と 吐した だろう じ やねえ か。 

ええ、 そんなに 奉られた けり や 三 太夫で も 抱えれば 

可い。 口に 税を 出す くらいなら、 憚ん ながら 私 あ 酒 

も啖 わなけ り や 魚 も 売らね え。 お 源 ちゃんの 前 だけれ 

ども。 おっと こうした 処は、 お尻の 方 だ ご 

「そんなに、 お 邪魔なら 退けます よご 

おもて 

お 源が 俎板 を 直して 向 直る。 と 面 を 合わせて、 

こんち 

「まま まま まま、 今日 あ、 」 

「何 かい、 それで 腹 を 立って 行かない のかい ご 


かん  おさ  あくるひ 

「そこ は お前さんに 免じて 肝の 虫 を 圧え つけた。 翌日 

いいぐさ 

も 廻った がね、 今度 は 言 種が なお 気に 食わね え。 

かず  がってん 

今日はもう お菜が 出来た から 要らない ょサ。 合点な 

るめ え じ やねえ か。 私が 商う 魚 だ つ て、 品に 因つ ちゃ 

すき きれ  あた リ めえ 

好 嫌え は 当然 だ。 もの を 見て よ、 その上で 欲しくな 

き や 止す が 可い。 喰いた くもね えもの を 勿体ね え、 お 

おくび 

附 合いに 買う にや 当り やせん、 食 もたれの 曖 なん ぞで、 

せせ り 箸 をされ た 日に や、 第一 魚が 可哀相 だ。 

こっち はお 前、 河岸で 一番 首 を 討 取る 気組みで、 佳 

いもの を 仕入れて よ、 一 ッ おいしく 食わせて やろうと、 

すべた  いろ 

汗み ずくで 龃附け るんだ。 醜女が 情人 を 探し はしめ え 


し、 もう 出来た よで 断られち や、 間 尺に 合う もんじ や 

ねえ。 ね、 蔦 ちゃんの 前 だけれ ど、」 

• つ しろ 

「今度 は 私が 背後 を 向こう かご 

とお 蔦 は、 下に 居る 女中の 上から、 向う の 棚へ 手 を 

す リ ばち  めざる 

伸ばして、 摺 鉢に 伏せた 目笊 を 取る。 

だん  おくさん 

「そらよ、 こっちが 旦の 分。 こリ やお 源坊の だ。 奥様 

うしお  あたま  かじ 

は あらが 可い、 煮る とも 潮に すると もして、 天窓 を嚙 

めだま 

リの、 目 球 をつ る リだご 

「私 は 天窓 を嚙 るの かいご 

お 蔦 は莞爾 して、 め 組に その 笊 を 持たせながら、 指 

の 尖で、 涼しい 鯛の 目 をち よいと 当る。 


「ワンワンに 言うよう だ わ、 何 だね え、 失礼な ご 

とお 源 は 柄杓で、 がたりと 手桶の 底 を 汲む。 

くらがえ  ぎゆう 

「田舎 ものめ、 河 野の 邸へ 鞍替 しろ、 朝飯に 牛 は あつ 

て も、 鯛の 目 を 食った 犬 は 昔から 江戸に や 無えん だ ご 

「はい、 はい、」 

手桶 を 引立てて、 お 源 は 腰 を 切って、 出て、 溝板 を 

下駄で 鳴らす。 

「あれ、 邪険に お踏みで ない。 私の 惨 人が 居 るんだ か 

らご 

「情人が ね ご 

「へい、」 


かお つき 

と 言った ばかり、 こっち は忙 がしい 顔色で、 女中 は 

聞棄 てに して、 井戸端へ かたかた 行く。 

みぞ 

「溝の 中に、 はてな。」 

しるしばんてん  ゆびさ 

印半纏の 腰 を 落して、 溝板 を 見当に 指しながら、 

ひしゃげ た 帽子 をく るりと 廻 わして、 

「変って ますね ご 

「見せよう かご 

「是非お 目に 懸 りて えね ご 

「お待ちよ、」 

と 目笊 は 流へ。 お 蔦 は 立直って 腰 障子へ 手 を かけ 

たが、 溝の 上に 背： S をして、 今度 は 気構えて 勿体ら し 


く 酸漿 を クウと 鳴らす と、 言合せ たように コ 口 コロコ 

D。 

「ね、 可愛いだ ろうご 

カタ カタ カタ！ 

けえ ろ 

「蛙 だ、 蛙 だ。 はは はは、 こいつ ァ 可い。 なるほど 蔦 

ちゃんの 情人 かも 知れね え ご 

おぼろづきよ 

「朧月夜の 色なん だよ。」 

得意ら しく 済ました 顔 は、 柳に 対して 花やかで ある _ 

「畜生め、 拝んで やれ。」 

ものずき しゃがみ こ 

と 好事に 蹲 込んで、 溝板 を 取ろうと する、 め 組 は 手 

品の 玉手箱の 蓋 を 開ける 手つきな り。 


「お止しよ、 遁げ るから、」 

と言う 処へ、 しとやかに、 ^子 段 を 下りる 音。 トタ 

ンに 井戸端で、 ざ あと 鳴った は、 柳の 枝に 風なら ず、 

のどか  つるべ  かえ 

長閑に 釣瓶 を 覆した ので ある。 


見知 越 

続いて ドン ドン 粗略に 下りた の は、 名 を主税 という、 


当家、 早瀬の 主人で、 直ぐに 玄関に 声が 聞え る。 

「失礼、 河 野さん に …… また …… お遊びに。 さような 

ら。 …… 」 

格子戸の 音が したの は、 客が 外へ 出た ので ある。 そ 

どぶ  つれび き 

の 時、 お 蔦の 留める の も 聞かないで、 溝なる 連弾 を 見 

届けようと、 やにわに その 蓋 を 払った め 組 は、 蛙の 形 

も 認めない 先に、 お 蔦が すっと 身 を 退いて、 腰 障子の 

蔭へ 立 隠れ をした ので、 ああ、 落人で もない に 気の毒 

だ、 と 思って、 客 は どんな 人間 だろうと、 格子から 今 

出た 処を 透かして 見る。 とそ こで 一 つ 腰 を 屈めて、 立 

さっき  うわさ 

直った 束髪 は、 前 刻から 風説の あった、 河 野の 母親と 


によし よ-つ 

云う 女性。 

もんつき 

黒の 紋羽二重の 紋着 羽織、 ちと 丈の 長いの を 襟 を 詰 

せがれ  あらまし 

めた 後 姿。 枠が 学士 だ 先生 だとい うので も、 大略 知 

とし  つや 

れた 年紀は 争われず、 髪 は 薄い が、 櫛に てら てらと 艷 

が 見えた。 

背 は 高い が、 小 肥に 肥った 肩の やや 怒った の は、 

としごろ  みな リ 

妙齢に は 御難 だけれ ども、 この 位な 年配で、 服装が 可 

ショ オル 

いと 威が 備わる。 それに 焦 茶の 肩掛 をした の は、 今日 

あたりの 陽気に は いささかお 荷物 だろうと 思われる が、 

みだしな み  あなた  あやめ 

これ も 近頃 は 身鎂 のーッ で、 貴婦人 方 は、 菖蒲が 過ぎ 

て も 遊ばさる る。 


直ぐに 御 歩行 かと 思う と、 まだ それから 両手へ 手袋 

を 嵌めた が、 念入りに 片手ず つ 手首へ ぐっと 扱いた 時、 

じゅばん  かえ 

襦袢の 裏の 紅い のが チラ リと 翻る。 

年紀の ほど を心づ もりに 知った め 組 は、 そのち らち 

らを 一目 見る と、 や、 火の粉が 飛んだ ように、 へッと 

うなじ  すく 

頸 を 窘めた 処へ、 

「まだ、 花道 かい？」 

とお 蔦が 低声。 

つけぎ わ 

「附 際々々、」 

すく  さき 

ともう 一 息め 組の 首を縮める 時、 先方 は 格子戸に 立 

こうもりがさ 

かけた 蝙蝠傘 を 手に 取って、 また ぞろ 会釈が ある。 


だくさん 

「思 入れ 沢山 だ。 いよう！」 

おっと その 口 を 塞いだ。 声 はもと より 聞えまい が、 

こなたに 人の 居る は 知れたろう。 

き つ 

振 返って、 額の 広い、 鼻筋の 通った 顔で、 屹と 見越 

した、 目が 光って、 そのまま 悠々 と 路地 を 町へ。 —— - 

勿論 勝手口 は 通らぬ ので ある。 め 組 はっかつ かと 二足 

三 足、 

調子 はずれな 声 を 放って、 手 を 拡げて ぼうとなる。 

「どうしたの ご 

「可 訝しい ぜご 


と 急に 威勢よ く 引返して、 

「あれが、 今の が、 その、 河野ッ てえ のの 母親 かね、 

静岡 だって、 故郷 あ、」 

「ああ ご 

うち  いしゃ 

「家 は 医師 じ やねえ かしらん。 はてな ご 

「どうした、 め 組 ご 

とむ ぞうさに 台所へ 現われた、 一 一十 七 八の こざつ ぱ 

りした の は主税 である。 

「へへ へへ へ、」 

えみ  はすっぱ  ゆうやけ 

満面に 笑 を 含んだ、 め 組 は 蓮 葉 帽子の 中から、 夕 映 

のよう な 顔色 。 


「お早う ござい ご 

おひる 

「何が 早い もの か。 もう 午 飯だろう、 何 だ 御馳走 は、」 

のぞきこ 

と視 込んで、 

「はは あ、 鯛 だな ご 

「鯛と おっしゃ いよ、 見ッ ともない ご 

とお 蔦が 笑う。 

「他の 魚屋の 商う のは亂 さ、 め 組のに 限つ ちゃ 鯛よ、 

な あ、 めい 公。」 

「違えね え ご 

あなた  だんな さま  たいとと 

「だって、 貴郎は 柄に ない わ、 主 公 様 は 大人しく 鯛 魚 

とおつ しゃる もんです、 ねえ、 めの さんご 


「違えね え ご 

主税は 色気の ない 大息つ いて、 

「何に しろ、 ああ 腹が 空いた ぜご 

「そうでしょう ッて、 寝坊 をす るから、 まだ 朝御飯 を 

食らない もの ご 

「違えね え、 確に ァリ ャ、」 

と、 め 組 は 路地 口へ 伸 上る。 

六 

「大分 御 執心の よう だが、 どうした ご 


と、 め 組の その 素 振に 目 を 着けて、 主税は 空腹 だと 

いうのに。 ：：： 

「後 姿に 惚れた のかい。 おい、 もう ゆい 加減な お 婆 さ 

んだぜ ご 

「だって 貴郎 にやお 婆さんでも、 め 組に は 似合いな 

年紀 ごろ だ わ。 ねえ、 ちょいと、」 

「へへ へ、 違えね え ご 

「よく、 (違えね え。) を 云う 人 さ ご 

「だから、 確だろう と 思 うんで さ ご 

つぶや  ひとり 

と 眩いて 独で 飲込み、 仰向いて 天秤棒 を 取りな が 

ら、 


「旦那、」 

お  ゆす 

「己ら 御免 だ ご と 主税は 懐手で 一 ッ肩を 揺る。 

「え、 何 を ご 

「文で も 届けて くれじ やない かご 

ごじょう だん 

「御 串戯。 いえさ、 串戯は 止して 今のお 客 は 直ぐに 南 

うち 

町の 家へ 帰りそう な 様子でした かね ご 

「むむ、 ずッと 帰る と 言った つけ ご 

「難 有え、」 

額 をび つし やり。 

「後を慕って、 おおそう だ、 と 遣れ ご 

「行く のかい、 河 野さん へ ご 


「ちょっぴりね、」 

「じ や 可い けれど。 貴 郎、」 

と 主税を 見て 莞爾 して、 

わ 力ま ま 

「めい 公が ね、 また 我儘 を 云って 困つ たんです よ。 お 

邸 風 を 吹かしたり、 お 惣菜 並に 扱う から、 河 野さん へ 

はもう 行かない ッて。 折角お 頼まれな すった もの を、 

貴郎が 困る だろうと 思 つ て、 これから 意見 をして やろ 

うと 思った 処 だった のよ ご 

「そうか ご 

と なぜか、 主税は 気の 無い 返事 をす る。 

「御覧なさい。 そうすると 急に あの 通リ。 ほんとうに 


気が 変る つち や あり やしない。 まるで 猫の目ね ご 

「違えね え、 猫の目の 犬の 子 だ。 どっこい 忙 がしい、」 

と 荷 を 上げそう にす るの を 見て、 

「待て、 待て、」 

きのう 

「沢山よ。 貴 郎の分 は 三 切 ある わ。 まだ 昨日の も 残つ 

てるじゃありません か。 めの さん、 可 いんだよ。 この 

みんな ぼし 

人に ね、 お前の 盤台 を靦 かせる と、 皆 欲が るン だから 

…：- J 

「これ、」 

旦那 様 苦い 顔で、 

「端近で 何の 事たい、 野良猫に 扱い や あがる ご 


「だつ ：：： て、」 

「め 組 も 黙って 笑って る 事 はない、 何 か 言え、 営業の 

さまたげ  おんな 

妨害 をす る 婦だご 

さ 

「肯 かないよ、 めの 字、 沢山なん だから、」 

「まあ、 お前、」 

「いいえ、 沢山、 大事な 所帯 だ わご 

「驚きます なご 

「私、 もう 障子 を 閉めて よご 

「め 組、 この 体 だ ご 

「へへ へ、 こいつば かりや 犬 も 食わね え、 いや、 四寸 

ずつ 食り まし ご 


「おい、 待てと 云う にご 

「さっさと おいでよ、 魚屋の ようで もない ご 

やる せ 

「いや、 遣 瀬が ねえ ご 

と 天秤棒 を 心に して、 め 組 は 一 ッ くるりと 廻る。 

「お菜の あとね だリ をす るん じ や、 ない と 云う にご 

と 笑いな がらお 蔦 を 睨んで、 

「な あ、 め 組。」 

「ええ、 」 

「これから 河 野へ 行 くんだ ろうご 

「三枚 並で 龃附け まさご 

「それに 就いて だ、 ちょいと、 ここに 話が 出来た ご 


「その、 河 野へ 行く に 就いて だが、」 

と 主 税は何 か、 言 淀んで、 

「何 は、 」 

お 蔦に 目配せ、 

「茶 はない のか ご 

「お茶 ッて？ 有ります わ。 ほほ ほほ、 まあ、 人に 

こごと  あなた 

叱 言 を 云う 癖に、 貴郎 こそ 端近で 見ッ ともない じゃあ 

りません か I あります わ I さあ、 あっちへ いらっしゃ 


いご 

と 上ろうと する 台所に、 主税が 立塞がって いるので、 

袖の 端 をち よいと 突いて、 

「さあ、」 

め 組 は 威勢よ く、 

あ "H こ 

「へい、 跡 は 明晩 …… じ やねえ、 翌の朝 だ ご 

まち 

「待な ッ てば、」 

「可い よ、 めの さんご 

「はて、 どうしたら、」 と 首 を 振る。 

「お前た ち は、」 

からから 

と 主税は 呆れた 顔で 呵々 と 笑って、 


「相応に 気が 利かない のに、 早 飲 込 だから こん がら 

がって 仕様がない。 め 組 もまた、 さんざ 油を売った 癖 

おれ 

に、 急に そわそわ せず とも だ。 まあ、 待て、 己が 話が 

あると 言えば。 

そこで だ …… お茶と 申す は、 冷たい …… 」 

と 口へ つけて、 指で 飲む 真似。 

「と 行る 一 件 だ ご 

「め 組に …… 」 

「沢山 だ、 沢山 だ。 私なら、」 

がぜん 

と 声ば かり 沢山で、 俄然と して 蜂の 腰、 竜の口、 さ 

かまえ 

せ、 飲もう の 構 になる。 


「不可ません、 もう 飲んで るんだ もの。 この 上 煽らし 

て 御覧なさい。 また 過日の ように、 ちょいと 盤台 を 

預っ とくん ねえ、 か 何 かで、」 

お 蔦 は 半纏の 袖 を 投げて、 婀娜に 酔ッぱ らい を、 拳 

固で 見せて、 

「それ ッ きり、 五日の 間 行方 知れずに なつち まう ご 

「旦那、 こうなる と 頂きて えね、 人間 は 依怙地な もん 

だ ご 

「可い から、 己が 承知 だから、」 

「じ や、 め 組に 附 合って、 これから 遊びに でも 何でも 

おいでなさい。 お腹が 空いた つて 私、 知らないから。 


さあ、 そこ を 退いて 頂戴よ、 通れ やしない わね ご 

「ああ、 もしもし、」 

主税は 身を躱 して 通しながら、 

「御 立腹の 処を 重々 恐縮で ございま すが、 お ついでに、 

手前に も 一杯、 同じく 冷い の を、」 

「知りません よご 

とつつ と 入る。 

r 旦も、 ゆす リ方は 素人 じ やねえ。 なかなか 馴れて 

ら、」 

もう 飲み かけた ような もの 言いで、 腰 障子から 首 を 

突 込み、 


「今度 八丁 堀の 私 の 内へ 遊びに 来て おくん なせえ。 

ひと つ  かか あざえ もん  ねだ 

一番 私が ね、 * 々左衛 門に 酒 を 強請る 呼吸と いうの を 

お 目に かけ まさご 

かみさん  びっくり 

「女房が 寄せつ け やしまい、 第一 吃驚す るだろう、 己 

いのしし 

なん ぞが 飛込ん じ や、 山の手から 猪 ぐらいに。 所 か 

われば 品 かわる だ、 な あ、 め 組 ご 

したな がし 

と 下流へ かけて 板の間へ、 主 税は腰 を 掛け 込んで、 

「ところで、 ちと 申 かねる が、 今の 河 野の 一件 だ ご 

「何です、 旦、， - 

と 吃驚す る ほど 真顔。 

めえ  おくさん  わつ し 

「お前さん や、 奥様で、 私 に 言い 憎い つ て 事 はあり や 


しねえ、 また 私が 承って 困る つて 事 もね え じ やねえ か。 

噚々 を 貸せと も 言いな さり やしめ え、 早い話が。 何 

また 御 使い道が あり や 御用 立て 申します ご 

「打附 けた 話が こうだ。 南 町 はちと 君に は 遠 廻りの 処 

を、 是非 廻って 貰いたい と 云う もんだ から、 家内で 口 

を 利いて 行く ようになつ たんだから、 ここが ちと 言い 

憎い の だが、 今 云った、 それ、 膚 合の 合わない 処だ。 

今 来た、 あの 母親 も、 何の かの つて 云って いるから 

な、 もう 彼 家へ は 行かない 方が 可い ぜ。 心 持 を 悪く し 

て くれち や 困る よ。 また 何 だ、 その内に 一 杯 奢る か 

ら。」 


とまめ やかに 言う。 

八 

皆まで 聞かず、 め 組 は 力んで、 

「誰が、 誰が あんな 許へ、 私ァ今 も、 だからそう 云つ 

てたん で、 頼まれた ッて 行き やしね え ご 

「ところが、 また 何 か 気が 変って、 三枚 並で 龃附 ける 

なぞと 云う からよ ご 

「そり や、 何で さ、 ええ、 ちょいと その 気になり やな ッ 

たがね、 商いに なんか 行く もんか。 あの 母親 ッて奴 を 


冷 かしに 出かける 肝で さ ご 

「そういう 料簡 だから、 お前、 南 町 御構いに な るんだ 

わご 

ににん  やきのり 

と 盆の 上に 茶 呑 茶碗 …… 不 心服な 二人分 …… 焼 海苔 

に はり はり は 心意気ながら、 極めて 恭しから ず 押附も 

ぞんざい  あらわ 

のに 粗雑に 持って、 お 蔦が 台所へ 顕れ て、 

「お客様 は、 め 組の 事 を、 何 か 文句 を 言 つ たんです か。 」 

さ き 

「文句 はこつ ちに あるんだ けれど、 言 分 は 先方に あつ 

たのよ ご 

と 盆 を 受取って 押出して、 

「さあ、 茶 を 一 ッ 飲みた まえ。 時に、 お茶 菓子に も 言 


分が あるね、 もうち つと どうか 腹に 溜りそう な もの は 

C ヽ ゝ ヽ o  | 

る レ カレ 」 

きたな 

「貴郎 のように 意地 汚ではありません。 め 組 は 何に 

も 食べ やしないの よご 

「食べ やしね えば かりじゃありません や、 時々、 この 

せいで 食べられなくなる 騒ぎ だ。 へへ へ、」 

と 帽子 を 上へ 抜 上げる と、 元気に 額の 皺 を 伸ばして、 

せきれい  ひとさし 

がぶ りと  一 口。 鶄鴒の 尾の ごとく、 左の 人 指 を ひよ い 

は  したな めず 

と 刎ね、 ぐいと 首 を 据えて、 ぺろぺ ろと 舌 舐る。 

主税 はむしゃ りと 海苔 を頰 張り、 

「め 組 は 可い が 己の 方 さ、 何とも もって 大空 腹の 所 だ 


i  ？  o 

力、 ら 」 

「ですから 御飯に なさい なね、 種々 な 事 を 言て、 お 

握飯 を斿 えろ つて 言い かね やしないんだ わ。」 

「実は …… 」 と莞 爾々々 、 

「その 気な きにし も あらず だよ ご 

「可い 加減に なさい まし、 め 組 は 商売が あります よ。 

疾く お話しな さいなね ご 

「そう、 そう。 いや、 可い 気な もんです ご 

と 糸底 を 一 つ 撫でて、 

「その 言 分と いうの は、 こうだ。 どうも、 あの 魚屋 も 

可い が、 門の 外から (おう) と 怒鳴り込んで、 (先 公 居 


るか。) は 困る。 この間 も 御 隠居 をつ かまえて、 こいつ 

あ 婆さんに 食わして やれ は、 いかにも あんまりです。 

ちかづき  まこと  きま リ 

内 じ やが えんに 知己が あるよう で、 真に 近所へ 極が 

悪い。 それに、 聞けば 芸者 屋 待合なん ぞへ、 主に 出入 

り をす るんだ そうだから、 娘 たちのた めに もなら ず、 

第一 家庭の 乱れです。 また 風説に よると、 あの、 魚屋 

でいり  うち  こ つ 

の 出入 をす る 家 は、 どこでも 工面が 悪い つ て 事た から、 

かたがた 折角、 お 世話 を 願った そうだ けれど、 宜しい 

ように、 貴下から …… と 先ず ざっとこう よご 

め 組より、 お 蔦が 呆れた 顔 をして、 

「わざわざ その 断りに 来な すった の ご 


「そうば かりじゃなかった が、 まあ、 それ も 一 ッは あつ 

た ご 

「仰山 だ わね え ご 

「ちと 仰山な よう だけれ ど、 お 邸つ き 合いのお 勝手口 

ぼや  びつ くリ 

へ、 この 男が 飛込ん だんじ や、 小火ぐ らいに は 吃驚し 

たろう。 馴れない 内 は 時々 火事 かと 思うよう な 声で 怒 

鳴リ 込む からな。 こり や 世話 をした のが 無理だった。 

め 組 怒つ ちゃ 不可い ご 

「分った …… 」 

だしぬけ 

と 唐突に 膝 を 叩いて、 

「旦那、 てっきり そうだ、 だから、 私ァ 違えね ぇッて 


云つ たんだ。 彼奴、 兇状 持 だ ご 

フス 、え —— 」 

何とした か、 主税、 茶碗 酒 を ふらりと 持った 手が、 

きま 

キ チンと 極る。 

「兇状 持え？」 とお 蔦 も 袖 を 抱いた ので ある。 

め 組 は、 どこか 当な しに 睨む ように 目 を 据えて、 

「それ を、 私ァ、 私ァ それ をね、 ウイ、 ちゃんと 知つ 

てるんだ。 知って る もんだ から、 だ もんだ から。 …… 」 


「ウイ、 だから 私が 出入つ ちゃ、 どんな 事で 暴露よう 

はら  で えど - J 

も 知れね えとい ぅ肚 だ。 こっち あ 台所まで だから、 

さ き 

ちっとも 気がつかなかった が、 先方 じ や 奥から 見 懸け 

たもんだ ね。 一昨 i 頃静 岡から 出て 来たって、 今 も 蔦 

ちゃんの 話 だつ け。 

ざま 

状 あ 見や がれ、 もっと 先から 来て いたんだ。 家風に 

合わね え も、 近所の 外聞 も ある もんか、 笑 かしゃ あが 

らご 

き お 

と 大きに 気勢う。 

「何 だ、 何 だ、 兇状と は ご 

お つ かさん 

「あの、 河 野さん の 母 様が かいご 


とお 蔦 も 真顔で 訝った。 

「あれで なくって、 兇状 持 は、 誰な もんかね、」 

あなた  まじめ 

「ほほ ほ、 貴郎、 真面目で 聞く こと はな いんだ わ。 め 

組の 云う 兇状 持なら、 あの 令夫人が ああ 見えて、 内々 

大福餅が お好き だぐ らいな もんです よ。 お 彼岸に お 

はぎ  こしら  かみさん  かたき 

萩 餅を栴 えたって、 自分の 女房 を 敵の ように 云う 人 

だもの。 ねえ、 そうだろう。 めの 字、 何 か 甘い ものが 

すき 

好なん だろう ご 

かくしぐい  どろぼう じょうご 

「いずれ、 何 か 隠 喰 さ、 盗人 上戸なら 味方 同士 だ ご 

「へへ、 その 通り、 隠 喰いに や 隠 喰いだ が、 喰った も 

のがね、」 


「何 だ、」 

「馬で さ ご 

「馬 だと …… 」 

やくしゃ 

「旅 俳優 かいご 

「いん や、 馬丁 …… 貞 造って …… 馬丁で ね。 私が 静 

岡に 落ちて た 時分の 飲 友達、 旦那が 戦争に 行った 留守 

な  やみつき  おくび 

に、 ちょろり と 嘗めた が、 病 着で、 曖の 出る ほど 食つ 

たんだ ご 

主税は 思わず 乗 出して、 酒 もあった が 元気よ く、 

「ほんとう か、 め 組、 ほんとう かいご 

と 事を好んだ 聞きよう をす る。 


「噓 よ、 貴郎、 あの方た ちが、 そんな ことがあって 可 

いもんで すか、 めの 字、 滅多な こと は 云う もん じゃあ 

ほか 

りません、 他の 事と 違うよ、 お前、」 

じょうだん  わつ し てえ 

「あれ、 串戯じ やねえ。 これが 噓 なら、 私の 鯛 〔#ル 

ビの 「てえ」 は 底本で は 「てい 匕 は 場 違 だ。 ええ、 旦那、 

河 野の 本家 は静 岡で、 医者だろう ね。 そら、 御覧 じろ、 

おおき  えの き 

河野ッ てえ から 気がつかなかった。 門に 大な稷 が 

やしき  めえ おきつ 

あって、 稷 邸と 云 や、 お前、 興津江 尻まで 聞え たもん 

だね。 

おくさん 

今 見り や、 ここ を 出た 客て えの は、 稷 邸の 奥様で、 

その 馬丁の 情婦 だ。 


だから 私ァ、 冷 かしに 行って やろうと 思つ たんだ。 

噓に もほんとう にも、 児が あら あ、 児が。 ああ、」 

また  一口が ぶりと 遣って、 はり はり を 嚙んだ 歯 をす 

すって、 

こども 

「ねえ、 大勢 小児が ありまし ようご 

「南 町の 学士 先生 も その 一 人、 何でも 兄弟 は 大勢 ある。 

八 九 人 かも 知れない よ、 いや、 ほんとうなら 驚いた なご 

「おお、 待ちね え、 その 先生 は 幾 歳 だね ご 

「六 か、 七 だ ご 

「二十と だね、 すると その上 か、 それとも 下 かね。 どつ 

ち 道 その 人 じ やねえ。 何でも 馬丁の 因果の たね は 婦人 


なんだ。 いずれ 縁附 いちやい るだろう が、 これほど 

確な 事 はねえ。 私ァ 特別で 心得て るんで、 誰も 知つ 

ちゃい ますめえ よ。 知らぬ は 亭主ば かりなり じ やねえ 

そうすけ 

ん だから、 御存じ は 魚屋 惣助 (本名) ばかりな り だ。 

はは はは、 下郎 は 口の さがね えもん だ ご 

ぐいと 唇 を 撫でた 手で、 ポ カリと 茶碗の 蓋 をした。 

て つ まう 

「危 え、 危ぇ、 冷 かしに 行く どころ じ やねえ。 鳆 汁と 

こいつ だけ は、 命が けで も 留められね えんだから、 あ 

の 人のお 酌で も 頂き 兼ねね え。 軍医の 奥さんに お 手の 

もので、 毒薬 装ら れ ちゃ 大変 だ。 だが、 何 だ、 旦那 も 

知らね え 顔で いてお くんね え、 とかく 町内に 事な かれ 


だからね。」 

「ああ、 お前 ももう おいでで ない ご 

「行く もんか、 行けった つてお 断り だ。 お断り、 へへ 

へ、 お断り、」 

ひね 

と 茶碗 を 捻くる。 

「ぎな 人 だよ。 仕様がな いね、 さあ、 茶碗 をお 出しな 

ね ご 

「おお、」 

と 何 か 考え込んだ、 主税が 急に 顔 を 上げて、 

「もうち つと 精し くその 話 を 聞かせな いかご 

井戸端から、 婦人の 砜 が 切れて 来た かと、 お 源が 一 


文字に 飛込んだ。 

「旦、 旦那 様、 あの、 何が、 あの、 あの あの、」 


矢 車 草 

あわた だ  か  いき 

お 源の その 慌 しさ、 龃 けて 来た 呼吸 づ かいと、 早 

せきこみ  まっか 

口の 急 込に 真 赤に なりながら、 直ぐに 台所から 居間 を 

つっき  たす き  はだ 

突 切って、 取次ぎ に 出る 手 廻し の、 櫸を 外す のが 膚を 


脱ぐ ような 身悶えで、 

まさごち よう 

「真砂 町の、」 

「や、 先生 かご 

ま つ すぐ  つった 

真砂 町と 聞いた だけで、 主税は 素直に 突立ち 上る。 

お 蔦 はさ そくに 身を躱 して、 ひらりと 壁に 附着いた。 

「いえ、 お 嬢 様で ございま すご 

「嬢 的、 お 妙さん かご 

い  ひと 

と 謂う と 斉しく、 まだ 酒の ある 茶碗 を 置いた 塗 盆 を、 

けかえ  ひも ひッ つか 

飛 上る 足で 蹴 覆して、 羽織の 紐 を 引摑ん で、 横 飛びに 

台所 を 消えよう として、 

「赤い か、」 


お 蔦 を 見向いて 面 を 撫でる と、 涼しい 瞳で、 それ 見 

めっき 

たかと 云う 目色で、 

「誰が 見ても …… 」 と、 ぐっと 落着く。 

ゥむリ  おさ 

「弱った ご と 頭 を 圧え る。 

「朝湯々々、」 と莞爾 笑う。 

しょかつ こうめい 

「軍師なる かな、 諸 葛 孔明ご といい 棄 てに、 ばた ばた 

どんと 出て 行った は、 玄関に 迎える ので ある。 

ふらふら とした 目 を 据えて、 まだ 未練に も 茶碗 を 放 

えみ 

さなかった、 め 組の 惣助、 満面の 笑に 崩れた、 とろん 

そうごう 

この 相 格で、 

のぞ 

「いよう、 天人 ご と 向う を靦 く。 


「不可い よ、」 

きつ  きつ 

と 強く 云う、 お 蔦の 声が 屹 としたので、 きょ とんと 

して 立つ 処を、 横 合から お 源の 手が、 ちょろり とその 

執心の 茶碗 を搔 攫って、 

「失礼 だ わご 

き  び つ くリ  てんびん 

と 極めつ ける。 天下 大変、 吃驚して、 黙って 天秤の 

まんなか 

下へ 潜る と、 ひょいと 盤台の 真中へ。 向う の 板塀に 肩 

を 寄せた は、 遠くから 路を 開く 心得、 するすると これ 

も 出て &く。 

もう、 玄関の、 格子が 開きそう な もの だと 思う と、 

音 もしなければ、 声 もせぬ ので、 お 蔦が、 


「御覧、」 と 目配せす る。 

視くは 失礼と 控えた のが、 遁 腰で 水口から 目ば かり 

出した と 思う と、 反 返る ように 引 込んで、 

「大変で ございます。 お 台所 口へ いらっしゃいます ご 

「ええ、 こちらへ、」 

と 裾 を 捌く と、 何と 思った か 空 を 望み、 破風から 出 

そうにき りり と 手繰って、 引窓 を 力 タリと 閉めた。 

「あれ、 奥様。」 

「お前、 そのお 盆なん ぞ、 早くよ ご と 釣鐘に でも 隠れ 

たそうに、 肩から 居間へ 飜 然と 飛込む。 

驚いた の はお 源坊、 ぼうとな つて、 ただ くるくると 


働く 目に、 一目 輝く と 見た ばかりで、 意気地な くべ た 

ぺ たと 坐って、 偏に 恐 入って お辞儀 をす る。 

「御免なさい よご 

やさし  とめき  うっとり 

と 優 い 声、 は ッと花 降る 留南奇 の 薫に、 お 源 は 恍惚 

たもと  えもん  しごき 

として 顔 を 上げる と、 帯 も、 袂も、 衣紋 も、 扱 帯 も、 

花 いろいろの 立 姿。 まあ！ 紫と、 水 浅黄と、 白と 

紅 咲き 重なった、 矢 車 草を片 袖に、 月夜に 孔雀 を 見 

るよう な。 

はねかえ  どぶ だま リ 

め 組が 刎 返した 流 汁の 溝 溜 もこれ がた めに 水澄ん 

で、 霞 を かけた る 蒼 空が、 底 美しく 映る ばかり。 先祖 

が 乙姫に 恋歌して、 かかる 処に 流された、 蛙の 児よ、 


いで や、 柳の 抉に 似た、 君の 袖に 鎚れ かし。 

妙 子 は、 有名な 独逸 文学者、 なにがし 大学の 教授、 

文学士 酒 井 俊 蔵の 愛娘で ある。 

とうさん  や 

父 様 は、 この 家の 主人、 早瀬 主税に は、 先生で 大恩 

おしゅう  さん  ひと 

人、 且つ 御主に 当る。 されば こそ、 嬢 様と 聞く と 斉し 

ひやざけ  あお 

く、 朝から 台所で 冷酒の ぐい 煽り、 魚屋と 茶碗 を 合わ 

ふるまい  たち どころ 

せた、 その 挙動 魔の ごときが、 立 処に影 を 潜めた。 

ないしょ 

まだ それよりも 内証な の は、 引窓 を 閉めた ため、 勝 

手の 暗い …… その …… 誰 だか。 

十一 


妙 子の 手 は、 矢 車の 花の 色に 際立って、 温柔な 葉の 

中に、 枝 をち よいと 持 替えながら、 

「こんな もの を 持って いますから、 こちらから、」 

と まごつく お 源に 気の毒そう。 ふつく リと 優しく 

ほほえ 

微笑み、 

「お 邪魔 をして ね ご 

「どういたしまして、 もう 台な しで ございまして、」 と 

雑巾 を 引摑ん で、 

「あれ、 お 召 ものが、」 

あずまげ た 

と 云う 内に、 吾妻 下駄が 可愛く 並んで、 白 足袋 薄く、 


藤色の 裾 を 捌いて、 濃い お 納戸 地に、 浅黄と 赤で、 

なでしこ  しゅ ちん  かが  みずがめ  はなす みれ 

撫子と 水の 襦 珍の 帯 腰、 向う 屈みに 水瓶へ、 花堇の 

かん ざし 

簪 と、 リボンの 色が、 蝶々 の 翼 薄 黄色に、 ちらちら 

ひとしお 

と 先ず 映って、 矢 車を揷 込む と、 五彩の 露 は 一入で あ 

る。 

「ここに 置かして 頂戴よ。 まあ、 お 酒の 香が してね 

ゆらゆら 

え、」 と 手 を 放す と、 揺々 となる 矢 車 草より、 薫ば かり 

かんばせ え 

も 玉に 染む、 顔 酔いて 桃に 似たり。 

「御覧なさい、 矢 車が 酔って ふらふら する わご と 罪 も 

なく 莞爾 する。 

お 源 は どぎ まぎ、 


「ええ、 酒屋の 小僧が、 ぞんざい だもので ございます 

ゝ ！ J  o  I 

力ら 」 

こぼ  いたずら 

「ちょいと、 溢した の。 やっぱり 悪戯な 小僧さん？ 

からか  とこ 

犬にば つかり 弄って いるんで しょう、 私ン 許の も 

おんな じ 

同一よ ご 

い つ かど 

一 廉 社会 観の ような 口ぶり、 説く がごと く 言いな が 

ら、 上に 上って、 片手に それまで 持って いた、 紫の 風 

呂敷 包、 真四角な の を 差 置いた。 

「お 裾が 汚れます、 お 嬢 様 ご 

「いいえ、 ボ のよ、」 

つま 

と 棲 は 上げても、 袖 は 板の間に 敷く のであった。 


「あの、 お 惣菜に なすって 下さい ご 

「どうも 恐れ入ります ご 

「旨くはありません よ、 どうせ、 お 手製なん です か 

ら。」 

少し 途切れて、 

「お 内です かご 

「はい、」 

「主 税 さん は …… あの 旦那 様 は、」 

と 言い かけて、 急に 気が 着いた か、 

「まあ、 どうしたの、 暗い のね え ご 

成程、 そこまで は 水口の 明が 取れた が、 奥へ 行く 道 


は 暗かった。 

「も、 仕様がな いので ございま すよ、 ほんとうに、 あ 

ら、 どうしましょう。」 

とお 源 は 飛 上って、 慌てて 引窓 を、 くるり、 かたり。 

颯と 明るく 虹の 幻、 娘の 肩から 矢 車 草に。 

あるじ 

その 時 台所へ 落着いて 顔 を 出した、 主人の 主税 と、 

おもて 

妙 子 は 面 を 見合わせた。 

おど 

「驚かして 上げましょうと 思つ たんだ けれども ご と、 

じょうだん  かめ  ついた け 

笑って 串戯 を 言いながら、 瓶なる 花と 対 丈に、 そこに 

娘が 跪& るので、 渠は 謹んで 板に 片手 を 支いた ので あ 

る。 


「驚かしち や、 私 厭です よご 

「じ や、 なぜ そんな 水口から なん ぞぉ 入ん なさい ます- 

ちゃんと 玄関 へ お出 迎ぃ をして いるじゃありません 

ゝ o  _ 

力 」 

「それでもね、」 

と 愛々 しく 打 傾き、 

「お 惣菜なん か 持 込む のに、 お 玄関から じ や 大業です 

もの。 それに、 あの、 花に も 水 を 遣りたかった の ご 

「綺麗です な、 まあ、 お 源、 どう だ、 綺麗 じ やない かご 

「ほんとうにお 綺麗で ござい ますこと ご と、 これ は 妙 

子に 見： 11 れ ている。 


「同じく 頂戴が 出来 ますんで？」 

「どうしょ うかしら。 お茶 を 食 るん なら 可 けれど、 お 

のむ 

酒 を 飲ん じ や、 可哀相 だ わご 

「え、 酒なん ぞご 

「厭な、 お ほほ、 主税 さん、 飲んで るの ね ご 

「はは、 はは、 さ、 まあ、 二階へ ご 

にげだ  きぬ  はしごだん 

と遁 出す ような。 後へ する する 衣の 音。 階 子 段の 下 

あたりで、 主 税が思 出した ように、 

「成程、 今日は 日曜です なご 

「どうせ、 そうよ、 (日曜) が 遊びに 来たの よご 


十二 

二階の 六 畳の 書斎へ 入る と、 机の 向う へ引附 ける は 

失礼ら しいと 思った そうで、 火鉢 を 座中へ 持って 出て、 

ぶ とん 

床の間の 前に 坐リ 蒲団。 

「どうぞ、 お敷きなさい まし ご 

あらたま  いんぎん  つ 

主税は 更 つて、 慇憝に 手 を 支いて、 

「まあ、 よくい らっしゃ いました ご 

「はい、」 とば かリ。 長年 内に 居た 書生の 事、 随分、 

わがまま 

我儘 も 言ったり、 甘えたり、 勉強の 邪魔 もしたり、 悪 

口 も 言ったり、 暄嘩 もしたり。 帽子と 花簪の 中で あつ 


おなじ  へ こおび  しごき 

た。 が、 さてこう なると、 心 は 同一 でも 兵 子 帯と 扱 帯 

ほど 隔てが 出来る。 主税も その 扱に すれば、 お嬢さん 

ハンケ チ たより 

も晴 がまし く、 顔の 色と おなじような、 毛 巾 を 便 にし 

かげろう 

て、 姿と 一 緒に ひらひらと 動かす と、 畳に 陽炎が 燃え 

るよう なり。 

おくさん 

「御無沙汰 を 致しまして 済みません。 奥様 もお 変り が 

ございませんで、 結構で ございます。 先生 は 相 変らず 

めしあが 

…… 飲酒り ます かご 

「誰か、 と 同一よう に …… やっぱり …… 」 と 莞爾。 落 

着かない 坐りよう をして いるから、 火鉢の 角へ、 力 を 

入れて 手 を 掛けながら、 床の 掛 物に 目 を 反らす。 


主税は 額に 手 を 当てて、 

の ぼ 

「いや、 恐縮。 です が 今日の は、 こリゃ 逆上せ ますん 

さ つき 

です よ。 前 刻 朝湯に 参りました ご 

とラ さん 

「父 様 もね、 やっぱり 朝湯に 酔 うんです よ。 不思議 だ 

主 税は胸 を 据えた 体に、 両 膝に ぴたりと 手 を 置き、 

おくさん  あなた 

「平に、 奥様に は 御内 分。 貴女 また、 早瀬が 朝湯に 酔つ 

ていた なぞと、 お 話 をな すって は 不可ません よご 

「ほんと うに 貴郎 の 半分で も、 父 様が 母 様の 言う - J と 

き  みんな 

を肯 くと 可 いんだ けれど、 学校で も 皆が 評判 をす る 

ん です もの、 人が 悪 いのはね、 私の 事 を (お 酌さん。) 


o や 力 

なんて 冷評す わご 

「結構じゃありません かご 

「厭 だ わ、 私 は ご 

「だって、 貴女、 先生が お嬢さんのお 酌で 快く 御酒 を 

めしあが  いま 

召 食れば、 それに 越した 事はありません。 後に その 筋 

ご ほう び 

から 御 褒美が 出ます。 養老の 滝で も 何でも、 昔から 孝 

行な 人物の 親 は、 大概 酒 を 飲みます ものです。 貴女 を 

(お 酌さん。) なぞと 云う 奴 は、 親の ために 焼芋 を 調え、 

おはぎ 

牡丹餅 を 買い …… お 茶番の 孝女 だ ご 

おおい  くすぐ 

と 大に櫟 つて 笑う と、 妙 子 は 怨めし そうな 目で、 

可愛らしく 見た ばかり。 


「私 は、 もう 帰ります ご 

ごじょう だん 

「御 串戯を おっしゃって は 不可ません。 これから その 

おはぎ 

焼芋 だの、 牡丹餅 だの ご 

「ええ、 私 はお 茶番の 孝女です から ご 

「まあ、 御 褒美 を 差 上げましょう ご 

と 主 税が引 寄せる 茶道具の、 そこら を視 めて、 

「お客様が あつたの ね。 お 邪魔 をした の じゃあり ませ 

ん かご 

「いいえ、 もう 帰った 後です ご 

「厭な 人ね？」 

だしぬけ 

と 害 突に 澄まして 云う。 


「見たん です かご 

「見やし ません けれど、 御覧なさいな。 お茶 台に 茶碗 

が 伏って いるじゃありません か、 お茶 台に 茶碗 を 伏せ 

きらい 

る 人 は、 貴下 嫌 だもの、 父 様 も ご 

あつば  ほん あみ  きびしよ 

「天晴れ 御 鑑定、 本 阿弥で いらっしゃる ご と 急須 子 を 

あける。 

「誰 方な の？」 

「御存じの ない 者です。 河 野と 云う 私の 友達 …… 来て 

いたの は その 母親です よご 

「河 野ね？ 主税 さんご と 妙 子 はふつ くりした 前髪 

で 打 傾き、 


「学士の 方 じ やなく つて、」 

「知ってい らっしゃる かごと 茶筒に かけた 手 を 留めた。 

おつかさん 

「その 母 様と 云う の は、 四十 余りの、 あの、 若造り で、 

ほそおもて 

ちょいと お 化粧なん ぞ して、 細面の、 鼻筋の 通った、 

何だか 権 式の 高い、 違って？」 

「まったく。 どうして 貴女、」 

「私の 学校へ、 参観に ご 


新 学士 


十三 

きのう  かあさん 

「昨日 は 母 様が 来て 御 厄介でした ご 

わき  えいきち 

と、 今夜 主税の 机の 際に、 河 野英吉 が、 まだ 洋服の 

さき 

膝 も 崩さぬ 前から、 

「君、 困ったろう、 母 様 は 僕と 違って、 威儀 堂々 とい 

う 風で 厳粛 だから、 はは は、」 

と 肩 を 揺って、 無邪気と 云えば 無邪気、 余り 底の 無 

さ 過ぎる ような 笑 方。 文学士と 肩書の 名刺と 共に、 

あたらし  ひげ  おし も 

新 いだけ に 美しい 若々 しい 髯を押 揉んだ。 ちと 目立 

おおき 

つば か リロが 大 いのに、 似合わず 声の 優しい 男で。 


気焰を 吐く のが 愚痴の ように 聞きな される 事が ある。 

もっとも、 何 をす るに も、 福、 徳 とだけ 襟 を 数えれば 

済む 身分。 貧乏 は 知らないと 云っても 可い から、 愚痴 

になる わけはな いが、 自分の 親 を、 その 年紀 で、 友達 

あらかた 

の 前で、 呼ぶ に 母 様 を もってす るので も 大略 解る。 酒 

に 酔わずに アル コ オルに 中毒る ような 人物で。 

とし  じゅ  くん  さき 

年紀は 二十 七。 従 五 位勲 三等、 前の 軍医監、 同姓 

ひでおみ  きょうだい うち 

英臣の 長男、 七 人の 同胞 の 中に 英吉 ばかりが 男子で、 

姉が 一人、 妹が 五 人、 その 中縁附 いたのが 三人で。 姉 

は静 岡の 本宅に、 さる 医学士 を 婿に して、 現に 病院 を 

開いて いる。 


南 町の 邸 は、 祖母さん が 監督に 附 いて、 英吉が 主人 

で、 三人の 妹が、 それぞれ 学校に 通って いるので、 す 

でに 縁組みした 令嬢た ち も、 皆 そこから 通学した。 別 

家の ようで 且つ 学問 所、 家 厳 はこれ に 桐 楊 塾と 題した 

ので ある。 漢詩の 嗜 が ある 軍医 だから、 何等か 桐 楊 

つまびら か 

の出処 があろう、 但し その 義 審 ならず。 

英吉に 問う と、 素 湯 を 飲む ような 事 を 云う。 枝も栄 

えて、 葉も繁 ると 云う のだろう、 松柏 も 古いから、 そ 

J で 桐 楊 だと。 

な  きリ 

説 を 為す もの あり、 曰く、 桐 楊の 桐 は 男児に 較べ、 

やなぎ  むすめ  なぞら 

楊 は 令嬢 たちに 擬 えたので あろう。 漢皇 


いろ をお もんじて けいこく をお もう  ようかに じょ あり  おんな じ 

重 色 思 傾 国 …… 楊 家 女 有、 と 同一 字 だ。 道理 こ 

そ 皆 美人で あると、 それ あるいは 然ら む。 が 男の 方 は、 

ほうおう  はなふだ 

桐に 鳳凰、 とば かりで 出処が 怪しく、 花 骨牌から 出た 

ようで あるから、 遂に どちらも 信に はならぬ。 

さておき 

休 題、 南 町の 桐 楊 塾 は、 監督が 祖母さん で、 同窓が 

嬢た ちで、 更に 憚る 処が 無い から、 天下 泰平、 家内 

安全、 鳳凰 は 舞い 次第、 英吉は 遊び 放題。 在学 中 も、 

からすがね 

雨 桐 はじめ 烏金の 絶 倍で、 しばしば かいがんに 及ん 

だのみ か、 卒業 も 二 年ば かり 後れた けれども、 首尾よ 

く 学位 を 得た と 聞いて、 親た ち は 先ず 占めた、 びきで、 

つか  て はち  まきな お  よどま リ 

あおたん の摑 みだと 思う と、 手 八の 蒔 直しで 夜泊の、 


ひるな がし  う 

昼 流連。 祖母さん の 命 を 承け て、 妹 連から 注進 櫛の 歯 

を 挽く がごと し。 で、 意見 かたがたし かるべき 嫁 も あ 

らばの 気構えで、 この度 母親が 上京した ので、 妙 子が 

通う 女学校 を 参観した と 云う に つけても、 意の ある 処 

が 解せられ る。 

「どうだい、 君、 窮屈な 思い をした ろうご 

親が 参って、 さぞ 御迷惑、 と 悪気 は 無い 挨拶 も、 

かあさん 

母 様で、 威儀で、 厳粛で、 窮屈な 思い を、 と 云う から、 

えら  き 

何と 豪い か、 恐 入ったろう、 と 極めつ ける がごと くに 

聞え る。 

いつも 

例の 調子と 知ってい るから、 主税は 別に 気に も留 


めず、 勿論、 恐 入る 必要 も 無い ので、 

「姑に 持とうと 云 うんじ やなし、 ちっとも 窮屈な 事 は 

ありま せんご 

机の 前に 鉄 拐 胡 坐で、 悠然と 煙草 を 輪に 吹く。 

おのず 

「しかし、 君、 その 自 から、 何だろう ご 

とその 何だか、 火箸で 灰 を引搔 いて、 

「僕 は 窮屈で 困る。 母 様が ああ だから、 自 から 襟 を 正 

すと 云った ような 工合で ね。 …… 

じき  だっと 

直の 妹なん ざ、 随分 脱兎の ごとし だけれ ど、 母 様の 

前 じ や ほとんど 処女 だね ご 

と髯を 捻る。 


十四 

かあさん 

「で、 何 かね、 母 様 は、」 

おんな じ 

と 主税は 笑いながら、 わざと 同一よう に 母 様と 云つ 

きせる  はた 

て、 煙管 を敲 き、 

「しばらく 御 滞在なん です かいご 

r 一  月ぐ らい 居る かも 知れない、 ああ、」 と 火鉢に 凭掛 

る。 

ま つす ぐ 

「じ や 当分 謹慎 だね。 今夜 なぞ も、 これから 真直に お 

帰りだろう、 どこへ も 廻り やしますまい なご 


「う ふ ふ、 考えて るんだ ご とまた 灰に 棒 を 引く。 

「相 変らず 辛抱が 〔# 「辛抱が」 は 底本で は 「幸 抱が 匕 出 

来ない かご 

「うむ、 何、 そうで もない。 母 様が 可愛がって くれる 

にぎやか 

から、 来て いる 間 は 内 も 愉快 だよ。 賑 じゃある し、 

かず うま  ゆうべ 

料理が 上手 だからお 菜 も 旨い し、 君、 昨夜 は 妹た ちと 

一所に 西洋 料理 を 奢って 貰った、 僕 は 七 皿 喰った。 は 

ま ま 」 

なげ  ほおづえ 

と 火箸 を ボンと 灰に 投て、 仰向いて、 頰杖 ついて、 

とんび 

片足 を 鳶 になる。 

「御馳走と 云えば 内へ 来る め 組 だが、」 


皆まで 聞かず、 英吉は 突 放した ように、 

「あり や 君、 もう 来な く ッても 可い よ。 余リ 失礼な 奴 

だと、 母 様が 大変 感情 を 害した からね、 君から 断って 

くれた まえ ご 

かくし  ハンケ チ 

と 真面目で 云って、 衣 兜から 手 巾 を そそく さ 引 張 出 

し、 口を拭いて、 

「どうせ 東京の 魚 だもの、 誰の を 買った つ て 新鮮い の 

は  うじ うご 

は 無い。 たまに 盤台の 中で 刎ねて ると 思 や、 蛆で蠢 く 

ひらめ  どじょう 

か、 そうでなければ 比 目 魚の 下に、 手品の 鰌 が 泳い 

で るんだ と、 母 様が そう 云った つけ ご 

たち どころ  お ぼっか 

め 組が 聞いたら、 立処 に汝の 一 命 覚束ない、 事 を 


云 つ て、 けろ りと して、 

「静岡 は 口の 奢った、 旨い もの を 食う 処さ。 汽車の 弁 

当で も 試た まえ、 東海道 一番 だよ ご 

主税は どこまでも 髯の ある 坊ちゃん にして、 逆らわ 

ない 気で、 

めしあが 

「いや、 何 か、 手前 どもで、 め 組の もの を 召 食って、 

大層 御意に 叶った から、 是非 寄越して くれと 誰かが 

お つ しゃ 

仰 有る もんだ から 取 あえず 差 立てたん だ。 御 家風 を存 

じないでも なかった けれども、 承知の 上で、 君が たつ 

てと 云った から、」 

「僕 は 構わん。 僕 は 構わん が、 あの 調子 だもの、 祖母 


さんや 妹た ち はもと よりだ。 故郷から 連れて来 ている 

下女 さえ 吃驚した よ。 母 様 は、 僕 を 呼びつ けて 談 じた 

です。 あんな ものに 朋輩 呼ばわり をされ るよう な 悪い 

げいしゃ  かまぼこ 

事 をした か。 そこいらの 芸妓に や、 魚屋 だの、 蒲鋅屋 

の 職人、 薔麦屋 の 出前 持の 客が 有る と 云う から、 お前、 

ど こぞで 一 座で もお しだろう、 とね、 叱られた です。 

僕 は 何、 あれ は 通り もんです。 早瀬の 許へ 行っても、 

同一く、 今日は 旨え もの を 食わせて やろう。 居る か、 

と 云った 調子です、 と 云ったら、 母 様が 云う にや、 

あた リ まえ 

当 前 だ、 早瀬 じ や、 細君 …… 」 

と 云い かけて、 ぐっと 支えた が、 ニヤ リ として、 


「君、 僕 は 饒舌り やしないよ。 僕 は 決して 饒舌らん さ。 

秘密で 居る こと を 知って るから、 君の 不利益になる よ 

うな 事 は 云わない がね、 妹た ちが 知って るんだ。 どこ 

かで 聞いて 来て たもんだ から、 ついね、」 

と 気の毒そう。 

「まあ、 可い、 そんな 事 は 構わない が、 僕と 懇意に し 

あそび 

て くれ るん なら、 もうち つと 君、 遊蕩 を 控えて 貰いた 

ヽ 05。 

レ 才 

きのう 

昨日 も 君の 母 様が 来て、 つくづく 若様の 不始末 を 愚 

痴る のが、 何だか 僕が 取 巻きで もして、 ゎッと 浮かせ 

るよう じ やない か。 


高利 を 世話して、 口銭 を 取る。 酒 を 飲ませて お 流 

せっせつ  はなふだ  ま 

頂戴。 切々 内へ 呼び出し ちゃ、 花 骨牌で も 撒きそう に 

思って るんだ。 何の 事 はない、 美少年 録の ソレ何 だつ 

あほの や ごろうな おゆき  つつもたせ 

け、 安保 箭 五郎 直行 さ。 甚 しき は 美人局で も 遣り かね 

ない ほど 軽蔑して いら。 母 様の 口ぶりが、」 

とや やその 調子が 強くな つたが、 急に 事も無げな 

じょうだんぐち 

串戯ロ  、 

「ええ、 隊長、 ちと 謹んでくれ ないか ご 

「母 様の 来て いる 内 は 謹慎 さ ご 

と 灰を搔 きま わして、 

「その代り、 西洋 料理 七 皿 だ ご と 火箸 を バタリ。 


「じゃあ 色気より 食 気の 方 だ、 何だか 自棄に 食うよう 

じ やない か。 しかし、 まあ それで 済み や 結構 さ ご 

ひとち ようし 

「済み やしないよ、 七 皿の あとが、 ー铫 子、 玉子に 

海苔と 来て、 おひけと なると 可 いんだ けれど、 やつば 

り 一人で 寝 るんだ から、 大きに 足が 突 張る です。 それ 

に 母 様が 来たから、 ちっと は 小 遣が あるし、 二三 時間 

龃 出して 行って 来ようかと 思う。 どうだろう、 君、 迷 

惑 をす るだろう かご 


と 甘える ような 身体つ き、 座蒲団に ぐったりして、 

のぞ 

横 合から 視 いて 云う。 

「何が 迷惑 さ。 君の 身体で、 御 自分お 出かけな さるに、 

ちっとも 迷惑な 事 はない。 迷惑な 事 はない が …… 」 

「いや、 ところが 今夜 は、 君の 内へ 来た こと を、 母 様 

が 知って るから ね。 今の ような 話 じ や、 また 君が 引 張 

出した ように、 母 様に 思われようかと、 心配 をす る だ 

ろうと 云 うんだ ご 

「お疑いな さる は 御 勝手 さ。 癩に 障れば つたって、 

おふくろ 

恐い 事、 何 ある もの か、 君の 母親が 何 だ？」 

と 云い かけて、 語気 を かえ、 


「そう 云つ ちまえば、 実 も 蓋 もない。 痛くない 腹 を 探 

られ るの は、 僕 だって 厭 だ。 それにしても 早瀬へ 遊び 

に 行く と 云う 君に、 よく 故障 を 入れなかった ね ご 

「うむ、 そり や あれです、 君に 逢わない 内 は 疑って い 

ないでも なかった がね、」 

おくめん  ようす 

あえて 臆面 は 無い 容 子で、 

きのう  うなず 

「昨日 逢って から、 そうした 人 じ やない よう だ、 と 頷 

いていた。 母 様 はね、 君、 目が 高 いんだ、 いわゆる 士 

を 知る 明 あり だよ ご 

「じ や、 何 か、 士を 知る 明が あって、 それで、 何 か、 

そうした 人 じ やない よう だ、 (よう だ。) とま だ 疑が あ 


るの かご 

たび つきあ 

「だってた だ 一面識 だものね、 三 四 度 交際って 見た ま 

え。 ちゃんと 分る よ、 五 度と は 言わない ご 

「何も 母 様に 交際う に は 当らん じ やない か。 せめて 年 

増で でも あれば だが、 もう 婆 さま だ ご 

と 横 を 向いて、 微笑んで、 机の上の本 を 見た。 何の 

書 だか 酒 井 蔵書の 印が 見える。 真砂 町から 借用の もの 

であろう。 

英吉 は、 火鉢 越に 視 きながら、 その 段 は 見る でもな 

く、 

「年紀 は 取って る けれど、 まだ 見た 処は 若い よ。 君、 


婦人会なん ぞじ や、 後 姿 を 時々 姉と 見違えられる さ。 

で、 何 だ、 そう やって 人 を 見る 明が 有る もんだ から、 

婿の 選択 は 残らず 母 様に 任せて あるんだ。 取 当てる よ。 

君、 内の 姉の 婿に した 医学士なん ざ 大当り だ。 病院の 

立派に な つ た 事 を 見た まえな。 」 

「僕なん ざ 御 選択に 預れ まい かご 

と 気 を、 その 書物に 取られた か、 木に 竹 を 接いだ よ 

まじめ 

うな 事 を 云う と、 もっての 外 真面目に 受けて、 

「君 か、 君 は 何 だ、 学位 は 持つ ちゃお らん けれど、 

独逸の いける の は 僕が 知って るから ね。 母 様の 信用 さ 

え 得て くれり や、 何 だ。 ええ 君、 妹た ちに は、 もとよ 


リ 評判が 可 いんだ からね、 色男、 はは は、」 

と 他愛なく 身体 中で 笑い、 

し た 

「だって、 どうす る。 階下に 居る の を、」 

うしろ 

背後 を 見返り、 

「湯 かい。 見えなかった よう だつ け ご 

こら  ふきだ 

主税は 堪えず 失笑した が、 向 直って 話に 乗る ように、 

「まあ、 可い 加減に して、 疾く 一人 貰つ ちゃどう だ。 

あそび  や 

人の 事より 御 自分が。 そうす リゃ 遊蕩 も留 みます。 安 

保箭 五郎 悪い 事 は 言わない が、 どう だ ご 

「むむ、 その 事 だが ね ご 

とぐ つたり していた 胸 を 起して、 また 手 巾で 口を拭 


しま  かしこ 

いて、 なぜか、 縞の ズボン を 揃えて、 ちゃんと 畏まつ 

て、 

「実は その 事なん だ ご 

「何が その 事 だ ご 

「やっぱり その 事 だ ご 

「いずれ その 事だろう ご 

「ええ、 知って るの かご 

「ちっとも 知らない、」 

きせる 

と 煙管 を 取って、 

「いや、 真面目に 真面目に、 何 か、 心 当りで も 出来た 

かね。」 


時に 河 野が その 事と 言えば、 いずれ 婦 に違いないが、 

しゅうこう しゅうし うぐいす 

早瀬 はいつ もこの 人から、 その 収紅拾 紫、 鶯を 鳴か 

したり、 蝶 を 弄 んだ りの 件に ついて、 いや、 ああ 云つ 

たが これ は 何と、 こう 申した がそれ は 如何。 無心 を さ 

れた がどうし たもの か、 なるべく は 断りたい、 断った 


ま ず  ス ウイ— ト 

ら 嫌われよ うか、 嫌われて は 甚だ 不 好い。 一体 恋 

でありながら 金子 を くれろ は 変な 工合 だ、 妙 だよ。 そ 

くるし 

の 意志の ある 処を 知る に 苦む、 などと、 ※ 〔# 「そろ 

みみず 

ベく そろ」 の 合 字、 紅 を さして、 蚯蚓まで も 突附け 

て、 意見？ を 問われる に は 恐れて いる。 

誇る に 西洋 料理 七 皿 を もってする、 式の ごとき 若様 

ひやか  うつち や  しょ 

であるから、 冷評せば 真に 受ける、 打棄 つて 置けば 悄 

げる、 はぐら かしても 乗 出す。 勢い 可い 加減に でも 返 

事 を すれば、 すなわち 期せず して 遊蕩の 顧問になる。 

すくな  よわみ 

尠 からず 悩まされて、 自分に お 蔦と 云う 弱点が ある 

だけ、 人知れず 冷汗が 習 であった から、 その 事なら も 


う 聞くまい、 と 手強く 念 を 入れる と、 今夜 は ズボンの 

かしこま  なじみ 

膝 を 畏 つた だけ 大真面目。 もっとも 馴染の 相談 も 

じょうだん  あらたま 

串戯 ではない の だけれ ども。 特に 更 つて、 ついに 

ない 事、 もじもじして、 

「実はね、 母 様 も 云つ たんだ、 君に 相談 をして 見ろ と 

…：- J 

「縁談 だね、 真面目な。」 

珍ら しそうに 顔 を 見て、 

「母 様から 御声懸 りで、 僕に 相談と 云う 縁談の 口 は、 

当時 心 当りが 無い が。 ああ、」 

と 軽く 膝 を 叩いた。 


となり  べっぴん 

「隣家の かい。 むむ、 あれ は 別嬪 だ。 ちょいと 高慢 

じゃある が、 そのかわり 学校 は なかなか 出来る そう 

だ ご 

こども  かぶ リ 

英吉は 小児の ように 頭 を 振って、 

「うう む、 違うよ ご 

「違う。 じ や 誰 だいご 

かくし  つっこ 

と 落着いて 尋ねる と、 慌てて 衣 兜へ 手 を 突 込み、 肩 

ゆす 

を 高う して、 一 ッ 揺つ て、 

「真砂 町の、」 

「真砂 町り：」 

おうむが え 

と 聞く や 否や、 鸚鵡返しに 力が 入った。 床の間に 


しっとりと 露 を 被いだ 矢 車の 花 は、 燈の明 を 余所に、 

暖か 過ぎて 障子 を 透した、 富 士見町 あたりの 大空の 星 

の 光 を 宿して、 美しく 活 つてい る。 

ななめ  きのう 

見よ、 河 野が 座 を、 斜に 避けた 処に は、 昨日の 袖の 

香 を 留めた、 友 染の花 も、 綾の 霞 も、 畳の 上 を 消えな 

いので ある。 

ひと  き つ 

真砂 町、 と 聞 返す と 斉しく、 屹 とその 座に 目 を 注い 

だが、 驚 破と 謂わば 身 を もって、 影 を も 守らん 意気 組 

であった。 

つ つかいぼう  おったて じリ 

英吉 はまた 火箸 を 突 支 棒の ようにして、 押 立 尻 をし 

のっか か 

ながら、 火鉢の 上へ 乗掛 つて、 


「あの、 酒 井ね、 君の 先生の。 あすこに 娘が あるんだ 

ね ご 

「ある さ、」 と 云った が、 余り 取っても 着けない ようで、 

我ながら 冷 かに 聞え たから、 

「知らなかった かな、 君 は。 随分 その 方へ かけち や、 

脱落 は あるまい にご 

ランプ  おおい  し や 

「洋燈 台下 暗し で、 (と 大 に 洒落れ て、) さっぱり 気が 

付かなかった。 君ン 許へ もちよい ちょい 遊びに 来 るん 

だろう ご 

「お成りが ある さ。 僕に は 御主人 だ ご 

「じ や 一 度ぐ らい 逢いそう な ものだった ご 


何 か残惜 く、 かごと がまし く、 不平そう に 謂った の 

が、 なぜ 見せなかった、 と 詰る ように 聞え たので、 早 

瀬 は 石 を 突 流す ごとく、 

「縁が 無 かったんだろう よご 

「ところが あります、 はは は、」 と、 ここで また 相好と 

ともに 足 を 崩して、 ぐたり と 横 坐りに なって、 

「思う に 逢わず して 思わざる に …… じ やない。 向う も 

来れば 僕 も 来る のに、 此 家で 逢いそう な ものだった が、 

そうでな くって 君、 学校で 見た よ。 ああ、 あの人の 行 

く 学校で、 妙 子さん の 行く 学校で ご 

と、 何だか 話しに 乗らない から、 畳 かけて 云った。 


妙 子、 と 早 や 名の この 男に 知られた の を、 早瀬 は その 

人の ために 恥辱の ように 思って、 不快な 色が 眉の 根に 

浮んだ。 

「どうして、 学校で、」 

お- P こ 

とこの 際 わざと 尋ねた ので ある。 母子で 参観した こ 

と は、 もう 心得て いたのに。 

十七 

「どうもこう も 無い さ。 母 様と 二人で 参観に 出掛けた 

んだ。 教頭 は 僕と 同窓 だからね。 先にから 来て 見い、 


来て 見い、 と 云う けれど、 顔の 方 じ や 大した 評判の 無 

い 学校 だから、 馬鹿にし ていたが 驚いた ね。 勿論 五 年 

級に や 掛 いのが 居る と 云った つけが、」 

「じゃあ その 教頭、 媒酌人 も 遣 るんだ なご 

したさき 

と 舌 尖 三分で 切附 けたが、 一向に 感じないで、 

「遣る さ。 そのかわり 待合 や、 何 かじゃ、 僕の 方が 媒 

酌 人 だよ ご 

ひぢ りめん 

「怪しからん。 黒と 白との、 待て？ 海老茶と 緋 縮緬 

の 交換 だな。 いや、 可い 面の 皮 だ。 ずらり と 並べて 

選取りに お 目に 掛けます、 小 格子の 風 だ ご 

「可い じ やない か、 学校の 目的 は、 良妻賢母 を 造 るん 


なこうど 

だもの、 生理の 講義 も 聞かせり や、 媒酌 も しょうじゃ 

あない かご 

とこの 人に して 大 警句。 早瀬 は 恐 入った 体で、 

「成程、」 

「勿論 人 を 見て する こッ た、 いくら 媒酌人 を すれば ッ 

て、 人 ごとに 許し やしない。 そこ は 地位 も あり、 財産 

も あり、 学位 も 有る もんなら、」 

す こぶ こうぜん 

と 自若と して、 自分で 云って、 意気 頗る 昂然たり で、 

「講堂で 良妻賢母 を斿 えて、 ちゃんと 父兄に 渡す 方が、 

双方の 利益 だもの。 教頭 だって、 そこ は 考えて いる 

よご 


「で 何 かね、」 

早瀬 は、 斜めに 開き直って、 

「そこで 僕の、 僕の 先生の 娘 を 見たん だな ご 

「ああ、 しかも 首席よ。 出来 るんだ ね。 そうして 見た 

しとやか  あいきょう 

処、 優美で、 品が良く つて、 愛嬌が ある。 沢山ない、 

滅多にな いんだ。 高級 三百 顔色な し。 照 陽 殿 裏 第一 人 

だよ。 あたかも 可、 学校 も 照 陽 女学校 さ ご 

と 冷えた 茶 をが ぶりと  一 口。 浮かれの 体と おいでな 

すって、 

「はは、 僕ば かりじ やない、 第一 母 様が 気に入つ たさ。 

あれなら 河 野 家の 嫁に しても、 まあまあ …… 恥 かしく 


ない、 と 云って、 教頭に 尋ねたら、 酒 井 妙 子と 云 うん 

だ。 ちょっと、 教員 室で 立 話し をし たんだから、 委ぃ 

こと は 追て として、 その 日 は 帰った。 

きのう 

すると 昨日、 母 様が ここへ 訪ねて 来たろう。 帰りが 

みつけ  くるま 

けに、 飯 田 町から 見附 を 出ようと する 処で、 腕 車 を 飛 

ばして 来た、 母 衣の 中の がそれ だッ たって、 矢 車の 花 

を ご 

と 言い かけて、 床の間 を 凝と 見て、 

「ああ、 これ だ これ だ ご 

もた  はいみ 

ひょいと 腰 を 擡げて、 這 身に ぬいと 手 を 伸ばした 様 

ひと もと ひんぬ 

子が、 一本 引抜き そうに 見えた ので、 


「河 野！」 

「ええ、 」 

「それから。 おい、 肝心な 処だ。 フ ム、」 

乗って 出た のに 引 込まれて、 ト 居直って、 

「あの 砂埃 の 中 を 水際立 つ て、 龃け 抜ける ように、 そ 

リゃ 綺麗だった と 云う の だ。 立留 つて 見送る と、 この 

内の 角へ 車 を 下ろしたろう。 

そろそろ 引返し たんです、 母 様が ね。 休んで いた 車 

夫に、 今のお 嬢さん は 真中の 家へ です か。 へい、 さよ 

うで、 と 云う の を 聞いて 帰った のさね ご 

と 早口に 饒舌って、 


「美人 だね え。 君、」 と ゆったり 顔 を 見る。 

「ト 遣った 工合 は、 僕が 美人の よう だ、 厭 だ。 結婚な 

んぞ 申込ん じ や、」 と 笑いながら、 大に 諷する かの ご 

とくに 云って、 とんと 肩 を 突いて、 

「浮気 ものめ ご 

「浮気 じ やない、 今度ば かしゃ 大真面目 だが ね、 君、 

どうかな るまい かご 

まとも  おとがい 

また 甘える ように、 顔 を 正 的に 差 出して、 頤 を 支 

えた 指で、 しきりに 忙く髯 を 捻る。 

こまぬ 

早瀬 はしば らく 黙った が、 思わず 拱いて いた 腕に 

うしろ  ひじ  つ 

解く と、 背後 ざまに 机に 肱、 片手 をし かと 膝に 支いて、 


「貰う さ ご 

「え ご 

「お貰いな さいご 

「くれよう かご 

「話に よつ ちゃ、 くれましょう ご 

「後継者 じ やな いんだね ご 

「勿論 後継者 じゃあな いご 

「じ や、 まあ、 話 は 出来る として、」 と、 澄まして 云つ 

て、 今度 は 心 ありげ に 早瀬の 顔 を。 

「だが、 何 だよ、 私ァ」 と 云った 調子が 変って、 

「媒介 人 は 断る ぜ、 照 陽 女学校 の 教頭 じ やな いんだ か 


らご 

十八 

そうすると 英吉 が、 かねて 心得たり の 態度で、 媒酌 

その もと 

人 は 勿論、 しかるべき 人 をと 云った のが、 其 許 ごとき 

に 勤まる もの かと、 軽んじ 賤 しめたよ うに 聞え て、 

「そり や、 いざと なり や、 教育界に 名望の ある 道学者 

とうさ ん 

先生の 叔父 も あるし、 また 父 様の 幕下で、 現下 その 筋 

の 顕職に ある 人物 も 居 るんだ から、 立派に 遣って くれ 

るんだ けれど、 その 君、 媒酌人 を 立てる までに、」 


と 手 を 揃えて、 火鉢の 上へ 突出して、 じり りと 進み、 

さ き 

「先方の 身分 も 確め ねばならず、 妙 子、 (ともう 呼棄て 

にして) の 品行の 点 も あり、 まあ、 学校 は 優等と して 

だね。 酒 井 は 飲酒家 だと 云う から、 遺伝性の 懸念 も あ 

リだ。 それ は 大丈夫と してから が、 ああい う 美しい の 

うれい 

に は 有りがち だから、 肺病の 憂が あって はならず、 酒 

井の 親属 関係、 妙 子の 交友の 如何、 そこら を 一 つ 委し 

く 聞かして 貰いた いんだが ね ご 

たま  すみと リ 

主 税は堪 りかね て、 ばりばりと 烏 府の中 を 突崩した。 

この 暖 いのに、 河 野が 両手 を 翳す ほど、 火鉢の 火 は 消 

え かかった ので、 彼 は 炭 を 継ごうと して 横向に なって 


いたから、 背けた 顔に 稲妻の ごとく 閃いた 額の 筋 は 

見えなかった が、 

さ き 

「もう 一度 聞こう、 何 だつ けな。 先方の 身分？」 

「うむ、 先方の 身分 さ ご 

「独逸 文学者よ、 文学士 だ …… 大学教授よ。 知って る 

だろう、 私の 先生 だ ご 

「むむ、 そり や 分って るが ね、 妙 子の 品行の 点 も あり、」 

「それから、」 

「遺伝 さ、 I 

「肺病 かね、」 

「親族関係、 交友の 如何 さ。 何、 友達の 事なん ぞ、 大 


した 条件で はない よ。 結婚 を すれば、 処女 時代の 交際 

は 自然に 疎くなる です。 それに 母 様が 厳しく 鎂れ ば、 

その 方 は 心配 はない が、 むむ、 まだ 要点 は 財産 だ。 が、 

きょ ラ かく 

酒 井 は 困って いやしないだろう か。 誰も 知った 俠客 

風の 人間 だから、 人の 世話 をす リゃ、 つい 物 費 も少く 

ない。 それに や、 評判の 飲酒家 だし、 遊ぶ 方 も 盛 だと 

云う し、 借金 はどうだろう ご 

主税は 黙って、 茶 を 注いだ が、 強いて 落着いた 容子 

に 見えた。 

「何 かね、 持参金で も 望みな のかね ご 

「馬鹿 を 謂いた まえ。 妹た ち を縁附 ける に、 こちら か 


ら 持参 はさせる が、 僕が 結婚す るに、 いやしくも 河 野 

の 世子が 持参金な ど を 望む もの か。 

君、 僕の 家 じ や、 何 だ、 女の 児が 一 人生れ ると、 七 

夜から 直ぐに 積立金 をす るよ。 それ 立派に 支度が 出来 

るだろう。 結婚して から は、 その 利息が 化粧料、 小 遣 

となろうと いうんだ。 自然 嫁入 先で も 幅が利きます。 

もっとも その 金 を、 婿の 名に 書き 替る わけ じ やない が、 

河 野 家に おいてさ、 一人一人の 名に して 保管して ある 

ん だから、 例えば 婿が 多 日月 給に 離れる ような 事が 

あ つ て も、 たちまち 破綻 を 生ずる ごとき 不面目 は 無い。 

さ き 

という 円満な 家庭に なって いるんだ。 で 先方の 財産 


は 望 じ やない が、 余り 困って いるよう だと、 親族の 関 

係から、 つい 迷惑 をす る 事に なつち や 困る。 娘の 縁で、 

一 時 借用 なぞと いうの は 有が ち だから ご 

「酒 井先 生 は 江戸 児 だ！」 

だしぬけ 

と 唐突に 一 喝 して、 

まつり 

「神 田の 祭礼に 叩き 売っても、 娘の 縁で 借りる もんか 

い。 河 野！」 

きつ  あ 

と屹と 見た目の 鋭 さ。 眉 を昂げ て、 

「髯 があった リ、 本 を 読んだり、 お 互の 交際 は 窮屈 だ。 

撲倒 すの を 野蛮と 云 うんだ ご 

お 蔦 は 湯から 帰って来た。 艷 やかな 濡 髪に、 梅花の 


ふくいく  しゅす  うばたま 

匂馥 郁と して、 襦 子の 襟の 烏羽玉に も、 香 や は 隠る る 

路地の 宵。 格子戸 を 憚って、 台所の 暗がりへ 入る と、 

ほ まハ 

一 一階 は 常なら ぬ 声高で、 お 源の 出迎える 気勢 もない。 

シャボン  てぬぐい  はしごだん 

石鹼を 巻いた 手拭 を 持った ままで、 そっと 階 子 段の 

ひらき  くッっ 

下へ 行く と、 お 源 は 扉に 附着いて、 了 心に 聞いて いた。 

十九 

「先生が 酒 を 飲もうと 飲むまい と、 借金が 有ろうと 無 

かろうと、 大きなお世話 だ。 遺伝が、 肺病が、 品行が 

こちら  みやづかえ 

何 だ。 当方から お 給 事 をしょう と 云 うんじ やなし、 


第一 欲しい と 仰 有った つて、 差 上げる やら、 平に 御免 

を 被る やら、 その 辺 も 分らない のに、 人の 大切な 令嬢 

を、 裸体に して 検査す るよう な 事 を 聞く の は、 無礼 じ や 

、^ク 

るレカ 

私 あ 第一、 河 野。 世間の 宗教家と 称うる 奴が、 吾々 

つかま  こ  すき 

を 捕えて、 罪の 児 だの、 救って やる のと、 商売柄 好な 

事 を 云う。 薬屋の 広告 は 構わん が、 しらき ちょうめん 

な 人間に 向って 罪の 子と は 何んだ い。 本人 は ともかく 

いいぐさ 

も、 その 親た ちに 対して 怪しからん 言 種 だと 思つ てる 

ん です。 

みもと しら 

今 君が 尋問に 及んだ、 先生の 令嬢の 身許 検 ベの 条件 


が、 ただの 一 ケ条 でも だ。 河 野英吉 氏の 意志から 出た 

こうむ 

のなら、 私 はもう 学者 や 紳士の 交際 は 御免 蒙る。 そ 

はんてんぎ 

のか わりだ、 半纏 着の 附 合いに なって 撲倒 すよ。 はは 

はは、 えい、 おい、」 

と 調子が 砕けて、 

「母 様の 指揮だろう、 一 々。 私 はこうして 懇意に して 

いるから は、 君の 性質 は 知って るんだ。 君 は 惚れたん 

みそめ 

だろう。 一 も 二 もな く 妙ち やん を見染 たんだ ご 

「うう、 まあ …… 」 と 対 手の 血相 も あり、 もじもじす 

る。 

いとし 

「惚れて よ、 可愛い、 可憐い ものなら、 なぜ 命が けに 


な つ て 貰わない。 

かたわ 

結婚 をした あとで、 不具に なろう が、 肺病に なろう 

が、 また その 肺病が うつって、 それが ために 共々 倒れ 

ようが、 そんな 事 を 構う もんか。 

お  うんぬん 

まあ、 何 は 措いて、 嫁の 内の 財産 を 云々 する なん ざ、 

ふらち  いた リ  さと 

不埒の 到 だ。 万々 一、 実家の 親が 困窮して、 都合に 

依って 無心 合力で もした とする。 可愛い 女房の 親 

じ やない か。 自分に も 親なん だせ、 余裕が あったら 勿 

論 貢 ぐんだ。 無ければ 断る。 が、 人情なら 三 杯 食う 飯 

を 一 杯ず つ 分 るんだ。 着物 は 下着から 脱いで 遣る の 

よご 


さき 

と 思い入った 体で、 煙草 を 持った 手の 尖が ぶるぶる 

と 震える と、 対 手の 河 野 は 一 向 気に も 留めない 様子で、 

ただ 上の空で 聞いて 首 だけ 垂れて いたが、 かえって 

襖 の 外で、 思わず はら はらと 落涙した の はお 蔦で ある。 

きづ か 

何の 話？ と 声の はげしい の を 憂慮って、 階 子 段の 

下で そっと 聞く と、 縁談で ございま すよ、 とお 源の 答 

えに、 ええ、 旦那の、 と 湯 上りの 颯と 上気した 顔の 色 

を 変えた が、 いいえ、 河 野 様が 御 自分の、 と 聞いて、 

まあ、 と 呆れた ように 莞爾 して、 忍んで 段 を 上って、 

ま  てす リ 

上り口の 次の 室の 三 畳へ、 欄干 を 擦って 抜 足で、 両方 

へ 開けた 襖の 蔭へ 入った の を、 両人に は 気が付かずに 


居る ので ある。 

いきおい 

と 河 野 は 自分に は 勢 のない、 聞く ものに は 張 合の 

くちぶ リ 

ない 口吻で、 

「だが、 母さんが、」 

「母 様が 何 だ。 母 様が 娶 うんじ や あるまい、 君が 女房 

にす るん じ やない か。 いつでも その 遣 方 だから、 いや 

縁談に かかった の、 見合 をした の、 としば しば 聞かさ 

れ るの がー 々勘定 はせん けれども、 ざっと 三十ぐ らい 

あった。 その内、 君が、 自分で 断った の は ーッも ある 

まい。 皆 母さんが こう 云った。 叔父さんが、 ああ だ、 

父さんが、 それ だ、 と 難癖 を附 けち や 破談 だ。 


いっけ  ごもんば つ 

君の 一家 は、 およそ どのくらいな 御門 閥 か は 知らん。 

河 野から 縁談 を 申 懸けられる 天下の 婦人 は、 いずれも 

恥辱 を 蒙る ようで、 かねて 不快に 堪えん の だ。 

昔の 国守 大名が 絵姿で 捜せば 知らず、 そんな 御 註文 

に 応ずる のが、 ええ、 河 野、 どこに だ つ て ある もの かご 

と果は 歎息して 云う のであった。 河 野 は 急に 景気 づ 

いて、 

「何、 無い こと はあり やしない。 そリゃ 有る よ。 君、 

僕ン 許の 妹た ち は、 誰でも その 註文に 応ずる ように 仕 

立てて あるんだ。 

きりょう よし  みんなべ っぴん 

揃って 容色 も 好、 また 不思議に 皆 別嬪 だ。 知って 


るだろう。 生れた ての 嬰児の 時 は、 随分、 おかしな、 

色の 黒 いのも ある けれど、 母さんが 手し おに 掛けて、 

としごろ 

妙齢に する までに は、 ともかくも 十人並 以上に な るん 

だ、 ね、 そうじゃな いかご 

ことば  うなず 

主税は 返す 言 もな く、 これに は 否応な く 頷かされ 

たので ある。 蓋し 事実で あるから。 


一家 一門 

二十 


さっき  い 

「それから、 財産 は 先刻 も 謂った 通り、 一 人 一 人に 用 

意が して ある。 病気な り、 何なり は、 父 様 も 兄 も 本職 

だから 注意が 届く よ。 その他 は 万事 母 様が 預か つ て鎂 

け るんだ。 

すきき ら い 

好 嫌 は 別と して、 こちらで 他に 求める 条件 だけ は、 

ちゃんと こちらに も 整えて あるんだ から、 強ち 身 勝 

手ば かリ謂 うんじ やない。 

けれども、 品行の 点 は、 疑えば 疑える と 云う だろう。 

そこ はね、 性 理上も 斟酌 をして、 そろそろ 色気が、 と 

思う 時分に は、 妹た ちが、 まだまだ 自分で、 男 を どう 


わるぢえ  めがね 

のこう のとい う 悪 智慧の 出ない 先に、 親の 鑑定で、 婿 

を 見附けて 授け るんで す。 

いや  きもの 

否 も応も 有り やしない。 衣服の 柄 ほど も 文句 を 謂わ 

んさ。 謂わない 害 だ、 何にも 知らないで 授けられ るん 

だから。 しかし 間違い はない、 そこ は 母さんの 目が 高 

いもの ご 

「すると 何 かね、 婿 を 選ぶ にも、 およそ その 条件が 満 

足に 解決され ない とや 可ん の だね ご 

「勿論 さ、 だから、 皆 円満に 遣つ とる よ。 第一 の 姉が 

じき 

医学士 さね、 直の 妹の 縁附 いている のが、 理 学士。 そ 

みんな 

の 次の が 工学士。 皆 食い はぐれ はない さ。 …… 今 ま 


た 話しの ある 四 番目の も 医学士 さ、」 

「妙に 選 取って 揃えた もんだ なご 

「うむ、 それ は 父 様の 主義で、 兄弟 一家 一 門 を 揃えて、 

天下に 一 階級 を 形造ろうと いうんだ。 なるべく は、 

銘々 それぞれの 収入 も、 一番の 姉が 三百 円なら、 次が 

二百 五十 円、 次が 二百 円、 次が 百 五十 円、 末が 百 円と 

きちん 

いった 工合に 長幼の 等差 を 整然と 附 けたいと いう わけ 

だ。 

先ず 行われて いる、 今の 処じ や。 そうして その子、 

その 孫、 と 次第に この 社会に おける 地位 を 向上しょう 

というの が 理想なん です。 例えば、 今の 代が 学士なら、 


その 次が 博士 さ、 大 博士 さね。 君。 

謂って 見れば、 貴族院 も、 一家 族で 一党 を 立てる こ 

とが 出来る。 内閣 も 一門で 組織し 得る ようにと いう 遠 

大の 理想が あるんだ。 また 幸に、 父 様に や 孫 も 八 九 人 

出来た。 姪 を 引取って 教育して いるの も 三 四 人 ある。 

着々 として 歩 を 進めて いる。 何でも 妹た ちが 人才 を 引 

着け るんだ ご 

ひとごと  こう 

人事ながら、 主税は 白面に 紅 を 潮して、 

「じ や、 君の 妹た ち は、 皆 学士 を 釣る 餌 だ ご 

「餌で も 可い、 構わん ね。 藤 原 氏の 為 だもの。 一 人 や 

ぎせ い 

二人 犠牲が 出来ても 可い が、 そり や 大丈夫 心配な しだ。 


親た ちの 目 は 曇り やしない。 

次第々々 に 地位 を 高めよう とす るんだ から、 奇才 俊 

才、 傑物 はや 可ん。 そういうの は 時々 失敗 を 遣る。 望 

む処は 凡才で 間違いの 無い のが 可い の だ。 正々 堂々 の 

かざ 

陣さ、 信玄 流です。 小豆 長 光 を 翳して 旗下へ 切 込む よ 

うなの は、 快 は 快な り だが、 永久 持 重の 策に あらず… 

その 理想に おける 河 野 家の 僕が 中心なん だろう。 そ 

すわ  さい  おおい 

の 中心に 据 ろうとい う 妻なん だから、 大に 慎重の 態 

度 を 取らん けり やならん じ やない か。 詰 リー 家の 

クウ イイ ン 

女王 なんだから、」 


河 野 は、 渠が いわゆる 正々 堂々 として 説く こと 一条。 

その 理想に おける 根ざしの 深さ は、 この 男の 口から 

言っても、 例の 愚痴の ように 聞え るの や、 その 落着か 

ない 腰に は 似ない、 ほとんど 動かすべからざる、 確乎 

とした ものであった。 

「いや、 よく 解った、 成程 その 主義 じ や、 人の 娘の 体 

格 検査 をせ ざ あなるまい。 しかし 私 は 厭 だ！ 私の 娘 

なら 断る よ、 たとい 御 試験に は 及第 を 致しましても、」 

と 冷 かに 笑う と、 河 野 は 人物に 肖ず、 これに は 傲然 

のみこ 

として、 信ずる 処 ある ごとく、 合点んだ 笑い 方 をして、 

「でも、 条件 さえ 通過 すれば、 僕は娶 うよ。 はは は、 


き つ と 貰う ね、 おい、 一 本 貰 つ て 行く ぜご 

と 脱兎のごとく、 かねて 計って いたよう に、 この 時 

かくし 

ひょいと 立つ と、 肩 を 斜めに、 衣 兜に 片手 を 突 込んだ 

まま、 急々 と 床の間に 立 向うて、 早 や 手が 掛 つた、 花 

片膝 立てて、 颯と 色 を かえて、 

「不可い よご 

「なぜかい？」 

と 済まして 見返る。 主税 は、 やや あせった 気味で、 

「なぜと 云って、」 

「はは はは、 そこが、 肝心な 処だ、 と 母 様が 云つ たん 


だ ご 

と 突立った まま、 ニヤ リ として、 

「早瀬、 君が どうかして いるん じ やない か、 ええ、 お 

い、 妙 子 を ご 

二十 一 

れい  ひしゅ 

冷 か、 熱 か、 匕首、 寸鉄に して、 英吉の その 舌の 根 

を 留めようと 急った が、 咄嗟に 針 を 吐く あたわず して、 

主税は 黙って 拳 を 握る。 

英吉 は、 こ こぞ、 と土康 に仕叨 つた 形で、 片手に 花 


の 茎 を引摑 み、 片手で 髯を 捻りながら、 目 をぎ ろぎ ろ 

と …… ただ 冴えない 光で、 

「だろう、 君、 筒井筒 振 分 髪と 云 うんだろう。 それな 

ら そう 云いた まえ、 僕の 方に もまた 手加減が あるんだ、 

どう だね ご 

信玄 流の 敵が、 かえって この 奇兵 を 用いた にも 係ら 

ず、 主税の 答え は車懸 りで も 何でもない、 極めて 平凡 

な ものであった。 

じょうだん 

「怪しからん 事 を 云うな、 串 戯とは 違う、 大切な お 嬢 

さんだ ご 

「その 大切のお 嬢さん を どうかして いるん じ やない か、 


それとも 心で 思 つて るん かご 

「怪しからん 事 を 云うな と 云う のに ご 

「じ や 確かい ご 

「御念に は 及びません ご 

「そんなら 何も、 そう 我が 河 野 家の 理想に 反対して、 

人が 折角 聞こうと する、 妙 子の 容子 を秘 さんでも 可い 

まと 

じ やない か。 話が 纏まり や、 その 人に も 幸福 だよ、 河 

野 一 党の 女王 にな るんだ ご 

「幸 か、 不幸 か、 そり や 知らん、 が、 私 は 厭 だ。 一 門 

の 繁栄 を 望む ために、 娘 を 餌に する の、 嫁の 体格検査 

をす るの、 というの は 真平 御免 だ。 惚れた から は、 癩 


でも 肺病で も 構わん のでな くつち や、 妙 ちゃんの 相談 

きず  むきだ 

は 決して せん。 勿論お 嬢 は 瑕の ない 玉 だけれ ど、 露出 

しにして 河 野 家に 御覧に 入れる の は、 平 相 国 清 盛に 招 

かれて 月が 顔 を 出す ような ものよ ご と いささか 云い 

まつ  つ 

得て 濃い 煙草 を吻と 吐いた は、 正に かくの ごとく、 山 

は  おぼろけ 

の 端の 朧気な らん 趣で あつ た。 

わ き 

「なら 可い、 君に 聞かんでも 余処で 聞く よご 

と 案外 また 英吉 は廉 立った 様子 もな く、 争 や 勝てり 

の 態度で、 

「しかし 縁起 だ、 こり や 一本 貰って 行く よ。 妙 子が 御 

持参の 花 だから、」 


「  」 

「君が どうと 云う 事 も 無い のなら、 一 本 ニ本惜 むに や 

当るまい、 こんなに 沢山 ある もの を、」 

「  」 

「失敬、」 

あわや 抜き出そう とする。 と 床しい 人 香が、 はっと 

襲って、 

「や 可ません よご と 半纏の 襟 を 扱きながら、 お 蔦が 

ふすま  よ ろ 

襖から、 すっと 出て、 英吉の 肩へ 手 を 載せる と、 蹌踉 

ける ように 振 向く 処を、 入 違いに 床の間 を 背負って、 

花 を 庇って 膝 をつ いて、 


「厭です よ、 私が 活けた のが 台な しになります ご 

えんぜん 

と嫣 然として 一 笑す る。 

「だって、 だって 君、 突 込んで あるん じ やない か、 池 

の 坊も遠 州 も あり やしない。 ちっとぐ らい 抜いた つて、 

あえてお 手前が 崩れる というで もない よご 

とさす がに 手 を 控えて、 例の 衣 兜へ 突 込んだ が、 お 

めさき  と 

蔦の 目前 を、 (子 を捉 ろ、 子捉 ろ。) の 体で、 靴 足袋で、 

どたばた、 どたばた。 

「はい、 これ は 柳 橋 流と 云 うんです。 柳の ように 房々 

活けて ありましょう、 ちゃんと 流儀が ある じゃあり ま 

せんか ご 


「嘘を吐き たまえ、 まあ 可い から、 僕が 惚 込んだ 花 だ 

から ご 

主税は 火鉢 をぐ つと 手許へ。 お 蔦 はすら りと 立って、 

「だ つ てもう 主の ある 花です もの ご 

みは 

「主が ある！」 と 目を睜 る。 

「ええ、 あります とも、 主税と 云って ね ご 

「それ 見ろ、 早瀬、」 

「何 だ、 お前、」 

「いいえ、 貴下、 この 花 を 引 張る の は、 私 を 口説く の 

おんな じ 

と 同一 訳よ。 主が あるんで す もの。 さあ、 引 張って 御 

覧 なさい ご 


と 寄る と、 英吉は 一 足 引く。 

「さあ、 口説いて 頂戴、」 

と 寄る と、 英吉は 一 足 引く。 微笑みながら 擦り寄る 

す さ 

たびに、 たじたじと 退って、 やがて 次の間へ、 も そり 

と 出る。 


道学 先生 

二十 二 


月の 十二 日 は 本郷の 薬師 様の 縁日で、 電車が 通る よ 

にぎ や  ほんやの 

うにな つても 相 かわらず 賑 かな。 書肆 文 求 堂 をもう 

とみ ざ かよ リ  ほしみ せ 

ちっと 富 坂 寄の 大道へ 出した 露店の、 いかがわしい 道 

具に 交ぜて、 ばらばら 古本が ある 中の、 表紙の 除れ た、 

はし ずれ ひど  くす 

けばの 立った、 端 摺の甚 い、 三世相 を 開けて、 燻 ぼつ 

あかり 

た カンテラの 燈で 見て いる 男 は、 これ は、 早瀬 主税で 

ある。 

くんとう 

何の 事ぞ、 酒 井先 生の 薫陶で、 少く とも 外国語 を もつ 

て 家 を 為し、 自腹で 朝酒 を 呷る 者が、 今更い かなる 必 

おうむ  しょうじょう 

要が あって、 前世の 鸚鵡たり、 猩 々 たる を 懸念す る？ 

もっとも 学者 だと 云って、 天気の 好い 日に 浅 草 をぶ 


ら ついて、 奥山 を 見ない とも 限らぬ。 その 時い かなる 

必要が あって、 玉 乗の 看板 を 観る と 云う、 奇問 を 発す 

る ものが あれば、 その 者 愚なら ずん ば 狂に 近い。 鰻屋 

の 前 を 通って、 好い 匂が したと 云っても、 直ぐに 隣の 

茶漬 屋へ龃 込みの、 箸 を 持ちながら 嗅ぐ 事 をし ない 以 

上 は、 速断して、 伊勢屋 だと は 言 憎い。 

ほしみ せ 

主税 とても、 ただ 通りが かりに、 露店の 古本の 中に 

あった 三世相が 目 を 遮った から、 見た ばかり だ、 と 言 

えば それまで である。 けれども、 渠は 目下 誰かの 縁談 

に 就いて、 配慮しつつ あるので はない か。 しかも 開け 

て 見て いる 処が —— 夫婦 相性の 事 —— は棄 置かれぬ。 


かお つき  ふき  マダム 

且つ その 顔色が、 紋附の 羽織で、 拖の 厚い 内 君と、 

水兵服の 坊や を 連れて、 別に 一人 抱いて、 鯧 にしよう 

か、 汁粉に しょうか、 と 歩行って いる 紳士の ような、 

平和な、 楽しげな もので はなく、 主 税は何 か、 思い 屈 

した、 沈んだ、 憂 わしげ な 色が 見える。 

好男子 世に 処 して、 屈託そう な 面色で、 露店の 三世 

相 を 繰る となると、 柳の 下に 掌 を 見せる、 八卦の 亡 

者と 大差 はない、 迷い はむしろ それ 以上で ある。 

所以 ある 哉、 主税の その 面 上の 雲 は、 河 野 英吉と 床 

の 間の 矢 車 草 …… お 妙の 花 を 争った 時から、 早 やその 

影が 懸 つたので あった。 その 時 はお 蔦の 機知で、 柔能 


く 強 を 制する こと を 得た の だから、 例なら、 いや、 女 

さしむ か 

房 は 持つべき もの だ、 と 差 対いで 祝杯 を 挙げ かねない 

のが、 冴えない 顔 をしながら、 湯 は 込んで いたか、 と 

聞いて、 フィと 出掛けた 様子 も、 その 縁談 を 聞いた 耳 

を、 水道の 水で 洗わん と 欲する 趣が あった。 

本来 だと、 朋友が 先生の 令嬢 を娶リ たいに 就いて、 

したぎき  い こじ 

下 聴に 来た もの を、 聞かせない、 と 云う も 依怙地な り、 

料簡の 狭い 話。 ニ才 らしく また 何も、 娘が くれた 花 

だとい つて、 人に 惜む にも 当らない。 この 筆法 を もつ 

い ろ  ふみ がら まぎれこ 

て すれば、 情婦から 来た 文 殻が 紛 込んだ というので、 

おつか  どろぼう 

紙屑 買 を 追 懸けて、 慌てて 盗賊と 怒鳴り 兼ねまい。 こ 


ちの 人 措いて 下さん せ、 と 洒落に も嗜 めて しかるべ 

き 者まで が、 その 折から、 ちょいと 留 女の 格で 早瀬に 

もた  いっけ 

花 を 持せ たので も、 河 野 一家に 対して は、 お 蔦 さえ、 

虾 何の 感情 を 持つ かが 明かに 解る。 

それ は英吉 と、 内の人の 結婚に 対する 意見の 衝突の 

次第 を、 襖の 蔭で 聴取った せい もあろう。 

そうでな くっても、 惚れそう な 芸妓 はない か。 新 学 

たて ひ  うるさ 

土に 是非と 云って、 達 引きそう な 朋輩 はない か、 と 煩 

いや  うちの  つ 

く 尋ねる ような 英吉 に、 厭な こった、 良人が 手 を 支い 

て もの を 言う 大切な お嬢さん を、 とお 蔦 はた だ それ だ 

ひつ さが  いくす じ  うち 

けで さえ 引退る。 処へ、 幾条も 幾条も 家中の 縁の 糸 は 


もとじめ  さつ  うな わ  さば 

両親で 元緊 をして、 颯 さらり と 鵜 網に 捌いて、 娘た ち 

に 浮世の 波 を 潜らせて、 ここ を 先途と 鮎 を 呑ませて、 

ぐッと 手許へ 引手 繰って は、 咽喉 をギ ユウの、 獲物 を 

いちもん いっけ  とこ 

占め、 一 門 一 家の 繁昌 を 企む ような、 ソンな 勘 作の 許 

へ お嬢さん を 嫁ら れる もんか。 

いいえ、 私が 肯 かない わ、 とお 源 をつ かまえて 談ず 

る処 へ、 熱い 湯だった、 と いくらか 気色 を 直して、 が 

た ひし、 と 帰って来た 主税 に、 ちょいと お前さん、 大 

いきおい 

丈夫なん です か、 とお 蔦の 方が 念 を 入れた ほどの 勢 。 

二十 三 


だしぬけ  がってん 

何が 大丈夫 だか、 主 税には 唐突で、 即座に は 合点し 

す さま 

かねる ばかり、 お 蔦の 方の 意気込が 凄じい。 

まだ、 取 留めた 話で はなし、 ただ 学校で 見初めた、 

と 厭ら しく 云う。 それ も、 恋に は 丸木橋 を 渡って 落ち 

ステッキ つ 

てこ そし かるべき を、 石の 橋 を 叩いて、 杖 を 支いて 

あ る 

渡ろうと する 縁談 だから、 そこいら 聴 合わせて 歩行く 

うち  さ 

中に、 誰かの 口で 水 を 注せば、 直ぐに 川 留めの 洪水 ほ 

どに 目 を 廻 わして お流れになる だろう。 

おや こづれ 

けれども、 なぜか、 母子 連で 学校へ 観に 行った、 と 

聞いた だけで、 お 妙さん を 観 世 物にし、 またされ たよ 


うで 癩に 障った。 しかし 物に はなる まいよ、 と主税 

が 落着く と、 いいえ、 私 は 心配です。 どこ を どう 聞き 

廻った つて、 あの お嬢さんに 難癖 を 着ける もの はあり 

ません。 いずれ 真砂 町 様へ 言 入れる に 違いますまい。 

それに 河 野と 云う 人が、 他に 取 柄 は 無い けれど、 ただ 

頼もしい のが 押の 強い ことなん ですから、 一 押 二 押で、 

悪く すると 出来ます よ。 出来る ような 気がして ならな 

い。 私 は 何だか もうお 妙さん が、 ぺろぺ ろと 嘗められ 

る 夢を見て、 今夜に も 寝て いて 魘され そうで、 ぉ可哀 

相で なりません。 貴郎 油断 をし ちゃ 厭です よ、 と 云つ 

た —— お 蔦の 方が、 その 晚 毛虫に 附着 かれた 夢を見た。 


いつも 河 野の その 眉が 似て いると 思った から。 —— 

もっとも 河 野 は、 綺麗に 細 眉に していた が、 剃リづ 

け ませぬ よう、 と 父 様の 命令で、 近頃 太く している の 

がさん 

で、 毛虫で はない、 臥 蚕で ある。 しかるに この 不 生産 

的の 美人 は、 蚕の 世 を 利す る を 知らず して、 毛虫の 厭 

うべき を 恐れて いた、 不心得と 言わねば ならぬ。 

で、 お 蔦 は、 たとい 貴郎 が、 その 癖、 内々 お 妙さん 

おかまれ 

に 岡惚 をして いるので も 可い。 河 野に 添わせる くらい 

おくさん  おんだ 

なら、 貴郎の 令夫人に して 私が 追 出される 方が いっそ 

増 だ、 とまで 極端に 排斥す る。 

この 異体同心の 無二の 味方 を 得て、 主税も 何となく 


頼 母し かった が、 さて 風 は どこ を 吹いて いたか、 半月 

いつも 

ばかり は、 英吉も 例に なく 顔 を 見せなかった。 

あるひ 

と 一 日、 

(早瀬 氏 は 居らる るかね。) 

応 柄の ような、 そうかと 云って 間違いの 無い ような 

訪 ずれ 方 をして、 お 源に 名刺 を 取次が せた 者が ある。 

主税 は、 しか かっていた 翻訳の 筆 を 留めて、 請 取つ 

て 見る と、 ちょっと 心 当りが 無かった が、 どんな 人 だ、 

と 聞く と、 あの、 痘痕のお あんな さいます、 と 一番 疾 

く 目についた 人相 を 言った ので、 直ぐ 分った。 

本名 坂 田 礼 之 進、 通り名 を アバ 大人、 誰か 早口な 男 


が タの字 を 落した。 ゆっくり 言えば ァ バタ 大人、 どち 

ら でもよ く 通る。 通りが 可ければ と 言って、 渾名 を 名 

刺に 書く もの はない。 手札 は 立派に、 坂 田 礼 之 進 …… 

かたわら  口才 マ 

傍 へ羅馬 字で、 L.  wl^. 

すなわち 歴々 の 道学者 先生で ある。 

渠の 道学 は、 宗教 的で はない、 倫理的、 むしろ 男女 

交際 的で ある。 とともに、 その 痘痕と、 細君が 若う し 

て 且つ 美で あるの を もって、 処々 の 講堂に おいても、 

演説 会に おいても、 音に 聞え た 君子で ある。 

謂う まで もな く 道徳 円満、 ただし その 細君 は 三度 目 

ささ  い ま 

で、 前の 二人とも 若 死 をして、 目下の がまた 顔色が 近 


と 云って あえて 君子の 徳を 傷け るので はない、 が、 

要の ない お 饒舌 をす る わけで はない。 大人 は、 自分に 

さ か ォ き 

は 二度まで 夫人 を 殺した だけ、 盞 の 数の 三々 九 度、 

三度の 松風、 ささん ざの 二十 七 度で、 婚姻の 事に は馴 

れて ござる。 

処へ、 名に し 負う 道学者と 来て、 天下 この 位 信用す 

べき 媒妁 人は少 いから、 呉 も 越 も 隔てな く 口 を 利いて 

うま  まと  けい もん 

巧く 纏める。 従うて 諸家の 閨 門に 出入す る こと 頻繁に 

して 時々 厭ら しい！ と 云う 風説 を 聞く。 その 袖を曳 

いたり、 手 を 握ったり する のが、 いわゆる 男女 交際 的 


ほ まち  ためし 

で、 この 男の 余徳であろう。 もっとも 出来た 験 はない。 

寸" こ  あ，！ こ 

蓋しせ ざ る にあらず 能わざる なり でも 何でも、 道徳 は 

堅固で 通る。 -於爰 乎、 品行方正、 御媒妁 人で も 食って 

行かれる …… 

二十 四 

道学 先生の、 その 坂 田 礼 之 進で あるから、 少く とも 

め 組が 出入り をす るよう な 家庭？ へ 顔出し をす る f 舌 

ひとたび あやし  ふと  おなじ 

がない。 と 一度 は怪 ん だが、 偶然 河 野の 叔父に、 同 一 

道学者 何某の 有る の に 心 付 い て 、 主税は 思わず 眉 を 寄 


せた。 

じ もの かせぎ 

諸家お 出入りの 媒妁 人、 ある 意味に おける 地 者 稼の 

冠たる 大家、 さて は、 と 早 やお 妙の 事が 胸に 応えて、 

先ず ともかくも 二階へ 通す と、 年配 は 五十ば かり。 推 

しもの の 痘痕 は 一目 見て 気の毒な 程で、 しかも 黒い。 

かまの した 

字義 を もって 論ずる と 月下氷人 でない、 竈 下 炭 焼で 

みだしな み 

あるが、 身鎂 よく、 カラ ァが 白く、 磨 込んだ 顔が てら 

じ  すき  きちん 

てらと 光る。 地の 透く 髪 を 一 筋梳に 整然と 櫛 を 入れて、 

さき 

髯の 尖から 小鼻へ かけて、 ぎらぎらと 油ぎ つた 処、 い 

かに も 内 君が 病身ら しい。 

力 力 

さて、 お 初にお 目に 懸 ります る、 いかがで ごわり ま 


する か、 ますます 御 翻訳で、 と さぞ 食う に 困って 切々 

稼ぐ だろう、 と 靜 わない ばかりな 言 を、 けろ りと して 

かくし 

世辞に 云って、 衣 兜から 御殿 持の 煙草 入、 薄色の 鉄の 

派手な 塩 瀬に、 鉄扇 かずら の 浮 織の ある、 近頃 行わる 

る 洋服 持。 どこの か媒妁 人した 御 縁 女の 贈物ら しく、 

ちゅうぶる くた び  おなじに おい 

貰った 時の 移 香 を、 今 かく 中古に 草臥れても 同一 香 

の 香水で、 追 かけ 追 かけ 香 わせて ある 持物 を 取 出して、 

きらい  のべ 

気になる ほど 爪の 伸びた、 湯が 嫌らしい 手に 短い 延 

ぎせ る  ほリ 

の 銀 煙管、 何 か 目出度い 薄っぺらな 彫の あるの を 控え 

ながら、 先ず 一 ッ 奥歯 を スッと 吸って、 寛悠と 構えた 

処は、 生命保険の 勧誘 も 出来そう に 見えた。 


甚だ 突然で ごわり まする が、 酒 井 俊 蔵 氏 令嬢の 儀で 

…… ごわり まして、 とまた スッと 歯せ せり をす る。 

それ、 え へん！ と 云えば 灰 吹と、 諸 礼鎂方 第一義 

に 有る けれども、 何にも 御馳走 をし ない 人に、 たとい 

おくび ねぎく さ  ひだら  はさま 

曖が葱 臭かろう が、 干 鰭の 繊維が 挟って いそうで あ 

ろうが、 お 楊枝 を、 と 云う は 無礼に 当る。 

そこで、 止む こと を 得ず、 むずむず する 口 を 堪える 

下から、 直ぐに、 スッ とまた ぞうろ 風 を 入れて、 で ご 

わります るに 就いて、 かような 事 は、 余り 正面から 申 

入れます るより と、 考える ことで ごわり まする  と 

搔 つまんで 謂えば、 自分 はい まだ 一 面識 も 無い から、 


門 生 の 主税 から 紹介 を して 貰いたい と 言う ので ある。 

南無 三、 橋 は 渡った、 いつの 間に か、 お 妙 は 試験 済 

の 合格に なった。 

今 は 表 向に 縁談 を 申込む ばかりにし たらしい。 それ 

に、 自分に 紹介 を 求める の は、 英吉に 反対した 廉もぁ 

り、 主 税は面 当 をされ るよう に 櫟 たく 思った ばかり 

か、 少 からず 敵の 機敏に、 不意 打 を 食った ので ある。 

いや、 お断り 申しましょう、 英吉 君に 難癖の ある 訳 

ではない が、 河 野 家の 理想と 言う ものが 根 も 葉 も 挙げ 

て 気に入らない。 余所で 紹介 をお 求めな さるな り、 ま 

た 酒 井先 生 は 紹介の 有り 無しで、 客の 分隔 をす るよ 


うな 人で はない から —— 直接に お話しな すって、 御 縁 

ま と ま 

が あれば 纏る 分。 心に 潔しとしない 事に、 名刺 一枚 

まや 

御 荷担 は 申 兼ぬ る、 と 若武者 だけに 逸って かかる と、 

がってん  ふるつわもの 

その 分 は 百 も 合点で、 戦場 往来の 古 兵。 

取りあえず、 ス ー ス— と 歯 をす すって、 ニヤ ニヤと 

したぎき 

笑い かけて、 何 か 令嬢お 身の上に 就いて、 下 聴 をす る 

のが、 御 賛成なかった とか 申す ことで ごわり ましたな。 

じょろ-つ 

御 説に 因れば、 好いた 女なら 娼妓で も (と 少しお まけ 

をして、) 構わん、 死なば 諸共に と 云う。 いや、 人生 意 

気 を 重んず、 (ト歯 をす すって) で、 ごわり まする が、 

世間 も ぁリ親 もぁリ …… 


とこれ から 道学者の 面目 を 発揮して、 河 野の ために 

そ の 理想 の 、 道義 上完 美に し て 非難す ベ き 点の 無 い の 

を 説く こと 数千 言。 約 半日に して 一 先ず 日暮 前に 立 

帰った。 ざっと 半日 居た けれども、 飯時 を 避ける なぞ 

は、 さすがに 馴れた ものである。 

二十 五 

客が 来れば 姿 を 隠す お 蔦が 内に 居る ほどで、 道学 先 

生と 太刀 打して、 議論に 勝てよう 道理が 無い。 主税の 

意気ず くで 言う こと は、 ただ 礼 之 進の 歯です すられる 


のみで あつたが、 厭な もの は 厭 だ、 と 城 を 枕に 討死 を 

する 態度で、 少々 自棄 気味の、 酒 井先 生へ 紹介 は 断然、 

お断り。 

ことば 

そこ を 一 つお 考え直されて、 と 言 を 残して 帰った 

なこうど  あお 

後で、 アバ 大人が 媒妁 ではなお の 事。 とお 妙の 顔が 蒼 

くな つて 殺されで もす るよう に、 酒 も 飲まないで 屈託 

をす る、 とお 蔦 はお 蔦で、 かくまつ てあつた 姫君 を、 

鐘 を 合図に 首 討って 渡せ、 と懸 合われた ほどの 驚き 加 

いとおし  しゅう 

減。 可愛い 夫が 可惜が る 大切な お 主の 娘、 ならば 身 

のぼ  きリ 

替リ にも、 と 云う 逆上せ 方。 すべてが 浄瑠璃の 三の 切 

を 手本 だが、 憎く はない。 


さあ、 貴郎、 そうしてい らっしゃる 処 では ありませ 

おくさん 

ん、 早く 真砂 町へ おいでな すって、 先生が 何なら 奥様 

まで、 あんな 許へ は 御 相談なさい ません ように、 お 頼 

みなさら なく ッ ちゃ 不可ません。 ちょいと、 羽織 を 着 

たんす 

換えて、 と簞笥 をが たりと 引いて、 ァァ、 しばらく 御 

無沙汰な すった、 明日め 組が 参リ ますから、 何 ぞぉ土 

産 をお 持ちなさい まし、 先生 は さっぱりし たもの がお 

あいつ  あわび 

好きだ、 と 云う し、 彼奴が 片思いになる ように 鮑が 

ちょうど 可い、 と 他愛 もない。 

さき  なかぐち 

馬鹿 を 云え、 縁談の 前へ 立って、 讒口なん ぞ 利こう 

ものなら、 己の 方が 勘当 だ、 そんな 先生で ない の だか 


は  もちいられず 

ら、 と 一 言に して 刎ねられた、 柳 橋の 策不被 用焉。 

また 考えて 見れば、 道学者の 説 を 待たず とも、 河 野 

家に 不都合 はない。 英吉 とても、 ただち とだら しの 無 

いば かり、 それに 結婚 すれば 自然 治まる、 と 自分 も 云 

かあさん  とうさ ま 

えば、 さもあろう。 人の 前で、 母 様と 云おう が、 父 様 

さしつかえ 

と 云おう が、 道義 上 あえて 差 支 はない、 かえって 結構 

なくら いで ある。 

そのこれ を 難ず る ゆえん は …… 曰く …… 言い難し だ 

から、 表向き は どこへ も 通らぬ。 

困った な、 と 腕 を 組めば、 困りました ねえ、 とお 蔦 

も鬱 ぐ。 


もた 

ここへ 大 いなる 福音 を 齎らし 来った の はお 源で。 

手 廻りの 使いに 遣った のに、 大分 後れた にも かかわ 

いきおい  ただいま 

らず、 水口の 戸 を、 がた ひし 勢 よく、 唯今 帰り まし 

た、 あの、 御新造 様、 大丈夫で ございます。 

明後日 出来る のかい、 とお 蔦が きりもりで、 夏の 

か いまき 

搔 巻に、 と 思って 古 浴衣の 染を 抜いて 形 を 置かせに 

遣って ある、 紺屋へ 催促の 返事 か、 と 思う と、 そうで 

ない。 

この 忠義 もの は、 二人の 憂 を 憂と して、 紺屋から 帰 

りが けに、 千 栽 ものの、 風呂敷 包 を 持った まま、 内の 

前 を 一度 通り越して、 見附へ 出て、 土手 際の 売卜 者に 


占て 貰った、 と 云う のであった。 

対 手 は 学士の 方です つて、 それまで 申して 占て 貰い 

あきら  い 

ましたら、 とても 縁 は 無い 断念め もの だ、 と 謂い まし 

たから、 私 は 嬉しく つて、 三 銭の 見料へ 白銅 一 つ 発奮 

みました。 可い 気味で ございま すと、 独りで 喜んで ァ 

ハァハ 笑う。 

まあ、 嬉しい じ やない か、 よく、 お前、 お嬢さんの 

年なん か 知ってい たね、 と 云う と、 勿怪な 顔 をして、 

いいえ、 誰 方のお 年 も 存じません。 お 蔦 は腑に 落ちな 

ぃ容子 をして、 売卜 者 は、 年紀を 聞き やしない かい。 

ええ、 聞きました から 私の 年 を 謂って やりました。 


あたりまえ  たま 

当 前よ、 対 手が 学士で お前 じ や、 と堪 りかね て主税 

が 云う の を 聞いて、 目 を睜っ て、 しばらくして、 ええ！ 

くやし 

ロ惜 いと、 台所へ 逃 込んで、 売卜 屋の 畜生め、 どた ど 

たどた。 

二人 は 顔 を 見合せ て、 ようように 笑が 出た。 

ひと かけ 

すぐにお 蔦が、 新しい 半襟 をー掛 礼に 遣って、 その 

晚は巿 が 栄えた が。 

二三 日経って、 ともかく、 それとなく、 お 妙が お 持 

たせの 重箱 を 返し かたがた、 土産 もの を 持って、 主税 

が 真砂 町へ 出向く と、 あいにく、 先生 はお 留守、 

令夫人 は 御 墓参、 お 妙 は 学校の ひけが 遅 か つ た。 


仮に その 日、 先生な り 奥方な りに 逢った ところで、 

縁談の 事に 就いて、 とこう 謂う つもりで なく、 また 言 

ひさし ぷリ  どなた 

われる 筋で もなかつ たが、 久闊 振で はあり、 誰 方も留 

守と 云う のに 気抜けが する。 今度 来た 玄関の 書生 は 

なじみ  まきたばこ 

馴染が 薄い から、 巻 莨 の 吸殻 沢山な 火鉢 をし きりに 

突 着けられても、 興に 乗る 話 も 出ず。 しかし この 一両 

日に、 坂 田と 云う 道学者が 先生 を 訪問 はしません か、 

と 尋ねて、 来ない、 と 聞いた だけ を 取 柄。 土産 もの を 


包んで 行った 風呂敷 を 畳み もしないで 突 込んで、 見ッ 

たもと 

ともない ほど 袂 を 膨らませて、 ぼんやりして 帰りが け、 

その 横町の 中程まで 来る と、 早瀬さん 御機嫌 宜し ゆう、 

とんきょう 

と 頓興 に馴々 しく 声 を 懸けた 者が ある。 

玄関に 居た 頃から 馴染の 車屋で、 見る と 障子 を 横に 

まば ゆ 

して 眩 い 日当り を 遮った 帳場から、 ぬい、 と 顔 を 出し 

たの は、 酒 井へ お出 入りの その 車夫。 

おうと 立 停まって 一 言 二言 交す ついでに、 主税 はふ 

と 心 付いて、 もしゃ この頃、 先生の 事 だの、 お嬢さん 

の 事 を 聞きに 来た もの はない か、 と 聞く と、 月 はじめ 

にモォ ニン グを 着た、 痘痕の ある 立派な 旦那が。 


来た か！ へい、 お 目 出たい 話なん だからち つとば 

しま い 

かり 様子 を 聞かせな、 とおつ しゃい ましてね。 終に や、 

き 様、 お 伴 をす るだろう、 懸 りつけ の 医師 は どこ だ、 

とお 尋ねなさい ましたつ け。 

台所から、 筒袖 を 着た 女房が、 ひょっこり 出て 来て、 

おやま あ 早瀬さん、 と 笑い かけて、 いいえ、 やどで も 

ここが 御 奉公と 存じ ましてね、 もうもう 賞め て 賞め て 

賞め 抜いて お聞かせ 申しまして ございま すよ。 お 嬢 様 

きま 

も 近々 御 縁が 極り ますそう で、 おめでとう 存じます、 

えへ へ、 と 燥 いだ。 

余計な 事 を、 と 不興な 顔 をして、 不愛想に 分れた が、 


何も 車屋へ 捜り を 入れず ともの 事 だ、 また それにして 

も、 モォ ニン グ 着用 は 何事 だと、 苦々 しさ 一方ならず _ 

曲 角の 漬物 屋、 ここ いらへ も掛 偵が 入った ろうと 思 

うと、 筋 向いの ハイカラ 造りの 煙草屋が ある。 この 亭 

主 もべ ラベ ラぉ 饒舌 をす る 男 だが、 同じく 申 上げた ろ 

う、 と 通りが かりに 睨む と、 腰かけ 込んだ 学生 を 対 手 

に、 その また 金歯の 目立つ 事。 

内へ 帰る と、 お 蔦 はお 蔦で、 その 晚 出直して、 今度 

うらな い 

は 自分が 売卜の 前へ 立つ と、 この 縁 はきつ と 結ばる、 

と 易が 出た ので、 大きに 鬱ぐ。 

もっとも 売卜 者 も如才 はない。 お 源が 行った のに 較 


ベれば、 容子を 見た だけで も、 お 蔦の 方が 結ばる に 違 

ヽ *k ヽゝ r-  o 

レるレ 力、 り 

一日 措いて、 主税が 自分 嘱 まれの さる 学校の 授業 を 

あ-一 .1 

済まして 帰って来 ると、 門口に の そりと 立って、 頤を 

撫でながら、 じろ じろ 門札 を視 めて いたのが、 坂 田 礼 

之 進。 

さ つ き 

早 や ここから 歯をス ー と 吸って、 先刻から お待ち 申 

して …… はちと 変 だ。 

ものもう 

さて は 誰も 物申に 応 うる ものが 無かった のであろう。 

おんな  そとで 

女中 は 外出で？ お 蔦 は 隠れた。 …… 

ぶにん  さ き  あみあげぐ つ 

無人で 失礼。 さあ、 どうぞ、 と 先方 は 編 上靴で 手間 


かんしゃく まぎ れ 

が 取れる。 主税は 気早に 靴 を 脱いで、 癇癩紛 に、 突 

ひらき 

然 二階へ 懸 上る。 段の 下の 扉の 蔭から、 そ りやこ そ 

旦那 様。 と、 によつ と 出た、 お 源 を 見る と、 取次に 出 

たま だすき なぎなた  かいこ 

ない も 道理、 勝手 働きの 玉櫸、 長刀 小脇に 搔 込んだり 

たかぼう き てぬ ぐ い かぶ  の ぼ 

な。 高 箒 に 手拭 を 被せた の を、 柄 長に 構えて、 逆上せ 

がんしょく 

た 顔色。 

ふきだ 

馬鹿め、 と 噴出して 飛 上る 後から、 ややあって、 道 

学 先生、 の そりの そり。 

ろ ッぱん ひととき 

二階の 論判 一時に 余りけ る ほどに、 雷 様の 時の 用心 

の 線香 を芬 とさせ、 居間から 顕われた の はお 蔦で、 艾 

まじない  ひとつまみ 

はない が、 禁厭は 心 ゆかし、 片手に 煙草 を 一 撮。 抜 足 


で 玄関へ 出て、 礼 之 進の 靴の 中へ。 この 燃 草 は 利が 可 

かった。 ※ 〔# 「火 + 發」、 91, と と 煙が、 むらむらと 立 

のろし  けはい  ひら リ 

つ 狼煙 を 合図に、 二階から 降りる 気勢。 飜然 路地へ お 

にげこ  ぞうみ ず  ま 

蔦が 遁込 むと、 まだ その 煙 は 消えない ので、 雑 水 を 撒 

きかけ てこの 一芸に 見惚れた お 源が、 さしった りと、 

手で しゃくって、 ざぶ りと 掛ける と、 おかしな 皮の 臭 

がして、 そこら 中 水 だらけ。 

二十 七 

つらつら  あん 

それ 熟々、 史を 按ずる に、 城な リ、 陣所、 戦場な リ、 


いくさ  おんな  ま 

軍 は婦の 出る 方が 大概 敗け る。 この 日、 道学 先生に 

対する 語学者 は 勝利で なく、 礼 之 進の 靴 は 名誉の 負傷 

で、 楊々 と 引 挙げた。 

ゆえ 如何と なれば、 お 厭と あれば 最早 紹介 は 求め ま 

すまい、 そのかわりに は、 当方から 酒 井家へ 申入れ ま 

する、 この 縁談に 就きまして、 貴方から 先生に 向って、 

河 野に 対する 御 非難 をな されぬ よう。 御意 見 は 御意 見、 

感情 問題 は 別と して、 これ だけ はお 願い 申したい で ご 

わります るが、 と 婉曲に 言い は 言った が、 露骨に 遣つ 

たら、 邪魔 をす る 勿 であるから、 御 懸念 無用と、 男ら 

はっきり 

しく 判然 答えた は 可い けれども、 要するに 釘 を 刺され 


たのであった。 

くるまや  さぐり 

礼 之 進の 方で も、 酒 井へ 出入りの 車夫まで 捜 を 入 

れた程 だから、 その 分 は 随分 手が 廻って、 従って、 先 

生が 主税 に対する 信用の 点 も、 情愛の ほど も、 子の ご 

とく、 弟の ごとき ものである こと さえ 分った ので、 先 

ん ずれば 人 を 制すで、 ぴたりと その 口 を 圧え たので あ 

ろう。 

なかぐち 

讒口 は 決して 利かない、 と 早瀬 は 自分 も 言った が、 

ま と ま 

また この 門 生の 口 一  ッで、 見事、 纏 る 縁 も 破る こと は 

出来た のだった に。 

ここで 賽は河 野の 手に 在^。 ともかくも ソレ 勝負、 


丁か半か は 酒 井家の 意志の 存 する 処に 因る のみと ぞな 

ん ぬる。 

先生が 不承知 を 言えば だけれ ども、 諾、 と あれば そ 

れ まで。 お 妙 は 河 野 英吉の 妻になる ので ある。 河野英 

吉の 妻に お 妙が なる ので あるか。 

きづか  くやし 

お 蔦 さえ、 憂慮うよ りむし ろロ惜 がって、 ャ ィャィ 

騒ぐ から、 主税 の、 とつお いつは 一通りで はない。 何 

は 措ても、 余所ながら 真砂 町の 様子 を、 と 思う と、 元 

きず 

来お 蔦 あるた めに、 何となく 疵持 足、 思いな しで 敷居 

が 高い。 

で 何となく 遠の いて、 ようよう 二日 前に、 久しぶり 


で 御機嫌 窺 いに 出た 処、 悪く すると、 もう 礼 之 進が 出 

向いて、 縁談が 始まって いそうな 中へ、 急に 足 近く は 

我ながら 気が 咎める。 

愚図々々 すれば、 貴郎 例に 似合わない、 きりきりな 

さいなね … … とお 蔦が 歯痒が る。 

勇 を 鼓して 出掛けた 日が、 先生 は、 来客が あって、 

お 話中。 玄関の 書生が 取次ぐ、 と (この 次、 来い。) は、 

ぎょっとした 。さりと て 曲がない。 内証のお 蔦の 事、 

きおく 

露顕に でも 及んだ かと、 まさかと は 思う が 気 怯れ がし 

て、 奥方に もちよい と 挨拶 をした ばかり。 その 挨拶 を 

受けら るる 時の 奥方が、 端然と して 針仕事の、 気高い、 


奥床しい、 懐 い 姿 を 見る につけても、 お 蔦に 思 較べ 

うしろめ た 

て、 いよいよ 後 暗 さに、 あとね だり をな さらないなら、 

ひとち ようし  に つ こり 

久しぶり ですから 一 铫子、 と莞爾 して 仰せ ある、 優し 

まぶし  しりごみ 

い 顔が、 眩い ように 後退して、 いずれまた、 と 逃 出す 

がごと く 帰りし なに、 お 客 は誰ヮ  とそつ と 玄関の 

ああ やん  かな 

書生に 当って 見る と、 坂 田 礼 之 進、 噫、 止ぬ る 哉。 

しばらく は 早瀬の 家内、 火の 消えた る ごとしで、 

きづかわ 

憂慮し さの 余り、 思 切って、 更に 真砂 町へ 伺った のが、 

すなわち 薬師の 縁日で あつたので ある。 

おずおず  のぞ 

ちと、 恐怖の 形で、 先ず 玄関 を視 いて、 書生が 燈下 

に 読書す るの を 見て、 またお 邪魔に、 と 頭から 遠慮 を 


して、 さて、 先生 は、 と 尋ねる と、 前 刻 御 外出。 奥様 

は、 と 云う と、 少々 御 風邪の気 味。 それで は、 お見舞 

に、 と 奥に 入ろうと する 縁側で、 女中が、 唯今す やす 

やと 御寐 になって いらっしゃいます、 と 云う。 

悄々 玄関へ 戻って、 お嬢さん は、 と 取って置きの 頼 

みの 綱 を 引いて 見る と、 これ は、 以前 奉公して いた 

おんな  かたづ 

女中で、 四ッ 谷の 方へ 縁附 いたのが、 一年ぶ りで 無沙 

はず 

汰 見舞に 来て、 一 晚御 厄介になる 害で、 お 夜食が 済む 

と、 奥方の 仰に 因り、 お嬢さんのお 伴 をして、 薬師の 

縁日へ 出た のであった。 

とおり  のちほど  しお 

それで は 私 も 通の 方 を、 いずれ 後刻、 とこれ を 機に _ 


出しな に また 念のために、 その後、 坂 田と 云う の は 来 

ません か、 と 聞く と、 アバ 大人です か、 と 書生 は 早 や 

ひるすぎ 

渾名 を 覚えた。 はは は、 来ました よ。 今日の 午後。 


男 金 女 土 

二十 八 

主税 は、 礼 之 進が 早く も 二度の 魁 を 働いた のに、 少 

なからず 機先 を 制せられ たのと —— かてて 加えて お 蔦 


の 一 件が 暴露た ために、 先生が ガく 感情 を 損ねられて、 

わざとに もそう される か、 と 思われない でもない  

こまぬ 

玄関の 畳が 冷く 堅い ような 心 持と に、 屈託の 腕 を 拱 

いて、 そこ ともなく 横町から 通りへ 出て、 件の 漬物 屋 

おおがまえ 

の 前 を 通る と、 向う側が と ある 大構 の 邸の 黒板 塀で、 

おし ゆる 

この間し ばらく、 三方から 縁日の 空が 取 囲んで 押 揺が 

すごと く、 きらきらと 星が きらめいて、 それから 富 坂 

を かけて 小石 川の 樹立の 梢へ 暗くなる、 ちょっと 人 

足の 途絶え 処。 

けんすう  くい  ほの しろ 

東へ、 西へ、 と 置 場処の 間数 を 示した 標 代が 仄白く 

ま つ くろ 

立って、 車 は 一台 も 無かった。 真黒な 溝の 縁に、 野 を 


や  やぶれぶ ろしき  かた 

焚いた 跡の 湿った かと 見える 破 風呂敷 を 開いて、 式の 

ごとき 小 灯が、 夏に な つ て もこれば かり は 虫 も 寄る ま 

あかり  はかな  みたば いったば つけぎ 

い、 明の 果敢 さ。 三 束 五 束 附木を 並べた の を 前に 置 

いて、 手 を 支いて、 縫れ 髪の 頸 清らかに、 襟 脚 白く、 

女房が お辞儀 をした、 仰向けに なって、 踏 反って、 

なきね い  あかん ぼ  すが 

泣寐 入りに 寐 入ったら しい 嬰児が 懐に、 膝に 鎚 つて 

六 歳ば かりの 男の子が、 指 を 銜えながら 往来 をき よろ 

きょろ と視 める 背後に、 母親の その 背に 凭れ かかって、 

四 歳ぐ らいな のがもう 一 人。 

ひとしき リ  あわれ 

一陣 風が 吹く と、 姿 も 店 も 吹き消され そうで 哀な 

ぁリ さま  からく リ 

光景。 浮世の 影絵が 鬼の 手の 機関で、 月な き 辻へ 映る 


ので ある。 

さいせん 

さりながら、 縁日の 神仏 は、 賽銭の 降る 中なら ず、 

かかる 処に こそ、 影 向して、 露に な 濡れ そ、 夜風に 堪 

えよ、 と 母子の 上に 袖 笠して、 遠音に 観 世 ものの 囉子 

の 声 を 打 聞かせた まう らんよ。 

すこやか  おいた  ひそか 

健在 なれ、 御身 等、 今 若、 牛 若、 生 立てよ、 と窃に 

のろ  たもと  かち リ 

河 野の 一 門 を 呪 つ て、 主税は 抉 から 戛然と 音す る 松 

の 葉 を 投げて、 足疾 くその 前 を 通り過ぎた。 

ふと 例の 煙草屋の 金歯の 亭主が、 箱火鉢 を 前に、 胸 

きせる  おもて 

を 反らせて、 煙管 を 逆に 吹 口で びたり 戸外 を 指して、 

みせさき 

ニヤ リと 笑った のが 目に 附 くと 同時に、 四 五 人 店 前 を 


塞いだ 書生が、 こなた を 見向いて、 八の字が 崩れ、 九 

の 字が 分れた かと 一同に 立 騒いで、 よう、 と 声 を 懸け 

しつ  おさ 

る、 万歳、 と 云う、 叱、 と 圧え た 者が ある。 

向う の 真砂 町の 原 は、 真中 あたり、 火定の 済んだ 跡 

のように、 寂しく 中空へ 立つ 火気 を 包んで、 黒く 輪に 

ひと だか  ひっそり 

なって 人集り。 寂寞した その 原のへ り を、 この 時 通り 

かかった 女が 二人。 

主税は 一 目 見て、 胸が 騒いだ。 右の 方の が、 お 妙で 

ある。 

ひとえ  つや 

リボン も 顔 も 単に 白く、 かすりの 羽織が 夜の 艷に、 

あるき  くれない 

ちらちらと 蝶が 行 交う 歩行ぶ り、 紅 ちらめ く 袖 は 長 


いが、 不断着の 姿 は、 年 も 二 ッ三ッ 長け て 大人び て、 

愛らしい よりも 艷麗 であつ た。 

風呂敷 包 を 左手に 載せて、 左の 方へ 附 いたの は、 大 

まるまげ  はなかん ざし 

一番の 円 髭 だけれ ども、 花簪の 下にな つて、 脊が低 

い。 渾名 を艄と 云って、 ちょん ぼり と 目の 丸い、 額に 

見上げ 皺の 夥多し ぃ婦 で、 主税が 玄関に 居た 頃 勤め 

おさん 

た 女中 どん。 

心 懸けの 4 い、 実 化 もので、 身が 定まって から も、 

こうした 御機嫌う かがいに 出る 志。 お 主の 娘に 引 添 

$  おおき 

うて、 身 を 固めて 行く 態の、 その 円鬅の 大 いのも、 か 

かる 折から 頼もしい。 


煙草屋の 店で くるくる ぱちぱ ち、 一打ば かりの 

めのたま  しきつ 

眼球の 中 を、 仕切て、 我 身で お 妙 を 遮る ように、 主税 

は 真中へ 立った から、 余り 人目に 立つ ので、 こなた か 

ら 進んで 出て、 声を掛け るの は 憚って 差 控えた。 

そうしてお 妙が 気が付かないで、 すらすらと 行 過ぎ 

さき 

たのが、 主税は 何となく 心寂しかった。 つい 前の 年 ま 

では、 自分が、 ああして 附 いて 出た に。 

なび 

と リボンが 靡いて、 お 妙 は 立 停まった。 

おおき  つけぎ 

肩が 離れて、 犬な 白 足袋の 色 新しく、 附木を 売る 女 

ともしび ちかづ 

房の あわれな 灯 に 近いた の は円鬅 で。 実直 ものの 

力 力 

丁寧に、 屈み 腰に なって 手 を 出した は、 志 を 恵んだら 


ぬか  きんちゃく 

しい。 親子が 揃って 額ず いた 時、 お 妙の 手の 巾着が、 

羽織の 紐の 下へ 入って、 姿 は 辻の 暗がりへ。 

ひとし 

書生た ち は、 ぞろぞろと 煙草屋の 軒 を 出て、 斉く星 

を 仰いだ ので ある。 

二十 九 

おとこ かね おんなつ ちお おい よし 

〇 男 金 女 土 犬に 吉、 子 五 人 か 九 人ぁリ 衣食 満ち 

ふ つき 

富貴に して  

男 金 女 土 こそ 大吉よ 

衣食み ちみち  


むしくい  あまじ 

と 歌の 方 も 衣食 みちみちの あと は、 虫 蝕と、 雨 染み 

と、 摺剝 けたので 分らぬ が、 上に、 業 平と 小町の よう 

さしむ か  かわらけ  まんざ いえ ぼし 

なのが 対向いで、 前に 土器 を 控える と、 万歳 烏帽子が 

五 人ば かり、 ずらり と 拝 伏した 処が 描いて ある。 いか 

さまに も 大吉に 相違ない。 

-っ しろ 

主税 は、 お 妙の 背後 姿 を 見送って、 風が 染みる よう 

うつむ  あ る 

な 懐手で、 俯向き 勝ちに 薬師 堂の 方へ 歩行いて 来て、 

ここに 露店の 中に、 三世相が ひつく リ かえって、 これ 

そ ぞろ 

見よ、 と 言わない ばかりな のに 目が 留まって、 漫に手 

に 取って、 相性の 処を 開けた のであった。 

その 英吉 が、 金の 性、 お 妙が、 土 性で ある こと は、 


うつくし  とらう いぬい 

あらかじめお 蔦が 美 い 指の節から、 寅 卯 戌 亥と 繰 出 

した ものである。 

おおい よし 

半吉 でで も ある 事 か、 大に吉 は、 主税に 取って、 一 

向に 芽出度ない。 勿論、 いかに 迷えば、 と 云って、 三 

世相 を 気にする ような 男で はない けれども、 自分 はと 

にかく、 先生 は 言う に 及ばず ながら、 奥方 はどう かす 

はじめ 

ると、 一白 九 紫 を 口にされる。 同じ 相性で も、 始 わる 

お ぼっか 

し、 中程 宜しから ず、 末 覚束なし と 云う 縁なら、 いく 

らか 破談の 方に 頼み は あるが …… 衣食 満ち 満ち 富貴… 

…は 弱った。 

のみならず、 子 五 人 か、 九 人 あるべし で、 平家の 一 


門、 藤 原 一 族、 いよいよ 天下に 蔓 らんず る 根ざしが 見 

えて 容易で ない。 

いっか  ひるすぎ 

すでに 過日 も、 現に 今日の 午後に も、 礼 之 進が 推参 

に 及んだ、 という きっさき なり、 何となく、 この 縁、 

纏まり そうで、 一 方なら ず 気に 懸る。 

ああ、 先生に は 言われぬ 事、 奥方に は 遠慮 をすべき 

事に しても、 今し も 原の 前で、 お 妙さん を 見 懸けた 時、 

声 を 懸けて 呼び留めて、 もし 河 野の 話が 出たら、 私 は 

ぎ、 とおつ しゃいよ、 と 一言い えば 可かった もの を。 

大道で 話 をす るの が 可 訝ければ、 その 辺の 西洋 料理 

へ、 と 云っても 構わず、 鳥居の 中には 藪 薷麦も ある。 


さしむかいに 云う ではなし、 円 鬍も附 添った、 その 

女中 とても、 長年の、 犬 鷹 朋輩の 間柄、 何の 遠慮 も 

しさい 

仔細 も 無 か つ た。 

お 妙さん がまた、 あの 目で 笑って、 お 小遣い は ある 

ひやか 

の？ と は 冷評しても、 どこかへ 連れられ るの を 厭味 

らしく 考える ような 間で はない に、 ぬかった こと をし 

たよ。 

じつ  みつ 

なぞと 取 留め もな く 思い乱れて、 凝と その 大吉 を瞻 

さしえ  ひげ 

めて いると、 次第 次第に 挿画の 殿上人に 髯が 生えて、 

たちまち 尻尾の ように 足 を 投げ出し たと 思う と、 横 倒 

れに、 小町の 膝へ 凭れ かかって、 でれでれと 溶けた 顔 


が、 河 野英吉 に、 寸分 違わぬ。 

「旦那い かがで ございます。 えへ へ、」 と、 かん てらの 

だしぬけ わらいごえ 

灯の 蔭から、 気味の 悪い 唐突の 笑声 は、 当 露店の 亭主 

で、 目 を 細う して、 額で 睨んで、 

「大分 御意に 召しました ようで、 えへ へ。」 

「幾 干 だいご 

とぎょつ とした 主税 は、 空で 値 を 聞いて 見た。 

「そうでげ すな。 」 

ひさし  た 

と 古 帽子の 庇から 透かして、 橈め つつ、 

あたま 

「二十 銭に いたして 置きます ご と 天窓から 十倍に 

吹 懸ける。 


その 時かん てらが 煽る。 

主税は 思わず 三世相 を 落して、 

「高価い！」 

「お 品が 少ぅ げして、 へへ へ、 当節の 九星 早合点、 陶 

宮 手引 草な どと 云う 活版本と は 違います で、」 

「何だか 知らん が、 さんざ 汚れて 引 断 ぎれ ている じ や 

ないか ご 

「でげ すがな、 絵が 整然として おります でな、 挿絵 は 

秀蘭 斎贞秀 で、 こり や 三世相 かきの 名人で げす。 」 

と 出放題な 事 を 云う。 相性 さえ 悪かったら、 主税は 

一 一十 銭の その 一 一倍で も あえて 惜 くはなかった ろう。 


「余り 高価い よご と 立ち かける。 

「お 幾 干で？ ええ、 旦那 ご 

ひっす  おさ 

と 引 据える ように 圧え て 云った。 

「半分 かご 

「へいご 

やす 

「それ だ つ て廉く はない ご 

三十 

亭主 は 膝 を 抱いて 反身に なり、 禅の 問答 持って来い、 

がんしょく 

と いう 高 侵な 顔色 で。 


ねだ ん  ひど 

「半価 値 は 酷う げす。 植木屋 だと、 じゃあ 鉢 は 要り ま 

せんか、 と 云って 手 を 打 つんで げすが な。 画 だけ 引剝 

ひと つ 

して 差 上げる 訳に も 参りませんで。 どうぞ 一 番御 奮発 

を 願いて えんで。 五 銭 や 十 銭、 旦那 方に や 何 だけの 御 

散財で も あり やしません。 へへ へへ へ、」 

「 一 体 高 過ぎる、 無法 だよ ご 

ぐ さ 

と 主税は その 言 い 種が 憎い から、 ますます 買う 気 は 

出なくなる。 

「でげ すがな、 これから 切通し の 坂 をーッ お下りに な 

り や、 五両と 十両 は 飛 ぶんで げしょう。 そこで もって、 

とし  かく 

へへ へ、 相性 は 聞きた し 年 紀は秘 したし なんて 寸法 だ。 


ええ、 旦那、 三世相 は 御 祝儀に お求め 下さいな ご 

いよいよ むっとして、 

「要らない ご と、 また 立とうと する。 

「じ やもう 五 銭、 五 百、 たった 五 銭 ご 

ひじ けんべき 

片手 を 開いて、 肱で 肩 癖の 手つきに なり、 ばらばら 

めさ さ  ち 

と 主税の 目前へ 揉み 立てる。 

憤然として 衝と 立った。 主 税の肩 越しに きらり と 飛 

んで、 かん てらの 燻った 明 を 切って 玉の ごとく、 古 

本の 上に 異彩 を 放った 銀貨が あった。 

同時に、 

「要る ものなら 買って 置け ご 


さび  リん 

と鏽の ある、 凜 とした 声が かかった。 

主税は 思わず 身 を 窘めた。 帽子 を 払って、 は、 と 手 

を 下げて、 

「先生 ご 

露店 の 亭主 は 這 出して、 慌てて 古道具の 中へ 手 を 支 

いて、 片手で 銀貨 を 圧え ながら、 きょ とんと 見上げる _ 

茶の 中折帽 を 無造作に、 黒地に 茶の 千 筋、 平お 召の 

くろ ななこ  ちょうじ どもえ 

一 枚 小袖。 黒斜 子に 丁子 巴 の 三つ紋の 羽織、 紺の 無 

ゆきみ じか 

地 献上 博 多の 帯 腰 すっきりと、 片手 を 懐に、 桁 短な 袖 

を 投げた 風采 は、 丈 高く 痩せぎ すな 肌に 粋で ある。 

えもん  くろ はち 

しかも 上品に 衣紋 正しく、 黒八丈の 襟 を 合わせて、 色 


の 浅黒い、 鼻筋の 通った、 目に 恐ろしく 威の ある、 品 

の ある、 〔# 「」 は 底本で は 「。匕 眉の 秀でた、 ただ その 

くちもと  に  みどりご な つ 

口許 はお 妙に 肖て、 嬰児 も 懐く ベ く 無量 の 愛の 含まる 

る。 

一 寸 見に は、 かの 令嬢に して、 その 父 ぞとは 思われ 

おくがた  い いなずけ  きんぼたん 

ぬ。 令夫人 は 許嫁 で、 お 妙 は 先生が いまだ 金鈕 で 

あった 頃の 若木の 花。 夫婦の 色香 を 分けた ので ある、 

とも 云う が …… 

酒 井 は どこか 小 酌の 帰途と 覚 しく、 玉樹 一人 縁日の 

四辺 を 払って ネん だ。 またい つか、 人足 もや や この 

あた リ まばら 

辺に 疎に なって、 薬師の 御堂の 境内の み、 その 中空 


も 汗す るば かり、 油煙が 低く、 露店の 大 傘 を 圧して 

いる。 

もた 

会釈 をして わずかに 擡げた、 主 税の顔 を、 その 威の 

き つ 

ある 目で 吃と 見て、 

I 少 いものが 何 だ、 端銭 を かれこれ 人中で 云って いる 

奴が あるかい、 見っともな いご 

あが 

と 言い 棄 てて、 直ぐに 歩 を 移して、 少し 肩の 昂 つた 

の も、 霜に 堪え、 雪 を 忍んだ、 梅の 樹振は 潔い。 

あっけ 

呆気に 取られた 顔 をして、 亭主が、 ず ッと乗 出しな 

がら、 

「へいご 


とば かり 怯える ように 差 出した 三世相 を、 もの を も 

言わず 引摑ん で、 追鎚 つて 跡に 附 くと、 早 や 五六 間 

前途へ 離れた。 

「どうも 恐 入ります。 ええ、 何、 別に 入用な のじ やな 

いので ございま すから、 はい、」 

； D  くびく  ひと リ ごと 

と 最初の 一喝に 怯 気々々 もので、 申 訳ら しく 独 言 

のように 言う。 

酒 井 は、 すらりと 懐手の まま、 斜めに 見返って、 

い  ひやか 

「用らない もの を、 何 だって 価 を 聞 くんだ。 素 見す の 

かい、 お前 は、」 

「  」 


「素 見す のかよ ご 

うつむ 

「ええ、 別に、」 と 俯向いて 怨めし そうに、 三世相 を 揉 

ひ 3 

み、 且つ 捻くる。 

しばらく  あゆみ 

少時して、 酒 井 はふと 歩 を 停めて、 

「早瀬 ご 

「はい、」 

とこの 返事 は 嬉しそうに 聞え たので ある。 

三十 一 

しばらく かけちが 

名 を 呼ばれる さえ 嬉しい ほど、 久闊 懸違 つていた の 


で、 いそいそ 懐かし そうに 擦 寄った が、 続いて 云った 

酒 井の 言 は、 ^く 主税の 胸を剌 した。 

「どこへ 行 くんだ ご 

あとし ざ 

これで 突 放された ようになって、 思わず 後退り する 

こと 三尺 半。 

さき  すま い 

この 前の、 原 一 つ 越した 横町が、 先生の 住居で ある。 

そなたに 向って 行く のに、 従って 歩行く もの を、 (どこ 

へ 行く。) は 情ない。 散々 の 不首尾に、 云う 事 も、 しど 

ろに な つ て、 

「散歩で ございま すご 

「わざわざ、 ここの 縁日へ 出て 来たの かご 


「いいえ、 実は …… 」 

と い ささ か 取附く  y  J とが 出来た …… 

「先刻、 御宅へ 伺いました のです が、 御 留守で ござい 

ましたから、 後程に また 参りましょうと 存じまして、 

その 間 この辺に ぶらつい ておりました。 先生 は、」 

あ る 

酒 井がず ッと 歩行き 出した ので、 たじたじと 後 を 慕 

うて、 

「どちら へ ？」 

「俺 かご 

「ず ッと御 帰宅で ございま すか。」 

知れ 切った ような 事 を、 つなぎ だけに 尋ねる と、 こ 


の 答えが また 案外な ものであった。 

「俺 は、 何 だ、 これから お前の 処へ 出掛け るんだ ご 

「ええ！」 と 云った が、 何 は 措いても 夜が 明けた よう 

に 勇み立 つ て、 

「じ や、 あの こちらから …… 角の 電車へ、」 と 自分 は 一 

足 引返した が、 慌てて また 先へ 出て、 

「お 車 を 申しましょう かご 

と そわそわ する。 

「水道 橋まで 歩行く が 可い。 ああ、 酔 醒め だ ご と、 

えもん  ゆす  ひきし 

衣紋 を 揺って、 ぐっと 袖口へ 突 込んだ、 引緊 めた 腕 組 

になった と 思う と、 林檎の 綺麗な、 芭蕉 実の 芬と薰 る、 


あかり まっさお  あかる  ためら 

燈 の 真 蒼な、 明 い 水 菓子屋の 角 を 曲って、 猶予わず 

衝と 横町の 暗がりへ 入った。 

下宿屋の 瓦斯 は 遠し、 顔が 見えない から いくらか 物 

が 云いよ くな つて、 

「奥さんが、 お 風邪気で いらっしゃいます そうで、 

不可ませんで ございま すご 

「逢った かご 

やす 

「いえ、 すやすやお 寐 みだと 承りました から、 御 遠慮 

申しました ご 

「妙 は 居た かいご 

かたづ  せん  みつ 

「四 谷へ 縁附 いてお リ ます、 先のお 光 をお 連れなさい 


まして、 縁日へ ご 

こども  である 

「そうか、 娘が 出歩 行く ようじ や、 大した 御 容態で も 

なし さ ご 

- J とば  ほつ  いき 

と 少し 言が 和らいで 来たので、 主 税は吻 と 呼吸 を 

吐いて、 はじめて 持 扱った 三世相 を 懐中へ 始末 をす る 

いき ど の ざ か  おりぐち 

と、 壶岐殿 坂の下 口で、 急な 不意 打。 

とこ  みんな たっしゃ 

「お前の 許で も 皆 健康 かご 

また 冷り とした。 内に は 女中と …… 自分ば かリ、 (皆 

健康 か。) は 尋常 事で ない。 けれども、 よも や、 と 思う 

ひがみみ 

から、 その (皆) を 僻 耳であろう、 と 自分で も 疑って、 

「はい？」 


と、 聞 直した つもり を、 酒 井が そのまま 聞 流して し 

まった ので (さようで ございます。) と 云う 意味になる。 

で、 安から ぬ 心地が する。 突 当りの 砲兵 工廠 の 夜の 

光景 は、 楽天的に 視 ると、 向島の 花 盛 を 幻燈で 中空 へ 

ごうごう とどろ 

顕 わした ようで、 轟々 と 轟く 響が、 吾妻橋 を 渡る 車 か 

と 聞な さるる が、 悲観す ると、 煙が 黄に、 炎が 黒い。 

ま つ しろ 

通りかかる 時、 蒸気が 真白な 滝 のように 横 ざ ま に 

みなぎ 

漲 つ て路を 塞いだ。 

たもと  が 

やがて、 水道 橋の 抉に 着く —— 酒 井 は その 雲に 駕 

して、 悠々 として、 早瀬 は 霧に 包まれて、 ふらふらし 

て。 


まきたばこ 

無言の 間、 吹かして いた、 香の 高い 卷莨 を、 煙の 絡 

んだ まま、 ハタと そこで 酒 井が 棄 てると、 蒸気 は、 こ 

こで 露に なって、 ジュ ー と 火が 消える。 

もえぎ  やみ  きょ 

萌 黄の 光が、 ばらばらと 暗に 散る と、 炬の ごとく 輝 

つ  そと ぼリ 

く 星が、 人 を 乗せて 衝と 外濠 を 流れて 来た。 
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三十 二 


河 野から 酒 井へ 申込んだ、 その 縁談の 事の 為で はな 

いが、 同じ この 十二 日の 夜、 道学者 坂 田 礼 之 進 は、 渠 

が、 主なる 発 企 者で 且つ 幹事で ある 処の、 男女 交際 会 

—— またの 名、 家族 懇話会 —— 委しく 註す るまで もな 

い、 その 向の 夫婦が 幾 組 か、 一 処に相 会して、 飲んだ 

しゃべ  びろう 

り、 食ったり、 饒舌ったり …… と 云う と 尾籠になる。 

紳士 貴婦人が 互に g 親睦す る 集会で、 談 政治に 渉る こ 

と は 少ない が、 宗教、 文学、 美術、 演劇、 音楽の 品定 

めが そこで 成立つ。 現代に おける 思潮の 淵源、 天堂と 

しよ-つび 

食堂 を 兼備え て、 薔薇 薫 じ 星 の 輝く 美的 の 会合、 と あつ 

たす き 

て、 おしめと 櫸を 念頭に 置かない 催しで あるから、 留 


こども 

守で は、 芋が 焦げて、 小児が 泣く。 町内 迷惑な …… そ 

の、 男女 交際 会の 軍用金。 諸処 から 取 集めた 百 有余 円 

なじみ 

を、 馴染の 会席へ 支払いの 用が あって、 夜、 モォ ニン 

あかる 

グを 着て、 さて 電燈の 明い 電車に 乗った。 

ひるすぎ 

(アバ 大人です か、 ハハハ 今日の 午後。) と 酒 井 先生方 

の 書生が 主税に 告げた のと、 案ずる に 同日で あるから、 

その 編 上靴 は、 一 日に 巿中 のどの くらいに 足跡 を 印す 

るか 料ら れぬ。 御苦労 千万と 謂わねば ならぬ。 

ひまつぶ 

先哲 曰く、 時 は 黄金で ある。 そんな 隙 潰し をし ない 

でも、 交際 会の 会費なら、 その 場で 請 取って 直ぐに 払 

い を 済したら 好 さそうな もの だが、 一先ず 手許へ 引 


あらた  ふうしみ ずから 

取って、 更 めて 夫子 自身 を 労す るの は？ 知らず や、 

この 勘定の 時 は、 席料な しに、 そこの 何とか 云う 姉 さ 

んに、 茶の 給仕 を させて 無銭で 手 を 握る の だ、 と 云つ 

たもの が ある。 世に は 演劇の 見物の 幹事 をして、 それ 

やくしゃ  キ ス 

を 縁に、 俳優と 接吻す る 貴婦人 も あると 云う から。 

かくし 

もっとも これ は、 噓 であろう。 が、 会費 を 衣 兜に し 

て、 電車に 乗った の は 事実で ある。 

「ええ、 込 合います から 御注意 を 願います ご 

さげ かわ つかま 

礼 之 進は提 革に 摑り ながら、 人と、 車の 動揺の 都度、 

なるべく 操りの ポンチ たらざる 態度 を 保つ て、 しこう 

して、 乗合の、 肩、 頰、 耳な どの 透 間から、 痘痕 を 散 


らして、 目 を 配って、 鬢、 簪、 庇、 目つ きの 色々 

を、 膳の 上の 箸休めの 気で、 ちび りちび りと 独酌の 格 _ 

えど ッこ  おんな 

ああ、 江戸 児 はこの 味 を 知るまい、 と 乗合の 婦の移 香 

を、 楽み そうに、 歯をス ー と 遣って、 片手で 頤を 撫で 

ていたが、 車掌の その 御注意に、 それと 心 付く と、 

がぜん  りつぜん  はだ 

俄然と して、 慄然と して、 膚寒う して、 腰が 軽い。 

ひっこ  とし  はんてんぎ 

途端に 引 込めた、 年紀の 若い 半纏 着の 手ッ首 を、 即 

あぶらあせ 

座の 冷汗と 取って置きの 膏 汗で、 ぬらめ いた 手で、 夢 

中に しっかと 引摑ん だ。 

道学 先生の 徳 孤なら ず、 隣り に 掏摸が 居た そうな。 

「  」 


と、 わなないて、 気が 上ず ッて、 ただ 睨む。 

あいて  てぬぐい かぶ 

対 手 は 手拭 も 被らない 職人 体の が、 ギッ クリ、 髪の 

揺れる ほど、 頭 を 下げて、 

あっ^-み 

「御免な すって、」 と 盗む ように 哀憐 を 乞う 目づ かい 

をす る 

「出、 出しお ろう、」 

と 震え声で、 

さ 

「馬鹿！」 と 一 つ 極めつ けた。 

「どうぞ、 御免な すって、 真平、 へい …… 」 

すが  しょげ 

と 革に 鎚 つた まま、 ぐったり となって、 悄気 返った 

さま 

職人の 状 は、 消え も 入りたい とより は、 さながら 罪 を 


くびく く 

恥じて、 自分で 縊 つたよう である。 

うごめ 

「コ リャ」 とまた 怒鳴って、 満面の 痘痕 を蠢 かして、 

こら  にぎ リこ ぶし  よ こづら  ぶ 

堪えず、 握 拳 を 挙げて その 横頰 を、 ハタと 撲 つた。 

「あ、 痛、」 

と 横に 身 を 反らして、 泣 声に なって、 

ひ  ひど  た た 

「酷、 酷う ござんす ね …… 旦那、 ァ 痛々、」 

も 一 つ 拳で、 勝 誇って、 

「酷い も 何も 要った もの かご 

哄と立 上る 多人数の 影で、 月の 前 を 黒雲が 走る よう 

な 電車の 中。 大事に 革， 飽を 抱きながら、 車掌が 甲走つ 

た 早口で、 


「御免なさい、 何です か、 何です かご 

三十 三 

ま つ しろ 

カラ ァの 純白な、 髪 をき ちんと 分けた 紳士が、 職人 

体の 半纏 着 を 引 捉えて、 出せ、 出せ、 と 喚いて いるか 

りょうぜん 

らに は、 その 間の 消息 一目して 瞭然たり で、 車掌 も 

ためら  とりし ば 

ちっとも 猶予わず、 むず と 曲者の 肩 を 握った。 

「降りろ  さあ、」 

よろよろ  もた 

と 一 ッ しゃく リ附 ける と、 革 を 離して、 蹌踉と 凭れ 

かかる。 半纏 着に また 凭れ 懸かる ようになって、 三人 


もみ かさ  お  せん 

揉 重なって、 車掌 台へ 圧されて 出る と、 先から、 がら 

ハ ン ドル  のぞきこ 

リと扉 を 開けて、 把手に 手 を 置きながら、 中を視 込ん 

でいた 運転手が、 チ リン 無しに ちょうど そこの 停留所 

に 車 を 留めた。 

おんたけさん  どおり 

御嶽山 を 少し 進んだ 一 ッ橋通 を 右に 見る 辺りで、 

この 街 鉄 は、 これから 御 承知の ごとく 東 明 館 前 を 通つ 

て 両国へ 行く ので ある。 

「少々 お待ち を …… 」 

と 車掌 も 大事 件の 肩を摑 まえて いるから、 息 急いて 

四 五 人 押 込もうと する 待合 わせ の 乗組 を 制しながら、 

あとじ さ  そ 

後退り に 身 を 反らせて、 曲者 を 釣 身に 出る と、 両手 を 


突 張って 礼 之 進 も 続いて、 どたり。 

後から ぞろぞろと 七 八 人、 我勝ちに 見物に 飛 出た の 

が ある。 事 ありと 見て、 乗ろうと したの も そのまま 足 

おっとり ま  おんな 

を 留めて、 押 取 巻いた。 二人ば かり 婦も 交って。 

外へ、 その 人数 を 吐出した ので、 風が 透いて、 すつ 

きリ 透明に なって、 行儀よ く 乗合の 膝 だけ は 揃いな が 

ねじむ  が ら す ど 

ら、 思い思いに 捻 向いて、 硝子 戸から 視く 中に、 片足 

ちょうじ どもえ 

膝の 上へ 投げて、 丁子 巴 の 羽織の 袖 を 組合わせて、 茶 

の その 中 折 を 額 深く、 ふらふら 坐 眠り をして いたら 

しい 人物 は、 酒 井 俊 蔵であった。 

けれども、 礼 之 進が 今、 外へ 出た と 見る と 同時に、 


明かに その 両眼 を睜 いた 瞳に は、 一点 も睡 そうな 曇 

,,c 圧" ヽ 。 
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惟う に、 乗合い の 蔭で はあった が、 礼 之 進に 目 を 着 

けられて、 例の (ますます 御 翻訳で。) を 前置きに、 (就 

かま 

きまして は 御 縁 女 儀、) を 場 処柄も 介わず 弁じられよ 

おそれ 

う 恐が あるた め、 計略 ここに 出た のであろう。 ただ 

しその 縁談 を 嫌った と いう 形跡 は いささか も 見当らぬ 

vr  o 

力 

「攫ら れ たの かいご 

「はい、」 

と 見る と、 酒 井の 向い合わせ、 正面 を 右へ 離れて、 


ちょうど その 曲者の 立った 袖 下の 処に 主税が 居て、 か 

く 答えた。 

「何で ございま すか、 騒ぎです ご 

先生の 前で、 立 騒いで は、 と 控えた が、 門 生が 澄ま 

し 込んで 冷淡に 膝に 手 を 置いて いるに も 係わらず、 酒 

井 はず ッと 立って、 脊 高く 車掌 台へ 出かけて、 ここに 

ひと かたま リ 

も 立 淀む 一 団の、 弥次の 上から、 大路へ 顔 を 出した 

…… 時であった。 

しゅかく てんどう 

主客顛倒、 曲者の 手が ポ カリと 飛んで、 礼 之 進の 

あばた 

痘痕 は 砕けた、 火の 出る よう。 

「猿 唐人め ご 


あろう 事 か、 あっと 頰 げた を 圧え て 退る、 道学者の 

襟 飾へ、 斜 かいに 肩 を 突 懸けて、 横 押に ぐいと 押して、 

す り  どろぼう 

「何 だ、 何 だ、 何 だ、 何 だと？ 掏摸 だ、 盗賊 だと… 

くら  ご まあえ  てめ え つら 

…ク ソを啖 え。 ナニ その、 胡麻 和の ような 汝が面 を 

な  わつ し てめ え  す 

甜め ろい！ さあ、 どこに 私が 汝の紙 入 を 掏つ たん 

だ。 

じょうだん 

こっち あまた、 串戯じ やねえ。 込 合って る 中 だから、 

汝の 足で も 踏ん だんだろう、 と 思って よ。 足 ぐれえ 踏 

力 力と 

ん だに しちや、 怒りよう が 御大層 だが、 面 を 見や、 踵 

と 大した 違え は 無え から、 はは は、」 

と 夜の 大路へ 笑が 響いて、 


「汝の 方 じ や、 面 を 踏まれた 分に して、 怒り やが るん 

あきら  ありがた  ひょうと リ 

だ、 と 断念め てよ。 難 有く 思え、 日傭取のお 職人 様が 

あやま 

月給 取に 謝罪つ たんだ。 

いつ 出来た 規則 だか 知らね えが、 股 ッたァ 出すな ッ 

てえ、 肥満った 乳母 どんが 焦ッ たがり やしめ えし、 厭 

味ッ たらしい 言 分 だが、 そいつ も 承知で 乗って るから 

ほか さま  ひきず リ おろ 

にや、 他 様の 足 を 踏み や、 引摺 下される 御 法 だ、 と往 

生して よご 

と、 車掌に ひよこと 頭 を 下げて、 

「へい こら、 と 下りて やり や、 何 だ、 掏摸 だ。 掏摸た 

ァ 何でえ ご 


また 礼 之 進に 突懸 る。 

三十 四 

「掏られた、 盗られた ッて、 幾 干ば かり 台所の 小 遣 を 

てめ え 

ごまかして 来 や あがった か 知らね え けれど、 汝 がそ 

の 面で、 どうせな けなしの 小 遣だろう、 落しつ こ はね 

え。 

のろま 

へん、 鈍漢。 どの 道、 掏られた にや 違え はねえ が、 

がまぐち 

汝 がその 間抜けな 風で、 内から ここまで 蟇 口が 有る も 

ん かい、 疾 くの 昔に ちょろ まかされて いや あがつ たん 


だ。 

ひっぷる  かんだ ッこ  はだあい 

さあ、 お 目通りで、 着物 を引掉 つて 神 田 児の 膚合を 

おんな 

見せて やら あ、 汝が 口説く 婦じ やねえ から、 見た つて 

つぶ  きづけえ  きった て ふんどし 

目の 潰れる 憂慮 はねえ、 安心して 切 立の 襌 を 拝み や 

あがれ。 

うぬ 

ええこう、 念 晴しを 澄ました 上 じ や、 汝、 どうす る 

か 見ろ ご 

「や あ、 風が 変った、 風が 変った ご 

ちと 

と 酒 井 は 快活に 云って、 原の 席に 帰った。 

車掌 台から どやどやと 客が 引 込む、 直ぐ 後へ —— 見 

張 員に 事情 を 通じて、 事件 を 引渡した と 思われる —— 


いきお い  さげ かばん  ゆす 

車掌が 勢 なく 戻って、 がちゃりと 提革飽 を 一 つ 揺つ 

て、 チ チンと 遣った が、 まだ 残惜 そうに 大路に 半身 を 

ごたごた  ざま 

乗 出して 人だかりの 混々 揉む の を、 通り過ぎ 状に 見て 

進む。 

きんたいき よ う 

と 錦 帯 橋 の 月の 景色 を、 長 谷川が 大道具で 見せた 

ように、 ずら リと繫 つて 停留して いた 幾つと ない 電 

車 は、 大通り を 廻り 舞台。 事の 起った 車内で は、 風説 

とりどり。 

あれ は 掏摸の 術で ございます。 はじめに 恐 入って い 

わざ 

た 様子 じ や、 確に 業 をした に 違いません が、 もう 電車 

たもと 

を 下ります までに は 同類の 袂 へす つ こかし にして、 


さかね  こ あきんど 

証拠が 無い から 逆 捻じ を 遣る でございます、 と 小 商人 

つ れ  まえだれ かけ 

風の 一 分別 ありそう なのが その 同伴ら しい 前垂 掛に云 

ほうねん あたま  ななた び 

うと、 こちらで は法然 天窓の 隠居 様が、 七 度 捜して 人 

を 疑え じ や、 滅多な 事 は 謂われん もので、 のう。 

そう おっしゃれば、 あの 掏られた、 と 言いな さる 

洋服 を 着た 方 も、 おかしな 御仁で ござり ますよ。 此娘 

あなた  ぽってり 

の 貴下、 (と 隣に 腰かけた、 孫ら しい、 豊 肌した 娘の 膝 

かん ざし 

を 叩いて、) 簪へ、 貴下、 立って いてち よいちよ い 手 

をお 触リ なさる でございます。 御仁 体が、 御仁 体な り、 

この 娘が 恥 かしがって、 お止しよ、 お止しよ、 と 申し 

ますから、 何 をな さる、 と 口まで 出ました の を 堪えて 


いたので ござり ますよ。 お止しよ、 お祖母さんと、 そ 

の 娘 はまた 同じ こと を ここで 云って、 ぼうと 紅くなる _ 

法然 天窓 は 苦笑 い をして …… 後から せせ る やら、 前 

おおき 

から は 毛の 生えた、 大な足 を 突出す やら …… など、 浄 

瑠璃に もあって、 のう、 昔、 この 登り 下りの 乗合船で 

は 女子 衆が 怪し か らず 迷惑 をし たもの じ やが、 電車の 

中で も 遣ります か、 のう、 結句、 掏摸より は 困り もの 

じ やて。 

駄目で さ、 だってお 前さん、 いきなり 引摺り 下ろし 

てし まったん だから、 それ、 ばらばら 一緒に 大勢が 飛 

出し ましたね、 よしんばで すね、 同類が 居た 処で、 疾 


さき 

の 前、 どこかへ、 すつ 飛んで いるんで すから 手 係リは 

ぁリ やしません。 そうでな くって、 一人 も 乗客が 散ら 

わつ しだち  かかりあ 

ずに 居り や、 私達 だって 関 合い は 抜けません や。 

おまわり  しら 

巡査が 来て、 一 応検べ るなん ぞ ッ て 事に なり かね ませ 

ん。 ええ、 後 はどうなる ッて、 お前さん、 掏摸 は 現行 

犯です からね、 証拠が 無くって、 知らないと 云 や、 そ 

れ までで さ。 また ほんとうに 掏られたん だか 何だか 知 

れ たもん じゃあり ません、 どうせ 間抜けた 奴なん でさ 

あね、 と 折 革飽を 抱え込んだ、 どこかの 中小 僧ら しい 

おやじ 

のが、 隣合った 田舎の 親 仁に、 尻 上りに 弁じた ので あ 

る。 


いずれ 道学 先生の ために、 祝すべき 事で はない。 

あえて 人の 憂 を 見て 喜ぶ ような 男で はない が、 さ 

りと て 差 当り ああした 中の 礼 之 進の ために、 その 憂 を 

憂と して 悲む ほどの 君子で もなかろう。 悪く すると 

(状 を 見ろ。) ぐらい は 云う らしい 主税 が、 風向きの 悪 

い 大人の 風説 を、 耳を澄まして 聞き取りながら、 太く 

おももち 

憂 わしげ な 面色で。 

ふ さぎ ►  J 

実際 鬱 込ん でい る の は なぜか。 

忘れて はならぬ、 差 向いに 酒 井先 生が、 何となく、 

主税を 睨む がごと くにして いる こと を。 


ことわ リ 

鬱ぐも 道理、 そうして 電車の 動く ままに 身 を 任せて 

はいる ものの、 主税は 果して どこへ 連れら るるの か、 

雲に 乗せられ たような 心 持が する ので ある。 

もっとも、 薬師の 縁日で 一所に なって、 水道 橋から 

そとぼり せん 

外濠 線に 乗った 時 は、 仰せに 因って 飯 田 町なる、 自分 

すまい 

の 住居へ 供 をして 行った ので あるが、 元来 その 夜 は、 

露店の 一 喝と 言い、 途中の 容 子と 言い、 酒 井の 調子が 

凜 として 厳しく つて、 かねて 恩威 並び 行わる る 師の君 

ばち リ しょう 

の、 その 恩に 預かれそう ではなく、 罰 利 生 ある 親分の、 


その 罰の 方が 行われ そうな 形勢 は、 言わず ともの 事で 

すく  さいわい 

あつたから、 電車で も 片隅へ 蹙ん で、 僥倖 そこで も 

のりて  まば ゆ 

乗客が 込んだ、 人 蔭に なって、 眩い 大目玉の 光から、 

か  まぬ か 

顔を躱 わして 免れて いた は 可い が、 さて、 神楽 坂で 下 

りて、 見附の 橋 を、 今夜に 限って、 高い 処 のように、 

くだん  うらない  あんどう  まっくろ 

危 つかしく 渡る と、 件 の 売卜 者の 行燈 が、 真黒な 石垣 

の 根に、 狐火 かと 見えて、 急に 土手の 松風 を 聞く 辺 か 

とむ ね 

ら、 そろそろ 足 許が 覚束なく なって、 心 も 暗く、 吐 胸 

を 支いた の は、 お 蔦の 儀。 

おそろし  かく  しゅす 

ひとえに 御目玉の 可 恐 いのも、 何を秘 そう 糯 子の 帯 

きわま 

に 極った ので あるから、 これより 門口へ かかる …… 


あえて、 のろける にし も あらず だけれ ども、 自分の 

跫音 は、 聞 覚えて いる。 

おとず 

その 跫 音が、 他の 跫音 と共に、 澄まして 音信れ れば、 

(お 帰ん なさい。) で、 出て 来る は定の もの。 分けて、 

お 妙の 事 を、 やきもき 気 を 揉んで いる 処。 それが 為に 

こと 

こうして 出向いた、 真砂 町の 様子 を 聞き 度 さに、 特に、 

似た もの 夫婦の 譬、 信玄 流の 沈勇の 方で はない から、 

ひらり  あらわ 

随分 飜 然と 露れ 兼ねない。 

いざ、 露れ た 場合に は …… と 主税は 冷汗に なって、 

胸 カ蹋る 

いつも 

あいにく 例の ように 話し もしないで、 ずかずか 酒 


あ る  ひま 

井が 歩行いた ので、 とこう 云う 間 もなかった、 早 や 我 

家の 路地が。 

たま  おんな 

堪リ かねて、 先生と、 呼んで、 女中が 寝て いますと 

失礼です から、 一足！ と 云う が疾 いか、 (お 先へ、) 

は 身体で 出て、 横ッ 飛びに 龃け 抜ける 内 も、 ああ、 我 

ながら 拙 い 言 分。 

(待て！ 待て！) 

それ、 声が 掛 つた。 

酒 井 は そこで 足 を 留めた。 

き つ 

屹と立 つ て、 

ね  わき 

(宵から 寐 るよう な 内へ、 邪魔 をす る は 気の毒 だ。 他 


へ 行こう、 一緒に 来な。) 

わし さら 

で路が 変って、 先生の する まま、 鷲に 攫われたよう 

な 思いで 乗った のが、 この 両国 行 —— 

なかなか 道学者の 風説に 就いて、 善悪と もに、 自か 

ら思虜 を 回らす ような 余裕と て は 無い ので ある。 

めがね  まつす 

電車が 万世 橋の 交叉点 を 素直ぐ に 貫いても、 鷲 は 翼 

おおかわ  ながし 

を 納めぬ ので、 さて はこの まま 隅 田 川へ 流罪 もの か、 

軽くて 本 所から 東京の 外へ 追放に なろう も 知れぬ。 

まなこ  うな だ 

と 観念の 眼 を 閉じて 首 垂れた。 

「早瀬、」 

「は、」 


「降り るんだ ご 

一場 展開した 広小路 は、 二階の 燈と、 三階の 燈と、 

あお  もえぎ  くれな い  すきま 

店の 燈と、 街路の 燈と、 蒼に、 萌 黄に、 紅 に、 寸隙 

ちりば  あや  ゆきか 

なく 鏤められた、 綾の 幕ぞと 見る 程に、 八重に 往来う 

人影に、 たちまち 寸々 と 引 分けられ、 さらさらと 風に 

まり 

連れて、 鈴 を 入れた 幾千の 輝く 鞠と なって、 八方に 投 

げ 交わさ るる かと 思われる。 

こま 

ここに 一 際 夜の 雲の 濃 やかに 緑の 色 を 重ねた の は、 

きらめ 

隅 田へ 潮が さすので あろう、 水の 影 か、 星が 閃く。 

我が 酒 井と 主 税の姿 は、 この 広小路の 二 点と なって、 

ふうき かまど 

浅 草 橋 を 渡 果てる と、 富貴 竈が 巨人の ごとく、 仁 丹が 


城の ごとく、 相対して 角 を 仕切った、 横町へ、 斜めに 

すリ がらす  なまめ  ひっそり 

入って、 磨 硝子の 軒の 燈 籠の、 媚 かしく 寂寞して、 ち 

みの  さま 

らちら と 雪の 降る ような 数 ある 中 を、 蓑 を 着た 状して 

忍びやかに 行く のであった。 


柏 家 

三十 六 

やがて、 貸 切と 書いた 紙の 白い、 その 門の 柱の 暗い、 


あかる  し ん  力す， R 

敷石の ぱっと 明 い、 静粛と しながら 幽 なよう に、 

三味線の 音が、 チラ チラ 水の 上 を 流れて 聞え る、 一 軒 

おおがまえ 

大 構の 料理店の 前 を 通って、 三つ 四つ 軒燈 籠の 影に 

送られ、 御 神燈の 灯に 迎えられつつ、 地の 濡れた、 軒 

つや  ひとすじ おぼろ 

に艷 ある、 その 横町の 中程へ 行く と、 一 条朧な 露路が 

ある。 

げいしゃ や  ひ あわい 

芸妓 家 二 軒の 廂 合で、 透かす と、 奥に 薄墨で 描いた 

ひとき 

ような、 竹垣が 見えて、 涼しい 若葉の 梅が 一木、 月 は 

なけれ ど、 風情 を 知らせ 顔に すっきりと \ィ むと、 向い 

合った 板塀 越に、 青柳の 忍び 姿が、 おくれ 毛 を 銜えた 

態で、 すらすらと 靡いて いる。 


梅と 柳の 間 を 潜って、 酒 井 は その 竹垣に ついて 曲る 

と、 処 がら 何となく 羽織の 背の 婀娜 めくの を、 隣家の 

しゃが  さし のぞ 

背戸の、 低い 石燈 籠が ト踞ん だ 形で 差視 く。 

主税は 四辺 を 見て 立った ので ある。 

先生が その 肩の 聳えた、 懐手の まま、 片手で 不精ら 

しおりど  あしおと 

しく とんとんと 枝 折 戸 を 叩く と、 ばた ばた と跫音 聞え 

て、 縁の 雨戸が 細目に 開いた。 

まんまる 

と 派手な 友染の 模様が 透いて、 真 円な 顔 を 出した が、 

燈 なしで も、 その 切 下げた 前髪の 下の、 くる ッ とした 

さき 

目 は 届く。 隔て は 一重で、 つい 目の前の、 丁子 巴の 紋 

を 見る と、 莞爾々 々と 笑い かけて、 黙って 引 込む と、 


またば たばた ばた。 

程 も あらせず、 どこかで ねじ を 圧した と 見える、 そ 

さつ  つ  やせ 

の 小 座敷へ、 電燈が 颯と 点く の を 合図に、 中脊で 痩ぎ 

はたち  ほそおもて  あざやか 

すな、 二十ば かりの 細面、 薄化粧して 眉の 鮮明な、 

くちもと ひきしま  げいこ 

口許の 引緊 つ た 芸妓 島 田が、 わざとら しい 堅 気づく り。 

あわせ  つま 

袷 を しゃんと、 前垂が け、 棲 を 取る の は 知らない 風に、 

庭下駄 を 引 掛けて、 二 ッ三ッ 飛石 を 伝うて、 力 チリと 

外す と、 戸 を 押してず ッと 入る 先生の 背中 を 一 ッ、 

だんまり  かしわ や ねえ 

黙 言で、 はたと 打った。 これ は、 この 柏屋の 姐さん の、 

こよし  つな じ  はやりっこ 

小芳と 云う ものの 妹分で、 綱 次と 聞え た 流行 妓 である。 

「大層な 要害 だな ご 


「物騒です もの ご 

た ま 

「ちっと は 貯蓄った かご 

ぞんざ い 

と 粗雑に 廊下へ 上る。 先生に 従うて、 浮かぬ顔の 主 

税と入 違いに、 綱 次 は、 あとの 戸 を 閉めながら、 

「お 珍ら しい こと ご 

「  ご 

「蔦吉 姉さん はお 達者？」 と 小さな 声。 

主税は ヒャリ として、 ついに 無い、 もの を も 言わず 

恐れた 顔 をして、 ちょっと 睨んで、 そっと 上って、 開 

けた 障子へ 身体 は 入れた が、 敷居 際へ 畏まる。 

酒 井先 生、 座敷の 真中へ ぬいと 突立った ままで —— 


その 時 茶が かった 庭 を、 雨戸で 消して 人り 来る 綱 次に、 

「どう だ、 色男が 驩 出した ように 見える かご 

とず ッと胸 を 張つ て 見せる。 

「私に は 解りません、 姉さんに お見せなさい まし、 今 

に 帰ります から、 」 

めさき  ひ 

「そう 目前が 利かない から、 お茶 を 挽く のよ。 当節 は 

女学生で も、 今頃 は 内に は 居ない。 ちっと 日 比 谷へ で 

も 出かける が ゆい ご 

はばか リさま 

「憚 様、 お 座敷 は 宵の口 だけです よご 

と 姿見の 前から 座蒲団 をす るりと 引いて、 床の間の 

横へ 直した。 


「さあ、 早瀬さん ご と、 もう 一 枚。 

わき 

主税は 膝の 傍へ 置いた ままな リ。 

友染の 羽織 を 着た のが、 店から 火鉢 を 抱えて 来て、 

膝と 一所に、 お 大事の ものの ように 据える と、 先生 は 

ひん また  あぐら  あた リ 

引 跨ぐ 体に 胡 坐の 膝へ 挟んで、 口の 辺 をーッ 撫でて、 

「敷きな、 敷きな ご 

と 主税を 見向いた。 

「はい、」 

とば かりで、 その 目玉に 射られる ようで 堅くな つて 

おもて  はし  かさね だんす 

どこも 見ず， 面 を 背ける と 端な く、 重 箪笥の 前なる 姿 

くしけ ず 

見。 ここで 梳 る 柳の 髪 は 長かろう、 その 姿見の 丈が 


高い。 

三十 七 

「お敷きな さいなね、 貴下、 此 家へ いらっしゃり や、 

先生 も 何も ぁリ はしません、 御 遠慮 をな さらな くって 

も 可 いんです よご 

きちん 

と 意気、 文学士 を 呑む。 この 女 は、 主税が 整然とし 

ている の を、 気の毒が るより、 むしろ 自分の 方が、 為 

に 窮屈 を 感ずる ので。 

その 癖、 先生に は、 かえって、 遠慮の無い 様子で、 


肩 を 並べる ようにして 支 膝で 坐りながら、 火鉢の 灰 を 

ならして、 手で その 縁 を スッと 扱く。 

「茶 を 一 ッ、 熱い の を ご 

酒 井 は 今の を 聞かない 振で、 

「それから 酒 だ ご 

綱 次 は 入口の 低い 襖 を 振 返って、 ト 拝む 風に、 雪の 

ような 手を敲 く。 

た  わか  き 

「自分で 起て。 少 いものが、 不精 を 極めるな ご 

「厭です よ。 ちゃんと 番をして いなく つて は。 姉さん 

に 言いつ かってい るんだ から ご 

と 言いながら、 人 暖か しげに 莞爾 して、 


「ねえ、 早瀬さん ご 

「で、 ございま すかな ご とようよう 膝 去り 出して、 遠 

まきたばこ 

くから、 背 を 円く して 伸 上って、 腕 を 出して、 巻 莨に 

つ  ものさし  じゅばん 

火 を 点けた が、 お 蔦が 物指 を 当てた 襦袢の 袖が 見えた 

ので、 気にして、 慌てて、 引 込める。 

「ちっと 透かさな いか、 籠る よう だ ご 

r 緣 ほです 力 I 

「うう む、 」 

かぶ リ ふ  うしろ ひじかけ まど 

と 頭を掉 つたので、 すっと 立って、 背後の 肱 掛窓を 

すき  いかめ 

開ける と、 辛うじて、 雨 落 だけの 隙 を 残して、 厳しい、 

まあたらし 

忍 返しの ある、 しかも 真 新い 黒板 塀が 見える。 


「見 霽し でも 御覧なさい よご 

と 主 税を振 向いて また 笑う。 

酒 井が 凝と、 その 塀を視 めて、 

「一面の 杉の 立樹 だ、 森々 とした もの さ ご 

くすぐ  ひと リ 

と櫟 つて、 独で 笑った。 

ひど 

「しかし 山 焼の 跡 だと 見えて、 真黒 は 酷い な。 俺 も ゆ 

こちら 

く ゆく は此 家へ 引取られようと 思った が、 裏が 建って、 

川が 見え なくなつ たから 分別 を 変えた よご 

そこへ 友染 がちら ちら 来る。 

「お出 花 を、 早く、」 

「は あ、」 


「熱く す るんだ よご 

こども 

「これ、 小児ば つかり 使わないで、 ちっと 立って 食う 

ものの 心配で もしろ。 民 はどうした、 あれ は 可い。 

こまめ 

小 老実に 働く から。 今に 帰ったら 是非 酌 を させよう。 

あいきよ う 

あの、 愛嬌の ある 処でご 

すき 

「そんなに、 若い のが 好なら、 御内の お嬢さんが 可い 

んだ わ。 ねえ 早瀬さん ご 

これに は 早瀬 も 答えなかった が、 先生 も 苦笑した。 

「妙 も 近頃 は 不可くな つたよ。 奥方と 目 配 をし 合って、 

とかく 姚子を こぎって 不可ん。 第一 酌 を しないね。 学 

校で、 (お 酌さん。) と 云う そうだ。 小児 どもの 癖に、 


相応に 皮肉な こと を 云う もんだ ご 

「貴 郎には 小児で も、 もうお 嫁入 盛 じゃあ リ ません か。 

どうかす ると、 こっちへ もい らっしゃる、 学校 出の 方 

にや、 酒 井さん の 天女が、 何のと 云つ ちゃ、 あの、 騒 

いでお いでな さるの があります わ。 」 

あかん ぼ 

「あの、 嬰児 を か、 どこの 坊や だ ご 

「あら、 あんな こと を 云って。 こちらの 早瀬さん なん 

かで も、 ちょうど 似合いの 年紀 頃じゃありません かご 

ふところ 

と 何でものう 云っての けたが、 主税は 懐中の 三世相 

つか  うつむ 

とともに 胸に 支えて 俯向いた。 

「その 癖、 当人 は 嫁入と 云 や 鼠の 絵 だと 思って いる 


よご 

と 云い かけて 莞爾として、 

「むむ、 これ は、 猫の 前で 危ぃ話 だ ご 

と 横顔へ 煙 を 吹く と、 

I 引搔 いてよ ご と 手 を 挙げたが、 思い出し たように 座 

を 立 つ て、 

「どうしたんだろう ねえ、 電話 は、」 と 眩いて 出よう 

とする。 

お つ か あ 

「おい、 阿 婆 は？」 

ね 

「もう 寐 ました ご 

としょり 

「いや、 老人 はそう 有りたい ご 


座の 白ける 間 は 措かず、 綱 次 はすぐ に 引返して、 

「姉さん は、 もう 先方 は 出た そうです わご 

くるま 

云う 間 程なく、 矢 を 射る ような 腕 車 一台、 からから 

かど 

と 門に 着いた と 思う と、 

「唯今！」 と 車夫の 声。 

三十 八 

「そうかい ご 

と …… 意味の ある 優しい声 を、 ちょいと 誰かに 懸け 

ふすま  あ 

ながら、 一枚の 襖 音な く、 すらりと 開いて 入った の は、 


座敷 帰りの 小芳 である。 

うりざねがお  じんじょう  やさし 

瓜 核 顔の、 鼻の 準 網な、 目の 柔和い、 心ば かり 

おもやつれ 

面窶 がして、 黒髪の 多 いのも、 世帯 を 知った ようで 奥 

はえぎわ  い  ひッっ 

床しい。 眉の やや 濃い、 生 際の 可い、 洗い髪 を 引 詰め 

た 総髪の 鉱杏 返しに、 すっきりと 櫛の 歯が 通って、 柳 

つや  えもん 

に 雨の 艷の 涼し さ。 撫 肩の 衣紋つ き、 少し 高目な お 太 

鼓の 帯の 後 姿が、 あたかも 姿見に 映つ たれば、 水の よ 

うに 透 通る 細長い 月の 中から 抜 出した ようで 気高い く 

らい。 成程 この 婦の 母親なら、 芸者 家の 阿 婆で も、 早 

うなず 

寝 をしょう、 と 頷かれる。 

「まあ、 よくいら しって ねえ。」 


と 主税の 方へ 挨拶して、 微笑みながら、 濃い 茶に 鶴 

もんつき  あわせ あいけ ねずみ  しらち やじ 

の 羽 小紋の 紋着ニ 枚 袷、 藍 気 鼠 の 半襟、 白 茶 地 に 

おきな ごうし  ちりめん なが じゅばん 

翁 格子の 博 多の 丸帯、 古代 模様 空色 縮緬の 長 襦拌、 慎 

まし やかに、 酒 井に 引 添うた 風采 は、 左 支えな く 頭が 

下る が、 分けて その 夜の 首尾で あるから、 主税は 丁寧 

に 手 を 下げて、 

「御機嫌 宜 う、」 と 会釈 をす る。 

その 時、 先生 撫 然として、 

「芸者に 挨拶 をす る 奴が あるか ご 

これに 一 言 句 あるべき 処を、 姉さん は 柔順い から、 

「お出 花が 冷くな つて、」 


と 酒 井の 呑 さし を 取って、 いそいそ 立って、 開けて 

ひじかけ まど  かえ 

ある 肱掛 窓から、 暗い 雨 落へ、 ざぶ リと 覆す と、 斜め 

に 見返つ て、 

おおき  ゆ こぼ  とこ 

「大な 湯 覆し だな、 お前 ン 許の は ご 

「あんな 事ば かり 云って、」 

と、 主税を 見て 莞爾 して、 白 歯 を 染めても 似合う 年紀、 

少しも 浮いた 様子 は 見えぬ。 

それから、 小芳は 伏目に なって、 二人の 男へ 茶 を 注 

いだが、 ここに 居れば その 役目の、 綱 次 は 車が 着いた 

時、 さあお 帰り だ、 と 云う とともに、 はら はら 座敷 を 

出た のと 知るべし。 


かる  しご 

酒 井 は 軽く 襟 を 扱いて、 

「そこで、 御馳走 は、」 

「綱 次さん が 承知 をして ます ご 

「また 寄 鍋だろう、 白滝 沢山と 云う ご 

「どうです かご 

と 横目で 見て、 嬉しそうに 笑 を 含む。 

「いずれ 不漁 さ ご 

と打棄 るよう に 云った が、 向 直って、 

「早瀬、」 と 呼んだ 声が 更 まった。 

「ええ ご 

さ つ き 

「先刻の 三世相 を 見せろ ご 


ひとし さ い 

一 仔細なくて はならぬ 様子が あるので、 ぎょっとし 

ながら、 まむべき 数で はない。 …… 柏 家 は 天井裏 を 掃 

除しても、 こんな もの は 出まい と 思われる、 薄汚れ た 

ちと 

の を、 電燈の 下に、 先生の 手に、 もじもじと 奉る。 

引取って、 ぐいと 開けた、 気が 入って 膝 を 立てた、 

きも 

顔の 色が 厳しくな つた。 と 見て 胆を 冷した の は主税 で、 

おももち  のぞきこ 

小芳は 何の 気 も 着かない から、 晴々 しい 面色で、 視込 

んで、 

「心 当りで も 出来たん です かご 

不答。 煙草の 眼 さし を 灰の 中へ 邪険に 突 込み、 

「何 は、 どうした ご 


だしぬけ  うっとり 

と 唐突に 聞かれた ので、 小芳は 恍惚した ように、 酒 

井の 顔を視 める と …… 

うま  い 

「あれよ、 ちょいと 意気な、 清 元の 旨い、 景気の 可い、」 

いいい い 本 を 引返して、 

しごき 

「扱 帯で、 鏡に 向った 処は、 絵の よう だとい う 評判の 

…：- J 

と 凝と 見られて、 小 芳は引 入れられ たように、 

「蔦吉 さんご 

きせる 

と 云って、 喫い かけた 煙管 を 忘れる。 

あたま  ぞ つ 

主税は 天窓から 悚 然とした。 

「あれ はどうした ご 


「俺 は さっぱり 山手に なって 容子を 知らん が、 相 変ら 

はんじょう 

ず 繁昌 かご 

三十 九 

小芳は 我知らず、 (ああ、 どうしょう。) と 云う 瞳が、 

こら  みまち 

主税の 方へ 流る るの を、 無理に 堪えて、 酒 井 を 瞻 つた 

顔が 震えて、 

ひ き 

「蔦吉 さん はもう 落籍ました そうです ご 

と 言わせ も 果てずに、 


「(そうです。) は可怪 い。 近所に 居ながら、 知らん や 

はっき リ い  ひい 

つが あるか、 判然 謂え、 落籍た のか！」 

まつげ 

「はい、」 と 伏目に なった トタンに、 優しげな 睫毛が、 

(どうかなさい よ。) と、 主税の 顔へ 目配せす る。 

酒 井 は、 主税を 見向き もしないで、 悠々 とした 調子 

になり、 

「そり や 可い 事 をした、 泥水稼業 を 留めた の は 芽出度 

い。 で、 どこに 居る、 当時 は  よ？」 

「私 はよ く 存じません ので …… あの、 どこか 深 川に 居 

るんで すつ て。」 

「深 川？ 深 川と 云う 人に 落籍され たの か、 川 向う の 


深 川 かいご 

「  ご 

「どう だよ、 おい、 知らない 奴が あるか。 お前、 仲が 

きょうだ い 

好く つて、 姉妹の よう だと 云った じ やない か。 姉妹 

分が 落籍た のに、 その 行 先が 分らない、 ベら 棒が ある 

もんかい。 

さ き  ひ き 

姉さんと か、 小芳 さんと か 云って、 先方で も 落籍 祝 

いに、 赤飯ぐ らい 配ったろう、 お前 食ったろう、 そい 

つ を。 

蒸 立 だと か、 好い 色 だと か 云って、 喜んでよ、 こつ 

ちから も、 ィ の 切手の 五十 銭ぐ らい 祝ったろう。 小 


つ  おんな 

遣 帳に 記いて いるだろう。 その 婦の行 先が 知れない 

奴が ある もの か。 

おれ  すいちぶ 

知ら なきや 馬鹿 だ。 もっとも、 己の ような 素 一歩と 

りょう けんかた  りこう 

腐 合おうと 云う 料簡 方 だから、 はじめから 悧怜 でな 

いのは 知れて るんだ。 馬鹿 は 構わん、 どうせ、 芸者 だ、 

世間 並 じ やない。 芸者の 馬鹿 は 構わん が、 薄情 は！^ 可 

んな！ 薄情 は。 薄情な 奴 は 1 ら 真平 だ ご 

「いつ、 私が、 薄情な、」 

くや  きつ  はげし 

と 口惜しく 屹 となる 処を、 酒 井の 剣幕が 烈 いので、 

しお  うる 

悄れ て 声が 霑ん だので ある。 

「薄情で ない！ 薄情 さ。 懇意な 婦の、 居処を 知ら 


なけり や 薄情 じ やない かご 

あなた  さ き  たよ リ 

「だって、 貴郎。 だって、 先方で も、 つい 音信 をし な 

いもんで すから、」 

さ き  たより 

「先方が 音信 をし なくっても、 お前の 薄情 は 帳 消 は 出 

来ん。 なぜ こっちから 尋ねん の だ。 こんな 稼業 だから、 

ゆきかよ い 

暇が無い。 行 通 はしないでも、 居処が 分らん じ や、 

きんか  かしら 

近火 はどうす る！ 火事 見舞に 町内の 頭 も 遣らん、 

そんな 仲よ しが ある もの か、 薄情 だよ、 水臭い よご 

たま 

姉さんの 震える の を 見て、 身から 出た 主税は 堪リか 

ねて、 

「先生、」 


と 呼んだ が、 心ば かりで、 この 声 は 口へ は 出な かつ 

た。 

酒 井 は 耳に も 掛けないで、 

「済まん 事 さ、 俺 も 他人で ない お前 を、 薄情 者に はし 

たくない から、 居処を 教えて やろう。 

ま い 

堀の 内へ でも 参詣る 時 は 道順 だ。 煎餅の 袋で も 持つ 

て 尋ねて やれ。 おい、 蔦吉 は、 当時 飯 田 町 五丁目の 早 

瀬 主 税の処 に 居る よ。」 

まっさお 

真 蒼に な つ て、 

「先生、」 

「早瀬！」 


き つ 

と 一 声屹 となって、 膝 を 向ける と、 疾風 一 陣、 黒雲 

ま 

を 捲いて、 三世相 を 飛ばし 来って、 主税の 前へ はたと 

落した。 

眼の 光 射る がごと く 

す あわせ  かぶ リ  おんな 

「見ろ！ 野郎 は、 素 袷の すッ とこ 被よ。 婦は編 笠 

を 着て 三味線 を 持った、 その 門附の 絵の ある 処が、 お 

前た ちの 相性 だ。 はじめから 承知だろう。 今更 本郷く 

んだ りの 俺の 緦張内 を 胡乱つ いて、 三世相の 盗人 視き 

をす るに や 当るまい。 

ほしみ せ 

その 間抜け さ 加減 だから、 露店の 亭主に 馬鹿にされ 

るんだ。 立派な 土百姓に なり や あがった な、 田舎 漢 


め！」 

四十 

主税 はよう よう、 それ も 唾が 乾く か、 かすれた 声で、 

「三世相 を 見て ぉリ ましたの は、 何も、 そんな、 そん 

な 訳 じ や ございません …… 」 とだけ で 後が 続かぬ。 

うま 

「翻訳で も 頼まれた か、 前世 は 牛 だと か、 午 だと かご 

じょうだん 

と 串戯 のよう な 警抜な 詰問が 出た ので、 いささか 

ことば ひった 

言が 引 立って、 

「いいえ、 実は その 何で ございまして。 その、 この間 


中から、 お嬢さんの 御 縁談が はじまって おります、 と 

聞きました もんです から、 」 

小芳は そっと 酒 井 を 見た。 この間で も 初に 聞いた、 

お 妙の 縁談と 云う の を 珍ら しそうに。 

「はは あ、 じ や 何 か、 妙と、 河 野英吉 との 相性 を検べ 

たの かいご 

かな  きんだち 

果せる 哉、 礼 之 進が 運動で、 先生 は 早 や 平家の 公達 

を 御存じ、 と主税 は、 折 柄 も、 我 身 も 忘れて、 

まぶた 

「はい、」 と 云って、 思わず 先生の 顔 を 見る と、 瞼が 

颯と 暗くなる まで、 眉の 根が じりり と 寄って、 

れっき 

「大きに、 お 世話 だ。 酒 井 俊 蔵と 云う 父親と、 歴然と 


した、 謹 (夫人の 名。) と 云う 母親が 附 いている 妙の 縁 

談を、 門附 風情が 何 を 知って、 周章な さんな。 

僭上 だよ、 無礼 だよ、 罰当り！ 

ま ず  おんな 

お前が、 男 世帯 をして、 いや、 菜が 不味い とか、 女中 

が 焼 豆腐ば かり 食わせる とか 愚痴った、 と 云って、 ゆ 

いか、 この間 持って行った 重 詰なん ざ、 妙が 独活を 切つ 

て、 奥さんが 煮たん だ。 お前 達ァ 道具の 無い 内 だから、 

勿 化ない、 一度 先生が 目を通して、 綺麗に 装って ある 

の を、 重箱の まま、 売婦 とせせ リ 箸なん ぞ しゃ あがつ 

て、 弁 松に や 叶わない とか、 何とか、 薄 生意気な 事 を 

言ったろう。 


よく、 その 慈姑が 咽喉に 詰って、 頓死 をし なかった 

よ。 

無礼 千万な、 まだ その上に、 妙の 縁談の 邪魔 をす る 

という は 何事 だ ご 

と 大喝した。 

主税は 思わず 居直って、 

「邪魔 を …… 私、 私 が、 邪魔なん ぞいた します もの 

でございます かご 

「邪魔 をし ない！ 邪魔 を せん ものが、 縁談の 事に 付 

いて、 坂 田が 己に 紹介 を 頼んだ 時、 お前 なぜ それ を 断つ 

たんだ ご 


「  」 

「なぜ 断った？」 

「あんな、 道学者、」 

「道学者が どうした。 結構 さ。 道学者 はお 前の ような 

さ き 

犬で ない、 畜生 じ やない よ。 何 か、 お前 は 先方の 河 野 

一家の 理想と か、 主義と かに 就いて、 不服 だ、 不賛成 

だ、 と 云った そうだ。 不服 も 不賛成 もあった ものが。 

人間 並の 事 を 云うな。 畜生の 分際で、 出過ぎた 奴 だ。 

きさま  リょ うけん 

第一、 汝 のよう な 間違った 料簡で、 先生の 心が 解 

るの かよ！ お前 は 不賛成で も 己 は 賛成 だか、 お前 は 

不服で も 己 は 心服 だか —— 知れる か い。 


何の かのと、 故障 を 云って、 (御門 生 は、 令嬢に 思 召 

しが あるので ごわり ましょう。) と 坂 田が 歯 を 吸って、 

のみこ 

合点んで いたが、 どう だ ご 

「ええ！ あの、 痘痕が、」 

と 色 を かえて 戦いた。 主税 はしか も 点々 と 汗 を 流 

して、 

ほか  わたくし 

「他の 事と は 違います、 聞棄 てに なりません。 私 は、 

私 は、 これ は、 改めて、 坂 田に 談 じなければ なり ませ 

んご 

「何 だ、 坂 田に 談 じる？ 坂 田に 談じ るまで もない。 

己が そう 思ったら どうす るんだ、 先生が、 そう 思った 


ら 何とす るよ。」 

「誰が、 先生、 そんな 事 ご 

「いいや、 内の 玄関の 書生 も 云った、 坂 田が 己の 許へ 

来たと 云う と、 お前の 目の色が 違う そうだ。 車夫 も 

云った、 車夫の 女房 も 云った よ。 (誰か 妙の 事 を 聞き 

に 来た もの はない か。) と 云って、 お前、 車屋でまで 聞 

くんだ そうだな。 恥し く は 思わん か、 大きな 態 をし や 

うす ひげ  つら  さら  あ る 

あがって、 薄髯の 生えた 面 を、 どこまで 曝して 歩行い 

てい るんだ ご 

と 火鉢 をぐ いぐいと 揺って。 


四十 一 

ひょろひょろ  よろよろ  つ 

「あっちへ 蹌 々、 こっちへ 踉々、 狐の 憑いた ように、 

俺の 近所 を、 葛 西 街道に して、 肥料 桶の 臭 をさせる の 

は どこの 奴 だ。 

何 か、 聞き や、 河 野の 方で、 妙の 身体に 探 捜 を 入れ 

ぶ い き 

るの が、 不都合 だと か、 不意気 だと か 言う そうだが、」 

噫、 礼 之 進が 皆 饒舌った …… 

「意気 も 不意気 も 土百姓の 知った 事 かい。 これ、 河 野 

はお 前の ような 狐 憑 じ やない の だぜ。 

学位の ある、 立派な 男が、 大切な 嫁を娶 るの だ。 念 


しら  あたりまえ 

を 入れんで どうす る もの か。 検 べるの は 当 前 だ。 芸 

かか あ 

者 を媽々 にす るん じ やない。 

また 己の 方 じ や、 探 捜 を 入れて 貰いたい のよ。 さあ、 

どこでも 非難 をして 見ろ、 と 裸体で 見せて 差支えの 無 

いように、 己と、 謹と で 育てたん だ。 

おそろし 

何が 可 恐い？ 何が 不平 だ？ 何が 苦しい？ 己 は、 

渠 等の 検 べるのより、 お前が そこら を まごつく 方が ど 

のく らい 迷惑 か 知れん の だ。 

よしんば、 奴等に、 身元 検べ をされ るの が 迷惑と す 

る、 癩に 障る となり や、 己が ちゃんと 心得て る。 この 

からだ  かく  あんま 

指 一本、 妙の 身体 を秘 した 日に や、 按摩の 勢 揃 ほど 道 


つえ  かきの そ 

学者 輩が 杖 を 突 張って 押 寄せて、 垣視 きを 遣った つ て、 

ほくろ ひと つ 

黒子 一点 も 見せ やしない、 誰 だと 思う、 おい、 己 だ ご 

き つ 

とまた 屹と 見て、 

「なぜ、 泰然と 落着 払って、 いや、 それ はお 芽出度い、 

と 云って、 頼まれた 時、 紹介 を せん。 癩に 障る、 野暮 

だ、 と 云う 道学者に、 ぐ ッと首 根 ツ子 を 圧 えられて、 

(早瀬 氏 はこれ がた めに、 ちと 手 負 猪で ごわり まして 

な。) なんて、 歯 をす すらせ るんだ。 

おい  こども 

馬鹿野郎！ 俺ら 弟子 はいくら でも ある、 が 小児の 

あめ 

内から 手許に 置いて、 飴ン 棒まで ねぶらせて、 妙と 

ひとつ  きさま 

同 一 内で 育てた の は、 汝 ばかり だ。 その子 分が、 道学 


者に 冷 かされる ような 事 を、 なぜす るよ。 

(世間に 在る やつで ごわり ます。 飼犬に 手を嚙 まれる 

と 申して。 以来 あの 御門 生に は、 令嬢お 気 を 着けな さ 

らんと 相 成りませんで。) 坂 田が 云った を 知って るか。 

馬鹿野郎、 これ、」 

と 迫った 調子に、 慈愛が 籠って、 

とんちき 

「さほどの 鈍 的で もなかつ たが、 天罰よ。 先生の 目 を 

眩まして、 売婦 なん ぞ引摺 込む 罰が 当って、 魔が 魅し 

たんだ。 

嫁入 前の 大事な 娘 だ、 そんな 狐の 憑いた 口で、 向後 

妙の 名 も 言うな。 


生意気に 道学者に 難癖なん ぞ 着け や あが つて、 汝 

つらあて 

の 面 当に も、 娘 は 河 野英吉 にたた ッ 呉れる からそう 思 

え ご 

「貴 郎、 」 

と 小 芳が顔 を 上げて、 

「早瀬さん に、 どんな 仕 損いが、 お 有ん なすった か存 

じません が、 決して、 お 内 や、 お嬢さんの …… (と 声 

が 曇って、) お 為悪 かれ、 と 思って なすつ たんじ や ござ 

ん すまいから、 」 

「何 だ。 為悪 かれ、 と 思わん 奴が、 なぜ 芸者 を 引摺込 

んで、 師匠に 対して 申 訳の ないような 不埒 を 働く。 第 


稲妻が 西へ 飛んで、 

「同類 だ、 共謀 だ、 同罪 だよ。 おい、 芸者 を 何 だと 思つ 

ている。 藪 入に 新橋 を 見た 素 丁稚の ように 難 有い もん 

だと 思って いるの か。 馬鹿 だから、 己が 不便 を 掛けて 

置き や、 増長して、 酒 井 は 芸者の §婦 を 難 有が つてる 

と 思 うんだろう。 高慢に 口なん ぞ 突出し やが つ て、 

うつむ 

俯向いて おれ ご 

うな だ 

はっと 首 垂れた が、 目に 涙 一 杯。 

「そんな、 貴郎、 難 有が つてる なんの ッ て、」 

「難 有くない もの を、 なぜ 俺の 大事な 弟子に 蔦 吉を取 


持つ たんだい！」 

主 税は手 を 支いて 摺 つて 出た。 

「先、 先生、 姉さん は、 何にも 御存じ じ や ございませ 

ん、 それ は、 お 目違いで ございまして、」 

おおいき  つ 

と 大呼 吸 を 胸で 吐く と、 

「黙れ！ 生れてから、 俺、 目違い をした の は、 お前 

達 一 一人ば かりだ ご 

四十 二 

「お 言葉 を 反します ようで ござ いますが、」 


あ.， こ 

主税は 小芳の 自分に 対する 情が 仇に なりそう なので、 

あるに も あられず 据身 にな つ て、 

「誰が そういう こと をお 耳に 入れました か 存じません 

が、 芸者が 内に 居ります なんて とんだ 事で ございます。 

やっぱり、 あの 坂 田の 奴が、 怪し かりません 事 を。 

わたく， 5  ちヽっ 

私 は 覚悟が ございます、 彼奴に 対しまして は、」 と 目 

の 血走る まで 意気込ん だが、 後 暗い 身の 明 は、 ちっと 

も 立つ のではなかった。 

「覚悟が ある、 何の 覚悟 だ。 己に 申 訳が 無くって、 首 

くく 

を縊る 覚悟 かご 

「いえ、 坂 田の 畜生、 根 もない 事 を、」 


「馬鹿！」 

し つ  ゆる 

と 叱して、 調子 を 弛めて、 

「も 休み休み 言え。 失礼な、 他人の 壁訴訟 を 聞いて、 

根 も 無い 事 を 疑うよう な 酒 井 だと 思って いるか。 お前 

がその 盲目 だから 悪い 事 を 働いて、 一 端 己の 目 を 盗ん 

J や あ ノ&, あ 

だ 気で 洒亜々 々としてい るんだ。 

さ つ き 

先刻 どうした、 牛 込 見附で どうしたよ。 慌て や あ 

いいぐさ 

がって、 言 種 もあろう に、 (女中が 寝て いますと 失礼で 

ざま  ばばあ 

すから。) と龃 出した、 あれ は 何の 状 だ。 婆が 高利 貸 

あるじ 

をして いやしまい、 主人の 留守に 十 時 前から 寝込む 奴 

が どこに 在る。 


また 寝て いれば 無礼 だ、 と 誰が 云った い。 これ、 お 

やみ 

前た ちに 掛けち や、 己の 目 は 暗で も 光る よ。 飯 田 町の 

子分の 内に は、 玄関の 楊 板の 下に、 どんな 生意気な、 

おんな 

婦の 下駄が 潜んで るか、 鼻緒の 色まで 心得て るんだ。 

べらぼうめ、 内証です る 事 は 客の 靴へ 灸を 据える の 

さえ 秘 しおお されないで、 (恐るべき 家庭で ごわ リま 

す。) と 道学者に 言われる ような、 薄っぺらな 奴等が、 

先生の 目 を 抜こう なぞと、 天下 を 望む ような 叛逆 を 企 

てるな。 

悪事 をす るなら する ように、 もっと 手際よ く 立派に 

遣れ。 見事に 己 を 間抜けに して 見ろ。 同じ 叱 言 を 云う 
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よ  ほ 

ん でも、 その 点 だけ は 恐 入った と、 鼻毛 を算 まして 讃 

めて や るんだ。 三下め、 先生の 目 を 盗んでも、 お前な 

んぞの は、 たかだか 龃 出しの (タッシ ェン、 ディ ー プ) 

だ ご 

主税は 折れ 


「はいご 

へきれき 

霹靂の ごとく、 

「帰れ！」 

小芳が 思わず 肩 を 窘める。 

「早瀬さん、 私、 私 じ や、」 

もんつき 

と 声が 消えて、 小 芳は紋 着の 袖 そのまま、 眉 も 残さ 

おもて おお 

ず 面 を蔽 う。 

うじむし  でっち 

「いや、 愛想の 尽きた 蛆虫め、 往生際の 悪い 丁稚 だ。 

どろぼう 

そんな、 しみつ たれた 奴 は 盗賊 だって 風上に も 置き や 

しない、 酒 井の 前 は 恐れ多い よ、 帰れ！ 

ま おとこ 

これ、 姦通に も 事情 は ある、 親不孝で も 理窟 を 云う。 


前座の ような 情実で もあって、 一旦 内へ 入れた ものな 

ら、 猫の 児の 始末 をす るに も、 鰹節 はっき もの だ。 

はなし  さば 

談を附 けて、 手を切らして、 綺麗に 捌いて やろうと 

とこ  ふところ 

思って、 お前の 許へ 行く つもりで、 百と、 二百 は、 懐中 

に 心得て 出て 来たんだ。 

この 段に なっても、 まだ、 ああ、 心得違い をいた し 

ました。 先生よ しなに、 と は 言い 得ないで、 秘し 隠し 

りょうけん  うぬ  のでん  おんな 

をす る 料簡 じ や、 汝が家 を 野天に して、 婦 とさかつ 

ていたい のだろう。 それで 身が 立つなら 立って 見ろ。 

く や  なじみ  そば 

口惜しく ば、 おい、 こうやって 馴染の 芸者 を 傍に 置い 

て、 弟子に 剣突 をく わせられる、 己の ような 者に なつ 


て 出直して 来い。 

さあ、 帰れ、 帰れ、 帰れ！ 汚 わしい。 帰らん か。 

この 座敷 は 己の 座敷 だ。 己の 座敷から 追 出 すんだ。 帰 

た  けころ 

らん か、 野郎、 帰れと 云う に、 そこ を 起たん と 蹴 殺す 

ぞ！」 

「あれ、 お 謝罪 をなさい まし ご と 小 芳が楣 に、 おろお 

ろす る 

主税 は、 砕けよ、 と 身 を 揉んで、 

「小芳 さん、 お 取な し を 願います ご と 熟と 瞻 めて 色が 

変った。 

「奥さんに、 奥さんに、 お願いな さいよ、」 


四十 三 

「何 を、 奥さんに 頼め だい、 黙れ。 謹が 芸者の 取 持な 

さ つ き 

んぞ すると 思う か。 先刻 も 云う 通り、 芳、 お前 も 同類 

だ、 同類 は 同罪 だよ。 早瀬 を 叩 出した 後 じ や 己が 追 出 

る、 お前と もこれ きりだから、 そう 思え ご 

と 言わる る ままに、 忍び音が、 声に 出て、 肩の 震え 

ゆす  いとけ な 

が、 袖 を 揺った。 小芳は 幼 いものの ごとく、 あわれ 

に 頭を掉 つて、 厭々 をす るので あった。 

「姉さん、」 


もた  まぶた ひ つ こす 

と 思 込んだ 顔 を 擡げた、 主税は 瞼 を 引 擦 つ て、 元気 

づ いたよう な …… 調子ば かりで、 一向 取留の 無い 様子、 

しどろ にな つ て、 

「貴女 は、 貴女 は 御 心配 下さいません ように …… 先 

生、」 

あらた  つ 

と更 めて、 両手 を 支いて、 息 を 切って、 

まきぞえ 

「申 訳が ございません。 とんだ 連累で お 在ん なさい ま 

す。 どうぞ、 姉さんに は、 そんな 事 を おっしゃ いませ 

ん 様に、 私 を 御 存分にな さいまして ご 

「存分に すれば 蹴 殺す ばかりよ ご 

と 吐出す ように 云って、 はじめて、 豊かに 煙 を 吸つ 


た。 

「じ や 恐 入つ たんだな。 

内に 蔦 吉が居 るんだ な。 

もう 陳 じない なご 

「心得違い をいた しまして …… 何とも 申しよう がご ざ 

いません ご 

ぼつ  つ  うる 

と 吻と息 を 吐いた と 思う と、 声が 霑む。 

最早 罪に 伏した ので、 今まで は 執 成す こと も 出来な 

みはから  たもと 

かった 小芳 が、 こ こぞ、 と 見 計って、 初心に も、 抉の 

つま 

先 を 爪 さぐりながら、 

あ *T  あ-一 

「大目に見 てお 上な すって 下さい まし。 蔦吉 さん も 仇 


な 気じゃありません。 決して 早瀬さん のお 世帯の 不為 

になる ような 事 はしませんで すよ。 一生懸命 だつ たん 

こ  ひきい わい 

ですから。 あんな 派手な 妓が 落籍 祝 どころ じゃあり ま 

あなた  きがえ 

せん、 貴郎、 着換も 無くして まで、 借金の 方 をつ けて、 

夜遁げ をす るよう にして 落籍たん です もの。 

堅気に 世帯が 持てさえ すれば、 その内に は、 世間で 

も、 商売した の は 忘れましょう から、 早瀬さん の 御身 

分に 障る ような こと も ござんすまい。 もうこの 節 じ や、 

ひとえもの 

洗濯 もの も 出来る し、 単衣ぐ らい 縫えます つて、 この 

おそ 

間 も 夜晚く 私に 逢いに 来たんで すがね ご 

あ つ-こ 

と 婀娜な 涙声に な つ て、 


「羽織が 無い から 日中 は 出られない、 と 拗ねた ように 

云う のがね え、 どんなに 嬉しそうだった でしよう。 そ 

ところ  おくびょう 

れに 土地 馴れない のに、 臆病な 妓 ですから、 早瀬さん 

がこう やって 留守に していな さいます、 今頃 は、 どん 

なに 心細が つて、 戸に 附着いて、 土間に 立って、 帰り 

を 待って いるか 知れません、 私 あそれ を 思う と …… 」 

まぶた  おさ  じゅばん 

と 空色の、 瞼 を 染めて、 浅く 圧え た 襦袢の 袖口。 月 

に 露 添う 顔 を 見て、 主税も はら はらと 落涙す る。 

よまいごと 

「世迷言 を 言うな よ。」 

と 膠 もな く、 虞 氏が 涙 を 斥けて、 

「早瀬 どう だ、 分れる かご 


ゆき どこ 

「行処 も ございません、 仕様が無 いんで ) y ざいます か 

ら、 先生 さえ、 お 見 免し 下さい ますれば、 私 の 外聞 

や、 そんな 事 は。 世間体なん ぞご と 半 云って 唾が 乾 

く。 

「いや、 や 可ん、 許し やしない よご 

「そう 仰 有って 下さい ますの も、 世間 を 思って 下さい 

ますからで ございます。 もう、 私 は、 自分 だけで は 

決心 をいた しまして、 世間に は、 随分 一 人前の 腕 を 持つ 

てまえ 

ていながら、 財産 を 当に 婿養子に なりましたり、 汝が 

勝手に 嫁に すると 申して、 人の 娘の 体格検査 を 望み ま 

したり、」 


と赫 となって、 この 時 やや 血の 色が 眉宇に 浮んだ。 

なこうど 

「女学校の 教師 をして、 媒妁 をいた しましたり …… そ 

ひろいて  おとしもの 

れ よりか、 拾 人の 無い、 社会の 遺失物 を 内へ 入れます 

方が、 同じ 不都合で も、 罪 は 浅かろう と 存じまして。 

それ も 決して 女房に なん ぞ、 します わけで は ございま 

ないしょう 

せん。 一生 日蔭 ものの 下女 同様に、 ただ 内証で 置い 

て やります だけの- J とで，》 ，- ざ い ますから。 」 

「血迷うな。 腕が あって 婿養子になる、 女学校で 見合 

をす る、 そり や 勝手 だ、 己の 弟子 じ やな いんだから、 

そのかわり 芸者 を 内へ 入れる 奴 も 弟子 じ やない の だ、 

分らん かご 


四十 四 

折から 食卓 を 持って 現れた、 友染の その 愛々 しいの 

は、 座の あたかも 吹 荒んだ 風の 跡の ような 趣に 対して、 

散り残った 帰 花の 風情に 見えた。 輝く 電燈の 光 さえ、 

こがらし  あいて  す さま 

« の 対 手 や 空に 月 一 つ、 で 光景が 凄じい。 

一 言 も 物い わぬ 三人の 口 は、 一 度に バ ァと 云って 驚 

かそうと、 我がた めに、 はた 爾く閉 されて いるよう に 

かん ざし 

思って、 友染は 簪 の 花と ともに、 堅くな つて 膳を据 

こきざみ ふすま 

えて、 浮上る ように 立って、 小 刻に 襖の 際。 


川 千鳥が そこまで 通って、 チリ チリ、 と 音が 留まつ 

はいせん はち さかな 

た。 杯洗、 鉢 肴な ど を、 ちょこちょこ 運んで、 小ぢん 

うち 

まりと 綺麗に 並べる 中 も、 姉さん は、 ただ 火鉢 をち つ 

しお  うつむ 

とずら したば かり、 悄れて 俯向いて、 ならば 直ぐに、 

つむ リ  おさ 

頭が 打つ の を 圧え たそうに、 火箸に 置く 手の 白々 と、 

うちかし  じつ 

白けた 容子 を、 立 際に 打 傾いで、 熟と 見て 出ようと す 

る 時、 

「食う もの はこれ だけ かご 

あたま 

と 酒 井 は 笑み を 含んだ が、 この 際、 天窓から 塩で 食 

うと、 大口 を 開けられ たように 感じた そうで、 襖の 蔭 

で 慄然と 萎んで 壁の 暗 さに 消えて 行く。 


慌てて、 あと を 閉めないで 行った から、 小 芳が心 付 

さば  あわた だ 

いて 立とうと すると、 するすると 裾 を 捌いて、 慌 し 

げに 来たの は 綱 次。 

唯今の 注進に、 ソレと 急いで、 銅 壷の 燜を 引抜いて、 

つ  ざま 

長火鉢の 前 を衝と 立ち 状に 来た。 

前垂 掛けと はがら りと 変って、 鉄お 納戸 地に、 白の 

かくと お  ちりめん  もすそ  うえした  あわせ 

角通し の 縮緬、 かわり 色の 裳 を 払って、 上下 対の 袷 

の 襲、 黒糯 珍に 金 茶で 菖蒲 を 織 出した 丸帯、 緋 綸子の 

長 襦拌、 冷く 絡んだ 雪の 腕で、 猶予ら う 色な く、 持つ 

て 来た 姚子を 向けつつ、 

「お 酌、」 


冴えた 音 を 入れる と、 鶯の ほうと 立つ、 膳の 上の 

かげろう  やわら  おぼろお ぼろ 

陽炎に、 電気の 光が 和いで、 朧々 と 春に 返る。 

「まだ 宵の口 かいご 

「柏 家 だけで はね ご と莞爾 する。 

「遠慮なく 出 懸ける が 可い、 しかし 猥褻 だな ご 

「あら、 なぜ？」 

「十 一 時 過ぎて からの 座敷 じ やない かご 

「御免なさいよ、 苦界 だ わ。 ねえ、 早瀬さん、 さあ、 

めしあがれよ、 ぐうと、」 

「いいえ、 もう、」 

主税は 猪口 を視 むる のみ。 


「お 察しなさい よご 

と 先生に またお 酌 をして、 

ご ひいき 

「御 蟁展の 民 子 ちゃんが、 大 江山に 捕まえられて いま 

すから、 助 出しに 行 くんだ わ。 渡 辺の 綱 次な のよ ご 

くさりかたびら いでたち 

「道理 こそ、 鎖帷子の 扮装だ ご 

「綴の ように、 根が 出過ぎて はしな くって。 姉さん、」 

と 髢に手 を 触る。 

「いいえ、」 

ことば 

と 云って、 言の 内に、 (そんな 心配 をお しでない。) 

の 意味が 籠る。 綱 次 は、 (安心) の 体に、 胸 をち よいと 

軽く 撫でて、 


「おいしい ものが、 直ぐに あとから、」 

「綱 次 姉さん、 また 電話よ ご 

こども 

と 廊下から 雛妓の 声。 

「あい、 あい、 あちらで も 御用と おっしゃる。 では、 

直き 行って 来ます から、 貴下 帰つ ちゃ、 厭です よ、 民 

ちゃん を 連れて来て、 一 所に またお 汁粉 をね ご 

うなず 

酒 井 は 黙って 頷 いた。 

「早瀬さん、 御 緩リご 

と 行く春 や、 主税は それさえ 心細そう に 見送って、 

おもて 

先生の 目から 面 を 背ける。 

酒 井 は、 を、 つ つ と献 し、 


「早瀬、 近う 寄れ、 もっと、」 

そび や  き つ 

と 進ませ、 肩を聳 かして 屹と 見て、 

「さあ、 一 ッ 遣ろう。 どう だ、 別離の 杯に する かご 

「  」 

おんな  つ 

「それとも 婦を思 切る か。 芳、 酌いで やれ、 おい、 ど 

うだ、 早瀬。 これ、 酌いで やれ、 酌がない かよ ご 

铫子を 挙げて、 猪口 を 取って、 二人 は 顔 を 合せた の 

である。 

四十 五 


その 時、 眼光 稲妻の ごとく 左右 を 射て、 

「何 を 愚図々 々して いるんだ。」 

「私が お願いで ござんす から、」 と 小芳は 胸の 躍る の を、 

片手で 密と 圧え ながら、 

「ともかくも 今夜の 処は、 早瀬さん を 帰して 上げて 下 

あらた 

さい まし。 そうして よく 考えさして、 更め てお 返事 

をお 聞きな すって 下さい ましな、 後生です わ、 貴郎。 

ねえ、 早瀬さん、 そうな さいよ。 先生 も、 こんなに 

おっしゃ  あなた 

仰 有 るんで すから、 貴下 もよ く 御 分別 をなさい まし、 

ここ は 私が 身に かえて ぉ預り 申します から。 よ …… 」 

きづか 

と 促が されても 立ち かねる、 主 税は後 を 憂慮う ので 


ある。 

「蔦吉 さんが、 どんなに 何した つて、 私が 知らない 顔 

をして いれば 可かった のです けれど、 思う 事 は 誰も 

おなじ 

同 一 だと、 私、」 

おとがい  い き 

と 襟に 頤 深く、 迫った 呼吸の 早口に、 

「身に つまされ たもんだ から、 とうとう こんな 事に し 

てし まって、 元はと 云えば …… 」 

「そんな、 貴女が 悪い なんて、 そんな 事が ある もんで 

す 力 」 

かば  リ きみ 

と 酒 井の 前 を 庇う 気で、 肩に 力 味 を 入れて 云った が、 

続いて 言おうと する、 


(貴女が お 世話なさい ませんでも …… ) の 以下 は、 怪 

しからず、 と 心 着いて、 ハツと また 小さくな つた。 

「いいえ、 私が 悪 いんです。 ですから、 後で 牝られ ま 

すから、 貴下、 ともかくもお 帰ん なすって …… 」 

へちま 

「ならん！ この 場に 及んで 分別 も 糸瓜 も あるかい。 

こんな 馬鹿 は、 助けて 返す と、 婦を 連れて 龃落 をし か 

おさ 

ねない。 短兵急に 首 を 圧え て 叩つ 斬って しまう の だ。 

早瀬 ご 

と 苛々 した 音調で、 

「是も 非 も 無い。 さあ、 たとえ 俺が 無理で も 構わん、 

無情で も 差支えん、 婦 が怨ん でも、 泣いても 可い。 憧 


れ 死に 死んでも 可い。 先生の 命令 だ、 切れつ ちまえ。 

俺を棄 てる か、 婦を棄 てる か。 

ほか  もんく 

むむ、 この 他に 言 句 はない のよ ご 

(どう だ。) と頤で 言わせて、 悠然と 天井 を 仰いで、 く 

るりと 背 を 見せて、 ドンと 食卓に 肱 をつ いた。 

「婦 を棄 てます。 先生 ご 

はっき リ 

と 判然 云った。 そこ を、 酌 をした 小芳の 手の 姚 子と、 

ちょく 

主税の 猪口と 相 触れて、 力 チリと 鳴った。 

「幾久 く、 お 杯 を ご と、 ぐっと 飲んで 目 を 塞いだ ので 

ある。 

うしろむ 

物 を も 言わず、 背 向きに なった まま、 世帯 話 をす る 


ように、 先生 は 小芳に 向って、 

ひと つ 

「そっちの、 そっちの 熱い 方 を。 —— もう 一杯、 もう 

一 ッご 

と 立 続けに、 五ッ 六ッ。 ほッと 酒が 色に 出る と、 懐 

中 物 を 懐へ、 羽織の 紐 を 引 懸けて、 ずッと 立った。 

「早瀬 は 涙 を 乾かしてから 外へ 出ろ ご 

小芳は ひたと、 酒 井の 肩に、 前髪の 附く ばかり、 後 

ひつ そ  すが ざ ま 

に 引 添うて 鎚リ 状に、 

「お 帰ん なさる の ご 

「謹が 病気よ ご 

と 自分で 雨戸 を。 


「それ はや 可ません こと ご と 縁側に、 水際立って はら 

つま 

リと 取った、 隅 田の 春の 空色の 棲。 力なき 小 芳の足 は、 

カラ リと 庭下駄に 音を立て たが、 枝 折 戸の まだ 開かぬ 

ほど、 主 税は座 をず らして、 障子の 陰に なって、 忙く 

まきたばこ 

卷莨 を 吸う のであった。 

ふたと き 

一 一時ば かリ 過ぎてから、 主 税が柏 家の 枝 折 戸 を 出た 

の は、 やがて 一時に 近かったろう。 その 時 は 姉さん は 

ぼたん 

じめ、 綱 次と もう 一人の その 民 子と 云う、 牡丹の 花の 

ような 若 いのも、 一所に 三人で 路地の 角まで。 

「お 互に 辛抱す るの ようご と 酒気の ある 派手な 声で、 

主税を 送った の は 綱 次であった。 ト 同時に 渠は 姉さん 


と、 手 をし つかりと 取り合った。 

時に、 寂り した 横町の、 と ある 軒燈 籠の 白い 明と、 

はさま  ひらた  ほおかむり 

板塀の 黒い 蔭と に 挟って、 平くな つていた、 頰被を 

した 伝坊 が、 一 人、 後先 を朐 して、 密と 出て、 五六 歩 

うしろ  つかつか 

行 過ぎた、 早瀬の 背後へ、 …… 抜 足で 急々。 

「もし、」 

「  」 

さ つ き 

「先刻 ァ どうも。 よく 助けて 下す つたね え ご 

と頰 かむ り を 取った 顔 は …… 礼 之 進に 捕まった、 電 

はんてんぎ 

車の 中の、 その 半纏 着。 


誰が 引く 袖 

四十 六 

ひ る 

土曜日 は 正午までで 授業が 済む —— 教室 を 出る 娘た 

ちで、 照 陽 女学校 は 一 斉に 温室の 花 を 緑の 空に 開いた 

ばつ  うらら か 

よう、 潑と 麗 な 日 を 浴びた 色香 は、 百合よりも 芳し 

かきつ ばた 

く、 杜 若よりも 紫で ある。 

年上の 五 年 級が、 最後に 静々 と 出払って、 もうこれ 

で 忘れた 花の 一枝 もない。 四 五 人が ちら ほらと、 式台 


へ 出か かる 中に、 妙 子が 居た。 

おじよう  なかん ずく  たもと 

阿 嬢 は、 就中 活 撥に、 大形の 紅 入 友染の 抉の 端 を、 

藤色の 八ッ 口から 飜 然と 棹って、 何 を 急いだ か 飛 下り 

さき 

るよう に、 靴の 尖 を 揃えて、 トンと 土間へ 出た 処へ、 

ばき 

小 使が 一 人ば たばた と 草履 穿で 急いで 来て、 

「ああ 酒 井 様 ご 

きりょ う 

と 云う。 優等生で、 この 容色で あるから、 寄宿舎へ 

ではい  しょ あきんど  なじみ 

出入りの 諸 商人 も 知らぬ 者 は 無い のに、 別けて 馴染の 

じい さま  あやめ 

翁 様 ゆえ、 いずれ 菖蒱と 引き 煩ら わずに 名 を 呼んだ。 

「はは 、，。」 

と 振 向く と、 小 K は 小 腰 を 屈めて、 


「教頭 様が 少し 御用が ) j ざり ます ご 

「私に、」 

「ちょ つと お出で 下さり まし ご 

「あら、 何でしょう、」 

びっくり  みまわ 

と 友達 も、 吃驚した ような 顔で 朐 すと、 出口に 一 人、 

こまげた 

駒下駄 を 揃えて 一 人、 一 人 は 日傘 を 開け 掛けて、 その 

みちづれ  ひと 

辺の 辻まで 一 所に 帰る、 お定まりの 道 連が、 斉しく 三 

みまも 

方から お 妙の 顔を瞻 つて 黙った。 

じい さま 

この 段 は、 あらかじめ 教頭が 心得さし たか、 翁 様が 

かしまし 

また、 そこらの 口が 姦 いと 察した 気 転 か。 

おこと 

「何 か、 お 父 様へ 御託 づけ ものが ござり ますで ご 


「まあ、 そう、」 

と莞爾 して、 

「待って て 下す つて？」 と 三人へ、 一度に 黒目 勝な の 

を 働して 見せる と、 言合せ た 様に、 二人まで、 胸を撫 

で 下して、 ホホホ と 笑った —— お腹が 空いた —— とい 

う 事 だそう である。 

お 妙 はずん ずん 小 使に つ い て 廊下 を 引返しながら、 

ち と 

怒った ような 顔 をして、 振 向いて 同じように 胸の 許 を 

さす 

擦つ て 見せた。 

ま 

「応接室で ござります わご 

うしろ 

教員 室の 前 を 通る と、 背後む きで、 丁寧に、 風呂敷 


しわ のば 

の 皺 を 伸して、 何 か 包み かけて いたの は 習字の 教師。 

のけ ざま  りょうひじ  ひッ つ か 

向う に 仰様に 寝て、 両肱を 空に、 後 脳 を引摑 むように 

して 椅子に かかって いたの は、 数学の 先生で。 看護婦 

のよう な 服装で、 ちょうど 声高に 笑った 婦は、 言わず 

とも、 体操の 師匠で ある。 

ふしめ 

行きが かりに 目についた、 お 妙 は 直ぐに 俯 目に なつ 

あしおと  はしごだん 

て、 コ トコ ト跫 音が 早くな つた。 階 子 段の 裏 を 抜ける 

と、 次の 次の、 応接室の 扉 は、 半開きに なって、 ペン 

がらす どい リ  ティブ ル 

キ 塗の 硝子 戸 入の、 大書 棚の 前に、 卓子に 向って 二三 

種 新聞 は 見えた が、 それで はなしに、 背文字の 金の 

さんらん  あたらし  ブック  あたま 

燦爛たる、 新 い 洋書の 中 ほど を 開けて 読む、 天窓の、 


てら てら 光る の は、 当 女学校の 教頭、 倫理と 英文学 受 

持… の 学士、 宫畑閑 耕。 同じ 文学士 河 野 英吉の 親友で、 

えびちゃ 

待合で は 世話になり、 学校で は 世話 をす る (蝦 茶と 

ひぢリ めん 

緋 縮緬の 交換 だ。) と 主税が 憤った 一 人で ある。 

この 編の 記者 は、 教頭 氏、 君に 因って、 男性 を 形容 

とめき  ふくいく  もんじ 

する に、 留南奇 の薫馥 郁と してと 云う、 創作的 文字 を 

さしはさ  におい 

ここに 挟 み 得る こと を 感謝しょう。 勿論、 その 香の、 

一 一十 世紀で あるの は 言うまでもない。 

お 妙 は、 扉に 半身 を 隠して 留まる。 小 使 は そのまま 

向う へ 行 過ぎる。 

めがね 

閑 耕 は、 キラ リ目金 を 向けて、 じろ りと 見る と、 目 


ひげ さき  あご 

を 細う して、 髯の尖 を ピンと 立てた、 頤が 円い。 

「こちらへ、」 

おうよう 

と 鷹揚に 云って、 再び 済まして 書見に 及ぶ。 

お 妙 は 扉に 附着いた なりで、 入口 を 左へ 立って、 本 

の 包み を 抱いた まま、 しとやかに 会釈 をした が、 あえ 

て それより は 進まなかった。 

「こちらへ ご と 無造作な ように、 今度 は 書見の まま 声 

を かけた が、 落着かれず、 また ひょいと 目 を 上げる と 

はずみ 

その 発奮で 目 金が 躍る。 

まお プ L こ 

頰 桁へ 両手 を ぴったり、 慌てて 目 金の 柄 を、 鼻筋へ 

もみ こ  まつげ  おさ  くぐ 

揉 込む と、 睫毛 を 圧え 込んで、 驚いて、 指の 尖 を 潜ら 


まぶた  こす 

して、 瞼 を 擦って、 

「は、 は、 は、」 と 無意味な 笑 方 をした が、 向 直って 真 

面目な 顔で、 

「どうです な。」 

四十 七 

そば 

もう 傍へ 来そう な ものと、 閑 耕 教頭が 再び、 じろ り 

と 見る と、 お 妙 は 身動き もしないで、 熟と 立って、 藤 

う つむ 

たけた 眉が、 雲の 生 際に 浮いて 見える ように 俯向いて 

いるから、 威勢に 怖じて、 頭 も 得 上げぬ のであろう、 


いや、 さも あらん、 と 思う と …… そうでない。 酒 井先 

生の 令嬢 は、 笑 を 含んで いるので ある。 

あどけ  ほほえみ 

それ は、 それ は 愛々 しい、 仇 気ない 微笑で あつたけ 

さ 

れ ども、 この 時の 教頭に は、 素直に 言う 事を肯 いて、 

おんまえ さ ぶら  くみ 

御前へ 侍わぬ だけに、 人の 悪い、 与し 易から ざる もの 

が あるよう に 思われた。 で、 苦い 顔 をして、 

「酒 井さん、 ここへ 来な くち やや 可んで すよ ご 

そ  ティ ブル  こぶし 

時に 教頭 胸 を 反らして、 卓子 を ドンと 拳 で 鳴らす と、 

おもて 

妙 子 は つ つと 勇ましく 進んで、 差 向いに 面 を 合わせて、 

ふた かわめ  おく  みは 

その ふつく りした 二重 瞼 を、 臆する 色な く、 円く 睜っ 

て、 


「御用です かご 

こも 

と 云った 風采、 云い 知らぬ 品 威が 籠って、 閑 耕 は 思 

うつむ 

いかけず、 はっと 照らされて 俯向いた。 

そもそも 

教場で こそ あれ、 二人 だけで 口 を 利く の は、 抑々 生 

はじめて 

れて 以来 最初で ある。 が、 これ は 教場 以外で はいかな 

る 場合 にても、 こうであろう も 計られぬ。 

はて、 教頭 ほどの 者が、 こんな 訳で はない 箬 だが、 

と更 めて 疑の 目 を 挙げる と、 脊も すらりと して 椅子 

むすめ 

に 居る 我 を 仰ぐ よ、 酒 井の 嬢 は 依然として 気高い の 

である。 

「酒 井さん …… 」 


声の 出処 が、 倫理 を 講ずる ように は 行かぬ。 

の ど  しわぶ 

咽喉が 狂って 震えが あるので、 え へん！ と 咳いて、 

ハ ンケチ こす  あた リ  みまわ 

手 巾で 擦って、 四辺 を 朐 したが、 湯 も 水 も 有る のでな 

い、 そこで、 

「小ゥ 使いい、」 と 怒鳴った。 

「へ —— い、」 

と 謹んだ 返事が 響く。 教頭 はこれ に 因って、 大にそ 

かいふく  いきおい 

の 威厳 を 恢復し 得て、 勢 に 乗じて、 

「貴 娘に 聞く 事が あるので すが、」 

「はいご 

「参謀本部の 翻訳 をして、 まだ 学校な ども 独逸 語 を 


持って いますな —— 早瀬 主税 —— と 云う、 あれ は、 貴 

とラ さん 

娘の 父 様の 弟子です なご 

「ええ、 そう  I 

「で、 貴 娘の 御宅に 置いて、 修業 をお させな すった そ 

うだが、 一体 あれの 幾 歳ぐ らいの 時からで すか ご 

「知りません ご 

と 素気なく 云った。 

「知らない？」 

と 妙な 顔 をして、 額で お 妙 を 見上げて、 

「知らないです かご 

ぜん  おんな じ 

「ええ、 前にから です もの。 内の人と 同一 ですから、 


い つ 頃から だか 分りません の ご 

「貴 娘 は I 歳ぐ らいから、 交際 をした です かご 

「  」 

と 黙って 教頭 を 見て、 しかも 不思議 そうに、 

「交際って、 私、 厭ね え。 早瀬さん は 内の人 なんです 

もの ご と 打 微笑む。 

「内の人 ご 

ためら  うなず 

「ええ、」 と 猶予わず 頷 いた。 

、- け 

「貴 娘、 そういう 事 を 言って は 不可ますまい。 あれ を 

(内の人) だなん と 云う と、 御両親 を はじめ、 貴 娘の 名 

誉に 関わる でしよう が、 ああ、」 


と 口 を 開いて ニヤ リ とする。 

まな じリ やさし 

お 妙 はッン として 横 を 向いた、 眦 に 優い 怒が 籠つ 

たので ある。 

のぞきこ 

閑 耕 は、 その 背けた 顔を視 込む ようにして、 胸 を 曲 

げ、 膝 を 叩きながら、 鼻の 尖に、 へ へん、 と 笑って、 

「あんな 者と、 貴 娘 交際す るなん て、 芸者 を 細君に し 

ている と 云う じゃありません か。 汚 わしい。 怪しから 

ん 不行跡です。 実に 学者の 体面 を 汚す ものです。 そう 

いう 者の 許へ 貴 娘 出入り をして はなり ません。 知らな 

い 事 はない のでし ようご 

まぶ 

妙 子 は 何にも 言わなかった が、 はじめて 眩しそう に 


瞬きした。 

小 使が 来て、 低頭して 命 を 聞く と、 教頭 は頤で 教え 

て、 

「何 を、 茶 をく れいご 

「へいご 

「そこ を 閉めて 行け、 寄宿生が 靦 くよう だ ご 

四十 八 

と  みがまえ 

扉が 閉 ると、 教頭 身 構 を 崩して、 仰向けに 笑い 懸け 

て、 


「まあ、 ぉ掛 なさい、 そこへ。 貴 娘の ためにな らん か 

ら、 云う の だよ ご 

へ リ  たもと 

わざわざ 立って 突 着けた、 椅子の 縁 は、 抉に 触れて、 

その 片袖を 動かした けれども、 お 妙 は 規則正し いお 

じ ぎ 

答礼 をした だけで、 元の 横向きに 立って いる。 

「早瀬の 事 は まだまだ、 それ どころ じ やないで すが、」 

ひそ 

と 直ぐに また 眉 を 顰めて、 談 じつけ るよう な 調子に 

変って、 

「酒 井さん、 早瀬 は、 あり や 罪人 だね、 我々 は その 名 

を 口にする さえ 禪 るべ き 悪漢です ね。」 

ティ ブル 

との ッ そり 手 を 伸ばして、 卓子の 上に 散ば つた 新聞 


を 撫でながら、 

「貴 娘、 今日の A …… 新聞 を 見ん のです かご 

さつ  まぶた  くれない 

一 言 聞く と、 颯と 瞼 を 紅 にして、 お 妙 は 友染の 

襦拌 ぐるみ 抉の 端 を 堅く 握った。 

「見ません か、」 

ごうぜん  あご づぇ  つ 

と 問 返した 時、 教頭 は 傲然と して、 卓子に 頤杖を 支 

く。 

うつむ 

「ええ、」 とば かりで、 お 妙 は 俯向いて、 瞬きしつつ、 

流 眄 をす るので あった。 

とこ  このごろ 

「別に、 一 大事に 関して 早瀬 は 父 様の 許へ、 頃日に 参つ 

あるい 

た 事はないです かね。 或は 何 か 貴 娘、 聞いた 事 は あ 


りません かご 

は つ きリ 

小さな 声だった が 判然と、 

「いいえ ご と 云って、 袖に 抱いた 風呂敷 包みの 紫 を、 

皓歯で 嚙ん だ。 この 時、 この 色 は、 瞼の その 朱 を 奪う 

さみ 

て、 寂しく 白く 見えた ので ある。 

「行かん 害はないでしょう が、 貴 娘、 知っていて、 ま 

かく 

だ 私の 前に、 秘す のじ やない かね ご 

「存じません の ご 

つむ リ ふ  す 

と 頭を掉 つたが、 いたいけ に、 拗ねた ようで、 且つ 

うる 

くど い の を 煩 さそう。 

「じ や、 まあ、 知らない として。 それから、 お 話す る 


です がね。 早瀬 は、 あれ は、 攫 徒の 手伝い をす る、 

きんちゃくき リ 

巾着 切 の片 割の ような 男です ぞ！」 

かん ざし  リん  きつ 

簪 の 花が 凜 として 色が 冴えた か 気が 籠って、 屹と、 

教頭 を 見向いた が、 その 目の 遣 場が 無 さそう に、 向う 

ヽ. 'つば、， -  おお、. 

の 壁に 充満の、 偉なる 全世界の 地図の、 サハラの 砂漠 

の 有る あたり を、 清 い 瞳が うろうろ する。 

「勿論 早瀬 は、 それが ために、 分けて 規律の 正しい、 

参謀本部の 方 は、 この 新聞が 出ない 先に 辞職、 免官に、 

なったです。 これ は その 攫 徒に 遭った、 当人の、 御存 

じじ やろうね、 坂 田 礼 之 進 氏、 あの方の 耳に 第一 に 入つ 

たです。 


で、 見な いんなら 御覧なさい。 他の 二三の 新聞に も 

記いて あるです が。 この A …… がー 番悉 しい ご 

と 落着いて 向う へ 開いて、 三の 面 を 指で 教えて、 

「ここにあります が、 お読みな さいご 

そよ 

「帰って、 私、 内で 聞きます ご と 云った、 唇の 花が 戦 

いだ。 

「は、 は、 は、 貴 娘、 (内の人) だなん と 云った から、 

さま  よろ 

極り が 悪い かね。 何、 知らな いんなら 宜しいです。 私 

は 貴 娘の 名誉 を 思 つ て、 注意の ために 云 うんだ から、 

よくお 聞きなさい。 帰って 聞いた つて 駄目 さね ご 

いた あなど 

と 太く 侮 つた 語気 を 帯びて、 


「父 様 は、 自分の 門 生 だから、 十に 八 九は秘 すです も 

の。 何で 真相が 解ります かご 

コッ コッ 廊下から 剝啄 をした 者が ある。 と、 教頭 は、 

ぎろ りと 目 金 を 光らした が、 反身に 伸びて、 

「カム、 イン、」 と 猶予わずに 答えた。 

この 剝啄 と、 カム、 イン は、 余りに 呼吸が 合 過ぎて、 

あたかも かねて 言合せ て あ つた ものの ようで ある。 

ドア  しちぶ だち 

すなわち 扉 を 細目に、 先ず 七 分立の 写真の ごとく、 

顔から 半身 を 突入れ て 中を視 いたの は 河 野 英吉。 白地 

たて  ダイ アモン ド ピン どめ 

に 星 模様の 竪 ネクタイ、 金剛石の 針留の 光った だけで 

あたま  つまさき  いでたち 

も、 天窓から 爪先まで、 その 日の 扮装 想うべし で、 髪 


から 油が 溶けそう。 

早 や 得 も 言われぬ 悦 喜の 面で、 

「や あ、」 と 声 を 懸ける と、 入 違いに、 後 をド— ン。 

扉の 響き は、 ぶるぶると、 お 妙の 細い 靴の 尖に 伝わつ 

て、 揺らめく 胸に、 地図の 大西洋の 波が 煽る。 

四十 九 

とちと 持 上げて、 浮かせ 気味に 物 馴れた 風で、 河 野 

は 教頭と 握手に 及んで、 


「や あ、 失敬、」 と 云いながら、 お 妙の 背後から、 横顔 

を じろ りと 見る。 

河 野の 調子の 発奮んだ ほど、 教頭 は 冷やかな 位に 落 

着いた 態度で、 

「どこの 帰り かご 

「大学 (と 力を入れて、) の 図書館に 検べ もの をして、 

ひるめし 

それから 精 養 軒で 午 飯 を 食うて 来た。 これから また H 

博士の 許へ 行かねば ならん ご 

せわ  ふ 

と 忙しそう に 肩を掉 つ て、 

「君 (とわ ざと 低声で 呼んで、) この 方 は …… 」 

「生徒 —— 」 と 見下げた ように 云う。 


「は あ、」 

「ミス 酒 井と 云う、」 と 横 を 向いて 忍び 笑 を 遣る。 

「うむ、 真砂 町の 酒 井 氏の、」 

と 首 を 伸ばして、 分った ような、 分らぬ ような、 

見知 越の ような、 で、 ないような、 その 辺 あやふやな 

お 妙の 顔の 見方 をした が、 

「君、 紹介して くれた まえ ご 

おかし 

「学校で、 紹介 は 可 訝かろう ご 

「だってもう 教場 じ やない じ やない かご 

まこと 

「それで は、」 と 真に 余儀な さそう に、 さて、 厳格に、 

「酒 井さん、 過般 も 参観に 見えられた、 これ は 文学士 


河 野 英吉君 ご 

同じ 文字 を 露した 大形の 名刺の 芬と 薫る の を、 疾 

つま  はや 

く 用意 をして いたらし い、 ひょいと 抓んで、 蚤い こと 

そです  まず 

お 妙の 袖 摺れに 出そうと する の を、 拙い！ と 目で 留 

め、 教頭 は髯で 制して、 小鼻へ 掛けて 揉み上げ 揉み 上 

げ 揉んだり ける。 

英吉は 眼を睜 つて、 急いで その 名刺と 共に、 両手 を 

かくし 

衣 兜へ 突 込んだ が、 斜めに 腰を掉 るよ と 見れば、 ちょ 

ある  しょ 

こちよ こ 歩行き に、 ぐるりと 地図 を 背負って、 お 妙の 

ま つ しょうめん 

真正面 へ 立って、 も 一 つ 肩 を 揉んで、 手の 汗 を、 ず ぼ 

んの 横へ 擦りつ けて、 清めた 気で、 くの 字形に 腕 を 出 


つもり  ゆる 

した は、 短兵急に 握手の 積 か、 と 見る と、 揺がぬ 黒髪 

おのず  あた リ はらわ 

に 自然と 四辺 を 払 れて、 

「や あ、 はは はは、 失敬 ご 

と 英吉大 照れに なって、 後 ざまに 退って (おお、 神 

よ。) と 云いそう な 態に なり、 

「お遊びに いらっしゃい、 妹た ちが、 学校 は 違います 

みんな 

が、 皆 貴女 を 知ってい るので すよ。 は あ …… 」 

ひとり うなず  ティ ブル 

と 独で 頷いて、 大 廻りに 卓子の 端 を 廻って、 どた 

はらんば  のりかか 

リと、 腹這いになる までに、 拡げた 新聞の 上へ 乗懸っ 

て、 

「何 を 話して いたの だいご 


教頭 をち よいと 見れば、 閑 耕 は 額で 睨めつ け、 苦き 

やりすごし たしな 

顔して、 その 行 過を鎂 めながら、 

「実は、 今、 酒 井さん に 忠告 をして いる 処だご 

お 妙 は 色 を また 染めた。 

「そうだと も！ ええ、 酒 井さん  」 

黙って いるから、 

「酒 井さん！」 

「ははい、」 と 声が ふるえて 聞え る。 

あなた  このごろ 

「貴 娘 知ら ん のなら お 聞き なさい。 頃日の 事で すが 、 

今 も 云った、 坂 田 礼 之 進 氏が、 両国 行の 電車で、 百 円 

ばか リ攫 徒に 掏られた です。 取られた と 思う と、 気が 


ただち そいつ ひッ つかま 

着いて、 直に 其奴 を引摑 えて、 車掌と で引摺 下ろし 

たまで は、 恐 入って 冷却して いた その 攫 徒が だね、 た 

ちまち 烈火の ごとくに 猛り 出して、 坂 田 氏 をな ぐった 

騒ぎ だ ご 

なぐ 

「撲 られ たって な あ、 大人、 気の毒だった よご 

「災難と も。 で、 何です。 巡査が 来た けれども、 何の 

証拠 も挙 らん もんで、 その 場 は それ ッ きりで、 坂 田 氏 

は 何の 事 はない、 打 たれ 損の 形 だつ たんだね。 お聞き 

なさい —— 貴 娘。 

あやし 

証拠 は 無かった が、 怪 むべき 風体の 奴 だから、 その 

筋の 係が、 其奴 を附 廻して、 同じ 夜の 午前 二 時 頃に、 


浅 草 橋 辺で、 フト した 星が 附 いて 取 抑える と、 今度 は 

ふくさ 

袱紗に 包んだ 紙 入ぐ るみ、 手 も 着けないで、 坂 田 氏の 

盗られた 金子 を 持って いたんだ。 

ねえ、 貴 娘。 拘引して 厳重に 検 ベたん だね。 どこへ 

それまで 隠して 置いた か。 先刻 は 無かった 紙 入 を、 と 

いう 事になる …… とです ご 

そそ つ か 

あくまで 慎重に 教頭が 云う と、 英吉 が軽匇 しく、 

「妙 だ、 妙 だよ。 妙 さな あご 

五十 


すり  まんた 

「攫 徒の 名 も 新聞に 出て いるが ね、 何とか 小僧 万 太と 

云 うんだ。 其奴の 白状した 処 では、 電車の 中で 掏った 

時、 大 不出来し に 打 攫 まって、 往生 をし たんだが、 

あいて  つら  なぐ  しゃく  たま 

対 手が 面を撲 つたから、 癩に 障って 堪らない ので、 

うつむ 

ちょうど 袖の 下に 俯向いて いた 男の 袖口から、 早業で 

その 紙 入 を ずら かし 込んで、 もう 占めた、 とそ こで 

逆 捻に 捻じた と 云 うんだ ね。 

ところで、 まん 直しの 仕事で もしたい もの だと、 柳 

橋 辺 を、 晚く なつてから 胡乱つ いている と、 うっかり 

さっき  すべ 

出合った のが、 先刻、 紙入れ を 、にら かした 男 だから、 

金子 はどうな つたろうと 思 つ て、 捕ま つ たら それ迄 だ、 


と 悪 度胸で 当って 見る と、 道理で 袖が 重い、 と 云って、 

たもと 

はじめて、 気が 着いて、 抉 を 探して その 紙 入 を 出して 

くれて、 しかし、 一旦 こっちの 手へ 渡った もんだ から、 

よく 攫 徒 仲間が 遣る と 云う、 小包みに でもして、 その 

筋へ 出さな くつち や 不可ん ぞ、 と 念 を 入れて 渡して く 

れた。 一所に 交番へ 来い！ とも 云わずに、 すっきり 

した その 人へ 義理が 有る から、 手も附 けないで 突出す 

つもりで、 一 先ず 木賃宿へ 帰ろうと する 処を、 御用に 

ひととき 

なりました。 たった 一時で も 善人に なって ぼうとした 

ぬすっと ごころ 

処 だった から 摑 まったんで、 盗人 心 を 持った 時なら、 

てす リ  ふ  ふうき かまど 

浅 草 橋の 欄干 を 踏んで、 富貴 竈の 屋根へ 飛んでも、 旦 


那 方の 手に 合 うんじ やない と、 太平楽 を 並べた。 太い 

奴 は 太い 奴と して。 

酒 井さん。 その 攫 徒の、 袖の 下にな つて、 坂 田 氏の 

紙 入を預 つたと いう 男 は、 誰 だと 思います か、 ねえ、 

これが 早瀬なん だ ご 

かろ 

と 教頭 は 椅子 をず らして、 卓子 を 軽く 打って、 

「どうです、 貴 娘が 聞いても 変だろう が。 

その 筋 じ や、 直き その 関係者に も 当りが ついて、 早 

瀬 も 確か  一 二度 警察へ 呼ばれた 害 だ。 しかし その 申立 

てが、 攫 徒の 言 に 符合す るし、 早瀬 もち つ と は 人に 知 

られ た、 しかるべき 身分 だし、 何 は 措いても、 名の 響 


いた 貴 娘の 父 様の 門下 だ、 というので、 何の 仔細 も 無 

く 済む にや 済んだ。 

真砂 町の 御宅へ も、 この 事に 附 いて、 刑事が 出向い 

たそう だが、 そり や 憚 つ て 新聞に も 書かず、 御両親 も 

貴 娘に は 聞かせんだろう。 

で、 とんだ 災難で、 早瀬 は 参謀本部の 訳官も 辞した、 

と 新聞に は 体裁よ く 出して あるが、 考えて 御覧なさい。 

同じ 電車に 乗って いて、 坂 田 氏が 掏られた 事 を その 

騒ぎで 知らん 害がない。 知っていて だね、 紙 入が 自分 

の 抉に 入って いる 事 を …… まあ、 仮に 攫 徒に 聞かれる 

まで 気がつかなん だに してから が だ、 いよいよ 分った 


時、 面識の 有る 坂 田 氏へ 返そうと はしないで、 です ね、」 

ことば 

河 野に も 言 を 分けて、 

「直接に 攫 徒に 渡して やる もい かがな もんだ よ。 何よ 

ど ろぼう 

り も だね、 そんな 盗賊と ひそひそ 話 をして …… 公然と 

ひそひそば なし 

は 出来ん さ、 いずれ 密々 話さ ご 

誰も 否と は 云わん のに、 独りで 嵩に かかって、 

ゆずりわたし 

「紙 入 を 手から 手へ 譲渡 をす るなん て、 そんな、 不 

都合な、 後 暗い ご 

「だが ね、」 

とちよ いちょい、 新聞 を 見る ようにして は、 お 妙の 

顔 を 伺い 伺い、 嬢が あらぬ 方 を 向いて、 今 は 流 眄も 


しなくな つたので、 果は 遠慮なく 視 めて いたのが、 な 

えた 様な 声 を 出して、 

「坂 田が 疑うよう に、 攫 徒の 同類 だとい う、 そんな 事 

は 無い よ。 君、」 

「どうと も 云えん。 酒 井 氏の 内に 居た という だけで、 

誰の 子 だか 素性 も 知れな いんだと いう じ やない かご 

と ■ つさん 

「父上に …… 聞いて …… 頂戴 ご 

とお 妙 は 口惜し そうに、 あわれ や、 うるみ 声して 云つ 

た。 

二人 密と目 を 合せて、 苦々 しげに 教頭が、 

「あえて そういう 探索 をす る 必要 は 無いです がね、 よ 


しんば 何事 も 措いて 問わん として、 少く とも 攫 徒に 同 

情した に違いない、 そうだろ うご 

「そり や あの 男の 主義 かも 知れん よご 

「主義、 危険極まる 主義 だ。 で、 要するにです、 酒 井 

さん。 ああい う 者と 交際 をな さると いうと、 先ず 貴 嬢 

の 名誉、 続いて はこの 学校の 名誉に 係ります から、 以 

来、 口なん ぞ 利いて はなり ません。 宜しい かね。 危険 

だから 近寄らん ようになさい、 何 をす るか 分らん から 

あんな 奴 は ご 

はリ  じつ みまも 

お 妙 は 気 を 張つ めんと 勤む る ごとく、 熟と 噴る 地 

みは  さっき  こら 

図 を 的に、 目を睜 つて、 先刻から どんなに 堪えたろう _ 


得 忍ばず 涙ぐむ と、 もう はら はらと 露に なって、 紫の 

包に こぼれた。 あわれ 主税 をして 見せしめば、 ために 

命も惜 むま じ。 

五十 一 

いや、 学士 二人 驚いた 事。 

「貴 娘、 どうしたんだ。」 

と 教頭が 椅子から 突立った 時 は、 お 妙は始 からしつ 

たもと 

かり 握った 抉 を そのまま、 白羽 二重の 肌 襦拌の 筒袖 

ひじ まろ 

の 肱 を 円く、 本の 包に 袖 を 重ねて、 肩 をせ めて 揉 込む 


ばか リ顔を 伏せて、 声 は 立てずに 泣く のであった。 

「ええ、 どうして 泣く です。」 

そば  あわた だ 

靴音 高く 傍へ 寄る と、 河 野 も 慌 しく 立って 来て、 

「泣い ちゃや 可ません な あ、 何も 悲ぃ事 は 無いです 

よご 

「私 は 貴 娘 を 叱つ たんじ やない ご 

「けれども、 君の 話 振が ちと 穏 でなかった よ。 だか 

ら 誤解 をされ たんだ。 貴 娘 泣く 事はありません、」 

そ つ 

と密と 肩に 手 を 掛けた が、 お 妙の 振 払い もしな かつ 

たの は、 泣 入って、 知らなかった せいで あつたに …… 

河 野英吉 嬉しそうな 顔 をして、 


「さあ、 機嫌 を 直して お話しな さいご と 云う 時、 きょ 

うつむ  うなじ  そろそろ 

ときよと 目で、 お 妙の 俯向いた 玉の 頸 へ、 横から 徐々 

と頰を 寄せて、 リボンの 花結びに ちょっと 触れて、 じ 

たじた と 総身 を 戦かした が、 教頭 は 見て 見ぬ 振の、 謂 

もち 

えらく、 今夜の 会計 は 河 野 持 だ。 

途端にお 妙が 身 動 をした ので、 刎 飛ばされ たように、 

がたりと 退る。 

「もう 帰つ て も 可 いんです かご 

と 顔 を 隠した ままお 妙が 云った。 これに は 返す 言 

も あるまい。 

「可いです とも！」 


と 教頭が 言い も 果てぬ に、 身 を 捻った なりで、 礼 も 

しないで、 つかつかと 出そう にす ると、 がたがたと 靴 

およびごし 

を 鳴らして、 教頭 は 及 腰に 追つ かけて、 

「貴 娘 内へ 帰って、 父 様に こんな 事 を 話して はや 可ん 

です よ。 貴 娘の 名誉 を 重んじて 忠告 をした だけです か 

ら、 ね、 宜 いです かね、 ね ご 

急いた 声で 賺 すが ごとく、 顔 を 附着け て 云う の を 聞 

いて、 お 妙 は 立 留まって、 おとなしく 頷いた が、 (許 

す。) の 態度で、 しかも 優しかった。 

あんど 

「ああ ご と、 安堵の 溜息 を 一 所に して、 教頭 は 室の 真 

中に、 ぼんやりと 突立つ。 


河 野の 姿が、 横 ざまに 飛んで、 あた ふた 先へ 立って 

扉 を 開いて 控えた のと、 擦 違いに、 お 妙 は衝と 抜けて、 

顔に 当てた 袖 を 落した。 

かいどう  ほこ リ  ひるすぎ 

雨 を 帯びた る 海棠に、 廊下の 埃 は 鎮まって、 正午 過 

おもて  うらら か 

の 早 や 蔭に なった が、 打 向いた る 式台の、 戸外 は 麗 

な 日な ので ある。 

おつかさな  こ  な  さま  ひと 

ト押 重って、 木の実の 生った 状に 顔 を 並べて、 斉し 

なめくじ 

くお 妙 を 見送った、 四 ッの髯 の粘リ 加減 は、 蛞蝓の 這 

うに こそ。 

うち 

真砂 町の 家へ 帰る と、 玄関に は 書生が 居て、 送迎い 

の 手数 を 掛ける から、 いつも 素通りに して、 横の 木戸 


を トンと 押して、 水口から 庭へ 廻って、 縁側へ 飛 上る 

のが 例で。 

かあさん 

さしむ き 今日 あたり は、 飛石 を 踏んだ まま、 母 様 御 

ただいま  たしな 

飯、 と 遣って、 何です ね、 唯今 も 言わないで、 と鎂め 

られ そうな 処。 

そうで はな か つ た。 

例 の 通りで、 庭へ 入る と、 母 様 は 風邪が 長引いた の 

で、 もう 大概 は 快い が、 まだち つと 寒気が する 肩つ き 

ねま. ？  しま 

で、 寝 着の 上に、 縞の 羽織 を 羽織って、 珍ら しい 櫛 巻 

おもや つ 

で、 面窶れが した 上に、 色が 抜ける ほど 白くな つて、 

なまめ 

品の 可い のが 媚 かしい。 


きちん  かいまき 

寝床の 上に 端然と 坐って、 膝へ 搔 巻の 襟 を かけて、 

ふとん 

その 日の 新聞 を 読む —— 半面が 柔 かに 蒲団に 敷いて い 

る。 

これ を 見る と、 どうした か、 お 妙 は 飛石に 突 据えら 

れ たように なって、 立 留まった。 

美しい 抉の 影が、 座敷へ 通って、 母 様 は 心 着いて、 

「遅かった ね ご 

「ええ、 お 友達と 作文の 相談 をして いたの ご 

優しく も 教頭の ために、 腹案が あつたと 見えて、 淀 

みなく 返事 をしながら、 何となく 力な さそう に、 靴 を 

脱ぎ かける 処へ、 玄関から 次の 茶の間へ、 急いで 来た 


あしおと  ふすま 

跫 音で、 襖の 外から、 書生の 声、 

「お嬢さんで すか、 今日の 新聞に、 切抜き をな すった 

の は ご 


五十二 

だいすき あじ 

お 茶漬 さらさら、 大 好な 鰺の 新 切で 御飯が 済む と 、 

硯を 一枚、 房 楊枝 を 持 添えて、 袴 を 取った ばかり、 く 


しごき  てぬぐい  かなだらい 

びれ る ほど 固く 巻いた 扱 帯に 手拭 を 挟んで、 金盥 を 

もえぎ 

がらん、 と 提げて、 黒 塗に 萌 葱の 綿 天の 緒の 立った、 

ばき  つつか 

歯の 曲った、 女中の 台所 穿 を、 雪の 素足に 突 掛けた が、 

すそみ じか  か ま 

靴 足袋 を 脱いだ ままの 裾 短な の を ちっとも 介意わず、 

さま 

水口から 木戸 を 出て、 日の 光 を 浴びた 状 は、 踊 舞台の 

潮 汲に 似て 非な りで、 藤 間が 新案の (羊 飼。) と 云う 姿。 

わき 

お 妙 は 玄関 傍、 生垣の 前の 井戸へ 出て、 乾いて はい 

すべ  ながし あぶなげ 

たが、 に りのある 井戸 流 へ 危気 も 無く その 曲った 下駄 

で 乗った。 女中 も 居る が、 母 様の 鎂が ゆいから、 もう 

十一 二の 時分から 膚 についた もの だけ は、 人手に は掛 

なじみ 

けさせな いので、 ここへ は 馴染で、 水心が あって、 つ 


い 去年 あたりまで、 土用 中 は、 遠慮な しにから からと 

つるべ  ぉッっ 

汲み上げて、 釣瓶へ 唇 を押附 ける ので、 井筒の 紅梅 は 

葉に なっても、 時々 花片が 浮ぶ のであった。 直に 桃色 

たす き  くぐ 

の襻を 出して、 抉 を 投げて 潜らした。 惜 気の 無い 二 

の 腕 あたり、 柳の 絮の 散る よと 見えて、 井戸 繩が 走つ 

たと 思う と、 金盥へ 入れた 硯の 上へ 颯と かかる、 水が 

紫に、 墨が 散った。 

は  むし 

宿 墨 を 洗う 気で、 楊枝の 房 を、 小指 を 刎ねて 撐リは 

じ  ひつ ちぎ 

じめ たが、 何 を 焦れた か、 ぐいと 引 断る ように 邪険で 

ある。 

かまえう ち  つとめ 

ト 構内 の 長屋の 前へ、 通勤に 出る 外、 余り 着て 来た 


事の 無い、 珍ら しい 背広の^ 装、 何だか 衣 兜 を 膨らま 

こうもりがさ 

して、 その上 暑中で も 持った の を 見 懸けぬ、 蝙蝠傘 さ 

あとさき みまわ  しょうぜん 

え 携えて、 早瀬が 前後 を 朐 しながら、 悄然 として 入つ 

ちと 

て 来たが、 梅の 許なる お 妙 を 見る …… 

「おお、」 

と慌 しい、 懐 しげな 声をかけて、 

「お嬢さん ご 

よば  とめ 

お 妙 は それまで 気がつかなかった。 呼れ て、 手を留 

て 主税を 見た が、 水 を 汲んだ 名残 か、 顔の 色が ほんの 

ことば 

りと、 物い わぬ 目 は、 露 や、 玉 や、 およそ 声な く 言な 

き 世の それらの、 美しい ものより 美しく、 歌よりも 心 


が 籠った。 

「また、 水いた ずら をして いるんで すね ご 

なが  からから  やさし 

と 顔を視 めて 元気ら しく、 呵々 と 笑う と、 柔 い 瞳が 

睨む ように 動き 止ま つ て、 

「金魚 じ やなく つてよ。 硯を 洗う の ご 

「ああ、 成程 ご 

のぞきこ  うつむ 

と 始めて 金盥 を視 込んで 俯向いた 時、 人知れず 目 を 

しばたた いたが、 さあらぬ 体で、 

「御 清書です かいご 

「いいえ、 あの、 絵な の。 あの、 上手な。 明後日 学校 

へ 持って行 くの を、 これから 描 くんだ わご 


あね さま 

「御手 本 は 何です、 姉 様の 顔です かご 

「噓 よ、 そんな もの じ やない わ。 ああ、」 

と莞爾 して、 独りで 頷いて、 

かきつ ばた 

「もっと 可い もの、 杜 若に 八橋よ ご 

「から 衣きつつ 馴れに し、 と 云 うんです ね ご 

と 云い かけて 愁然たり。 

おももち 

お 妙 は 何の 気 もっかない、 派手な 面色して、 

「まあ、 いつ 覚えて、 ちょいと、 感心 だ わね え ご 

「可哀相に ご 

と 苦笑い をす ると、 お 妙 は 真顔で、 

「だって、 主税 さん、 先年 私の 誕生日に、 お 酒に 酔つ 


て 唄った じゃありません か。 貴下 は、 浅く とも 清き 流 

れの 方よ。 ほんとの 歌 は 柄に 無い の ご 

とつけ つけ 云う。 

「いや、 恐 入りました よ。 (ト ちょっと 額に 手 を 当て 

て、) 先生 は？」 と更 めて 聞く と、 心 ありげ に 頷いて、 

「居て よ、 二階に ご (おいでなさい な。) を 色で 云って、 

臈 たく 生垣から、 二階 を 振 仰ぐ。 

主税 はたち まち 思い つ いたよう に、 

こうもり かさ 

「お嬢さん、」 と 云う や 否や、 蝙蝠傘 を投 出す ごとく、 

おった お  、きお、 

井の 柱へ 押 倒して、 勢 猛に、 上衣 を 片腕から 脱ぎ か 

けて、 


「久しぶりで、 私が 洗って 差 上げましょう ご と、 脱い 

だ 上衣 を、 井戸側へ 突 込む ほど 引 掛けた と 思う と、 お 

妙が もの を 云う 間 も 無かった。 手 を 早 や 金盥に 突 込ん 

で、 

「貴 娘、 その 房 楊枝 を。 —— 浅く とも 清き 流れ だ ご 

五十 三 

「あら、 乱暴ね え。 ちょいと、 まだ 釣瓶から I 卞 がする 

のに、 こんな 処へ脱 ぐんだ もの ご 

と鎂 める ように 云って、 お 妙 は 上衣 を 引取って、 


あらわ  こがいな  ゆわ 

露に 白い 小 腕で、 羽二重で 結えた ように、 胸へ、 薄色 

を 抱いた ので ある。 

かんしょう  うち 

「貴 娘 は、 先生の ように 癇性で、 寒の 中 も、 井戸端へ 

持 出して、 ざあざあ 水 を 使 うんだ から、 こうやって 洗 

うのに も 心 持 は 可い けれども、 その代り 手 を 墨 だらけ 

にす るんで す。 爪の 間へ 染みた 日に や、 ちょいと じ や 

取れな いんです からね ご 

さ 

「厭ね え、 恩に 被せて。 誰も 頼み はしな いんだ わご 

つまべ に 

「恩に 被せ るん じゃあり ません。 爪 紅と 云って、 貴 娘、 

紅 を さした ような 美 い 手の 先 を 台な しにな さるから、 

だから 云 うんです。 やっぱり 私が 居た 時分の ように、 


お 玄関の 書生さん にして お貰いな さいよ。 

ああ、 これ は、」 

力た ほえ 

と片頰 笑みして、 

「余り 上等な 墨ではありません なご 

「可い わ！ どうせ 安いんだ わ。 もう 私が する から 可 

く つ てよ ご 

「手が 墨 だらけになります と 云う のに。 貴 娘 そんな 邪 

険な事 を 云って、 私の 手が お 身代に 立って いる 処じゃ 

ありません かご 

「それでもね、 こうやつ てお 召 物 を 持って いる 手 も、 

随分、 随分 (と 力を入れて、 微笑んで、) 迷惑して よご 


ひとりごと 

「相 変らず だ。 (と 独 言 のように 云って、) です が、 何 

です ね、 近頃 は、 大層 御 勉強で ございま すね ご 

「どうしてね？ 主税 さんご 

「だって、 明後日お 持ちな さろうと いう 絵 を、 もう 今 

日から 御手 廻し じゃありません かご 

あ ノ.^ 

「翌日 は 日曜 だもの、 遊ばな くつち や、」 

「ああ 日曜です ね ご 

と I 卞を 払った、 硯は顔 も 映りそう。 熟と 見て 振 仰い 

で、 

「その、 衣 兜に あります、 その 半紙 を 取って 下さい ご 

「主税 さんご 


「は あ、」 

「ほほ ほほ、」 とた だ 笑う。 

「何が、 可笑し いんです。 え、 顔に 墨が 刎ねました かご 

「 ヽ 、， 'え、 ほほ ほほ。」 

「甸 です てま、 」 

「あのね、」 

「は あご 

「もしかすると  」 

「 え え え え 」 

あした  あなた  とこ 

「ほほ ほ、 翌日 また 日曜ね、 貴郎の 許へ 遊びに 行って 

よご 


水に 映った 主 税の色 は、 颯と 薄墨の 暗くな つた。 あ 

しさ い 

われ、 仔細あって、 飯 田 町の 家 はもう 無かった ので あ 

る。 

「いらっしゃ いまし とも ご 

と 勢 込んで、 思 入った 語気で 答えた。 

「あの、 庭の 白百合 はもう 咲いた の、」 

「  」 

っぽみ 

「この間 行った 時、 まだ 荅が 堅かった から、 早く 咲く 

ように、 おまじないに、 私、 フ ッフッ とふく らまして 

来た けれど、」 

くちもと  せな  しめぎ 

と 云う 口許 こそ ふくらな り けれ。 主 税の背 は、 搾 木 


にかけ て 細った ので ある。 

あ 

ト 見て、 お 妙が 言おうと する 時、 からりと 開いた 格 

子の 音、 玄関の 書生がぬ つと 出た。 心 づけても 言う こ 

き  おおまた 

とを肯 かぬ、 羽織の 紐 を 結ばずに 長く さげて、 大 跨に 

あ る 

歩行いて 来て、 

「早瀬さん、 先生が、」 

二階の 廊下 は 目の 上の、 先生 はもう 御存じ。 

「は、 唯今、」 

と 姿 は 見えぬ、 二階へ 返事 をす るよう にして、 硯を 

ラ しろ 

手に 据え、 急いで 立つ と、 上衣 を 開いて、 背後へ 廻つ 

て、 足駄 穿いた が 対 丈に、 肩 を 抱く ように 着せ かける。 


「や あ、 これ は、 これ はどう も ご 

と 骨 も 砕く る 背に 被いで、 戦く ばかり 身 を 揉む と、 

「意地が 悪い わ、 突 張 るんだ もの。 あら、 憎らしい わ 

ねえ ご 

みじろ  ひそ  しゃべ 

と 身動きに 眉 を 顰めて —— 長屋の 窓から お 饒舌り の 

媽々 の 顔が 出て いるの も、 路地 口の 野良猫が、 のつ そ 

り 居る の も、 書生が 無念そう に その 羽織の 紐 をく るく 

ると 廻す の も —— 一向 気に も かけず、 平気で 着せて、 

おさ  つまだ 

襟 を 圧え て、 爪立って、 

「厭な、 どうして、 こんなに 雲^が 生きて？」 


五十 四 

ひっぱ さ 

主税が 大急ぎで、 ト引 挟まる ようになって、 格子戸 

くぐ 

を 潜った 時、 手 を ぶら りと 下げて 見送った お 妙が、 無 

邪気な 忍 笑。 

そそ つ 

「まあ、 粗匇 かしい こと ご 

まことに 硯を 持って 入って、 そのかわり 蝙蝠傘と、 

その 柄に 引 掛けた 中折帽 を 忘れた。 

後へ 立 淀んで、 こなた を靦 めた 書生が、 お 妙の その 

笑顔 を 見る と、 崩れる ほどに ニヤ リ としたが、 例の 羽 

織の 紐 を 輪形に 掉 つて、 格子 を 叩きながら、 の そりと 


入った。 

ふた かわめ 

誰も 居なくなる と、 お 妙 は その 二重 瞼 を ふつく りと 

する まで、 もう、 (その 速力 を もってすれば。) 主税が 

あ る 

上ったら しい 二階 を 見上げて、 横 歩行き に、 井の 柱へ 

手 を かけて、 伸 上る ようにし ていた。 やがて、 柱に 背 

を つけて、 くるりと 向 を かえて 凭れる と、 学校から 帰つ 

たもと  ふリ 

たなり の袂を 取って、 振 を はらり と 手許へ 返して、 

まつげ  じつ  あわせ  め りんす 

睫毛の 濃くなる まで 熟と 見て、 袷と 唐 縮緬 友染の 

長 襦袢の かさなる 袖 を、 ちゅうち ゆうた こかいな と算 

える ばかりに、 丁寧に 引分けて、 深い ほど 手首 を 入れ 

たは、 内心 人目 を 忍んだ つもりで あるが、 この 所作で 


余計に 目に 着く。 

あどけ  くだん 

ただし 遣 方が 仇 気ない から、 まだ 視ぃ ている 件の 

かみさん  きしゃご  まリ 

長屋 窓の 女房の 目で は、 おやおや 細螺 か、 鞠 か、 もし 

かたまめ 

それ 堅 豆 だ、 と 思った、 が、 そうでない。 

引出した の は、 細長い 小さな 紙で、 字の かいた もの、 

はて、 怪しからんが、 心配に は 及ばぬ —— 新聞の 切 抜 

であった。 

されば こそ、 学校の 応接室で も、 しきりに 袂を 気に 

したので、 これに、 主税 —— 対 坂 田の 百 有余 円 を 掏つ 

こまか 

た …… 掏摸に 関した 記事が、 細に 一段ば かり 有る こ 

と は 言うまでもない。 


お 妙 は、 今朝 学校へ 出掛けに、 女中が 味噌汁 を 装つ 

て 来る 間に、 膳の 傍へ 転んだ ようになって、 例に 因つ 

て 三の 面の 早 読と 云う の をす ると、 (独語 学者の 掏摸。) 

と 云う、 幾分 か 挑撥 的の 標語で、 主税の その 事が 出て 

いたので、 持ち かえて、 見直したり、 引 張ったり、 畳 

ん だり、 太く 気 を 揉んだ 様子だった が、 ッンと 怒った 

おんな 

顔 をした と 思う と、 お盆 を 差 出した 女中と 入 違いに、 

ランプ  た  はさみ  かく 

洋燈 棚へ ついと 起って、 剪刀 を 袖の 下へ 秘 して 来て、 

あたり  みまわ 

四辺 を朐 して、 ずぶ りと 入れる と、 昔 取った 千代紙な 

しごと 

り、 めっきり 裁縫 は 上達な り、 見事な 手際で チ ヨキ チヨ 

キチ ヨキ。 


母 様 は 病気 を 勤めて、 二階へ 先生 を 起しに 行って、 

貴郎、 貴郎と 云う 折 柄。 書生 は 玄関 どたんばたん。 女 

中 はちょう ど、 台所の 何 かの 湯気に 隠れた から、 その 

時 は 誰も 知らなかった が、 知れずに 済みそう な 事で も 

なし、 また これ だけ を 切 取っても、 主税の 迷惑 は 隠さ 

ほか 

れぬ、 内へ だって、 新聞 は 他に 二三 種 も 来る の だけれ 

おかまいなし 

ども、 そんな 事は不 関焉。 

で、 教頭の 説く を 待たず して、 お 妙 は 一切 を 知って 

いたので、 話 を 聞いて 驚く より、 無念の 涙が 早かった 

ので ある。 

だより 

と 書生 はまた、 内々 はがき 1K 見た ような ものへ、 投 


書 をす る 道楽が あって、 今日 当り 出そう な処 と、 床の 

せんぐり 

中から 手ぐ すね を 引いた が、 寝坊 だから、 奥へ 先 繰に 

なった の を、 あとで 飛附 いて 見る と、 あたかも その 裏 

へ、 目的物が 出る 害の、 三の 面が 一 小 間切 抜いて ある 

がっか リ  い たずら  きわま 

ので、 落胆した が、 いや、 この 悪戯、 嬢 的に 極 つたり、 

うらみ  かえ リ 

と 怨恨 骨髄に 徹して、 いつもより 帰宅の 遅い の を、 玄 

関の 障子から 睨め 透して 待 構えて、 木戸 を 入った の を 

追 かけて 詰問に 及んだ ので、 その 時のお 妙の 返事と い 

すま 

うのが、 ああ、 私よ。 と 済した ものだった。 

それ を また ひとりで ここで 見直しつつ、 半ば過ぎる 

しばらく 

と、 目 を 外ら して、 多 時 思 入った 風で あつたが、 ば さ 


ひつ さ  ほう 

ば さと 引裂いて、 くるりと 丸めて ハタと 向う 見ずに 投 

ちと  こうちり 

リ出 すと、 もう ーッの 柱の 許に、 その 蝙蝠傘に 掛けて 

ある、 主税の 中折帽へ 留まった ので、 

「憎らしい ごと 顔 を 赤め て、 刎ね 飛ばして、 帽子 を 取つ 

まこ リ 

て、 袖で、 ばた ばた と 埃 を 払った。 

書生が、 すつ 飛んで、 格子 を 出て、 どこへ 急ぐ のか、 

お 妙の 前 を 通り かけて、 

「えへ へ へ ご 

その 時お 妙 は、 主税の 蝙蝠傘 を 引 抱えて、 

「どこへ 行く の ご 

「車屋 へ 大急ぎで w  J ざ います。 」 


とうさん 

「あら、 父上 はお 出掛け ご 

「いいえ、 車 を 持たせて、 アバ 大人 を 呼びます ので、 

ま ま TT5 」 


はなむけ 

五十 五 

媒妁人 は 宵の口、 燈火を 中に、 酒 井と さしむかいの 

坂 田 礼 之 進。 


こと 

「唯今 は 御 使で、 特にお 車 をお 遣わしで 恐縮に ごわり 

ます。 実はな、 ちょと 私用で 外出 をいた しおりました 

が、 俗に かの、 虫が知らせる とか 申す ような 儀で、 何 

か、 心 急ぎ、 帰宅いた します ると、 門口に 車が ごわり 

らいかく 

まして、 来客 かと 存じ ましたれば、 いや、」 と、 額を撫 

でて 笑う のに 前歯が 露出。 

「はは はは、 すなわち 御 持せ のお 車、 早速 間に合い ま 

した。 実は 好都合と 云って 宜しい ので、 これと 申す も、 

ひとえ  しるし 

偏に 御 縁の ごわ リ まする 兆で ごわり まするな、 は 

あ、」 

酒 井も沴 らしく 威儀 を 正して、 


「お 呼 立て 申して 失礼です が、 家内が 病気で 居 ますん 

まきたばこ 

で、」 と、 手 を 伸して、 卷莨 をぐ つ、 と 抜く。 

「時に、 いかがで ごわり まするな、 御 令室 御 病気 は。 

御 勝れ 遊ばさん 事 は、 先達ての 折 も 伺いまして ごわり 

ましてな。 河 野で も 承り 及んで、 英吉 君の 母な ども 大 

きに お案じ 申して おります。 どういう 御 容体で いらつ 

わたくし  つかまつ 

しゃります るか、 私 も その、 甚だ 心配 を 仕 ります 

るので、 は あ、」 

「別に 心配なん じゃあり ません。 肺病で も 癩病で もな 

いんです から ご 

うつむ 

と 先生 警抜な こと を 云って、 俯向き ざまに 、灰 を 払つ 


ゆんで  かいこ 

たが、 左手 を 袖口へ 搔 込んで 胸 を 張って 煙 を 吸った。 

かしこま  はリ ひじ 

礼 之 進 は、 畏 つた ズボンの 膝 を、 張 肱の 両手で 二つ 

叩いて、 ス— と 云った ばかりで、 斜めに 酒 井の 顔 を 見 

込む と、 

「たかだか 風邪の こじれで すご 

ちと 

「その 風邪が 万病の 原 じ や、 と 誰でも 申す ことで ごわ 

まったく 

ります るが、 事実で な。 何分 御注意な さらん となり ま 

せんご 

と 妙に 白けた 顔が、 燈 火に 赤く 見えて、 

「では、 さように 御 病中で ごわり まして は、 御 縁 女の 

事に 就きまして、 御 令室と まだ 御 相談 下さります 間 も 


ごわり ません ので？」 

そ び  くち ぷ り 

と 重々 しく 素 引き かける と、 酒 井 は 事も無げな 口吻 _ 

「いや、 相談 はしました よご 

「はは あ、 御 相談 下さりました か。 それ は、」 と 頤を揉 

んで、 ス— と 云って、 

おぼしめし 

「御 令室の 思 召 はいかが で ごわり ましょう か。 実は 

な、 かような 事 は、 打明けて 申せば、 貴下よ リ御 令室 

の 御意 向が 主で ごわり まする で、 その 御言 葉 一 ッが、 

いかがの 極まり まする 処で、 推 着けが ましゅう ごわり 

ますが、 英吉 君の 母 も、 この 御 返事 …… と 申します る 

より、 むしろ 黄道吉日 をば 待ちまして、 唯今 もって、 


こちら  とうりゅう 

東京に 逗留 いたして おります る 次第で。 は あ。 御 令 

室の 御言 葉 ーッ で、」 

せわ  すす 

と、 意気込んで、 ス— と 忙しく 啜って、 

「何 か、 私 まで も、 それ を 承ります るに 就いて、 こ 

とどろ 

のな、 胸が 轟く で ごわ リ まする が、」 

と 熟と 見据える と、 酒 井 は 半ば 目 を 閉じながら、 

ほ 力 

「他なら ぬ 先生の 御 口 添 じゃある し、 伺った 通りで、 

河 野さん の 方 も 申 分 も 無い 御 家です。 実際、 願っても 

ない 良縁で、 もとより かれこれ 異存の ある I 舌 はあり ま 

せんが、 ただ 不束な 娘です から、」 

「いや、 いや、」 


■V  おおき  ま ず 

と 頭 を 棹って、 大に 発奮み、 

「とんだ 事で ごわり ます、 怪し かりま せんな、 河野英 

吉 夫人 を、 不束な どと 御意な されます ると、 親御の 貴 

下のお 口で も、 坂 田 礼 之 進聞棄 てに 相 成りません、 は 

はは は。 で、 御 承諾 下さります かな ご 

「家内 は 大喜び で 是非とも 願 い た いと 言 いますよ。 」 

ふすま  そ  やわらか きぬ  け は い 

時に 襖に 密と 当った、 柔な 衣の 気勢が あった I 

I それ は 次の 座敷からで —— 先生の 二階 は、 八 畳と 六 

ふた ま 

畳 二 室で、 その 八 畳の 方が 書斎で あるが、 ここに 坂 田 

あがりぐち 

と 相対した の は、 壇から 上 口 の 六 畳の 方。 

礼 之 進 はまた 額に 手 を 当て、 


「いや、 何とも。 私 大願成就 仕りました ような 心 持 

で。 お 庇 を 持ちまして、 痘痕が 栄える で ごわり まする。 

ま  ま ま 」 

道学 先生が、 自 から その 醜を唱 うる は、 例と して 話 

の 纏まった 時に 限る のであった。 

五十六 

望んでも 得難き 良縁で 異存な し、 と あれば、 この 縁 

談 はもう 纏 つた ものと、 今までの 経験に 因って、 道学 

者 はしか 心得る のに、 酒 井が その 気骨 稜 々たる 姿に 


似ず、 悠然と 構えて、 煙草の 煙 を 長々 と 続ける 工合が、 

どうも まだ 話の 切目で はなさ そうで、 これから 一 物 あ 

くすぐ 

るら しい、 底の 方の 櫟 つた さに、 礼 之 進 は、 日 一 日 

あるき 

歩行 廻る、 ほ とぼりの 冷め やらぬ、 靴 足袋の 裏が 何と 

なく 生 熱い。 

坐った 膝 を もじもじ さして、 

「ええ、 御 令室が 御 快諾 下されました となります ると、 

あなた  おぼしめし 

貴下の 思 召 は ご 

た め 

ち つ とも 猶予ら わずに、 

もんく 

「私に 言 句の あろう 害はありません ご 

「は あ、 成程、」 と 乗 かかった が、 まだ 荷が 済まぬ。 こ 


れで 決着し なければ ならぬ 訳 だが …… 

「します ると、 御 当人、 妙 子 様で ごわり まする がご 

「娘 は 小児です。 箸 を 持って、 婿 を はさんで、 アンと 

お開き、 と哺 めて やる ような 縁談です から、 否 も応も 

あ つ たもん じゃありません ご 

こきざみ 

と 小 刻に 灰 を 落した が、 直ぐに また 煙草に する。 

たま  ゆす 

道学 先生、 堪 りかね て、 手 を 握り、 膝 を 揺って、 

「では、 御両親 はじめ、 御 縁 女に も、 御 得心 下され ま 

したれば、 直ぐ 結納と 申す ような 御 相談 はいかが な も 

ので ごわり ましょう か。 善 は 急げで ごわり まする で。」 

と 講義の 外の 格言 を 提出した。 


「先生、 そこです よご と 灰 吹に、 ずい と 突 込む。 

「成程、 就きまして、 何 か、 別儀が ご 

「大有り。 (と 調子が 砕けて、) 私 ども は 願う 処の御 縁 

であるし、 妙に も かれこれ は 申させません。 無論です 

ね、 お前、 河 野さん の 嫁に な るんだ。 はい、 と 云う に 

ほ 力 

間違いはありません が、 他に もう 一人、 貴下から お 話 

し 下す つて、 承知 を させて 頂きたい ものが あるんで す _ 

どうでしょう、 その 者へ 御 相談 下さる わけに 参り ま 

しょうか ご 

「お 易い 事で。 何で ごわり まする か、 どちら ぞ、 御 親 

類で でもお あんな さります るなら ば、 直ぐに この 足で 


龃 着けましても 宜し ゆう 存じます るで。 ええ、 御 姓名 

御 住所 は 何とお つし やる？」 

すま い 

「住居 は 飯 田 町です が、」 

そび 

と 云う 時、 先生の 肩が やや 聳えた。 

「早瀬です よご 

「御門 生 ご と、 吃驚す る。 

「掏摸 一件の 男です ご と 意味 ありげ に 打 微笑む。 

がんしょく 

礼 之 進、 苦り切った 顔色 で、 

「へへ い、 それ はまた、 どういう 次第で ごわり まする 

か、 ただ 御門 生と 承り ましたが、 何ぞ 深し き 理由で も 

おありな さります と 云う …… 」 


「理由 も 何にもありません。 早瀬 は 妙に 惚れて いま 

すご と 澄まして 云った、 酒 井 俊 蔵 は 世に 聞え たる 文学 

士 である。 

道学者 は アツと 痘痕、 目 を 円かに して 口 をつ ぐむ。 

「実の 親より、 当人より、 ぞッ こん 惚れて る 奴の 意向 

に 従った 方が 一 番 間違が 無くって 宜しい。 早瀬が この 

縁談 を 結構 だ、 と 申せば、 直ぐに 妙 を 差 上げます よ。 

い  たち どころ  ひ 

面倒 は 入らん。 先生が 立処に 手を曳 いて、 河 野へ 連 

れて お出でな すって 構いません。 早瀬が や 可い、 と 云 

えば、 断然お 断り をす るまでで すご 

黙って はいられない。 


「します ると、 その、」 

と 少し 顔の 色 も 変えて、 

「御門 生 は、 妙 子 様に …… 」 と、 あと は 他人で もい さ 

さか 言い かねて 憚った の を、 …… 酒 井 は 平然として、 

ひと つ  わがまま 

「惚れて いますと もさ。 同一 家に 我儘 を 言合って 一 所 

に 育って、 それで 惚れなければ どうかして いるんで す。 

きょうだい 

もっとも その 惚方 —— 愛 —— はですな、 兄妹の ようか、 

いとこ  しゅうじゅう 

従兄 妹の ようか、 それとも 師弟の ようか、 主従の よ 

うか、 小説の ようか、 伝奇の ようか、 そこ は 分り ませ 

んが、 惚れて いるに や 違いない のです から、 私 は、 親、 

伯父、 叔母、 諸 親類、 友達、 失礼 だが、 御 媒酌人、 そ 


んな ものの 口に 聞いたり、 意見に 従ったり する ょリ は、 

一 も 二 もない、 早 手 廻し に、 娘の 縁談 は、 惚れて る 男 

に 任せ るんで す。 いかがでしょう、 先生、 至極 妙策 じ や 

りょうけ/? 

ありま せんか。 それとも また 酒飲みの 料簡でしょう 

ゝ o  _ 

力 」 

じょうだん  く ぎ 

と 串戯 のように 云って、 ちょ つと 口 切った が、 道学 

者の 呆れて 口が 利け ない のに、 押 被せて、 

「さ つばり とそうして 下さい。」 

五十 七 


「貴下、 ええ、 お 言葉で は ごわ リ まする が、 ス—」 と 

頰の 窪む ばかりに 吸って、 礼 之 進、 ねつね つ、 …… 

「さようい たします ると、 御門 生 早瀬 子が 令嬢 を 愛す 

ると 申して、 万一 結婚 をいた したいと 云うよう な 場合 

におき まして は …… で ごわり まする …… その 辺 はいか 

おぼしめし 

がお 計らいな されます る 思 召 で ごわり まするな ご 

「勝手にさせます ご と 先生 言下に 答えた。 

おび や 

これに また 少なからず 怯 かされて、 

「しま するとい うと、 貴下 は 自由結婚 を 御 賛成で ご 

「いや、」 

「は あ、 いかような 御 趣意に 相 成ります るか ご 


「私 は，^ 嫁の 方です よご と 酒 井 は 笑う。 

「許嫁？ では、 早瀬 子と、 令嬢と は、 許嫁で お 把な 

されます ので ご 

「決して そんな 事はありません。 許嫁 は、 私と 私の 家 

内と です。 で、 二人とも それに 賛成 …… です か。 同意 

だった から、 夫婦に なり ましたよ。 妙の 方 は どんな 料 

簡 だか、 更らに 私に は 分りません。 早瀬と くッ ついて、 

それが 自由結婚なら、 自由結婚、 誰かと 龃落を すれば、 

それ は蚯落 結婚、」 と 澄ました ものである。 

ごじょう だん  きょ うげ き 

「へへ へ、 御串戯 で。 御 議論が ちと 矯激で ごわり ま 

しょう！ 一 


「先生、 人の 娘 を、 嫁に 呉れい、 と 云う 方が かえって 

矯激です な、 考えて 見る と。 けれども、 習慣 だからち つ 

あやし 

とも 誰も 怪 まんので す。 

貴下から 縁談の 申込みが ある。 娘に は、 惚れて る 奴 

とりき 

が 居ます から、 その 料簡 次第で 御 話 を 取 極める、 と 云 

だしぬけ  よ め 

うに、 不思議 はありますまい。 唐突に 嫁入らせ ると、 

そ のぞつ こんであった 男が、 いや、 失望 だ わ、 懊悩 だ 

わ、 煩悶 だ わ、 、u つた、 転んだ、 とと かく 世の中が 面 

倒 臭く つ て 不可ん のです ご 

「で、 ごわり まする が、 この 縁談が 破れます ると、 早 

瀬 子 は それで 宜しい として、 英吉 君の 方が、 それ こそ 


同じように、 失望、 懊悩、 煩悶いた しまし ようで、 … 

…その 辺 も 御 勘考 下さります るよう にご 

「大丈夫、」 

と 話 は 済んだ ように 莞爾 して、 

「昔から 媒酌人 附の 縁談が 纏まらなかった 為に、 死ぬ 

ためし 

の、 活き るの、 と 云った 例はありません。 騒動の 起る 

きま 

の は、 媒酌人な しの 内証の 奴に 極った ものです ご 

「は あ、」 

と 云って、 道学者 は 口 を 開いて、 茫然と して 酒 井の 

顔 を 見て いたが、 

「しかし、 貴下、 聞く 処に 拠ります ると、 早瀬 子 は、 


何 か、 芸妓 風情 を、 内へ 入れて おる と 申す で ごわり ま 

する 力 」 

「さよう、 芸妓 を 入れて いて、 自分で 不都合 だと 思つ 

たら、 妙に は 指 もさし ますまい。 直ちに 河 野へ 嫁入ら 

せる 事に 同意 をし ましょう。 それとも 内心、 妙 を どう 

かしたい というなら、 妙と 夫婦になる 前に、 芸妓と 二 

人で、 世帯の 稽古 をして いるんで しょう。 どちらと も 

あいつ  ある い 

彼奴の 返事 をお 聞き 下さい。 或 は、 自分、 妙 を 欲しい 

ほ 力  や  いか 

ではない が、 他なら 知らず 河 野へ は 嫁つ ちゃ 不可ん、 

と 云えば、 私 もお 断 だ。 どの 道、 妙に 惚れて る 奴 だ 

から、 その 真実 愛して いるものの 云う こと は、 娘に 取つ 


かみ ほとけ  おつげ  おんな じ 

て は、 神仏の 御 託宣と 同一です ご 

形勢 かくの ごとくん ば、 掏摸の 事な ど 言い出したら、 

まっか 

なおこの 上の 事の 破れ、 と 礼 之 進行 詰って 真 赤に なり、 

「是非が ごわり ませぬ。 ともかく、 早瀬 子 を 説き まし 

て、 更 めて 御 承諾 を 願おう で ごわり まする。 が、 困リ 

ましたな。 ええ、 先刻 も 飯 田 町の、 あの 早瀬 子の 居ら 

るる 路地 を、 私 通りが かりに 視 きます ると、 何 か、 

魚屋 体の ものが、 指図 をいた して、 荷物 を片 着けお り 

まする 最中。 どこへ 引越される、 と 聞きましたら、 (引 

よに  しぎ 

越 すんじ やない、 夜遁 げだい。) と 怒鳴ります 仕 誼で、 

一 向 その 行 先 も 分りません がご 


►  J ぅぜ ん 

先生 哄然として、 

「はは はは、 事実です よ。 掏摸の 手伝い をした とかで、 

馬鹿野郎、 東京に は 居られ なくなって、 遁 げたんで す。 

いとまごい 

もうこ ちらへ も 暇 乞に 来ました が、 故郷の 静 岡へ 引 

込む、 と 云って いました から、 河 野さん の 本宅と 同郷 

でしよう。 御 相談な さるに は 便宜 かも 知れません。 … 

…御 随意に、 —— お 引取 を ご 

なこうど  ハンケ チ 

ああ、 媒酌人に は 何が なる。 黄色い 手 巾 を 忘れて、 

礼 之 進の 帰る の を、 自分で 玄関へ 送出して、 引返して、 

二階へ 上った、 酒 井が 次の その 八 畳の 書斎 を 開ける と、 

つ  かしこま 

そこに は、 主税 が、 膳の 前に 手 を 支いて、 畏 つて 落 


そば 

涙しつつ 居た ので ある。 夫人 も 傍に。 

先生 はっかつ かと 上座に 直って、 

「謹、 酌 をして やれ。 早瀬、 今の はお 前へ 餞別 だ ご 

五十八 

やみ  お ぼっか 

主 税は心 も 闇だった ろう、 覚束なげ な 足 取で、 

はしごだん 

階 子 壇 をみ しみし と 下りて 来て、 もっとも、 先生と 夫 

ひとま 

人が 居らる る、 八 畳の 書斎から、 一室 越し 袋の 口 を 開 

いたよう な 明 は 射す が、 下 は 長 六 畳で、 直ぐ そこが 玄 

関の、 書生の 机 も 暗かった。 


さすが は 酒 井が 注意して  早瀬へ 贐 、 にす る 為 

だった —— 道学者との 談話 を 漏 聞かせまい ため、 先ん 

じて、 今夜 は それとなく 余所へ 出して 置いた ので。 羽 

織の 紐 は、 結んだ かどう か、 まだ 帰らぬ。 

よろよろ 

酔って はいない が、 蹌踉 と、 壁へ 手 をつ くば かりに 

まっくら  おもい 

して、 壇 を 下り 切る と、 主税は 真暗な 穴へ 落ちた 思が 

もろひざ  つ 

して、 がっくり となって、 諸膝 を 支こうと したが、 先 

生 は ともかく、 そこまで 送り出そう とした 夫人 を、 平 

に、 と 推 着ける ように 辞退して 来た もの を、 ここで 

ちゅうちょ 

躊躇して いる 内に、 座 を 立 たれて は 恐 多い、 と 心 を 

ひった  おおまた 

引立てた 腰 を、 自分で 突飛ば すごと く、 大 跨に 出合 頭。 


さ つ  ふすま  め りんす 

颯と 開いた 襖 とともに、 唐 縮緬 友染の 不断 帯、 格子 

めいせん 

の 銘仙の 羽織 を 着て、 いっか、 縁日で 見た ような、 三 

とし  た  すきから す 

ッ四ッ 年紀の 長け た 姿。 円い 透 硝子の 笠の かかった、 

ランプ  つ  かあさん 

背の 高い 竹 台の 洋燈 を、 杖に 支く 形に 持って、 母 様の 

いま  つ  ようす 

居室から、 衝と 立ち ざまの 容 子であった。 

お 妙の 顔 を 一 目 見る と、 主 税は物 を も 言わないで、 

そのまま そこへ、 膝 を 折って、 畳に 突 伏す がごと く 会 

釈を すると、 お 妙 も、 黙って 差 置いた 洋燈の 台 擦れに、 

さき  たもと 

肩 を 細う して 指の 尖 を 揃えて 坐る、 袂 が 畳に さらり 

と 敷く 音。 

い ん ぎん 

こんな 慇憝な 挨拶 をした の は、 二人とも 二人に は 


はじめて  くッっ 

最初で。 玄関の 障子に ほとんど 裾の 附着く 処で、 向い 

合って、 こうして、 さて 別れる ので ある。 

と主税 が、 胸 を 斜めにして、 片手 を 膝へ 上げた 時、 

ともしび 

お 妙の リボン は、 何の 色 か、 真白な 蝶の よう、 燈 火の 

うつろ う 影 に 、 黒髪 を 離れ て ゆらゆらと 揺め いた。 

「もう 帰る の？」 

と 先へ 声 を 懸けられて、 わずかに 顔 を 上げて お 妙 を 

おもかげ 

見た が、 この 時の 俤 は、 主 税が世 を 終る まで、 忘れ 

まじき ものであった。 

えもん 

机に 向った 横 坐りに、 やや 乱れた か 衣紋 を 気にして、 

うすらさむ 

手で ちょいちょいと 搔 合わせる のが、 何やら 薄 寒 そ 


と リなリ  まっくろ  かきつ はた  か 

うで 風采 も 沈んだ のに、 唇が 真黒だった は、 杜若を 描 

しずく  えん  なま 

く 墨の、 紫の I 卞を 含んだ のであろう、 艷に媚 めかし く、 

且つ 寂しく、 翌日の 朝 は 結う 害の 後れ毛 さえ、 眉 を 掠 

めて はら はらと、 白き 牡丹の 花片に 心の 影の たたずま 

える。 

「お嬢さん ご 

「  」 

「御機嫌 宜 うご 

なさけ 

「貴下 も。」 とた だ 一 言、 無量の 情が 籠った ので ある。 

靴 を 穿いて 格子 を 出る の を、 お 妙 は 洋燈を 背に して、 

かまち  つか  じつ 

框の 障子に 摑 まって、 熟と 視 くように 見送りながら、 


「さようなら。」 

いきおい 

と 勢 よく 云った が、 快く 別れ を 告げた ので はなく、 

ともだち 

学校の 帰りに、 どこかで 朋 達と 別れる 時の ように、 か 

かる 折に はこう 云う ものと、 規則で 口へ 出た のらし い。 

格子の 外にち らちら した、 主税の 姿が、 まるで 見え 

す  さま 

なくなつ たと 思う と、 お 妙 は 拗ねた 状に 顔 だけ を 障子 

で 隠して、 そのつ かまった 縁 を、 する する 二三 度、 烈 

しく 掌 で 擦った が、 背 を 捻って、 切なそう に 身 を 曲 

げて、 遠い 所の ように、 つい 襖の 彼方の 茶の間 を視く 

わき 

と、 長火鉢の 傍の 釣 洋燈の 下に、 ものの 本に も 実際に 

おさん 

も、 約束 通りの 女中の 有様。 


さ つ さ 

ちょいと、 風邪 を 引く よ、 と 先刻から、 隣 座敷の 机 

に恁 つか かって 絵 を 描きながら、 低声で 気をつけた そ 

の 大揺れの 船が、 この 時、 最早 や 見事な 難船。 

お 妙 は その 状 を 見定める と、 何 を 穿いた か 自分 も 知 

ら ずに、 スッと 格子 を 開ける が疾 いか、 身 動ぎ に 端が 

しごき  くれない 

解けた、 しどけ ない 扱 帯の 紅 。 

五十 九 

「厭よ、 主税 さん、 地方へ 行って は ご 

とお 妙の 手 は、 井戸端の 梅に 鎚 つたが、 声 は 早瀬 を 


せき 留める。 

「  」 

「厭 だ わ、 私、 地方へ なん ぞ 行って しまって は ご 

あたり  やみ  ぼう 

主税は 四辺 を 見た のであろう、 闇の 青葉に 帽子が 動 

いた。 

「直き 帰って来 るんで すから ね、 心配し ないで 下さい 

よご 

じさ 

「だって、 直 だって、 一月 や 二月で 帰って来 やしない 

ん でしよう ご 

「そり や、 家 を 畳んで 参 るんで す もの。 二三 年 は 引 込 

みます 積り です ご 


「厭ね え、 二三 年。 …… 月に 一度ぐ らい は 遊びに 行つ 

た 日曜 さえ、 私、 待 遠し かったん だもの。 そんな、 二 

年 だの、 三年 だの、 厭 だ わ、 私 ご 

しさ い 

お 妙 は 格子戸 を 出る まで は、 仔細ら しく 人目 を 忍ん 

だよう だけれ ども、 こうなる と あえて 人聞き を 憚る 

ごとき、 低い 声ではなかった のが、 ここで 急に 密 りし 

て、 

あなた  とうさん 

「あの、 貴下、 父 様に 叱られて、 内証の …… 奥さん、」 

「え え！」 

「その 方と 別れた から、 それで 悲 くな つて 地方へ 行つ 

てし まう のじ やない の、 ええ、 じ やなく つて？」 


「  」 

「それなら ねえ、 辛抱な さいよ。 母 様が、 その 方 もお 

可哀相 だから、 ゆい 折に、 父 様に そう 云って、 一所に 

して 上げる つて 云って るんで すよ。 私が ね、 (お 酌 さ 

ん。) をして、 沢山お 酒 を 飲まして、 そうして、 その 時 

き 

に 頼めば 可い のよ、 父 様が 肯 いて くれます よご 

こぼ 

「 …… 罰、 罰の 当った 事 を おっしゃる！ 私 は 涙が 溢 

れ ます、 勿体ない。 そり やもう、 先生の 御意 見で 夢が 

さめ 

覚ました から、 生れ 代りました ように、 魂 を 入 替えて、 

これから 修行と 思い ましたに、 人 は 怨みません。 自分 

お ち ど  す リ 

の 越度 だけれ ど、 掏摸と、 どうしたの、 こうした の、 


さ 

という 汚名 を 被て は、 人中へ は 出られません。 

先生 は、 かれこれ 面倒 だったら、 また 玄関へ 来て お 

れ、 置いて やろう、 とおつ しゃって 下さいます けれど 

さわが 

も、 先生のお 手許に 居て は、 なお 掏摸の 名が 世間に 騒 

しくなる ばかりです。 

卑怯な ようです けれど、 それより は 当分 地方へ 引 込 

んで、 人の 噂 も 七十 五日と 云う の を、 果敢ないながら、 

頼みに します 方が、 万全の策 だ、 と 思います から、 私 

ステ イシ ョ ン 

は、 一 日 旅行して さえ、 新橋、 上野の 停車場に 着く と 

拝みたい ほど 嬉しくな ります、 そんな 懐 い 東京です 

が、 しばらく 分れねば なりません ご 


「厭 だ わ、 私、 厭、 行つ ちゃ ご 

ことば  つるべ  しずく 

言が 途絶える と、 音が した、 釣瓶の I 卞が 落ちた の 

である。 

さしう つむ  ほの 

差 俯向く と、 仄かに お 妙の 足が 白い。 

「静 岡へ 参って 落着いて、 都合が 出来ます と、 どんな 

あばら や 

茅屋の 軒へ でも、 それ こそ 花 だけ は 綺麗に 飾って、 

ウエルカム  あなた 

歓迎 をし ますから、 貴 娘、 暑中休暇に は、 海水浴に い 

らし つ て 下さい。 

江 尻 も 興津も 直き そこ だし、 まだ 知りません が、 久 

能 山 だの、 竜 華 寺 だの、 名所が あって、 清 見 寺 も、 三 

保の 松原 も 近いんで すから、」 


富士の 山と 申す、 天までと どく 山 を 御 目に かけます 

るまで、 主税は 姫を賺 して 云った。 

「厭 だ わ、 そんな 事よりか、 私、 来年 卒業す ると、 も 

う あんな 学校 や 教頭なん か 用 は 無 いんだから、 そうす 

ると、 主税 さんの 許へ、 毎日 朝から 行って、 教頭なん 

かに 見せつ けて やる のにね え。 口惜しい わ、 攫 徒の 仲 

間 だの、 巾着 切の 同類 だのって、 貴 郎の事 をそう 云う 

のよ。 そして、 口 を 利い ちゃ 不可い つて、 学校の 名誉 

に 障る つて 云う のよ。 可う ござんす、 帰途に 直ぐに、 

早瀬さん へ 行って ぃッ つけて やる つて、 言おうかと 

思った けれど、 行状 点 を 減 かれる から。 そうすると、 


まけ 

お 友達に 負る から、 見っともな いから、 黙って いたけ 

れど、 私、 泣いた の。 主税 さん。 卒業したら、 その 日 

から、 (私 も 掏摸 かい、 見て 頂戴。) と、 貴下の 二階に 

かたき 

居て 謦 を 取って やりたかった に、 残念 だ わね え ご 

と 擦 寄つ て、 

「地方へ 行かない 工夫 はない の？」 と 忘れた ように、 

もた  す 力 

肩に 凭れて、 胸へ 鎚 つたお 妙の 手 を、 上へ 頂く がごと 

ゆびわ  つ 

くに 取って、 主税は 思わず、 唇 を 指環に 接け た。 

「忘れません。 私 は 死んでも 鬼に なって ご 

君の 影身に 附 添わん、 と 青葉 を さらさらと 鳴らした 

ので ある。 


「おっと、 ここ、 ここ、 飯 田 町の 先生、 こっち だ、 こつ 

ち： L こ、 まま まま。 」 

ステ イシ ョ ン 

十二時 近い 新橋 停車場の、 まばらな、 陰気な 構内 も、 

冴 返る 高調子で、 主 税を呼 懸けた の は、 め 組の 惣助。 

手荷物 はすつ かり、 このい さみが 預 つて、 先へ 来て 


おおき  しな かばん 

待合 わせた ものと 見える。 大な 支那 革飽を 横倒しに 

ポオ トフ オリ ォ 

して、 えいこら さと 腰 を 懸けた。 重荷に 小 附の折 革飽、 

慾 張って 挟んだ 書物の、 背の クロ ォスの 文字が、 伯林 

の、 星の 光 はかく ぞ とて、 きらきら 異彩 を 放つ の を、 

ひょうたん 

瓢簞 式に 膝に 引 着け、 あの 右 角の、 三等 待合の 入口 を、 

叱られぬ だけに 塞いで、 樹 下石 上の 身の 構え、 電燈の 

つらつき  おみつ  い 

花見る 面色、 九分九厘に 飲酒たり 矣。 

ち と 

あれで は、 我慢が 仕切れまい、 真砂 町の 井筒の 許で、 

青葉 落ち、 枝 裂けて、 お 嬢と 分れて 来る 途中、 どこで 

飲んだ か、 主税も 陶然た る もので、 かつと 二等 待合室 

のぞ  かれ 

を、 入口から 帽子 を 突 込んで 視く処 を、 め 組は渠 のい 


ひとこと 

わ ゆる (こっち。) から 呼んだ ので。 これが 一 言で ブ— 

ン と 響く ほど 聞え たので あるから、 その 大音ゃ 思う ベ 

し。 

「や あ、 待たせた な あご 

主税 も、 こうなる と 元気な ものな リ。 

ドッコ イシ ョ、 と 荷物 は置棄 てに 立って 来て、 

「待たせた ぜ、 先生、 私 あ 九 時から 来て いたご 

「退屈したろう、 気の毒だった いご 

「うん や、 何 ご 

はんてん  はす 

と ニヤ リ として、 半纏の 腹 を 開ける と、 腹 掛へ斜 つ 

しごう びん 

かいに、 正宗の 四 合罎、 ト 内証で 見せて、 


「これ だ、 訳 やねえ、 退屈 をす る もんか。 時々 喇叭 を 

き 

極めち や あね、」 

むこうはちまき  ふ 

と 向顱巻 の 首を掉 つて、 

うり さげぐ ち  ベ っぴん 

「切符の 売 下 口 を 見物で さ。 はは は、 別嬪さん の、 お 

めえ  まっしろ 

前さん、 手ば かりが、 あすこで、 真白に こうちら つく 

工合 は、 何の 事 あねえ、 さしがねで 蝶々 を 使う か、 活 

みもの  ぁリ がて 

動 写真の 花火と 云う もんだ、 見物 だね。 難 有え。 はは 

ま ま 」 

「馬鹿 だな、 何 だと 思う、 お 役人 だよ、 怪しからん ご 

たしな 

と 苦笑い をして 鎂 めながら、 

うち 

「家 はすつ かり 片附 いたかい、 大変だった ろうご 


いくさ 

「戦 だ、 まるで 戦 だね。 だが、 何 だ、 帳場の 親方 も 来 

ひきこ  あか リ  つ  めえ  ランプ 

リゃ、 挽 子 も 手伝って、 燈の 点く 前に や 縁の下の 洋燈 

の 破れまで 掃 出した。 何 を どうして 可 いんだ か、 お前 

さん、 みんな 根 こそぎ 敲き 売れ、 と 云う けれど、 そう 

は 行かね え やね。 蔦 ちゃんが、 手 を 突 込んだ 糠味噌な 

うつち や  おし  かか あ 

んざ、 打棄 るの は惜 いから、 車屋の 媽々 に 遣り さ。 お 

仏壇 は、 蔦 ちゃんが 人手に や 渡さね え、 と 云う から、 

私 は 引 背負って、 一度 内へ 帰った がね、 何 だって、 お 

前さん、 女人禁制で、 蔦 ちゃんに、 采を掉 せね えで、 

むず 

城 を 明 渡 すんだ から、 煩 かしい や。 長火鉢の 引出し か 

ら、 紙に くるんだ、 お前さん、 仕つ け 糸の、 抜 屑 を 丹 


ひん まる 

念に 引 丸めた のが 出た のに や、 お 源 坊が泣 出した。 こ 

ん なに 御新造 さんが 気をつけて なすった お 世帯 だの 

にッ て、 へん、 遣って や あがら。 

ええ、 飲みました とも。 鉄砲 巻 は 山に 積む し、 近所 

さかなや  かつお  まぐろ いき 

の肴屋 から、 鰹 は ござつ てら、 鮪の 活の 可い やつ を 

きれあじ 

目 利して、 一 土手 提げて 来て、 私が 切味 をお 目に かけ 

ぴん 

たね。 素敵な 切味、 一 分 だめし だ。 転がす と、 一 が 出 

はちめ え 

ようとい うやつ を 親指で なめず リ ながら、 酒 は 鉢 前で、 

焚火で、 煮燜 だ。 

さあ、 飲めって え、 と、 三人で 遣り かけ ましたが、 

景 気づ いたから 手明きの 挽 子ども を 在りった け 呼で 来 


た。 薄暗い 台所 を 視く奴 あ、 音 羽から 来る 八百屋 だつ 

て。 こっちへ 上れ。 豆腐 ィ もお 馴染だろう。 彼奴 

背負 引け。 や あ、 酒屋の 小僧 か、 き 様 喇叭 節 を 唄え。 

すま  けえ 

面白え、 となった 処へ、 近所の 挨拶 を 済して、 帰って 

来た、 ぉ源坊 がお 前さん、 1 枚 着換えて、 お 化粧 をし 

のみと リ まなこ  こぎれ 

ていたろう じゃありません か。 蚤 取 眼で 小 切 を 探し 

て、 さっさと 出て でも 行く 事 か。 御 奉公のお なごりに、 

皆さんお 酌、 と 来たから、 難 有え、 大日 如来、 己が 車 

に 乗せて やる、 いや、 私が、 と 戦 だね。 

戦と 云 や あ、 音 羽の 八百屋 は 講釈の 真似 を 遣った、 

親方が 浪花節 だ。 


ああ、 これが お 世帯 をお 持ちなさい ますお 祝いだ つ 

たら、 とお 源坊が 涙ぐんだ しおら しさに。 お前さん、 

有象無象が 声 を 納めて、 しんみりと したろう じ やねえ 

か。 戦 だね。 泣く やら、 はは はは はは、 笑う やら、 は 

六十 一 

「そこでお 前さん、 何 だって、 世帯 をお 仕舞えな さる 

ん だか、 金銭ず くなら、 こち とらが 無尽 をした つて、 

此 {が の 御 夫婦に 夜遁 げなん ぞ させ るん じ やねえ、 と 


いっち  なリ 

一番し みつたれ た 服装 をして、 銭の 無 さそうな 豆腐屋 

が 言わ あ。 よくした もんだ ね。 

銭金ず くなら、 め 組が ついて る、 と 鉄砲 巻の 皿 を 

まんなか 

真中へ 突出した、 と 思いね え。 義理に や 叶わね え、 

御新造の 方 は、 先生が 子 飼から 世話になった、 真砂 町 

さんと 云う、 大 先生が 不承知 だ。 聞きね え。 師匠と 親 

は 無理な ものと 思え、 とお 祖師 様が 云った とよ。 無理 

ごもっとも 

でも 通さに やなら ねえ 処を、 一々 御尤 なんだから、 一 

言 もな しに、 御新造 も 身 を 退い たんだ。 あんなに ぉ睦 

じかった、 へ へ へ、」 

「おい、 可い 加減に しない かいご 


「可い やね、 お前さん、 遠慮 をす るに や 当ら ねえ、 酒 

屋の 御用 も、 挽 子 連 も 皆 知つ てらな ご 

「なお、 悪い ぜご 

「まあ、 忍け ときね えな。 それ を、 お前、 大 先生に 叱 

られ たって、 柔順に 別れ話に した 早瀬さん も 感心 だろ 

、つ。 

だが、 何 だ、 それで 家 を 畳 むん じ やねえ。 若い 掏摸 

が 遣 損なって、 人中で 面 を 打 たれながら、 お助け、 と 

まばたき  よしき 

瞬 する から、 そこ ァ男 だ。 諾 来た、 と 頼まれて、 紙 

入 を 隠して やった のが 暴露たん で、 掏摸の 同類 だ、 と 

つきえ え 

か 何とか 云って、 旦那 方の 交際が 面倒臭くな つたから、 


引 払って 龃落 だとね。 話 は 間違った かも 知れね え けれ 

ど、 何 だってお 前さん 頼まれて 退かね え、 と 云 や あ 威 

みんな 

勢が 可い から、 そう 云って、 さあ、 おい、 皆、 一番し や 

ん、 と 占める 処 だが、 旦那が 学者なん だから、 万歳、 

と 遣れ。 いよう 旦那 万歳、 と 云う と 御新造 万歳、 大先 

生 万歳で、 ついでにお 源ち やん 万歳 —— まで は 可 かつ 

たがね、 へへ へ、 かかり 合 だ、 その 掏摸 も 祝って やれ。 

可かろう、 」 

ス ティ ショ ン 

と 乗気に なって、 め 組の 惣助、 停車場で 手真似が 交つ 

て、 

「掏摸 万歳 —— と 遣った が、 (すりばん だい。) と 聞え 


きんか 

ましょう。 近火の よう だね。 火事 は どこ だ、 と 木 遣で 

騒いで、 巾着 切 万歳！ と 祝い 直す 処へ、 八百屋と 豆 

腐屋の 荷の 番をしながら、 人だかりの 中へ 立って 見て 

おおやさん  り 

ござった 差配 様が、 お前さん、 苦笑いの 顔 を ひよ つ こ 

り。 これこれ、 火の 用心 だけ は 頼む よ、 と 云う と、 手 

廻し の 可い 事 は、 車屋の かみさんが、 あとへ もう 一度 

はたき  ふ 

払 を 掛けて、 縁側 を 拭き 直そう、 と 云う 腹で、 番手 桶 

に 水 を 汲んで 控えて いて、 ど ぅぞ御 安心 下さ いまし ッ 

さ。 

私 は、 お 仏壇と、 それから、 蔦 ちゃんが 庭の 百合の 

おし  つぼみ 

花を惜 がった から、 荅を 交ぜて 五六 本 ぶらさげて、 お 


かみさん 

源坊 と、 車屋の 女房と で、 縁の 雨戸 を 操る の を 見なが 

ら、 梅 坊主の 由 良 之 助、 と 云う 思 入で、 城 を 明 渡して 

来ました がね。 

世の中に や、 とんだ 唐変木 も 在った もんで、 まだが 

らくた を片附 けて る 最中で さ、 だん 袋 を 穿き あがつ 

た、」 

と 云い かけて、 主 税の扮 装 を、 じろ り。 

「へへ へ、 今夜 はお 前さん も 着って る けれど。 まあ、 

可い や。 で 何 だ、 痘痕の、 お前さん、 しかも 大 面の 奴 

が、 ぬう と、 あの 路地 を 入って 来 や あがって、 空いた 

か、 空い つた か、 と 云 や あがる。 それが 先生、 あいた 


かった、 と 目に 涙で も 何でもね え。 家 は 空いた か、 と 

云 うんで さ。 近頃 流行る けれど、 あり ゃ不鎂 だね。 お 

前さん、 人の 引越しの 中へ 飛込んで、 値なん か 聞く の 

は。 たとい、 何 だ、 ニッ がけ 大きな 内へ 越 すんだ つて、 

まん まつぶ  ま  なご リ  おし 

お 飯粒 を 撒いて やった、 雀 ツ子に だ つ て 残 懐は惜 いや、 

なじみ  ほおずき 

蔦ち やん なんか、 馴染に なって、 酸漿 を 鳴らす と 鳴く、 

ながしもとけ えろ  ふさ 

流 元 の 蛙 はどうしたろう ッて鬱 ぐ じ やねえ かご 

「止せよ、 そんな 事 ご 

と 主税は 帽子の 前 を 下げる。 

まけ 

「まあ さ、 そんな 中へ 来 や あがって、 お 剰に、 空く の 

くちぶり 

を 待って いた、 と 云う 口吻で、 その上 横柄 だ。 


しゃく  おんな じ  おかし 

誰の 癩 に 障る の も 同 一 だ、 と 見えて、 可 笑 ゆうがし 

たぜ。 車屋の 挽 子が ね、 お前さん、 え、 え、 ええ ッて、 

つ んぼ 

人の 悪い ッ たら、 聾の 真似 をして、 痘痕の 極印 を 打つ 

た、 其奴の 鼻 頭へ 横 のめりに 耳 を 突かけ たと 思いね え。 

うち  わめ 

奴 もむ か 腹が立った、 と 見えて、 空いた 家 か、 と 喚い 

たから、 私 ァ階子 段の 下に、 蔦 ちゃんが 香 を 隠して 

おしろい いれ 

置いたら しい 白粉 入 を 引出しながら、 空 家 だい！ と 

怒鳴った。 吃驚 しゃがって、 早瀬 は、 と 聞く から、 夜 

遁げ をした よ、 と 威 かすと、 へへ へ 旦那、」 

め 組 は 極めて 小さい 声で、 

「 私ァ 高利 貸 だ 、 と 思った から … … 」 


話 も 事に こそ よれ、 勿体ない、 道学の 先生 を …… 高 

利 貸。 

六十 二 

あ-た リ 

ちと 黙った か、 と 思う と、 め 組 はきよ ろき よろ 四辺 

を 見ながら、 帰 天 斎が 扱うよう に、 敏捷く 四合罎 から 

さかさま  や  い き  つ 

倒 にがぶ りと 飲って、 呼吸 も 吐かず、 

「それからね、 人 を 馬鹿にし や あがった、 その 痘痕め 

おお- P  おお- P さん 

い、 差配 は どこ だと 聞 きゃあが る。 差配 様 か、 差配 様 

こ こ  あるじ 

は此 家の 主人が 龃落 をした から、 後 を 追つ かけて 留守 


がんしょく 

だ、 と 言ったら、 苦った 顔色 を しゃがって、 家賃 は 

いくら  ぜん 

幾 干 か 知らん が、 前にから、 空いたら 貸りたい、 と 思 

うてお つたん じ や、 と 云う だろう じ やねえ か。 お前 さ 

ん、 我慢なる めえ じ やねえ かね。 こう、 可い 加減に し 

いろ  うち 

ねえ かい。 柳 橋の 蔦吉 さんが、 情人と 世帯 を 持った 家 

だ、 汝 達の 手に 渡す もんか。 め 組の 惣 助と 云う 魚 河 

岸の 大 問屋が、 別荘に する つてよ、 五百両 敷金が 済ん 

で るんだ。 帰れ、 と 喚く と、 驚いて 出て 行った つけ、 

はは はは、 どう だね、 気に入ったろう、 先生。」 

「I 心戯 をす る じ やない かご 

め  いいぐさ 

「だって、 お前さん、 言 種が 言 種な 上に、 図体が 気に 


食わね え や。 しらふの 時だった から、 まだ まあ それで 

済んだ がね。 掏摸 万歳の 時で 御覧 じろ、 えて 吉、 存命 

お ぼっか 

は覚 束ねえ ご 

しゃべ  ききと 

と 図に 乗って 饒舌る の を、 おかし そうに 聞 惚れて、 

しお  みおつ くし 

夜の 潮の、 充ち 満ちた 構内に 潯標の ごとく 千鳥 脚 を 

押 据えて 憚から ぬ 高話、 人 も なげな 振舞い、 小面 憎 かつ 

たもので あろう、 夢中に なった 渠 等の 傍で、 駅員が 一 

そつ  あたり だしぬけ 

名、 密と 寄って、 中に もめ 組の 横腹の 辺で 唐突に、 が 

ん 力、， 0 ス カスカ、 りス 力ん 力、 りん 

すえ まな こ  いき  す さ 

「ひや あ、」 と据 眼に 呼吸 を 引いて、 たじたじと 退 

ると、 駅員 は 冷々 然として 衝と 去って、 入口へ 向いて、 


力ら スカら ス 

主税も 驚いて、 

「切符 だ、 切符 だ ご 

と 思わず 口へ 出して、 慌てて 行く の を、 

「おっと、 おっと、 先生、 切符なら 心得 てら ご 

「もう 買つ といた か、 それ は 豪い ご 

惣助 これに は 答えないで、 

「ええ、 驚いたい、 串戯じ やねえ、 二 合 半が 処フィ に 

した。 さあ、 まあ、 お 乗ん なせえ ご 

荷物 を 引立てて 来て、 二人で 改札 口を出た。 その 

はんてんぎ 

半纏 着と、 薄色 背広の 押 並んだ 対照 は 妙で あつたが、 


乗客 は ただこの 二人の 影の ちらちらと 分れて 映る ばか 

リ、 十四 五 人に は 過ぎない のであった。 

め 組が、 中 ほどから、 急に あたふたと 龃 出して、 二 

のぞ 

等 室 を 一 ッ視き 越しに も 一 つ 出て、 ひょいと、 飛込む 

と、 早 や 主税が 近寄る 時 は、 荷物 を 入れて 外へ 出た。 

「ここが 可い や、 先生 ご 

「何 だ、 青 切符 かご 

「知れた 事 だね、」 

「大束 を 言うな、 龃 落の 身分 じ やない か。 幾 干 だつ 

け ご 

と 横へ 反身に 衣 兜 を 探る と、 め 組 は どんぶり を、 ざッ 


くと 叩き、 

「心得 てら ご 

「お前に 達 引かして 堪る もの かご 

「うう む、」 と 真面目で、 頭を掉 つて、 

のこらず  あし 

「不残 叩き 売った 道具のお 銭が、 ずッ しりあ るんだ。 

お前さんが、 蔦 ちゃんに 遣れって 云う の を、 まだ 預っ 

てい るんだ から、 遠慮 はねえ、 はは はは、」 

「それじゃ 遠慮し ますまい よご 

と 乗 込んだ 時、 他に 二人。 よくも 見ないで、 窓へ 立つ 

て、 主 税は乗 出す ようにして 妙な こと を 云った。 それ 

は —— め 組の 口から 漏らした、 河 野の 母親が 以前、 通 


じたと 云う —— 馬丁 貞 造の 事に 就いて であった。 

「何分 頼む よご 

「むむ、 可い つて 事に ご 

主税は 笑って、 

おれ 

「その 事 じ やない、 馬丁の 居処 さ。 己 も 捜す が、 お前 

の 方 も ご 

「 …… 分った ご 

あとじ さ  はちまき 

と 後退って、 向う ざまに 顱巻を 占め 直した。 手 を そ 

のま ま、 花火の ごとく 上へ 開いて、 

「いよ、 万歳！」 

かたわら  つん 

傍 へ 来た 駅員に、 突の める ように、 お辞儀 をして、 


「真平 御免ね え、 はは ははご 

主税は 窓から 立直る 時、 向う の 隅に、 婀娜な 櫛 巻の 

後 姿 を 見た。 ドンと 硝子 戸 をお ろした トタンに、 斜め 

に 振 返った の はお 蔦で ある。 

はっと 思う と、 お 蔦 は 知らぬ顔 をして、 またく るり 

うしろ 

と 背 を 向いた。 

汽車 出で ぬ。 

貴婦人 


その 翌日、 神 戸 行きの 急行列車が、 函 根の 隧道 を 出 

ティ ブル 

切る 時分、 食堂の 中に 椅子 を 占めて、 卓子 は 別で ある 

にん  リ ゆうちょう  ドイツ 

が、 一人 外国の 客と、 流暢に 独逸 語 を 交えて、 自在 

に 談話し つ つ ある 青年の 旅客が あった。 

こなたの 卓子に、 我が 同胞の しかく 巧みに 外国語 を 

たの も  じ つ 

操る の を、 嬉しそうに、 且つ 頼 母し そうに、 熟と 見な 

がら、 時々 思 出した ように、 隣の 椅子の 上に 愛らしく 

乗 かかった、 かすりで 揃の、 袷と 筒袖の 羽織 を 着せた、 

こ  フォ— ク  ナイフ 

四ッ ばかりの 男の児に、 極めて 上手な、 肉 叉と 小刀の 


ぶリ  チキン 

扱い 振で、 肉 を 切って 皿へ 取 分けて やる、 盛装した 貴 

婦人が あった。 

見渡す 青葉、 今日し としと、 窓の 緑に 降り かかる 雨 

しらさぎ 

の 中 を、 雲 は 白鷺の 飛ぶ ごとく、 ちらちらと 来て は 山 

の 腹 を 後 に 走る。 

はこね  したたり  おのずから ゆあみ  はだ 

函嶺 を 絞る 点滴に、 自然 浴した 貴婦人の 膚は、 滑 

かに 玉 を 刻んだ ように 見えた。 

つや  きん まきえ 

真白な リボンに、 黒髪の 艷は、 金 蒔絵の 櫛の 光 を 沈 

ぼたん 

めて、 いよいよ 漆の ごとく、 藤 紫の ぼかしに 牡丹の 花、 

しべ  あわせ  つま かさ 

蕊に金 入の 半襟、 栗 梅の 紋ぉ 召の 袷、 薄色の 棲 を 襲ね 

て、 幽かに 紅の 入った 黒地 友 染の下 襲ね、 折からの 雨 


に 涼しく 見える、 柳の 腰 を、 十三の 糸で 結んだ かと 

黒糯 子の 丸帯に 金泥で するすると 引いた 琴の &、 添え 

た 模様の 琴柱の 一枚が、 ふつく りと 乳房 を 包んだ 胸 を 

圧え て、 時計の 金鎖 を 留めて いる。 羽織 は 薄い 小豆色 

の 縮緬に …… ちょいと 分り かねた が …… 五 ッ紋、 小刀 

持つ 手の 動く に 連れて、 指環の 玉の、 幾つか 連って キ 

まなこ  つまぐ 

ラ キラ 人の 眼 を 射る の は、 水晶の 珠数を 爪繰る に似て、 

非ず、 浮世 は 今 を 盛の 色。 艷麗な 女 俳優が、 子役 を 

連れている ような。 年齢 は、 されば、 その 児の 母親と 

すれば、 少く とも 四 五で あるが、 姉と すれば、 九で も 

一 一十で も 差支え はない。 


婦人 は、 しきりに、 その 独語に 巧妙な 同胞の、 鼻筋 

の 通った、 細 表の、 色の 浅黒い、 眉の やや 迫った 男の、 

わか わか  くちもと  まなざし 

少々 しい 口許と、 心の 透 通る ような 眼光 を 見て、 とも 

こども 

すれば 我 を 忘れる ばかりにな るので、 小児 は 手が 空い 

たが、 もう 腹 は 出来たり、 退屈ら しく 皿の 中へ、 指で 

くるくると 環 を 描いた。 それ も、 詰らな そうに、 円い 

なが  おなじ 

目で、 貴婦人の 顔を視 めて、 同一よう に そなた を 向い 

あこ、 

たが、 一向 珍ら しくない 日本の 兄よ リ、 これ は 外国の 

小父さんの 方が 面白い から、 あどけなく 見入って 傾く。 

その、 不思議 そうに 瞳 を くるくると 遣った 様子 は、 

よっぽど 可愛く つ て、 隅の 窓 を 三角に 取つ て \ィ んだ 


ボ オイ さえ、 莞爾 した 程で あるから、 当の 外国人 は髯 

を もじゃもじゃと 破顔して、 ちょうど 食後の 林檎 を剝 

きかけ ていた 処、 小刀 を 目八分に 取って、 皮 を ひよ い 

かみなり ぼし  くだもの 

と 雷 干に、 菓物を 差 上げて 何 か 口早に 云う と、 青年 

が 振 返って、 身 を 捻じ ざまに、 直ぐ 近かった、 小児の 

乗っかった 椅子へ 手 を かけて、 

「坊ちゃん、 いらっしゃい。 かいもの を 上げます と 

ことば 

さ ご とその 言 を 通じた が、 無理な 乗 出しよう をして 

逆に 向いた から、 つかまった 腕に 力が 入った ので、 椅 

子が 斜めに、 貴婦人の 方へ 横になる と、 それ を 嬉し そ 

うに、 臆面な く、 


「ァ ハァ ハ、」 と 小児が 笑う。 

ものずき 

青年 は、 好事に も、 わざと 自分の 腰 をず らして、 今 

度 は 危気な しに 両手 を かけて、 揺 籠の ように ぐらぐら 

と 遣る と、 

「ァハ ハ、」 といよ いよ 嬉しがる。 

御機嫌 を 見計ら つ て、 

「さあ、 お 来なさい、 お 来なさい ご 

貴婦人の 底意な く 頷いた の を 見て、 小さな 靴 を 思 

う 様 上下に 刎ねて、 外国人の 前へ 行く と、 小刀と 林檎 

と 一緒に 放して 差 置く や 否や、 にょいと 手 を 伸ばして、 

ち， さと 

小児 を 抱えて、 ス ボンと 宋 から 捩 取った ように、 目よ 


お ぼ つか 

り も 高く 差 上げて、 覚束ない 口で、 

「万歳 I -」 

ボ オイが 愛想に、 ハタ ハタと 手を叩いた。 客 は 時に 

食堂に、 この 一組ば かりであった。 

二 

「今の は 独逸 人で ございます かご 

力 いかく 

外客の、 食堂 を 出た あとで、 貴婦人 は 青年に 尋ねた 

イングリッシュ 

ので ある。 会話の 英 語で ない の を、 すでに 承知し 

ていたので、 その 方の 素養の ある ことが 知れる。 


青年 は 椅子 をぐ るりと 廻して、 

「僕 もそうかと 思い ましたが、 違います、 伊太利 人 だ 

そうです。」 

「は あ、 伊太利の、 商人です かご 

「いえ、 どうも 学者の ようです。 しかし こっちが 学者 

でありません から、 科学 上の 談話 は 出来ませんでした 

が、 様子が、 何だか 理学 者ら しゅう ございま すご 

「理学 者、 そうで ございます かご 

こども 

小児の 肩に 手 を 懸けて、 

「これの 父親 も、 ちとば かり その 端くれ を、 致します 

ので ございます よご 


さて は理 学士 か何ぞ である。 

貴婦人 はこう 云 つ た 時、 やや 得意気に 見えた。 

「さぞお もしろ い、 お話しが ございました でしよう 

ね ご 

雪踏 を ずらす 音が して、 柔 かな 肱 を、 唐草の 浮 模様 

ティ ブル おおい 

ある、 卓子の 蔽に 曲げて、 身 を 入れて 聞かれた ので、 

青年 は なぜか、 困った 顔 をして、 

つかまつ 

「どう 仕 りまして、 そう おっしゃられて は 恐縮し ま 

したな、 僕の は、 でたらめの 理学 者です よ。 ええ、」 

あたま  か 

とちよ いと 天窓 を搔 いて、 

「林檎 を 食べた 処 から、 先祖の 二 ユウ トン 先生 を 思い 


出して、 そこで 理学 者と 遣つ たんです。 はは、 はは、 

実際 は その 何だかち つ とも 分りません ご 

「まあ。 お 人の 悪い。 貴郎 は、」 

に つ こり  ながしめ なまめ  じ つ 

と莞爾 した 流 眄の媚 かし さ。 熟と 見られて、 青年 

は 目 を 外ら したが、 今 は 仕切の 外に 控えた、 ボ オイと 

がらす 

硝子 越に 顔の 合った の を、 手招きして、 

n ォヒィ 

「劫. を 」 

「ああ、 こちらへ も ご 

と 貴婦人 も 註文しながら、 

「です が、 大層お 話が 持てました じゃありません か。 

彼 地の文 学のお 話で で も >  J ざ いまし たんです か。 」 


「どういたしまして、」 

と 青年 はいよ いよ 弱って、 

「人 を 見て 法 を 説け は、 外国人 も 心得て いるんで しょ 

う。 僕の 柄 じ や、 そんな 貴女、 高尚な 話 を 仕 かけ ッこ 

はありません が、 妙な こと を 云って いました よ。 は あ 

来年の 事 を 云って いました。 西洋 じ や、 別に 鬼 も 笑わ 

ない と 見え ましてね ご 

「来年の、 どんな 事で ございま すご 

「何です つて、 今年 は 一度 国へ 帰って来 年 出直して 来 

に つ しょく 

る、 と 申す ことです。 (日蝕が あるから それ を 見に ま 

か いきし よ く 

た 出 懸ける、 東洋 じ や ほとんど 皆既蝕 だ。) と 云い まし 


たが、 まだ 日本に は、 その 風説がない ようで ございま 

すね。 

有っても 一向 心懸の ございません 僕なん ざ、 年の 

暮に、 太 神宮から 暦の 廻ります まで は、 つい 気がつか 

ないで しまいます。 もっとも 東洋と だけで、 支那 だか、 

朝鮮 だか、 それとも、 北海道 か、 九州 か、 どこで 観よ 

うと 云う の だか、 それ を 聞き 懸た処 へ、 貴女が 食堂へ 

入って おいでな さいました もんです から、 (や、 これ は 

日蝕 どころ じ やない。) と 云いました よご 

「じ や、 あと は、 私 をお なぶん なすつ たんで ございま 

しょうねえ ご 


ごじょう だん  い け 

「御 串戯 おっしゃ つ て は 不可ません ご 

「それで は、 どんなお 話で ございま したの ご 

「実は、 どういう 御 婦人 だ、 と 聞かれまして …… 」 

「は あ、」 

「何です よ、 貴女、 腹 をお 立てな すつ ちゃ 困ります が、 

ええ、 」 

うつむ  こごえ 

と 俯向いて、 低声に なり、 

やくしゃ 

「女 俳優 だ、 と 申しました ご 

すずし  みは  きつ  にら 

「まあ、」 と 清い 目を睜 つて、 屹と 睨む がごと くにし 

たが、 口に 微笑が 含まれて、 苦しく はない 様子。 

「沢山、 そんな こと を 云って お 冷 かしなさい まし。 私 


はもう 下リ ますから、 」 

「どちらで、」 

と 遠慮ら しく 聞く と、 貴婦人 は 小児の 事 も 忘れた よ 

うに、 調子が 冴えて、 

「静岡 —— ですから その 先 は 御 勝手にお なぶり 遊ばせ、 

室が 違いましても、 私の 乗って おります 内 は 殺生で ご 

ざ います わご 

「御 心配 は ございません。 僕も静 岡で 下り るんで すご 

「お湯 ご 

と 小児が 云う 時、 一 所に 手に した、 珈琲 はま だ 熱い。 


「静岡 は どちら へ お越しなさい ます。 」 

貴婦人が 嬉しそう にして 尋ねる と、 青年 はや や 元気 

を 失った 体に 見えて、 

「どこと 云って 当な しなんです。 当分、 旅籠 屋へ 厄介 

になります つもりで ご 

もし それならば、 土地の 様子が 聞きた そうに、 

あなた  おすまい 

「貴女、 静岡は 御 住居で ございま すか、 それとも ちょつ 

と 御旅 行で ございます かご 

「東京から 稼ぎに 出 ますんで すと、 まだ 取 柄 は ござい 


やくしゃ 

ますが、 まるで 田舎 俳優です からお 恥し ゆう 存じます。 

あなた  くさぶか 

田舎 も 貴下、 草深と 云って、 名 も 情ない じゃあ リ ませ 

まん またき 

んか。 場末の 小屋が け 芝居に、 お 飯 炊の 世話 場ば か 

リ 勤めます、 おやまです わご 

すみれ  ハンケ チ  おお 

と堇 色の 手 巾で、 口許 を蔽 うて 笑った が、 前髪に 隠 

う つむ 

れ ない、 俯向いた 眉の 美し さよ。 

しばらく  まきたばこ 

青年 は 少時 黙って、 うっかり 巻 莨 を 取 出しながら、 

「何とも 恐縮。 決し て 悪気が あ つたん じゃあり ません。 

貴女ぐ らいな 女優が あったら、 我国の 名誉 だと 思って、 

対 手が 外国人 だから、 いえ、 まつ たく その つもりで 言つ 

まこと 

たんです が、 真に 失礼 ご 


まじめ  あやま 

と 真面目に 謝罪って、 

「失礼つ いでに、 またお 詫 をし ます 気で 伺います が、 

こうの 

貴女 もし 静 岡で、 河 野さん、 と 云う の を 御存じで は ご 

ざいません かご 

「河 野 …… あの、」 

う. i,6 ず 

深く 頷 き、 

「はい、」 

「あら、 河 野 は 私 どもです わご 

こども  ティ ブル 

と 無意識に 小児の 手 を 取って、 卓子から 伸 上る よう 

にして、 胸 を 起こした、 帯の 模様の 琴の 糸、 揺ぐ がご 

とく 気 を 籠め て、 


「そして、 貴下 は。」 

ちから 

r 英吉 君に は 御 懇親に 預 ります、 早瀬 主税と 云う もの 

です ご 

と 青年 は衝と 椅子 を 離れて 立 つたので ある。 

「まあ、 早瀬さん、 道理 こそ。 貴下 は、 お 人が 悪い わ 

よご と、 何も 知った 目に 莞爾 する。 

主税は 驚いた 顔で、 

おんな やくしゃ 

「ええ、 人が 悪う ございま すって？ その 女 俳優、 と 

言いました 事なん です かいご 

うち  おっしゃ 

「いいえ、 家が 気に入らない、 と 仰 有って、 酒 井さん 

のお 嬢さん を、 貴下、 英吉に 許しち や 下さらな いんで 


^u/+^w 丄  H.0 まま し 

「  」 

「兄 はもう 失望して、 蒼くな つてお ります よ。 早瀬 さ 

ん、 初めまして、」 

とこな たも 立って、 手 巾 を 持った まま、 この 時更め 

て、 略式の 会釈 あり。 

「 私 は英 さんの 妹で ございま すご 

「ああ、 おう わさで 存じて おります。 島山さん の 

令夫人で いらっしゃいます か。 .：：• これ はどう も ご 

静岡県 …… 某 …… 校長、 島山 理 学士の 夫人 菅子、 

だっと  たお やめ 

英吉 がかって、 脱兎の ごとし、 と 評した 美人 はこれ で 


あつたか。 

ひとたび 

足 一度 静 岡の 地 を 踏んで、 それ を 知らない 者の ない、 

せんげん  さくや ひめ  このはな  げ 

浅 間の 森の 咲耶 姫に 対した、 草深の 此 花や、 実に こそ、 

うなず  えん 

と 頷 かるる。 河 野 一 族随 一 の艷。 その 一 門の 富貴 栄 

華 は、 一に この 夫人に 因って 代表 さるる と 称して！^ い。 

夫の 理学 士は、 多年 西洋に 留学して、 身 は 顕職に あ 

てんたん 

りながら 純然たる 学者肌で、 無慾、 恬淡、 衣食と もに 

一向 気にしない、 無趣味と 云う よりも 無造作な、 腹が 

空けば 食べる ので、 寒ければ 着る ので あるから、 ただ 

その 分量の 多 からん こと を 欲する のみ。 煑 たので も、 

焼いた ので も、 酢で も 構わず。 兵児帯で も、 ズボンで 


も、 羽織に 紐が 無くっても、 更に 差支えの ない 人物、 

人に 逢っても 挨拶ば かりで、 容易に 口 も 利かない くら 

い。 その 短 を 補う に、 令夫人が あって 存 する 数 か、 菅 

子 は 極めて 交際上 手の、 派手 好で、 話 好で、 遊びず き 

で、 御馳走ず きで、 世話ず きで あるから、 玄関に 引き 

も 切れない 来客の 名札 は、 新聞記者 も、 学生 も、 下役 

も、 呉服屋 も、 絵師 も、 役者 も、 宗教家 も、 …… 悉 

く 夫人の 手に 受 取られて、 偏に その 指環の 宝玉の 光 

によって、 名 を 輝かし 得る と 聞く。 


五 円 包んで 恵む の も あれば、 ビィル を 飲ませて 帰す 

の も あり、 連れて 出て、 見物 をさせる の も あるし、 音 

楽 会へ 行く 約束 をす るの も あれば、 慈善市の 相談 をす 

るの も ある。 飽かず、 倦まず、 橈まないで、 客に 接し 

て、 いずれも をして 随喜 渴 仰せし むる 妙 を 得て いて、 

加うるに その 目が また 古今の 能弁で ある こと は、 ここ 

に 一 目 見て 主税も 知った。 

聞く がごと くんば、 理 学士が 少なからぬ 年俸 は、 過 

半菅 子の ために 消費 されても、 自 から 求む る処 のない 

夫 は、 すこしの 苦痛 も 感じないで、 そのな すが ままに 


任せる 上に、 英吉も 云った 通り、 実家から 附属の 化粧 

料が あるから、 天の なせる 麗質に、 紅粉の 装-を もつ 

おん ぞ がち  きやせ 

てして、 小 遣が 自由になる。 しかも 御衣 勝の 着 痩 はし 

たが、 玉の 膚 豊かに して、 汗 は 紅 の 露と なろう、 宜 

かな  ようか  じょ 

なる 哉、 楊 家の 女、 牛 込 南 町に おける 河 野 家の 学問 所、 

桐 楊 塾の 楊の 字 は、 菅 子あって、 択 ばれた もの かも 知 

れぬ。 で、 某 女 学院 出の 才媛で ある。 

かさね うら 

当時、 女学校の 廊下 を、 紅色の 緒の たった、 襲 裏の 

うわばき 

上 穿 草履で、 ばた ばた と 鳴らした もので、 それが 全校 

ひとしきり 

に 行われて 一時 物議 を 起した。 近頃 静 岡の 流行 は、 

衣裳 も 髪 飾 もこの 夫人と、 もう 一 人、 II 土地 随 一 の 


たもと  ぢぉ、 ， .P やま  おお 

豪家で、 安部川の 橋の 抉に、 大巌 山の 峰を蔽 う、 千歳 

の 柳と ともに、 鶴屋と 聞え た 財産家が、 去年 東京の さ 

めと 

る 華族から 娶リ 得た と 云う —— 新 夫人の 二人が、 一 一 つ 

ともえ  ほり  あ ふ  いきおい 

巴の、 巴 川に 渦 を 巻いて、 お 濠の 水の 溢る る 勢 。 

「ちっとも 存じませんで、 失礼 を。 貴女、 英吉 君と は、 

ちっとも 似て おいでな さらない から 勿論 気が 着こう 害 

がありません がご 

まこと  つくづく 

主税 のこの 挨拶 は、 真に 如才の 無い もので。 熟々 

おもかげ  せ と 

視れば どこに か 俤が 似通って、 水晶と 陶器と にしろ、 

目の 大きい 処 など は、 かれこれ 同一で ある けれども、 

英吉に 似た、 と 云って 嬉しがる ような 婦人 はない から、 


いささか も 似ない 事に した。 その 段 は 大出来だった が、 

時に 衣 兜から 燐寸を 出して、 鼻の 先で 吸つ けて、 ふつ 

と 煙 を 吐いた が 早い か、 矢の ごとく 飛んで 来た ボ オイ 

ぼ や 

は、 小火 を 見附けた ほどの 騒ぎ 方で、 

「煙草 は ^ 可んで すなご 

「いや、 これ は ご 主税は 狼狽えて、 くるりと 廻って、 

そそく さ 扉 を 開いて、 隣の 休憩室の 唾 壷へ 突 込んで、 

喫み さし を 揉 消して、 太く 恐縮の 体で 引返す と、 その 

ボ オイ を 手許へ 呼んで、 夫人 は 莞爾々 々笑いながら 

低声で 何 か 命じて いる。 ただし その 笑い 方 は、 他人の 

失策 を 嘲け つたので はなく、 親類の 不出来し を 面白 


が つ たように 見える。 

「すっかり 面目 を 失いました。 僕 は、 この 汽車の 食堂 

はじめて 

は、 生れてから 最初 だ ご 

ひとりごと 

と、 半ば、 独 言 を 云う。 折から 四 五 人 どやどやと 客 

が 入った。 それらに は 目 も くれず、 

「ほほ ほ、 日本式で はな いんだ わね え、 貴下、 お 気に 

は 入ります ま いご 

「どういたしまして、 大 恥辱 ご 

「旅 馴れな いのは、 かえって 江戸 子の 名誉なん です 

わご 

ボ オイが 剰 銭 を 持って来て、 夫人の 手に 渡す の を 見 


て、 大 照れの 主税 は、 口をつけた ばかりの 珈排も その 

まま、 立った なりの 腰 も 掛けずに、 

「ここへ も 勘定 ご 

そば  かが  いんぎん 

傍へ 来て 腰 を 屈めて、 慇憝に 小さな 声で、 

「御 一所に 頂戴いた しました、 は、」 

「飛んでも ない、 貴女、」 

あわたい：  あせ 

と 今度 は 主税が 火の 附 くように 慌 しく 急って 云う 

の を、 夫人 は 済まして、 紙 入 を 帯の 間へ、 キラ リと 

き ん 

黄金の 鎖が 動いて、 

「旅 馴れた 田舎 稼ぎの …… 」 

おんな やくしゃ 

(女 俳優) と 云いそう だった が、 客が 居た ので、 


ぢゃま 

「女形に お任せなさい まし ご 

とすら りと 立った 丈 高う、 半面 を 颯と 彩る、 樺色の 

ロォマ  じょしん  キュ ピッ卜 

窓掛 に、 色彩 羅 馬の 女神の ごとく、 愛 神 の 手 を 片手で 

曳 いて、 主税の 肩と 擦 違い、 

たんと 

「さあ、 こっちへ いらし つて、 沢山お 煙草 を 召 上れ ご 

くだん 

と 見返り もしないで 先に 立って、 件の 休憩室へ 導 

うしろ 

いた。 背に 立って、 ちょっと 小首 を 傾けた が、 腕 組 を 

そび  おおまた 

した、 肩が 聳えて、 主 税は大 跨に 後に 続いた。 

窓の 外 は、 裾野の 紫雲英、 高嶺の 雪、 富士皓 く、 雨 

紫な り。 


聞けば、 夫人 は 一 週間ば かり 以前から 上京して、 南 

町の 桐 楊 塾に 逗留して いたとの 事。 桜 も 過ぎたり、 

あやめ 

菖蒲の 節句と いうで もな し、 遊びではなかった ので。 

こども  ふたつ 

用 は、 この 小児の 二 年 姉が、 眼病 —— むしろ 目が 見え 

ぬと いう ほどの 容態で、 随分 実家の 医院に おいても、 

せんぎ  かい 

治療に 詮議 を尽 したが、 その 効な く、 一  生の 不幸に な 

あきらめ 

リ そうな。 断念の ために、 折から 夫理 学士 は、 公用で 

九州 地方へ 旅行 中。 あたかも 母親 は、 兄の 英吉の 事に 

就いて、 牛 込に 行って いる、 かれこれ 便宜 だから、 大 


学の 眼科で 診断 を 受けさせる 為に 出向いた、 今日が そ 

の 帰途 だと 云う。 

こ  さと  おじい 

もとより その 女の 児に 取って、 実家の 祖父さん は、 

きね 

当時の 蘭 医 (昔 取った 杵づ かです わ、 と 軽い 口 を その 

時 交えて、) であるし、 病院の 院長 は、 義理の 伯父さん 

だし、 注意 を 等閑に しょうわけ はない ので、 はじめに 

も 二月 三月、 しかるべき 東京の 専門医に も かかった け 

れ ども、 どうしても 治らない から、 三年 前にす でに 思 

めくら  かっかん  くちぶ リ 

切って、 盲目の 娘、 (可哀相 だ わね え、 と 客観的の 口吻 

だった が、) 今更 大学へ 行った つて、 所詮 効の ない 事 は 

知れ 切って いる けれど、 …… 要するに それ は 口実に し 


ことば 

たんです わ、 とちよ いと 堅い 語が 交った。 

わがまま 

夫が また、 随分 自分に は 我儘 をさせる のに、 東京へ 

出す の は、 なぜか 虫が 嫌う かして 許さない から、 是非 

行きたい と 喧嘩 も 出来ず。 ざっと 二 年 越、 上野の 花 も 

隅 田の 月 も 見ないで いると、 京都へ 染めに 遣った 羽織 

の 色 も、 何だか、 艷が なくって、 我ながらく すんで 見 

える のが 情ない。 

のぞ 

まあ、 御覧なさい、 と 云う 折から 窓を視 いた。 

この 富士山 だって、 東京の 人が まるっきり 知らない 

と、 こんなに 名高く はなり ますまい。 自分 は 田舎で 

うもれぎ  こ ころもち 

埋 木の ような 心地で 心細く つてなら ない 処。 夫が 旅 


行で 多 日 留守、 この 時 こそと 思っても、 あと を預 つて 

いる 主婦なら なおの 事、 実家の 手前 も、 旅 を かけて は 

出 憎い から、 そこで、 盲目の 娘 を かこつけに、 籠 を 抜 

けた。 親鳥 も、 とりめに でもなら なければ 可い、 小児 

の 罰が 当りましょう、 と 言って、 夫人 は 快活に 吻々 と 

笑う。 

この 談話 は、 主 税が立 続けに 巻 煙草 を 燻らす 間に、 

食堂と 客室と に 挟まった、 その 幅 狭な 休憩室に、 差 向 

いでされ たので。 

まこと 

椅子と 椅子と 間が 真 に 短い から、 袖と 袖と、 むかい 

もすそ 

合って 接する ほどで、 裳 は 長く 足袋に 落ちても、 腰の 


せった  さき  つまた  どよ 

高い、 雪踏の 尖 は 爪立つ ばかり。 汽車の 動揺み に 

とめき  いくたび 

留南奇 が 散って、 友染の 花の 乱る るの を、 夫人 は 幾度 

も 引か さね、 引か さねす るので あった。 

主税は その 盲目の 娘と 云う の を 見た。 それ は、 食堂 

いきな リ 

からこ こ へ 入る と、 突然 客室の 戸 を 開けよう として 男 

の 児が 硝子 扉に 手 を かけた 時であった。 —— 銀杏 返し 

に 結った、 三十 四 五の、 実直ら しい、 小 綺麗な 年増が、 

ちょうど 腰掛けの 端に 居て、 直ぐに そこから、 扉 を 開 

けて、 小児 を 迎え入れ たので、 さて は 乳母よ、 と 見る 

と、 もう 一人、 被 布 を 着た 女の子の、 キ チンと 坐って、 

この 陽気に、 袖口へ 手 を 引 込めて、 首 を 萎めて、 ぐつ 


たりして、 その 年増の 膝に 凭 かかって いたのが あって、 

わる 

病気ら しい、 と 思った のが、 すなわち 話の、 目の 病い 

娘な のであった。 

乳母の 目から は、 奥に 引 込んで、 夫人の 姿 は 見えな 

いが、 自分 は 居ながら、 硝子 越に 彼方から 見 透く の を、 

はば 

主 税は何 か 憚 かって、 ちょいちょい 気にして は 目 遣い 

をした ようだった が、 その 風 を 見ても 分る、 優しい、 

いた  しゅう  めしい 

深切ら しい 乳母 は、 太く お 主の 盲目な のに 同情した 

おのず 

ために、 自然から 気が 映って なったら しく、 女の 児と 

おなじ  ねむ 

同一よう に 目 を 瞑って、 男の児に 何 かもの を 言い かけ 

さしう つむ  うかが 

るに も、 なお 深く 差 俯向いて、 いささか も 室の 外 を 窺 


けしき 

う 気色 は 無かった ので ある。 

かくて 彼 一句、 これ 一句、 遠慮なく、 やがて 静 岡に 

着く まで 続けられた。 汽車に は 太く 倦 じた 体で、 夫人 

かいな  びん 

は 腕 を 仰向けに 窓に 投げて、 がっくり 鬢を 枕す る ご 

ゆる 

とく、 果は 腰帯の 弛んだ のさえ、 引 繕う 元気 も 無くなつ 

て 見えた が、 鈴の ような 目 は活々 と、 白い 手首に 曈大 

みまも 

きく、 主税の 顔を瞻 つて、 物 打 語る に 疲れなかった。 


草深 辺 


丄八 

県庁、 警察署、 師範、 中学、 新聞社、 丸の 内 を さし 

て 朝 ごとに 出勤す る その 道 その 道の 紳士の、 最も 遅刻 

する 人物 ももう 出払って、 —— 初夜の 九 時 十 時の よう 

ひとしきり  もの  ひつ そり 

に、 朝の 九 時 十 時 頃 も、 一時 は 魔の 所有に 寂寞す る、 

くさぶか まち  さむらい こうじ  ひ 

草深 町は静 岡の 侍 小路 を、 カラカラと 挽いて 通る、 一 

つや  ほろ 

台、 艷 やかな 幌に、 夜 上りの 澄 渡った 富士を 透かして、 

燃 立つ ばかりの 鳥 毛の 蹴込み、 友 染の背 当てした、 高 

台 細 骨の 車が あった。 

ね  きし 

あの、 音の 冴えた、 軽い 車の 軋る 響き は …… 例の が 


き の う  はず 

お出掛けに 違いない。 昨日 東京から 帰った 害。 それ、 

ころち が  とま 

衣更えの 姿 を 見よ、 と 小 橋の 上で 留る やら、 旦那 を 送 

り 出して 引 込 だば かりの 奥から、 わざわざ 龃 出す やら、 

はねつるべ  づれ  ひと 

刎 釣瓶の 手 を 休める やら、 女 連が 上 も 下 も 斉しく 見る 

目 を 聳 てた が、 車 は 確に、 軒に 藤棚が あ つ て 下 を 用水 

あいか ど 

が 流れる、 火の番 小屋と 相 角の、 辻の 帳場で、 近頃 塗 

替えて、 島山の 令夫人に 乗 初め をして 頂く、 と 十日ば 

かり 取って置きの 逸物に 違いない が —— 風呂敷 包み 一 

かぶりもの 

つ 乗らない、 空車 を 挽いて、 車夫 は 被 物な しに 龃 ける 

のであった。 

た  くるま  とおり 

ものの 半時ば かり 経つ と、 同じ 腕 車 は、 通の 方から 


いきおい  ひきこ 

勢 よく 茶畑 を 走って、 草深の 町へ 曳 込んで 来た。 時 

に 車上に 居た もの を、 折から 行 違った 土地の 豆腐屋、 

かみさん 

八百屋、 (のり はどうで すね —— ) と 売つ て 通る 女房な 

やくしゃ 

ど は、 若 竹 座へ 乗 込んだ 俳優 だ、 と 思った し、 旦那が 

留守の、 座敷から 縁 越に 伸 上ったり、 玄関の 衝立の 蔭 

さし のぞ  す 

になって 差視 いた 奥様 連 は、 千鳥 座で 金色 夜叉 を演る 

という 新 俳優の、 あれ は 貫 一に 扮る 誰か だ、 と 立 騒い 

だ。 

主税 がまた 此 地へ 来る と、 ちとお かしい ほど 男ぶ り 

なぎ はな  か み 

が 立 勝って、 薙 放しの 頭髪 も 洗った ように 水々 しく、 

色 もより 白く すっきり あく 抜けが した は、 水道の 余波 


ま こり 

は 争われぬ。 土地の 透明な 光線に は、 (埃 だらけな 洋 

あかつき 

服 を 着換えた。) 酒 井先 生の 垢附を 拝領 ものら しい、 黒 

ともえ  もんつき  ちゅうぶる 

羽二重 ニッ 巴の 紋 着の 羽織の 中古な のさえ、 艷が 

あって 折目が 凜々 しい。 久留来 か、 薩摩 か、 紺姘の 

ひとえもの 

単衣、 これ だけ は 新しい から 今年 出来た ので、 卯の花 

が 咲く とともに、 お 蔦が 心 懸けた ものであろう。 

渠は 昨夜、 呉服町の 大東 館に 宿って、 今朝 は 夫人に 

迎えられて、 草深 さして 来たので ある。 

んげレ  ほリ 

仰いで、 浅 間の 森の 流る る を 見、 俯して、 濠の 水の 

走る を 見た。 たちまち 一 朶 紅 の 雲 あり、 夢の ごとく 

まなこ  ね む  ながれ 

眼 を 遮る。 合歓の 花ぞ、 と 心 着いて、 流の 音 を 耳に 


のりかか  おおがまえ 

する 時、 車 はがら りと 石橋に 乗懸 つて、 黒の 大構 の 門 

に楫が 下りた。 

「ここ かいご とひら りと 出る。 

「へい、」 

とッ つき 

と 門 内へ 龃け 込んで、 取附の 格子戸 を がらがらと 開 

けて、 車夫 は 横 ざまに 身 を 開いて、 浅黄 裏 を 屈めて 待 

つ。 

かぶきもん 

冠木門 は、 旧式の ままで 敷 木が あるから、 横附 けに 

玄関まで 曳 込む わけに は 行かない。 

男の児が 先へ 立って 龃 出して 来る 事だろう、 と 思い 

ぼうし  あま  わき 

ながら、 主 税が帽 を 脱いで、 雨 あがりの 松の 傍 を、 緑 


の 露に 袖 擦りながら、 格子 を 潜って、 土間へ 入る と、 

天井に は 駕籠で も 釣って ありそうな、 昔ながら の大玄 

a^。 

と 見る と、 正面に 一 段 高い、 式台、 片隅の 板戸 を 一 

うしろ  さ 

枚 開けて、 後の 縁から 射す 明りに、 黒髪 だけ 際立った 

きぬ  もうろう  おもかげ 

が、 向った 土間の 薄暗 さ、 衣の 色 朦朧と、 俤 白き 立 

姿、 夫人 は 待 兼ねた 体に 見える。 

会釈 もさせず、 口 も 利かさず、 見 迎えの 莞爾 して、 

「まあ、 遅かった わね え。 ああ 御苦労よ ご 

ちょいと 車夫 に 声 を 懸けた が、 

「さぞ 寝坊して いら つ しゃる だろうと 甲 3 つたの。 さあ 


こちらへ。 さあ、」 

あかる 

口早に 促されて、 急いで 上る、 主税は 明い 外から 

入って、 一倍 暗い 式台に、 高足 を 踏んで、 ドンと 板戸 

に打附 るの も、 菅子 は心づ かぬ まで、 いそいそして。 

「こちらへ、 さあ、 ずッ とこ こから、 ほほ ほ、 巿川菅 

女、 部屋の 方へ ご 

さば  もすそ 

と 直ぐに 縁づ たいで、 はら はらと、 素足で 捌く 裳の 


巿川菅 女 …… と 耳に はした が、 玄関の 片隅 切って、 

あわた だ  とっさ 

縁へ 蚯 込む ほどの 慌 しさ、 主税は 足早に 続く 咄嗟で、 

何の 意味 か 分らなかった が、 その 縁の 中 ほどで、 はじ 

きのう  やくしゃ  や ゆ 

めて 昨日 汽車の 中で、 夫人 を 女 俳優 だと、 外人に 揶揄 

一番した、 ああ、 祟 だ、 と 気が付いた。 

かんじ  かれ まなこ くちもと 

気が付いて、 莞爾 とした 時、 渠の眼 は 口許に 似ず 鋭 

かった。 

きゃくま  つくり 

ちょうど その 横が 十 畳 で 、 客室ら しい 造 だけれ ども、 

夫人 はもう そこ を 縁 づたいに 通 越して、 次の (菅女 部 

屋) から、 

「ずッ とい らっしゃい よご と 声 を 懸ける。 


主税が 猶予う と、 

「あら、 座敷 を視 いちや 不可ません、 まだ 散らかって 

いるんで すから、」 

と 笑う。 これ は、 と 思う と、 縁の 突 当り 正面の 大姿 

かす リ  あざやか 

見に、 渠の 全身、 飛白の 紺 も 鮮麗に、 部屋へ 入って い 

みす 力 

る 夫人が、 どこから 見 透した ろうと 驚いた その 目の色 

まで、 歴然と 映って いる。 

ソ 才ファ  ゆとり 

姿見の 前に、 長椅子 一 脚、 広縁 だから、 十分に 余裕 

が ある。 戸袋と 向 合った 壁に、 棚 を 釣って、 香水、 香 

おしろい たぐい 

油、 白粉の 類、 花瓶 まじりに、 ブラ ッシ、 櫛な ど を 並 

ベて、 洋式の 化粧の 間と 見える が、 要するに、 開き戸 


の 押入 を 抜いて、 造作 を 直して、 壁 を 塗 替えた ものら 

しい。 

うす もえぎ  くだん  ソ 才ファ  あい  ひっか 

薄萌 葱の 窓掛 を、 件 の 長椅子と 雨戸の 間へ 引 掛けて、 

すそ なび 

幕が 明いた ように、 絞った 裙が 靡いて いる。 車で 見た 

合歓の 花 は、 あたかも この 庭の、 黒 塀の 外にな つて、 

用水 は その 下 を、 門前の 石橋 続きに 折 曲って 流る るの 

ふた もと みもと 

で、 惜 いかな、 庭 はた だ 二 本 三本 を植棄 てた、 長方形 

の 空地に 過ぎぬ が、 そのかわり 富士は 一目。 

こんじく  ほりかえ  しょうぎだおし  よ 

地を坤 軸から 掘 覆して、 将棊 倒に 凭せ かけた ような、 

ふもと いだ  あおぞら 

あらゆる 峰 を 麓に 抱いて、 折からの 蒼 空に、 雪な す 袖 

ひる かえ  うすくれ な い 

を 飜 して、 軽く その 薄 紅 の 合歓の 花に 乗って いた。 


おすまい 

「結構な 御 住居で ^ ざい ま すな 。 」 

ここで、 つい 通りな、 しかも 適切な こと を 云って、 

部屋へ 入る と、 長火鉢の 向う に 坐った、 飾 を 挿さぬ、 

S 巻の 濡 色が 滴る ばかり。 お 納戸の 絹 セルに、 ざつく 

やま まゆち リ めん しま  ゆる 

り、 山 繭 縮緬の 縞の 羽織 を 引 掛けて、 帯の 弛い、 無 造 

作な &住& は、 直ぐに 立 膝に もな り 兼ねないよう。 横 

たんす  うち  うなじ 

に 飾った 箪笥の 前なる、 鏡台の 鏡の 裏へ、 その 玉の 頸 

に、 後 毛の はら はらと あるの が 通って、 新に 薄化粧し 

た 美し さが 背中まで 透 通る。 白粉の 香 は 座蒲団に も 

籠った か、 主税が 坐る と馥 郁たり。 

「こんな 処へ お通し 申 すんで すから、 まあ、 堅く るし 


い 御 挨拶 はお 止しな さいよ。 ちょいと 昨夜 は 旅籠 屋で、 

一 人で 寂しかった でしよう ご 

おさ  よ 

と 火箸 を 圧え たそうな 白い 手が、 銅 壷の 湯気 を 除け 

て、 ちらちらして、 

「昨夜に も、 ぉ迎 いに 上げましょうと 思った けれど、 

一度、 寂しい 思 を さして 置かない と、 他国へ 来て、 友 

達の 難 有さが 分らな いんです もの。 これから も 粗末に 

して 不実 をす ると 不可ない から  」 

と莞爾 笑って、 瞥と 見て、 

「それにもう 内が 台な しです からね、 私が 一 週間 も 居 

なかった 日に や、 門前 雀羅 を 張 るんだ わ。 手紙 一 ッ来 


な いんです もの。 今朝 起 抜けから、 自分で 払 を 持つ 

やら、 掃 出す やら、 大騒ぎ。 まだ ちっとも 片附な いん 

です けれど、 貴下 も 詰らな かろうし、 私 も 早く 逢いた 

いから、 ゆ い 加減に して、 直ぐに 車 を 持たせて、 大急 

ぎ、 と 云って やつたん です がね。 

あの、 地方の 車 だって 疾 いでしょう。 それでも 何よ、 

まだ か、 まだ か、 と 立って 見たり 坐って 見たり、 何に 

みじまい 

も 手に つかないで、 御覧なさい、 身 化粧 をした まん ま、 

鏡台 を 始末す る 方角 もない じゃありません か。 とうと 

う 玄関の 処へ立 切りに 待って いたの。 どこ を 通って い 

らしつ て？」 


返事 も 聞かないで、 ボン ボン 時計 を 打 仰ぐ に、 象牙 

のよう な 咽喉 を 仰向け、 胸 を 反らした、 片手 を 畳へ。 

「まあ、 まだ 一 時間に もなら ない のね。 半日ば かり 

待って たようよ。 途中で どこ を 見て 来ました。 大東館 

じ  わさび 

の 直き こっちの 大きな 山葵の 看板 を 見ました か、 郵便 

局 は。 あの 右の 手の 広小路の 正面に、 煉瓦の 建物が 

あつたでしょう。 県庁よ。 お 城の 中 だ わ。 ああ、 そう、 

早瀬さん、 沢山 喫って 頂戴、 お 煙草。 露西亜 巻 だって、 

貰つ たんだ けれど、 島山 (夫 を 云う) はちつ とも 喫み 

ません から …… 」 


それから 名物 だ、 と 云って 扇屋の 饅頭 を 出して、 茶 

ほう  たぎ 

を焙 じる 手つき はなよ やかだった が、 鉄瓶の はま だ 沸 

く  ひしゃく 

らぬ、 と銅壺 から 湯 を 掬む 柄杓の 柄が、 へし 折れて、 

短くな つていた のみ か、 二度ば かり 土瓶に うつして、 

もう 一 杯 、どぶり と 突 込む。 他愛なく、 抜けて 柄に なつ 

てし まった ので、 

みすか 

「まあ、」 と 飛んだ 顔 をして、 斜めに 取って 見 透した 風 

ひ と  えん  なか ざし ベ つ こう  ふ 

情 は、 この 夫人の 艷 なる だけ、 中指の 鼈甲の 斑 を、 日 

影に 透かした 趣だった が、 


ほう 

「仕様がな いわね ご と 笑って、 その 柄 を投リ 出した 様 

しょ た い 

子 は、 世帯の 事に は 余 リ心を 用いない、 学生生活の 

おもかげ 

俤 が 残った。 

こども  ばあや 

主税 が、 小児 衆 は、 と 尋ねる と、 二人とも 乳母が 連 

しらせ かたがた 

れて、 土産 ものなん ぞ 持って、 東京から 帰った 報知 旁々、 

朝早くから 出向いた と ある。 

「河 野の 父さんの 方 も、 内々 小児 を だしに 使って、 東 

もんく 

京へ 遊びに 行った 事 を 知ってい るんで すから、 言 句 は 

ひげ  ひと にら 

言わな いまでも、 苦い 顔 をして、 髯の 中から 一 睨み 睨 

ぁリ がた  かあさん 

むに 違い はな いんです もの、 難 有くない わ。 母 様は自 

分の 方へ、 娘が 慕って 行つ たんです から 御機嫌が 可い 


でしよう、 もうち つと 経つ と 帰って来ます。 それまで 

は、 私、 実家へ は 顔 を 出さない つもりで、 当分 風邪 を 

ひいた 分よ ご 

と 火鉢の 縁に 肱 をつ いて、 男の 顔を視 めながら、 魂 

あどけ 

の 抜け出し たような 仇 気ない こと を 云う。 

「そり や、 悪いで しょうご 

と主税 がかえ つて 心配ら しく、 

「彼方から、 誰 方 かお 来な さり やしま せんか。 貴女が 

お帰り だ、 と 知れましたら ご 

にいさん 

「来る もんです か。 義兄 (医学士 —— 姉婿 を 云う) は 

忙しい し、 また ちっとで も 姉さん を 出さない のよ。 大 


このごろ 

でれでれなん ですから。 父さん はね、 それにね、 頃日 

は、 家族 主義の 事に 就いて、 ちっと 纏まった 著述 をす 

とじこち 

るんだ つて、 母屋に 閉 籠って、 時々 は、 何よ、 一日 蔵 

の 中に 入りき りの 事が あってよ。 蔵に は 書物が 一 杯で 

すから。 父さん はね、 医者なん です けれど、 もと 個人、 

やま い 

人 一人 二人の 病 を 治す より、 国の 病 を 治したい、 と 云 

おおき  のぞみ  いっか 

ぅ大な 希望の 人です からね。 過 年、 あの、 家族 主義と 

とうさん 

個人主義 とが 新聞で 騒ぎ ましたね。 あの 時 も、 父 様 は、 

東京の 叔父さん だの、 坂 田 (道学者) さんに 応援して、 

火の 出る ように、 敵と戦つ たんだ わ。 

惜ぃ 事に、 兄さん (英吉 ) も 奔走して くれたん です 


けれど、 可い 機関が なくって、 ほんの 教育 雑誌の よう 

な ものに 掲っ たもので すから、 論文 も、 名 も 出ないで 

しまって、 残念 だからって、 一生懸命に 遣って ますの。 

確か、 貴下の 先生の 酒 井さん は、 その 時の、 あの 敵方 

の大立 もの じ やなく つて？」 

ま ご 

と 不意に 質問の 矢が 来たので、 ちと、 狼狽つ いたよ 

うだった が、 

「どうでした か、 もう 忘れました よご と 気 もな く 答え 

る。 

別に 狙った のでない らしく、 

「でも、 何でしょう、 貴下 は、 やっぱり、 岡 人 主義で 


おいでな さるんで しょうご 

「僕 は 饅頭 主義で、 番茶 主義です。」 

き お 

と、 なぜか 気 競って 云って、 片手で 饅頭 を 色気な く 

むしゃり と 遣って、 息 も 吐かずに、 番茶 を 呷る。 

「あれ、 噓 ばっかり。 貴下 は 柳 橋 主義の 癖に、」 

ま つげ 

夫人 は 薄笑いの 目 を ぱっちりと、 睫毛 を 裂いた よう 

に 黒目 勝な ので 睨む ようにした。 

「ちょいと、 吃驚して。 …… そら、 御覧なさい、 まだ 

驚かして 上げる 事が ある わご 

うしろ  ね 

と 振 返り ざまに 背後 向きに 肩 を 捻じて、 茶棚の 上へ 

みじろ  したがい つま すべ 

手 を 遣った、 活潑な 身動きに、 下 交の 棲が ヒ つた。 


そのまま 横 坐りに 見得 もな く、 長火鉢の 横から 肩 を 

斜めに 身 を 寄せて、 翳す がごと く 開いて 見せた は …… 

とくほん 

「や！ 読本 を 買い ましたね ご 

「先生、 これ は 何て 云う の？」 

ひやか  い け 

「冷評して は 不可ません な、 商売道具 を ご 

「いいえ、 真面目に、 貴下が この 静 岡で、 独逸 語の 塾 

を 開く と 云う から、 早いで しょう、 もう 買って 来たの 

いの 一番のお 弟子 入よ。 ちょいと、 リイ ダァと 云う の 

を、 独逸で は …… 」 

「レエ ゼ ゥッフ (読本) —— 月謝が 出ます ぜご 

「レエ ゼゥ ッフご 


「あの、 何？」 

まこと 

と 真 に 打 解けた ものいいで、 

「精々 勉強したら、 名高い、 ギヨ ウテの (ファウスト) 

だと か、 シ ルレ ルの (ウィルヘルム、 テル)  で 

したつけ かね、 それなん ぞ、 何年ぐ らいで 読める よう 

にな るんで しょう。」 

「直き 読めます、 」 

おお-つか 

と 読本 を 受取って、 片手で 大摑 みに 引 開けながら、 


「僕ぐ らいに はとい う、 但書が 入ります けれど ご 

「だって …… 」 

「いいえ、 出来ます ご 

「あら、 ほんと に …… 」 

「もっとも 月謝 次第です なご 

「ああ だもの、」 

と 衝と身 を 退いて、 叱る がごと く、 

「なぜそう だろう。 ちゃんと 御馳走 は 存じて おります 

よご 

わき  ふすま 

茶棚の 傍の 襖 を 開けて、 つんつ るてんな 着物 を 着た、 

まりこ あた リ  おさん 

二百 八十 間の 橋 向う、 鞠 子 辺の 産ら しい、 十六 七の 婢 


どんが、 

なま 

「ふァ い、 奥様 ご と 訛って 云う。 

聞いた だけで、 怜悧 な菅子 は、 もう その 用 を 悟った 

らしい。 

「誰か 来たの？」 

「ひや あ、」 

「あら、 厭な。 ちょいと、 当分 は 留守と おいいと 云つ 

たじ やない の？」 

「ァ 二、 はい、 で、 ござります けん ど、 お客様で、 ご 

ざんしね えで、 あれさ、 もの、 呉服町の 手代 衆で ござ 

ります だ ご 


「ああ、 谷屋 のかい、 じ や 構わない よ、 こちらへ、」 

と 云い かけて、 主税を 見向いて、 

「かくまって 有る 人 だから …… ほほ ほほ、 そっちへ 行 

きましょう よ。」 

えもん 

衣紋 を 直した と 思う と、 はらり と 気早に 立って、 

踞 つた 婢の髪 を、 抉で 払って、 もう 居ない。 

ト きょ とんと した 顔 をして、 婢は跡 も 閉めないで、 

のつ そリ引 込む。 

かまえ 

はて 心得ぬ、 これ だけの 構に、 乳母の 他 は あの 女中 

ばかりであろう か。 主人 は 九州へ 旅行 中で、 夫人が 七 

日ば かりの 留守 を、 彼 だけで は 覚束ない。 第一、 多勢 


の 客の 出入に、 茶の 給仕 さえ 鞠 子 は あやしい、 と 早瀬 

あた リ  みまわ 

は 四辺 を 朐 したが —— 後で 知れた —— 留守中 は、 

さと  かかえ  とま 

実家の 抱 車夫が 夜 宿りに 来て、 昼 は その 女房が 来て 

いたので。 昼飯の 時に 分った ので は、 客へ 馳走 は、 残 

らず 電話で 料理屋から 取 寄せる …… もっとも、 珍客と 

いうので あつたか も 知れぬ。 

そんな 事 はどうで も 可い が、 不思議な もので、 早瀬 

ゆきき 

と、 夫人との 間に、 しきりに 往来が あった その 頃し ば 

らくの 間 は、 この 家に 養われて 中学へ 通って いる 書生 

の、 美 濃 安八の 男が、 夫人が 上京した あと 直ぐに、 故 

郷の 親が 病気と いうので 帰って いた —— これが 居る と、 


ひなか  しさい 

たとい 日中 は 学校へ 出ても、 別に 仔細 は 無かったろう 

こ o 

さて、 夫人 は、 谷屋の 手代と いうの を、 隣室の その 

十 畳へ 通したら しい、 何 か 話 声が している 内、 

「早瀬さん  」 

主税 は、 夫人が 此室を 出て、 大 廻りに 行った 通りに、 

たど 

声も大 廻りに 遠い 処に 聞き取って、 静に その 跡 を迪リ 

つ つ 返事が 遅い と、 

「早瀬さん、」 

と 近く また 呼ぶ。 今し がた、 (かくまって 有る 人 だ) 

と 串戯 を 云った もの を。 


まかず  よ 

「室 数 は 幾つば かり あれば 可く つて？」 

「句です、 可です。 」 

だ ：>  .0 サ 

余り 唐突で 解し 兼ねる。 

あなた  うち 

「貴下のお 借りな さろうと いうお 家よ。 ちょいと、」 

「ええ、 そうです ね。」 

「お ほほ ほ、 話しが 遠い わ。 こっちへ いらっしゃいよ。 

お ほほ ほ、 緑惻 から、 縁 則から。」 

わき 

夫人が した 通りに、 茶棚の 傍の 襖 口へ 行き かけた 主 

税は、 (菅女 部屋) の 中 を、 卜ぐ るりと 廻って、 苦笑，' 

をしながら 縁へ 出る と、 これ は！ 三 足と 隔てない 次 

の 座敷。 開けた 障子に 背 を 凭た せて、 立 膝の 棲 は 深い 


が、 円く 肥えた 肱 も 露に 夫人 は頰を 支えて いた。 

とまど 

「朝から 戸 迷い をな すって は、 泊ったら 貴下、 どうし 

て、」 

と 振 向いた 顔の、 花の 色 は、 合歓の 影。 

「ペペへ ペペ」 

と、 向う に 控えた の は、 呉服屋の 手代な リ。 鬱金 木 

うずた か 

綿の 風呂敷に、 浴衣 地が 堆 い。 


二人 連 


ひるすぎ 

午後、 宫ケ崎 町の 方から、 ツンツ ンと あちこちの 二 

きぬた 

階で 綿 を 打つ 音 を、 時なら ぬ 砧 の 合方に して、 浅 間の 

社の 南口、 裏門に かかった、 島山 夫人、 早瀬の 二人 は、 

花道へ 出た ようで ある。 

ながれ  このごろ  みずかさ 

門 際の 流に 臨む と、 頃日の 雨で、 用水が 水嵩 増して 

あ ふ  あお 

溢る るば かり 道へ 波 を 打って、 しかも 獨ら ず、 蒼く 

ひるがえ  リ よう  しげ リ もと 

飜 つて 竜の 躍る がごと く、 茂の 下 を 流る る さえ あ 

しず はたや ま 

るに、 大空から 賤機 山の 蔭が さすので、 橋 を 渡る 時、 

夫人 は 洋傘 を すぼめた。 


と 見る と 黒髪に 変り はない が、 脊 がすら りと して、 

なび  あわせ 

帯 腰の 靡く ように 見えた の は、 羽織な しの 一枚 袷と 

いう 扮装 のせいで、 また 着換えて いた —— この 方が、 

よ  なまめ か 

姿 も 佳く、 よく 似合う。 ただし 媚 しさ は 少なくな つ 

て、 いくらか 気韻が 高く 見える が、 それだけに 品が 可 

ヽ 0 
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セルで 足袋 を 穿いて は、 軍人の 奥方め く、 素足で は 

やしき  で が 

待合から 出た よう だ、 と 云って 邸 を 出掛けに 着換え 

はだ  ひ もんち リ めん なが じゅばん 

たが、 膚に、 緋の紋 縮緬の 長 襦袢。 

二人の 児の 母親で、 その 燃 立つ ような の は、 ともす 

おなじ  あか 

ると 同一 軍人 好みに なりたが るが、 垢抜けの した、 意 


さかん  ぼけ 

気の 壮な、 色の 白い のが 着る と、 汗ばんだ 木瓜の 花の 

なまあたたか  リん 

ように 生 暖な もので はなく、 雪の下 もみじで 凜 とす 

る。 

さっき  おさ  そつ 

部屋で、 先刻 これ を 着た 時 も、 乳 を 圧え て 密と袖 を 

くぐ 

潜らす ような、 男に 気 を 兼ねた ものではなかった。 

あらわ  と き  なり 

露 に その 長 襦袢に 水 紅色の 紐 をぐ るぐ ると 巻いた 形 

で、 牡丹の 花から 抜 出た ように 縁の 姿見の 前に 立って、 

(巿 川菅 女。) と 莞爾々 々笑って、 澄まして 袷を搔 取つ 

うしろむ  うなじ  ね  えもん 

て、 襟 を 合わせて、 ト背 向きに 頸 を 捻じて、 衣紋つ き 

を 映した 時、 早瀬が 縁の その 棚から、 ブラ ッシを 取つ 

かゆ  あたま  ひっか 

て、 ごし ごし 痒そう に 天窓 を引搔 いていた の を 見る と、 


「そんな 邪険な 撫 着けよう が ある もんです か、 私が 分 

けて 上げます からお 待ちな さいご 

と 云う の を、 聞かない 振で さっさと 引 込もうと した 

ので、 

「あれ、 お待ちなさい」 と、 下 X をした ばかりで、 衝 

ひったく 

と 寄って、 ブラ ッシを 引 奪る と、 窓搮を さらさらと 引 

のぞ 

いて、 端近で、 綺麗に 分けて やって、 前へ 廻って 醌き 

込む ように 瞳 をた めて 顔 を 見た。 

ちしお  そよ 

胸の 血汐の 通う のが、 波打って、 風に 戦いで 見 ゆる 

ばかり、 橈まぬ 膚 の 未開 紅、 この 意気 なれば 二十 六で 

も、 紅 の 色 は 褪せぬ。 


こかげ  もすそ 

境内の 桜の 樹 蔭に、 静々、 夫人の 裳が 留まる と、 早 

かたわら 

瀬が 傍 から 向う を 見て、 

「茶店が あります、 一 休みして 参りましょう ご 

「あすこへ です かご 

あつら  しわ  あかげ つ と 

「お 跳え 通り、 皺くちゃな 赤毛布が 敷いて あって、 

水々 しい 婆さんが 居ます ね、 お茶 を 飲んで 行き ましよ 

うよ ご 

ひ る  ひとち ようし 

と 謹んで 色に は 出ぬ が、 午 飯に ー姚子 賜った そうで、 

早瀬 は 怪しから ず 可い 機嫌。 

「咽喉が 渴 いて？」 

「ひりつく ようです。 一 


「では …… 」 

茶店の 婆さんと いうの が、 式の ごとく 古ぼけて、 ご 

ほん、 と 咳く のが 聞え るから、 夫人 は 余り 気が 進まぬ 

らしかった が、 二三 人 子守 女に、 きょろきょろ 見られ 

ながら、 ずッと 入る。 

「お掛けなさい まし。 お 日和で ございます。 よう 御 参 

詣 なさりました ご 

たたず  ふところ 

夫人が \ィ ん でいて 掛けない の を 見て、 早瀬 は 懐中 

から 切 立の 手拭 を 出して、 はたはたと 毛布 を 払って、 

「さあ、 どうぞ、」 

1 つし ろ 

笑って 云う と、 夫人 は 婆さん を 背後に して、 悠々 と 


腰を下ろして、 

「江戸 児 は 心得た ものね ご 

「人 を 馬鹿にし ていら つ しゃる ご 

と、 さしむかいの 夫人の 衣紋 はずれに、 店先 を視ぃ 

て、 

「や あ、 甘酒が ある …… 」 

十一 

さ つ き  あが 

「お止しな さいよ。 先刻 も あんな もの を 食って さ、 お 

腹 を 悪く します から ご 


と 低声で たしなめる ように 云った、 (先刻の あんな 

もの) は —— 鮪の 茶漬で —— 慶喜 公の 邸 あとだと いう、 

可 懐し いお 茶屋から、 わざと 取 寄せた 午 飯の 馳走の 中 

に、 刺身 は 江戸に は 限るまい、 と 特別に 夫人が 膳に つ 

けたの を、 やがてお 茶漬で 搔 込んだ の を 見て、 その 時 

はおく 嬉しがった。 

得て これ を嗜む もの、 河 野の 一 門に 一 人 も 無し、 で、 

くやし  いけな 

夫人 もロ惜 いが 不可い そうで ある。 

「ここで 甘酒 を 飲まな くって は、 鳩に して 豆、」 

と 云う と、 婆さんが 早耳で、 

ずつ 

「はい、 盆に 一杯 五 厘 宛で ございま すご 


「私 は 鳩と 遊びましょう。 貴下 は 甘酒で も 冷酒で も 御 

めしあが 

勝手に 召 食れ ご 

し よ うぎ  ま  さつ 

と 前の 床几に 並べた の を、 さらり と 撒く と、 颯と 音 

きじば と  かみよ  わ 

して、 揃いも揃って 雉子 鳩が、 神代に 島の 湧いた よう 

に、 むらむらと 寄せて 来る ので、 また 一 盆、 もう 一 盆、 

夫人 は 立 上って 更に 一 盆。 

「 一 杯、 二 杯、 三 杯、 四 杯、 五 杯！」 

早瀬 は その 数を算 えながら、 

「ああ、 僕 はたった 一 杯 だ。 婆さん 甘酒 を 早く、」 

「はいはい、 あれ、 まあ、 御覧 じ まし、 鳩の 喜びます 

こと、 沢山 奥様に 頂いて、 クウ クウ かいのう、 おおお 


お、」 

がってん  えみ 

と 合点々 々、 ほた ほた 笑 を こぼしながら 甘酒 を 釜 か 

ら 汲む。 

くろしお  ひ 

見る見る うち、 輝く 玄 潮の 退いた か、 と 鳩 は 掃いた 

とっさ  せきばく 

ように 空へ 散って、 咄嗟に 寂寞と した 日当 リの 地の 上 

へ、 ぼんやりと 影が さして、 よぼよぼ、 蠢 いて 出た 者 

が ある。 

き つ さき  や  おとが い 

鼻の 下 はさまで でない が、 ものの 切 尖に 痩せた 頤 

ごましお ひげ  いが 

から、 耳の 根へ かけて 胡麻塩 髯が 栗の 毬 のように、 す 

まぢ じし 

くす く、 頰肉 がっくりと 落ち、 小鼻が 出て、 窪んだ 目 

しわ  あたま  もみ こ 

が 赤味 走って、 額の 皺 は 小さな 天窓 を 揉 込んだ ごとく 


あお あか  つな 

刻んで 深い。 色 蒼く 垢 じみて、 筋で 繋いだ ばかりげ つ 

そリ 肩の 痩せた 手に、 これ だけ は 脚より 太い、 しっか 

つ  ようす  いや 

りした、 竹の杖 を 支いた が、 さまで 容 子の 賤 しくない 

おちぶれ  ぢか 

落魄ら しい、 五十 近の 男の …… 肺病と は 一目で 分る… 

とじいと  き 

…襟 垢が ぴかぴかした、 閉 糸の 断れた、 寝 ン寝子 を 今 

時分。 

わら ぞう リ  ひきず  いきお い  ほこ リ  え 

藁 草履 を引摺 つて、 勢の 無 さは 埃 も 得 立てず、 地 

の 底に 滅入 込む ようにして、 正面から 迪 つて 来て、 こ 

うと 

こへ 休もうと したら しかった が、 目 ももう 疎くて、 近 

寄る まで、 心 着かなん だろう。 そこに 貴婦人が あるの 

を 見る と、 出かかった 足 を 内へ 折曲げ、 杖で 留めて、 


眩そう に 細めた 目に、 あわれ や、 笑を湛 えて、 婆さん 

の 顔 を じろ りと 見た。 

「おお、 1 さんか ご 

き つ 

と 耳 立つ ほど、 名 を 若く 呼んだ トタンに、 早瀬 は屹 

となって 鋭く 見た。 

が、 夫人 は 顔 を 背けた から 何にも 知らない。 

ぬし 

「主 あ、 どうさし つた、 久しく 見えなん だ ご 

と 云う さえ、 下地 は あるら しい 婆さんの 方が、 見た 

、まかりでもう、 ごま ごま。 

「方な しじ や、」 

ほか 

思いの 他、 声 だけ は 確で あつたが、 悪寒が する か、 


こども  おなじ  すく 

いじけた 小児が いやいや をす ると 同一 に 縮めた 首 を 破 

こす 

れた 寝ン寝 子の 襟に 擦 つ て、 

らち あ 

「埒 明かんで、 久しい 風邪で な、 稼業 は 出来ず、 段々 

弱る ばっかり じ や。 芭蕉の 葉 を 煎じて 飲む と、 熱が 除 

れ ると 云う ので、」 

と 肩 を 怒らした は、 咳こうと したら しいが、 その 力 

う つむ 

も 無い か、 口へ 手 を 当てて 俯向いた。 

のま 

「何より 利く そうな が、 主 あ 飲し つた かご 

「されば じ や、 方々 様へ 御 願い 申して 頂いて 来て は、 

おおき 

飲んだ にも、 飲んだ にも、 大な 芭蕉 を 葉 ごと まるで 飲 

ん だくら いじ やけれ ど、 少しも …… 」 


とが つ くり 首 を掉っ て、 

「験が 見えぬ じ やて ご 

しるし  むくろ  と 

験な きに は あらず かし、 御身の 骸は疾 く 消えて、 

賤機 山に 根 も あらぬ、 裂けし 芭蕉の 幻の み、 果敢なく 

そ マ ，- に 立てる ならず や。 

う.；， 6 ず 

ご ほご ほと 頷 き 頷き、 咳 入りつ つ、 婆さんが 持って 

来た 甘酒 を、 早瀬が 取ろうと する の を、 取らせ まいと、 

ハ ンケチ 

無言で、 はたと 手で 払った。 この 時、 夫人 は 手 巾で 口 

おさ  つ  わき 

を 圧え ながら、 甘酒の 茶碗 を、 衝と 傍へ 奪った ので あ 

る。 


十二 

ききめ 

「芭蕉の 葉 煎じた を 立 続けて 飲まし つ て、 効験の 無い 

事 は あるまい が、 疾く 快うな ろうと 思いな さる 慾で、 

あせ 

焦らつ しゃる に 因ってな おようない、 気長に 養生 さつ 

しゃる が 何よ リ薬じ や。 な あ、 主、 気の 持ちよう に 依 

る ぞいの ご 

と 婆さん は渠を 慰める ような、 自分 も 勢の 無い よう 

な 事 を 云う。 

病人 は、 苦を訴 うる ほどの 元気 も 持たぬ 風で、 目で 

頷き、 一 胃で 自 S をし、 息をして、 


やまい  いさみ 

「この頃 は 病気と 張 合う 勇 もないで、 どうな として 

くれ、 もう 投身 じ や。 人に 由って は 大蒜が 可え、 と 云 

うだが な。 大蒜 は 肺の 薬になる げじ やけれ ども、 私 は 

こう 見えても 癆 咳と は 思わん、 風邪の こじれ じ やに 

因って、 熱さえ 除れ れば、 と やっぱり 芭蕉 じ や ご 

愚痴の あわれ や、 繰返して、 杖に 鎚 つた 手 を 置 替え、 

「煎じて 飲む はま だる こいで、 早 や、 根から かぶりつ 

きたいよ うに 思う がいご 

と 切なそう に 顔 を獅嚙 める。 

「焦らつ しゃる 事よ、 苛れ て はよう ない、 ようない ぞ 

の。 まあ、 休んで ござらん か、 よ。 主 あどん なに か大 


儀 じ やろうのう。」 

「ちっと 休まいて 貰いたい がの、」 

菅 子と 早瀬の 居る の を 見て、 遠慮ら しく、 もじもじ 

して、 

「腰を下ろす とよう 立てぬ で、 久しぶりで 出た ついで 

じ や、 やっと そこら を 見て、 帰りに 寄る わい。 見霽へ 

上る、 この 男坂の 百 四 段 も、 見た ばかりで、 もうもう 

慄然と する 慄然と する、」 

と 重そう な 頭 を掉 つて、 顔 を 横向きに 杖 を 上げる と、 

さき 

尖が ぶるぶる 震う。 

こなたに 腰掛けた まま、 胸 を 伸して、 早瀬が 问か云 


おうとした、 (構わず 休らえ、) と 声 を 懸けそう だった 

が、 夫人が、 ト 見て、 指 を 弾いて 禁め たので 黙った。 

「そんなら 帰りに 寄りな され、 気をつけて 行かつ しゃ 

いよ ご 

物 は 言わず、 睡 るが ごとく 頷く と、 足で 足 を 押 動か 

し、 寝 ン寝子 広き 芭蕉の 影 は、 葉が くれに 破れて 失せ 

た。 やがて この 世に、 その 杖ば かり 残る であろう。 そ 

とんぼ 

の 杖 は、 野 墓に 立てても、 蜻蛤も 留まるまい。 病人の 

居た あとし ばらく は、 餌 を 飼っても、 鳩の 寄りそう な 

景色 は 無 か つ た。 

「お婆さん、」 


と 早瀬が 調子 高に 呼んだ。 

さすがに 滅入って いた 婆さん も、 この 若い、 威勢の 

よみがえ 

可い 声に、 蘇生った ようになって、 

「へい、」 

「今の、 風説なら もう 止しつ こ。 私 は 見た ばかりで 胸 

が 痛い のよ ご 

と、 威して は 可け そう もない ので、 片手で 拝む よう 

にして、 夫人 は 厭々 をした。 

うち 

「いえ、 一 ッ心 当リは 無い か、 家 を 聞いて 見ようと 思 

うんです。 見物より、 その 方が 肝心です もの ご 

「ああ、 そうね ご 


「どこか、 貸家 は あるまい かご 

「へい、 無い 事 も ござり ませぬ が、 旦那 様 方の 住まつ 

しゃります ような 邸 は、 この 居 まわりに は ござり ませ 

たかじょ うまち 

ぬ。 鷹匠 町 辺 をお 聞きな さりました か、 どうで ござ 

リます 」 

「その 鷹匠 町 辺に こそ、 御 邸ば かりで、 僕 等の 住め そ 

うな 家 はない の だ ご 

「どんなの がお 望みで ござり まする やら、」 

やす  い 

「廉 いのが 可い、 何でも 廉 いのが 可 いんだよ ご 

お さ 

「早瀬さん ご と、 夫人が 見っともな いと 圧え て 云う。 

「長屋で 可い のよ、 長屋々々 ご 


と 構わず、 遣る ので、 また 目で 叱る。 

「へへ へ、 お 幾 干ば かりなの をお 捜しな されます る や 

ら。」 

心 当りが あるか、 ご ほりと 咳きつつ、 甘酒の 釜の 蔭 

を 膝行って 出る。 

「静岡 じ や、 お 米 は 一升 幾 干 だいご 

「ええ。」 

「厭よ、 後生 ご 

と 婆さん を 避け かたがた、 立 構えで、 夫人が 肩 を 擦 

寄せる と、 早瀬 は 後 へ 開いて、 夫人の 肩 越に 婆さん を 

見て、 


「それとも 一円に 幾 干 だね、 それから 聞いて 屋 賃の処 

を ご 

たま 

「もう、 私 は、」 と堪リ かねた か、 早瀬の 膝 を ハタと 打 

ハンケ チ  おお 

つと、 赤らめた 顔 を 手 巾で 半ば 蔽 いながら、 茶店 を 境 

内へ 衝と 出る。 

十三 

わらじば き 

どこも 変らず、 風呂敷 包 を 首に 引 掛けた 草鞋 穿の 

おやじ  しリ はしょ  あにい 

親 仁 だの、 日和下駄で 尻 端折り、 高帽 という 壮佼 など 

が、 四 五 人境 内 を ぶらぶらして、 何 を 見る やら、 どれ 


も 仰向いて ばかり 通る。 

石段の 下 あたりで、 緑に 包まれた 夫人の 姿 は、 色 も 

あざやか  ひごい 

一 際 鮮麗で、 青葉 越に 緋鯉の 躍る 池の 水に、 影 も 映り 

たたず  ハンケ チ 

そうに ネん だが、 手 巾 を 振って、 促が して、 茶店から 

引 張り 寄せた 早瀬に、 

きま 

「可い 加減に なさい よ、 極り が 悪い じゃあ リ ません 

かご 

「はい、 お忘れ もの。」 

と 澄ました 顔で、 洋傘 を 持って来た 柄の 方 を 返して 

出す と、 夫人 は 手 巾 を 持 換えて、 そうでない 方の 手に 

取った が … … 不思議に この 男の は 汗ばんで いなかった。 


誰の も、 こういう 際 は、 持った あとが しっとり、 中に 

は、 じめじめ とする のさえ ある。  

ふしめ  かろ  ひがさ  つ 

夫人 はちよ いと 俯 目に なって、 軽く その 洋傘 を 支い 

て、 

「よく 気がついて ねえ。 (小さな 声で、) —— 大儀、」 

おんとも つかま つ 

「は ッ、 主税 御供 仕 ります る 上から は、 御 道中い さ 

さかたり とも 御 懸念 は ござり ませぬ ご 

のんき 

「静岡 は 暢気でしょう、 ほほ ほほ ほ。」 

「三等 来なら 六 升 台で、 暮 しも 楽な 処で すって、 婆 さ 

んが 言いました つけ ご 

「あらまた、 厭ね え、 貴下 は。 後生です から その (お 


米 は 幾 干 だい、) と 云う の だけ は 堪忍して 頂戴な。 も 

う 私 は 極り が 悪く つて、 同行 は 恐れる わご 

「ええ、 そう おっしゃれば、 貴女 も どうぞ その 手 巾で 

こう、 お招きになる の だけ は 止して 下さい。 余りと 云 

えば 紋切形 だ ご 

「どうせね、 柳 橋の ような わけに は …… 」 

「いいえ、 今 も、 子守 女 めら が、 貴女が 手 巾 をお 掉リ 

なさる の を 見て、 …… はは はは、」 

「句です つて、」 

「まま まま まま II 

と 事も無げに 笑いながら、 


「(男と 女と 豆 煎、 一 盆 五 厘 だよ。) ッて、 飛んでも な 

い、 わ ッと囉 して 遁げ ました ぜご 

きつ  ひつ 

ッンと 横 を 向く、 脊が屹 と 高くな つた。 引かな ぐつ 

つち  なげう  もすそ  け つ 

て、 その 手 巾 を はたと 地に 擲 つや 否や、 裳 を 蹴て、 

前途へ つかつか。 

すみれ 

その 時義経 少しも 騒がず、 落ちた 堇 色の 絹に 風が 

戦いで、 鳩の 羽 はっと 薫る の を、 悠々 と 拾い 取って、 

たもと 

ぐっと 抉に 突 込んだ、 手 を そのまま、 袖 引合 わせ、 腕 

う つむ 

組みした 時、 色が 変って、 人知れず 俯向いた が、 直ぐ 

おおまた  やしろ 

に大 跨に 夫人の 後に ついて、 社の 廻廊 を 曲った 所で 

追 着いた。 


おくさん 

「夫人 ご 

「  」 

「貴女 腹 をお 立てな すつ たんです か、 困りました な。 

知らぬ 他国へ 参りまして、 今 貴女に 見棄 てられて は、 

東西 も 分りませんで、 途方に 暮れます。 どうぞ、 御 機 

おくさん 

嫌 をお 直し 下さい、 夫人、」 

「  」 

r 英吉 君の 御 妹 御、 菅 子さん、」 

「  」 

「島山 夫人 …… 河 野 令嬢 …… 不可い、 不可い ご 

うち  ある 

と 口の 裡で 云って、 歩行き 歩行き、 


「ほんとうに 機嫌 を 直して、 貴女、 御世 話 下さい、 な 

ひと リ 

まじつ か、 貴女に お便り 申した ために、 今更 独 じ や 心 

細く つて どうす る こと も 出来ません。 もう 決して 貴女 

の 前で、 来の 直 は 申しますまい。 その代り、 貴女 もど 

すま 

ぅぞ 貴族的で ない、 僕が 住れ そうな、 実際、 相談の 出 

来そう な 長屋 式の をお 心掛けな すって 下さい。 実は そ 

の 御 様子 じ や、 一 一十 円 以内の 家 は 念頭に お置きな さら 

ないように 見受けた ものです から、 いささか 諷する 処 

あるつ もりで、」 

いつの 間に か、 有名な 随神 門 も 知らず知らず 通 越し 

た、 北口 を 表門へ 出て しまった。 


社 は 山に 向い、 直ぐ 畠で、 かえって 裏門が 町 続きに 

なって いるが、 出口に 家が 並んで いるから、 その 前 を 

通る 時、 主税も 黙った。 

夫人 はもと より 口 を 開かぬ。 

やがて 茶畑 を 折 曲って、 小 家 まばらな、 場末の 町へ、 

まだ ッン とした 態度で ずんずん 入る。 

大巌 山の 町の 上に、 小さな 溝が あるば かり、 障子の 

破から 人 顔 も 見えない ので、 その 時ず ッと 寄って、 

「もの を 云 つ て 下さいよ ご 

「  」 

おくさん 

「夫人、」 


「  」 

十四 

しばらく 

少時 —— 主税 ももう 口 を 利こうと は 思わない 様子に 

かおつき  こまぬ  なリ 

なって、 別に 苦にする 顔色で もない が、 腕 を 拱 いた 態 

で、 夫人の 一 足 後れに 跟 いて 行く。 

裏町の 中程に 懸 ると、 両側の 家 は、 どれ も 火が 消え 

たように 寂寞して、 空屋 かと 思えば、 蜘蛛の巣 を 引く 

ど こ  おもて  みちばた 

ような 糸車の 音が 何 家 ともなく 戸外へ 漏れる。 路傍に 

石の 古 井筒が あるが、 欠 目に 青 苔の 生えた、 それに も 


はしゃ  ながし から 

濡色 はなく、 ばさばさ 燥いで、 流 も 乾びて いる。 そ 

こいら 何 軒 かして 日に 幾度、 と 数える ほど は 米 を 磨ぐ 

もの も 無い のであろう。 時々 陰に 籠って、 しっこし の 

無い、 咳の 声の 聞え るの が、 墓の 中から、 まだ 生きて 

うめ  せきどめ あめ 

いると 唸く よう。 はずれ 掛けた 羽目に、 咳 止 飴と 黒く 

書いた 広告の、 それ を 売る 店の 名の、 風に 取られて 読 

めな いのも、 何となく 世に 便りがない。 

まっくら 

振 返って、 来た 方 を 見れば、 町の 入口 を、 真暗な 

トンネル  こだち  ひざし 

隧道に 樹立が 塞いで、 炎の ように 光線が 透く。 その上 

から、 日の かげった 大巌 山が、 そこ は 人の 落ちた 谷底 

そび  ど つ 

ぞ、 と 聳え 立って 峰から 哄と 吹き 下した。 


くれない なび  つま  たい 

かつ 散る 紅 、 靡いた の は、 夫人の 棲と 軒の 鯛で、 

え び す ひっかか  あ  こんの れん 

鯛 は 恵比寿が 引 抱えた 処の絵 を、 色 は 褪せた が 紺 暖簾 

おんそめ もの どころ 

に 染めて 掛けた、 一軒 (御染 物処) があった ので ある。 

ひさし  ものほしざお  もみ きれ 

廂 から 突出した 物干 棹に、 薄汚れ た 紅の 切が 忘れ 

ご み  うま 

て ある。 下に、 荷車の 片輪 はずれた のが、 塵芥で 埋っ 

た 溝へ、 引 傾いて 落 込んだ —— これ を 境に して 軒隣リ 

あばら や  すす 

は、 中に も 見すぼらしい 破屋で、 煤の ふさふさと 下つ 

まっくろ  くぐりど  まじない 

た 真黒な 潜 戸の 上の 壁に、 何の 禁 厭やら、 上に 春 野 山、 

と 書いて、 口の 裂けた 白黒 まだらの 狗の、 前脚 を 立て 

あめ じみ  もうろう  あらわ 

た 姿が、 雨 浸に 浮び 出で て 朦朧と お札の 中に 顕れて 

いけ  のぞ  でつ 

活 るが ごとし。 それでも 鬼が 来て 視く か、 楽 書で 捏ち 


ひ い らぎ 

たような 雨戸の、 節穴の 下に 柊 の 枝が 落ちて いた… 

…鬼 も 屈まねば なるまい、 いと ど 低い 屋根が 崩れ か 

かって、 一目 見ても 空 家で ある  また どうして 住ま 

れ よう —— お札 も かかる 家に 在って は、 軒 を 伝って 狗 

の 通る ように 見えて 物凄い。 

フト立 留まって、 この 茅 家 を^め た 夫人が、 何と 思つ 

たか、 主 税と入 違いに 小戻り して、 洋傘 を 袖の 下へ 横 

える と、 惜げ もな く、 髪で、 件 の 暖簾 を 分けて、 隣の 

みせさき 

紺屋の 店 前へ 顔 を 入れた。 

「御免なさいよ、 御 隣家の 屋を 借りた いんです が、」 

「何で. j ざいます と、 」 


とんきょう 

と、 頓 興な 女房の 声が する。 

「家賃 は 幾 干でしょう かご 

うち 

「ああ、 貞 造さん の 家の 事 かね ご 

ふるまい  あっけ 

余り 思 切った 夫人の 挙動に、 呆気に 取られて 茫然と 

した 主税 は、 (貞 造。) の 名に 鋭く 耳 を そば だてた。 

「空 家で は ござり ませぬ がご 

「そう、 空 家 じ やない の、 失礼 ご 

と 肩の 暖簾 を はずして 出た が、 

「犬 照れ、 大 照れ、」 

と 言つ て、 莞爾 して、 

「早瀬さん、」 


「  」 

「人の こと を、 貴族的 だなん のって、 いざ、 となり や 

うち 

私 だって、 このく らいな 事 はして 上げる わ。 この 家 

じ や、 貴下 だ つ て 、借りたい と 言って 聞かれない でしよ 

う。 ちょいと、 これで も 家の 世話が 私に や 出来な くつ 

て？」 

さすがに 夫人 もこれ は 離れ 業で あつたと 見え、 目の 

さつ  いき 

ふちが 颯とな つて、 胸で 呼吸 を はずませる。 

その 燃 ゆるよう な 顔 を 凝と 見て、 ややあって、 

「驚きました ご 

「驚いた でしよう、 可い 気味、」 


と 嬉しそうに、 勝 誇った 色が 見えた が、 歩行き 出 そ 

うとして、 その 茅 家 をもう 一 目。 

きまり 

「しかし 極が 悪 かってよ ご 

「何とも 申しよう はありません。 当座の 御礼の しるし 

さ つ き 

迄に …… 」 と 先刻 拾って 置いた 堇 色の 手 巾 を 出す と、 

うなず 

黙って 頷いた ばかりで、 取る ような、 取らぬ ような、 

あ る 

歩行きながら 肩が 並ぶ。 袖が 擦 合うた まま、 夫人が ま 

だ 取られぬ の を、 離す と 落ちる し、 そうかと 云って、 

手 はかけ ている から …… 引 込め もなら ず …… 提げて い 

ると …… 手 巾が 隔てに な つ た 袖が 触れそう だ つたので、 

ひと  ふせや 

二人が 斉しく 左右 を 見た。 両側の 伏屋の、 ああ、 どの 


軒に も 怪しい お札の 靴が 


貸 小袖 

十五 

もと  あるじ 

今 来た 郵便 は、 夫人の 許へ、 主人の 島山 理 学士から、 

帰宅 を 知らせて 来たの だろう …… と 何となく そういう 

気がしつつ —— 三 四日 日和が 続いて、 夜に なっても も 

う 暑い から —— 長火鉢 を 避けた 食卓の 角の 処に、 さす 


がに まだ 端然と 坐って、 例の (菅女 部屋。) で、 主税は 

独酌に して、 ビ ィル。 

塀の 前 を、 用水が 流る るた めに、 波打つ ばかり、 窓 

掛に 合歓の 花の 影 こそ 揺れ 揺れ 通え、 差視く 人目 は 届 

かぬ から、 縁の 雨戸 は 開けた ままで、 心 置な く 飲める 

ずき 

の を、 あれ だけの 酒 好が、 なぜか、 夫人の 居ない 時 は、 

硝子 杯へ 注け る 口 も 苦そう に、 差 置いて、 どうやら 鬱 

ぐらし い。 

ふすま  あ  ひつ かけお ぴ 

襖が 開いた、 と 思う と、 羽織な しの 引掛 帯、 結び目 

が摺 つて、 横にな つて、 くつろいだ 衣紋の、 胸から、 

まっしろ  たまず さ 

柔 かに ふつく りと 高い、 真白な 線 を、 読み かけた 玉章 


おくみ さが  くりのば 

で 斜めに 仕切って、 衽 下りに その 繰 伸した 手紙の 片 

端 を、 北 斎が 描いた 蹴出の ごとく、 ぶるぶる とぶら 下 

それし や 

げ ながら 出た 処は、 そんじよ 芸者の 風が ある。 

「やっと 寝かしつ けた わご 

と 崩る るよう に、 ばったり 坐って、 

こ  もと  ばあや  い 

「上の 児 は、 もう 原つ から 乳母が 好 いんだし、 坊も、 

久しく 私と 寝よう なん ぞと 云わな かったん だけれ ども、 

貴下に かかりつ きりで 構いつ けない し、 留守にば つか 

さ つ き 

リし たもんだ から、 先刻の あの 取ッ 着かれよう を 御覧 

なさい ご 

せわ 

と 手紙 を 見い 見い 忙しそう に 云う。 いかにも ここで 


こども  かあさん 

膳 を 出した はじめに は、 小児が 二人とも 母 様に こびり 

いきお い 

ついて、 坊やなん ざ、 武者 振つ く 勢 。 目の 見えない 

こ  さみ 

娘 は、 寂しそう に 坐った きりで、 しきりに、 夫人の 膝 

から 帯 を かけて 両手で 撫でる し、 坊や は 肩から 負われ 

ぉッっ  かわ  みみもと 

かかって、 背ける 顔へ 頰を押 着け、 躱す 顔の 耳許へ か 

じりつ くば かりの 甘え 方。 見る まに ばらばらに 鬢が 乱 

れて、 面影 も 痩せた ように、 口の あたりまで 振 かかる 

力  つ 力  も だ 

の を搔ぃ 払う その 白 やかな 手が、 空 を 摑んで 悶える よ 

ばあや 

うで、 (乳母 来て おくれ。) と 云った 声が 悲鳴の ように 

う ば 

聞え た。 乳母が、 (まあ、 何で ござります、 嬢ち やま も、 

坊っ ちゃ まも、 お客様の 前で、) と 主 税の方 を 向いた ば 


,s, しめ 

かりで、 いつも 嬢 さま かぶれの、 眠った ような 俯 目の、 

顔 を 見ようと しないので、 元気な く 微笑みながら、 娘 

の 児の 手を曳 くと、 厭々 それ は 離れた が、 坊やが 何と 

云っても 肯 かなく つて、 果は泣 出して 乱暴す るので、 

時の 間 も 座 を 惜しそう な 夫人が、 寝かしつ けに 行った 

ので ある。 

そこへ、 しばらくして、 郵便  だった。 

すらすらと 読 果てた。 手紙 を 巻戻しながら 顔 を 振 上 

うる 

げ ると、 乱れた ままの 後れ毛 を、 煩 さそう に搔 上げて、 

「つい ぞ思 出し もしなかった、 乳なん か 飲まれて、 さ 

あ  <パ  <  つ 

んざ 膏 を 絞られた わ。」 


と 急いで 衣紋 を 繕って、 

「さあ、 お 酌 をし ましょう ご 

瓶 を 上げる と、 重い。 

めしあが 

「まあ、 ちっとも 召 喫らない のね。 お 酌が なくって は 

いけな  ぜ い たく  うち  き 

不可い の、 ちょいと 贅沢 だ わ。 ほほ ほほ、 家 も 極まつ 

たし、 一人で 世帯 を 持った 時 どうす るの よご 

「沢山 頂きました、 こんなに 御 厄介に なって は、 実に 

済みません …… もう、 徐々 失礼し ましょう ご 

と 恐し く 真面目に 云う。 

「いいえ、 返さない。 この間から、 お 泊ん なさい お 泊 

ん なさい と 云っても、 貴下が 悪い と 云う し、 私 も 遠慮 


した けれど、 可い わ、 もう 泊っても。 今ね、 御覧な さ 

か あさま 

い、 牛 込に 居る 母 様から 手紙が 来て、 早瀬さん が静岡 

いで  ちかづき 

へお 出な すって、 幸いお 知己に なった のなら、 精一杯 

御馳走なさい、 と 云って 来たの。 嬉しい わ、 私。 

あのね、 実は これ は 返事なん です。 汽車の 中で お 目 

にかかった 事から、 都合が あって こちらで 塾 をお 開き 

なさる に 就いて、 ちっとも 土地の 様子 を 御存じ じ やな 

い、 と 云う から、 私が お 世話 をして なんて、 そこ はね、 

可い ように 手紙 を 出した の、 その 返事、」 

てのひら  かろ 

と 掌 に 巻き 据えた 手紙の 上 を、 軽く 一  つ とんと 

柏って、 


「母 様が 可い、 と 云ったら、 天下 晴れた ものなん だ わ。 

ゆつ く めしあが 

緩り 召 食れ。 そして、 是非 今夜 は 泊 るんで すよ。 そ 

のつ もりで 風呂 も 沸して あります から、 お 入ん なさい。 

寝し なにし ます か、 それとも 颯と 流してから 喫リ ます 

か。 どちらで も、 もう 沸いて る わ。 そして、 泊 るんで 

すよ。 可く つて、」 

念 を 入れて、 やがて 諾と 云わせて、 

きのう  おととい 

「ああ、 昨日 も 一昨日 も、 合歓の 花の 下へ 来て は、 晚 

さみ 

方 寂しそう に 帰った わね え。」 


さて 湯へ 入る 時、 はじめて 理 学士の 書斎 を 通った。 

が、 机の 上 は 乱雑で、 そこに 据えた 座蒲団 も 無かった、 

早瀬に 敷かせて いるの がそれ らしい。 

こども 

机に は、 広げた ままの 新聞 も 幅 を すれば、 小児の 

玩弄物 も 乗って、 大きな 書棚の 上に は、 世帯 道具が 置 

いて ある。 

湯 は、 だ だつ 広い、 薄暗い 台所の 板 敷 を 抜けて、 土 

ひ あわい  ひとまた  すえ  くう ち 

間へ 出て、 庇 間 を 一 跨ぎ、 据 風呂 を この 空地から 焚く 

ので、 雨の 降る 日 は 難儀そう な。 

しゃが  おさん 

そこに 踞ん でいた、 例の つんつ るてん 鞠 子の 婢が、 


湯加減 を 聞いた が 上 塩梅。 

どつ ぶり 沈んで、 遠くで 雨戸 を 繰る 響、 台所 をば た 

ぱたー 一三 度 行 交い する 音 を 聞きながら、 やがて 洗い 果 

てて また 浴びた が、 湯の 設計 は、 この 邸に 似ず 古びて 

いた。 

こと もし もうもう  いきなり ふんどし 

小 灯の 朦々 と 包まれた 湯気の 中から、 突然 襌 のな 

りで、 下駄が けで 出る と、 颯と 風の 通る 庇 間に 月が 見 

えた。 廂 はずれに^ いただけで、 影 さす 程に は あら 

ね ども、 と 見れば 尊き 光 かな、 裸身に 颯と 白銀 を 鎧つ 

あお 

たように 一 一 の 腕 あた リ蒼 ずんだ。 

思わず 打 仰いで、 


「ああ、 お 妙さん ご 

うつむ 

俯向いた 肩が ふるえて、 

「お 蔦！」 

よろめ  もた 

蹌踉 いたよう に 母屋の 羽目に 凭れた 時、 

「早瀬さん、」 と、 つい 台所に、 派手 やかな 夫人の 声で、 

「貴下、 上ったら、 これにお 着換えな さいよ。 ここに 

置い ときます から、」 

「撣 り、 - 

と 我に 返って、 上って 見る と、 薄べ り を 敷いた 上に、 

つむぎ 

浴衣が ある。 琉球 袖の 書生 羽織が 添えて あつたが、 

それに は 及ばぬ から 浴衣 だけ 取 つ て 手 を 通す と、 


ゆきみ じか 

桁 短に 腕が 出て 着心の 変な 事 は、 引上げても、 引上げ 

て も、 裾が 摺 るの を、 引 縮めて 部屋へ 戻る と …… 道理 

おんなもの  なまめ  あい  ぷん 

こそ 婦物。 中形 模様の 媚 かしい のに、 藍の 香が 芬と 

する。 突立って 見て いると、 夫人 は 中腰に 膝 を 支いて、 

鉄瓶 を 掛けながら、 

「似合った でしよう、 過日 谷屋が 持って来て、 貴下が 

見立てて 下す つたの を、 直ぐ 仕立てさし たのよ。 島山 

の はま だ 縫えない し、 あるの は 古いから、 我慢して 

ねまき 

寝 衣に 着て 頂戴 ご 

「む ざむ ざ 新ら しいの を ご 

と 主 税は袖 を 引 張る。 


「いいえ、 私、 今 着て 見た の、 お 初ではありません。 

御 遠慮なく、 でも、 お 気味が 悪く はなく つて。 ちょい 

と 着た から、」 

「気味が 悪い、」 

「  」 

「もんです か。 勿体 至極 も ござらん ご 

きま 

と 極った が、 何 かま だ 物足りない。 

「帯です かご 

「さよう、 」 

「これ を 上げましょう ご 

うわ じめ 

とすつ と 立って、 上緊 をず るりと 手繰った、 麻の 葉 


絞の 絹 縮。 

「  」 

目 を 見合せ、 

「可い わ、」 

と はたと 畳に 落して、 

「私 も 一風呂 入って 来ましょう。 今の 内に ご 

きゃくま 

主税は あとで 座敷 を 出て、 縁側 を、 十 畳の 客室の 前 

から、 玄関の 横手 あたりまで、 行ったり来たり、 やや 

ちノ おと  ちる 

跫音 のす るまで 歩行いた。 

おさん 

婢が 来て、 ぬいと 立って、 

おくさま 

「夫人が 言い ましけ え、 お涼みな さりますなら 雨戸 を 


開ける で ござります。」 

「いや、 宜しい ご 

「はいい ご と 念入りに 返事す る。 

「いつも 何時頃に お休み だいご 

と 親しげ に 問い かけながら、 ロ不 重宝な 返事 は 待た 

わき 

ずに、 長火鉢の 傍へ、 つかつかと 帰って、 紙 入の 中 を 

ざ つ くりと 摑ん だ。 

疾ぃ 事、 もう 紙に 両個。 

ひと つ  ばあや  おくさん 

「一個 は 乳母さん に、 お前さんから、 夫人に 云わん の 

だよ ご 


十七 

寝た の はかれ これ 一 時。 

膳 は片附 いて、 火鉢の 火の 白い のが 果敢ない ほど、 

夜 も 更けて、 寂と 寒くな つたが、 話に 実がん つたのと、 

もう 寝よう、 もう 寝よう で 炭 も 継がず。 それでも 火の 

つま 

気が 便り だから、 横 坐りに、 棲 を 引合せて 肩で 押して、 

あら  ひじ  ふち もた 

灰の 中へ 露わな 肱 も 落ちる まで、 火鉢の 縁に 凭れ か 

あずき 

かって、 小豆 ほどな 火 を 拾う。 …… 湯 上りの 上、 昼間 

あ る 

歩行き 廻った 疲れが 出た 菅子 は、 髪 も 衣紋 も、 帯 も 姿 

も 萎えた ようで、 顔 だけ は、 ほんのりした —— 麦酒 は 


苦くて 嫌い、 と 葡萄酒 を 硝子 杯に ニッ ばかりの II 酔 

まつげ 

さえ 醒めず、 黒目 は 大きく 睫毛が 開いて、 艷 やかに 

うるお  くれない 

湿 つて、 唇の 紅 が 濡れ 輝く。 手足 は 冷えた ろうと 

思う まで、 頭に 気が 籠った 様子で、 相互の 話 を 留めな 

おそ  しゅ 

いの を、 余り 晚く なって は、 また 御 家来 衆が、 変にで 

も 思う と 不可ません から、 とそれ こそ、 人に 聞え たら 

変に 思われ そうな 事 を、 早瀬が 云って、 それでも 夫人 

いくたび  ききい 

のま だ 話し 飽かない の を、 幾度 促しても 肯 入れな かつ 

きぬ 

たが …… 火鉢で 隔てて、 柔 かく 乗 出して いた 肩の、 衣 

す パ  うなす 

の 裏が するりと 、に つた 時、 薄 寒そう に、 が つ くりと 頷 

さっき ゆ ラ 

くと 見る と、 早急に フィと 立つ …… 。 


から  もすそ  よ ろ 

膝に 搦んだ 裳が 落ちて、 蹌踉めく 袖が、 はらり と、 

わき  ふすま  そ 

茶棚の 傍の 襖に 当った。 肩 を 引いて、 胸 を 反らして、 

からだ  つ ぎ 

おつくら しく、 身体で 開ける ようにして、 次 室へ 入る- 

板 廊下 を 一 つ 隔てて、 そこに 四畳半が あるのに、 床 

まんなか 

が 敷いて あって、 小児が 二人 背中 合せに 枕して、 真中 

に 透いた 処が ある。 乳母が 両方 を 向いて 寝かし 附 けた 

らしい が、 よく 寝入って いて、 乳母 は 居なかった。 

ト そこ を 通り越して、 見え なくなつ たき リ、 襖も閉 

めないで 置きながら、 夫人 はしば らく 経っても 来な 

かった。 

うずた か  まきたばこ  なが 

早瀬 は 灰に 突 込んだ 堆 い 巻 莨の 吸殻 を視 めな が 


ら、 ああ、 喫んだ と 思い、 ああ、 饒舌った と 考える。 

その 話、 と 云う のが、 かねて 約束の、 あの、 ギ ヨウ 

テの (エルテル) を 直訳 的に という 註文で、 伝え聞く 

かの 大 詩聖 は、 ある 時シ ルレ ルと 葡萄の 杯 を 合せて、 

われら 

予 等が 詩、 年 を 経る に 従いて いよいよ 貴 からん ことこ 

の 酒の ごとくな らん、 と 誓った そうだ わね、 と 硝子 杯 

かざ  ちしお  くれない 

を 火に 翳して その 血汐の ごとき 紅 を 眉に 宿して、 大 

した 学者でしょう、 などと 夫人、 得意で あつたが、 お 

きっかけ 

酌が 柳 橋ので なくって は、 と 云う 機 掛から、 エルテル 

は 後日に して、 まあ、 題 も (ハヤ セ) と 云う の を 是非 

聞かして 下さい、 酒 井さん の 御意 見で、 お別れな すつ 


た 事 は、 東京で 兄に も 聞き ましたが、 恋人 はどうな さ 

いました。 厭 だ わ、 聞かさな くつち や、 と 強いられた。 

早瀬 は悉 しく 懺悔す るが ごとく 語った が、 都合 上、 

ここで は 要 を 摘んで 置く。 …… 

義理から 別離 話になる と、 お 蔦 は、 しかし 二度 芸者 

をす る 気 は 無い から、 幸いめ 組の 惣 助の 女房 は、 島 田 

が 名人の 女 髪 結。 柳 橋 は 廻り 場で、 自分 も 結って 貰つ 

て 懇意 だし、 め 組と はまた ああい う 中で、 打 明 話が 出 

来る から、 いっそ その 弟子に なって 髪 結で 身 を 立てる。 

商売 を ひいてから は、 いつも 独りで 束ねる が、 鍛杏返 

しなら 不自由 はなし、 雛 妓の桃 割ぐ らい は 慰みに 結つ 


て やって、 お世辞に も 誉められた 覚えが ある。 出来な 

いこと はありますまい、 親 もな し、 兄弟 もな し、 行く 

さかなや 

処と 云えば 元の 柳 橋の 主人の 内、 それより は 肴 屋へ内 

すきて 

弟子に 入って 当分 梳手を 手伝いましょう。 …… 何も 心 

き 

まかせ、 とそれ に 極まった。 この 事 は、 酒 井先 生 も 御 

な い しょ う  じきじき 

承知で、 内証で 飯 田 町の 二階で、 直々 に、 お 蔦に 逢つ 

うなず 

て 下す つて、 その 志の 殊勝な のに、 つくづく 頷いて、 

こころづけ 

手ず から、 小 遣な ど、 いろいろ 心 着が あった、 と 云う _ 

それぎ り、 顔 も 見ないで、 静 岡へ 引 込む つもり だつ 

たが、 め 組の 惣 助の 計らいで、 不意に 汽車の 中で 逢つ 

て、 横 浜まで 送る、 と 云う のであった。 ところが 終 列 


また こ  ltd  +13 か 

車で、 浜が 留まりだった から、 旅籠 も 人目 を 憚って、 

場末の 野 毛の 目立たない 内へ 一 晚 泊った。 

(そんな 時 は、) 

と 酔って いた 夫人が 口 を 挟んで、 顔 を 見て 笑った の 

で、 しばらくして、 

(背中合わせで、 別々 に。) 

翌日、 平 沼から 急行列車に 乗り込んで、 そうして 

夫人に 逢つ たんだと。 …… 


う つ ； -ら、 ゥ つ ； -ら 


十八 

中途で 談話に 引 入れられて 鬱ぐ くらい、 同情 もした 

が、 芸者なん か、 ほんとうにお 止しな さいよ、 と 夫人 

が 云う。 主税 は、 当初から 酔わ なきや 話せないで 陶然 

としてい たが、 さりながら 夫人、 日本 広し といえ ども、 

まん ま たい  おんな 

私に お 飯 を 炊て くれた 婦は、 お 蔦の 他ありません。 

ああ  きぜん 

母親の 顔 も 知らないから、 噫、 と喟 然として 天井 を 仰 

いで 歎ずる の を 見て、 誰が 赤い 顔 をして まで、 貸家 を 

聞いて 上げました、 と流眄 にかけ て、 ッン とした 時、 


失礼ながら、 家で 命 は 繋げません、 貴女 は 御飯が 炊け 

ますまい。 明日 は 炊く わ。 来を煑 るの だ、 と 笑って、 

それから それへ 花 は 咲いた のだった が、 しかし、 気の 

あつれ み 

毒 だ、 可哀相に、 と 憐愍 はした けれども、 徹頭徹尾、 

(芸者 はおよ しなさい。) …… この 後た とい 酒 井さん の 

ゆるし 

お 許可が 出ても、 私が 不承知よ。 で、 さてもう、 夜が 

更けた ので ある。 

出て 来な い —— 夫人 はどうしたろう。 

がたがた 音が した 台所 も、 遠くなる まで 寂寞して、 

おもて  す  力わず 

耳 馴れたれば 今更め けど、 戸外 は 数万の 蛙の 声。 蛙、 

蛙、 蛙、 蛙、 蛙と 書いた 文字に、 一 ツー ッ音 があって、 


天地に 響く がごと く、 はた 古戦場 を 記した 文に、 尽 

く 調が あって、 章と 句と 斉しく 声 を 放って 鳴く がご 

とく、 何となく 雲が 出て、 白く 移り行く に 従うて、 

動揺 を 造って、 国が 暗くなる 気勢が する。 

ひ あわ、 

時に 湯気の 蒸した 風呂と、 庇 合の 月 を 思う と、 一 生 

うまや じ  ひとりたび 

の 道中記に、 荒れた 駅路の 夜の 孤 旅が 思 出される。 

渠は 愁然と して 額 を 圧え た。 

「どうぞお 休み 下さり まし ご 

と 例の 俯向いた 陰気な 風で、 敷居 越に 乳母が 手 を 支 

いた。 

「いろいろお 使い立てます ご 


と 直ぐにず ッと立 つ て、 

「どちらです かご 

「そこから、 お 座敷へ どうぞ …… あの、 先刻 はまた、」 

つむり 

と 頭 を 下げた。 

まんなか 

寝床 は その、 十 畳の 真中に 敷いて あった。 

まくらもと  みずさし  コップ 

枕許に 水 指と、 硝子 杯 を 伏せて 盆が ある。 煙草盆 

きん まきえ 

を 並べて、 もう 一 つ、 黒 塗 金 蒔絵の 小さな 棚 を 飾って、 

あじさい  ぎょく  まる ぼや  ありあけ 

毛糸で 編んだ 紫陽花の 青い 花に、 玉 の 丸 火屋の 残燈 

を 包んで 載せて、 中の 棚に、 香 包 を 斜めに、 古 銅の 香 

合が 置いて あって、 下の 台へ 鼻紙 を。 重し の 代りに、 

女 持の 金時計が、 底 澄んで、 キラ キラ 星の ように 輝い 


ていた。 

じろ リと視 めて、 莞爾 して、 蒲団に 乗る と、 腰が 沈 

びろうど  くく リ まくら  のば  すそ 

む。 天鵝絨の 括 枕 を 横へ 取って、 足 を 伸して 裙 にか 

きじ ま  かいまき 

さねた、 黄 縞の 郡 内に、 桃色の 絹の 肩当てした 搔卷を 

引き寄せる、 手が ヒ つて、 ひや リと 軽く かかった 裏の 

羽 一 一重が 燃 ゆるよう。 

トタンに 次の 書斎で、 するすると 帯 を 解く 音が した 

ので、 まだ 横になら なかった 主税 は、 搔 巻の 襟に 両肱 

を 支いた。 

乳母が 何 か 云った ようだった が、 それ は 聞えないで、 

派手な 夫人の 声して、 


「ああ、 このまま 寝よう よ。 どうせ 台な しなんだ か 

らご 

ふすま 

と 云った と 思う と、 隔ての 襖 の 左右より、 中 ほどが 

ち 

ス ー と 開いた が、 こなたの 十 畳の 京 間 は 広し、 向う の 

あか リ  もすそ  ち  しごき 

灯 も 暗い から、 裳 はかくれ て、 乳の 下の 扱 帯が 見え 

た。 

「お休みな さいご 

r 失^1  ,1 

と 云う。 襖 を 閉めて 肩 を 引いた。 が、 幻の 花環 一 つ、 

あた リ  おもかげ 

黒髪の ありし 辺、 宙に 残って、 消えずに 俤 に 立つ。 

主税は 仰向けに 倒れた が、 枕 はしないで、 両手 を 廻 


して、 しっかと 後 脳 を 抱いた。 目 は ハツ キリと 睜 いて、 

失せ やらぬ その 幻を視 めて いた。 時 過ぎる、 時 過ぎる、 

ランプ 

その 時の 過ぎる 間に、 乳母が 長火鉢の 処の、 洋燈を 消 

したの が 知れて、 しっこ は、 しっこ は、 と 小児に 云う 

のが 聞え たが、 やがて 静まって、 時 過ぎた。 

早瀬 は 起 上って、 棚の 残燈を 取って、 縁へ 出た。 次 

の 書斎 を 抜ける とまた 北向きの 縁で、 その 突 当りに、 

便所が あるの だが、 夫人が 寝た から、 大廻リ に 玄関へ 

おさん  すそ 

出て、 鞠 子の 婢の 寝た 裙を 通って、 板戸 を 開けて、 

だい どこ  ひらき  た 

台所の 片隅の 扉 から 出て、 小用 を 達して、 手 を 洗って、 

手拭 を 持つ と、 夫人が 湯で 使った の を 掛けたら しい、 


冷く 手に 触って、 ほんのり 白粉の 香が する。 

十九 

ね ま 

寝室へ 戻って、 何 か 思 切った ような 意気込で、 早瀬 

いきおい  こう 

は 勢 よく 枕して 目 を 閉じた が、 枕許の 香 は、 包 を 開 

けても 見ず、 手拭の 移 香で もない。 活々 した、 何の 花 

か、 その 薫の 影 はない が、 透 通って、 きらきら、 露 を 

揺って、 幽な波 を 描いて 恋 を 囁く かと 思われる 一種 

微妙な 匂が 有って、 搔 巻の 袖を迪 つて 来て、 和 かに 

おもて 

面 を 撫でる。 


かいはら  むざん ひ つ こす 

それ を搔 払う ごとく、 目の 上 を 両手で 無 慚に引 擦る 

と、 ものの 香 はばつと 枕に 遁げ て、 縁側の 障子の 隅へ、 

音 も 無く 潜んだら しかった が、 また …… 有り もしない 

ひっかえ  *" ろ 

風 を 伝って、 引返して、 今度 は 軽く 胸に 乗る。 

あお リ 

寝返り を 打てば、 袖の 煽 に ふっと 払われて、 やがて 

けはい  もと はなびら 

次の間と 隔ての、 襖の 際に 籠った 気勢、 原の 花片に 香 

ひとしお 

が 戻って、 匂 は 一 処に 集った か、 薫が 一 汐 高くな つた。 

快い、 さりながら、 強い 刺戟 を 感じて、 早瀬が 寝ら 

さ つ き 

れぬ目 を 開ける と、 先刻 (お休みなさい。) を 云った 時、 

菅 子が そこへ 長 襦袢の 模様 を 残した、 襖の 中途の、 人 

の 丈の 肩 あたりに、 幻の 花環 は、 色が 薄らいで、 花 も 


白 澄んだ けれども、 まだ 歴々 と 瞳に 映る。 

枕に 手 を 支き、 むつく リ 起きる と、 あたかも その 花 

ぁリ あけ くま 

環の 下、 襖の 合せ 目の 処に、 残 燈の隈 かと 見えて、 薄 

すみれ  ハンケ チ  せきぜん 

紫に 畳 を 染めて、 例の 堇 色の 手 巾が、 寂然と して 落ち 

たのに 心 着いた。 

薫 はさて は それからと、 見る見る、 心 ゆく ばかりに 

もえぎ  ひとむれ 

思う と、 萌 黄に 敷いた 畳の 上に、 一 簇の堇 が 咲き 競つ 

もうろう  なかん ずく りん 

たように なって、 朦朧と した 花環の 中に、 就中 輪の 大 

きい、 目に 立つ 花の 花片が、 ひらひらと 動く や 否や、 

たち どころ 

立処に 羽に かわって、 蝶々 に 化けて、 瞳の 黒い 女の 顔 

が、 その 同 一 処に ちらちら する。 


早瀬 は、 甘い、 香し い、 暖かな、 とろり とした、 春 

の 野に 横 わる 心地で、 枕 を 逆に、 搔 巻の 上へ 寝巻の 腹 

ばい  ほおづえ 

ん這 になって、 蒲団の 裙に乗 出しながら、 頰杖を 支い 

ラっ とり  さま 

て、 恍惚した 状に その 堇を 見て いる 内、 上に たたずむ 

ひと 

蝶々 と 斉しく、 花の 匂が 懐し くな つたと 見える。 

やおら、 手 を 伸して 紫の 影 を 引く と、 手 巾 は その ま 

ま 手に 取れた。 …… が 堇には 根が 有って、 襖の 合せ 目 

を 離れない。 

不思議に 思って、 蝶々 がする 風情に、 手で 羽の ごと 

すん  あ 

く 手 巾 を 揺動 かすと、 一寸ば かり 襖が …… 開 …… い… 

…た。 


くれない  まぼろし  ひとすじ 

と 見る と、 手 巾の 片端に、 紅 の 幻影が 一 条、 柔か 

に 結ばれて、 夫人の 閨に、 するすると 繫 つていた ので 

あった。 

董が 咲いて 蝶の 舞う、 人の 世の 春の かかる 折から、 

こんな 処に は、 いつでも この 一条が 落ちて いる、 名づ 

えに し  ち え  このみ  ひと 

けて 縁の 糸と 云う。 禁断の 智慧の 果実と 斉しく、 今 

も 神の 試みで、 棄 てて 手に 取らぬ 者 は 神の 児と なる し、 

けんぞく  あさま 

取って 繫ぐ もの は 悪魔の 眷属 となり、 畜生の 浅 猿し さ 

となる。 これ を 夢 みれば 蝶と なり、 慕えば 花と なり、 

解けば 美しき 霞と なり、 結べば 恐し き 蛇と なる。 

いかに、 この 時。 


隔ての 襖が、 より 多く 開いた。 見る見る 朱き 蛇 は、 

■ つろ こ 

その 燃 ゆる 色に 黄金の 鱗の 絞 を 立てて、 董の花 を 

かいくぐ  かしら 

搔 潜った 尾に、 主税の 手首 を 巻きながら、 頭に 婦人の 

乳の 下 を 紅 見せて 嚙ん でいた。 

颯と 花環が 消える と、 横に 枕した 夫人の 黒髪、 後 向 

きに、 搔 巻の 襟 を 出た 肩の 辺が 露に 見えた。 残燈は 

その 枕許に も 差 置いて あつたが、 どちらの 明 でも、 繫 

いだ ものの 中 は 断 たれず。 …… 

ふ すま  お さ 

ぶるぶる 震う と、 夫人 はふい と 衾 を 出て、 胸 を 圧え 

じつ  みまわ  ぼう 

て、 熟と 見据えた 目に、 閨の 内を朐 して、 懵 としたよ 

さまよ 

うで、 まだ 覚め やらぬ 夢に、 董 咲く 春の 野 を徜徉 うご 


とく、 裳 も 畳に 漾 つたが、 ややあって、 はじめて そ 

しごき  まと 

の 怪ぃ扱 帯の 我 を 纏える に 心 着いた か、 あ、 と 忍び音 

うな 

に、 魘された、 目の 美しい 蝶の 顔 は、 俯向けに 堇の中 

へ 落ちた。 


思いやり 

二十 

妙 子 は 同伴 も 無しに ただ 一 人、 学校が えりの 態で、 


八丁 堀のと ある 路地へ 入って 来た。 

こラじ まち 

通う その 学校 は、 麴町 辺で あるが、 どこ を どう 廻つ 

まさごち よう 

たの か、 真砂 町の 嬢さん が この辺へ 来る の は、 旅行 を 

する ような もので、 野 山 を 越えて はるばると …… 近所 

で 温習って いる 三味線 も、 旅の 衣 はすず かけの、 旅の 

衣 はすず かけの。 

みは 

目で 聞く ごとく ぱっちりと、 その 黒目 勝な の を睜っ 

おんな じ 

たお 妙 は、 鶯の声 を 見る 時と 同一な 可愛い 顔で、 路地 

みま  たちばな 

に 立って 朐 わしながら、 橘 に 井げ たの 紋、 堀の 内 

こうじゅう  かんばら  かど ふだ  なが 

講中のお 札 を 並べた、 上 原と 姓 だけの 門札 を視 めて、 

ひとえ 

単衣の 襟 をち よいと 合わせて、 すっと その 格子戸へ 


寄って、 横に 立って、 洋傘 を 支いた が、 声 を 懸けよう 

としたら しく、 斜めに 視き 込んだ 顔 を 赤らめて、 黙つ 

うつむ  ふしめ  くちもと  まつげ 

て 俯向いて 俯 目に なった。 口許より 睫毛が 長く、 日に 

さした 影 は 小さく 軒下に 隠れた。 

ひがさ  つ まさき 

コ トコ ト とその 洋傘で、 爪先の 土 を 叩いて いたが、 

「御免な さいご 

ほ がら 力  すず 

とようよう 云う、 控え目だった けれども、 朗 に 清 

かまち  とお 

しい、 框の 障子 越に ずッと 透る。 

中から よく 似た、 やや 落着いた 静な 声で、 

「は あ、 誰 方？」 

さ 

お 妙 は 自分から 調子が 低く、 今の は 聞えない 分に 極 


めて いたの を、 すぐの 返事 は、 ちと 不意 討と いう 風で 

吃驚して 顔 を 上げる。 

「誰 方、」 

「あの …… 髪 結さん の 内 はこつ ちでしょう かご 

ナ— ま、 - 

「はい、 こちらで ございます がご と 座 を 立った 気勢に 

連れて、 もの 云う 調子が 婀娜 になる。 

ま つ しょうめん  ぉッっ 

と 真正面に 内 を 透かして、 格子戸に 目 を押附 ける。 

「何ぞ 御用。」 

と いくらか 透いて いた 障子 を すらりと 開ける。 粋で 

い  しま  くろじゅす 

品の 佳い、 しっとり した 縞お 召に、 黒糯 子の 丸帯した 

ご しん ぞ  まるまげ  じ み 

御新造 風の 円鬅 は、 見違える ように 質素 だけれ ども、 


こよし 

みどりの 黒髪た ぐいな き、 柳 橋の 小芳 であった。 

たちみ  かど 

立身で、 框 から 外 を 見た が、 こんな 門に は最明 寺、 

つきひ ざ 

思い も 寄らぬ 令嬢 風に、 急いで 支 膝に なって、 

「あいにく 出掛けて 居りません が、 貴 嬢、 どちら 様で 

いらっしゃいます か。 帰りましたら、 直ぐ 上ります よ 

うに 申しましょう ご 

おくれば 

瞳 も 離さないで 視め たお 妙が、 後馳 せに 会釈して、 

「そう、 でも、 あの、 誰 方 かおいで でしよう。 内へ 来 

て 貰 うんじ やない の。 私が 結って 欲しい のよ。 どうせ、 

こんなので すから、」 

おさ  おしげ  びん  ふ 

と 指で も 圧えず、 惜気 なく 束髪の 鬢を掉 つて、 


「お 師匠さん でな くっても ゆいんで す。 お 弟子さん が 

おおなら、 ちょいと 結んで 下さいな ご 

すが  あど  つ か 

鎚 つて 頼む ように 仇な く 云って、 しっかり 格子に 摑 

まって、 差視 きながら、 

「小母さん でも 可い わ。」 

我 を (小母さん) にして 髪 を 結って、 と 云われた の 

で、 我ながら 忘れた ように、 心から 美しい 笑顔に なつ 

て、 

「貴 嬢、 まあ、 どちらから。 あの、 御 近所で いら つ しゃ 

レ ます 力 」 

「いいえ、 遠い のよ ご 


「お 遠う ございます かご 

「本郷 だ わご 

「ええ、 」 

「私ね え、 本郷 のね え、 酒 井と 云う の ご 

「お 嬢 様、 まあ、」 

と 土間に 一足お ろし さまに、 小芳 は、 急いで 框 から 

開ける 手が、 戸に 摑 まった お 妙の 指 を、 中から 圧え た 

こまげた  さかさ 

の も 気が 附か ぬか、 駒下駄の 先 を、 逆に 半分 踏まえて、 

かたづ まけ だ  みまも 

片棲 蹴出しの みだれさえ、 忘れた ように 瞻 つて、 

「お 妙 様 ご 

「小母さん は、 早瀬さん の …… あの …… お 蔦さん？」 


二十 一 

「いら つし や いまし、 」 

と 小芳が 太く 更 まって、 三 指 を 突いた 時、 お 妙は窮 

じょうざ 

屈そう に 六 畳の 上座へ 直されて いたので ある。 

「貴 嬢、 まあ、 どうして こんな 処へ、 たった 御 一人な 

んで すか。 途中で 何 かご ざいませんでした か、 お 暑 

かった でしよう のに。 唯今 手拭 を 絞って 差 上げます ご 

いっとき  あお 

と 一斉に 云い かけられて、 袖で 胸 を 煽いで いた 手 を 

留めて、 


きまり 

「暑 いんじゃな いの、 私 極が 悪い から、 それでもって、 

あの、」 

たもと 

と袂を 顔に 当てて、 鈴の ような 目ば かり 出して、 

「小母さんが、 お 蔦さん？」 と 低声で また 聞いた。 

「あれ、 どうしましょう。 あんまり 思 懸けない 方が お 

見えなさい ました もんです から、 私 は 狼狽て しまって 

あと ささ 

さ。 ほほ ほ、 いう こと も 前後に な るんで す もの、 まあ、 

御免なさい まし。 

私 は …… じゃありません。 その …… 何で ございます 

よ、 お 蔦さん が 煩ら つて 寝て おります ので、 見舞に 来 

たんで ございま すご 


「ええ、 御 病気 ご と 憂慮 しげに 打 傾く。 

「は あ、 久しい 間、」 

たんと 

「沢山、 悪く つて？」 

「いいえ、 そんなで もない ようです けれど、 臥って お 

ります から、 お 髪 は あげられません でしよう。 です が、 

御 緩く リ、 まあ、 なさい まし。 この頃で は、 お増さん 

も 気に掛けて、 早く 帰って 参ります から、 ほんとうに 

…… お嬢さん、」 

と 擦 寄って、 うっかりと 見惚れて いる。 

あがりぐち  ぉリ まが 

上 框が三 畳で、 直ぐ 次が この 六 畳。 前の 縁が 折 曲つ 

ひとま  まんなか 

た処 に、 もう 一室、 障子 は 真中で 開いて いたが、 閉っ 


た 蔭に、 床が あれば 有る らしい。 

向う は 余所の 蔵で 行 詰った が、 いわゆる 猫の額 ほど 

は 庭 も 在って、 青い もの も 少し は 見える。 小 綺麗 さは、 

のん 

酔 だくれ に は 過ぎたり といえ ども、 お 増と 云う 女房の 

あお 

腕で、 畳 も 蒼い。 上 原と あった 門札 こそ、 世 を 忍ぶ 仮 

の 名で も 何でもない、 すなわち これめ 組の 住居、 実は 

女 髪 結お 増の 家と 云って しかるべきであろう。 

惣 助の 得意先 は、 皆、 渠を 称して 恩 田 百姓と 呼ぶ。 

およばず つく リど  あきない 

註に 不及、 作 取りの ただ 儲け、 商売で 儲ける だけ は、 

飲む も 可し、 打つ も 可し、 買う も 可し だが、 何が さて 

もとで 

それで 済もう か。 儲け を 飲んで、 資本で 買って、 それ 


から 女房の 衣服で 打つ。 

それお 株が はじまった、 と 見る と、 女房 はがち がち 

がちと 在りた けの 身上 へ 錠 をお ろして、 鍵 を 昼夜帯 

へ 突 込んで、 当分 商売 はさせ ません、 と 仕事に 出る、 

ト かますの 煙草 入に 湯銭 も 無い。 おな まめ だんぶ つ、 

すく  ぎせ る 

座敷牢 だ、 と 火鉢の 前に 縮まって、 下げ 煙管の 投 首が、 

ある 時 悪心 増長して、 鉄瓶 を 引^ずし、 沸 立った 湯 を 

ながし  ざる そば  いち 

流 へ あけて、 溝の 湯気の 消えぬ 間に、 笊薔 麦で 一 杯 を 

極めた。 

その 時 女房に 勘当され たが、 やっとよ りが 戻って 以 

来、 金目な 物 は 重箱まで 残らず 出入 先へ 預けた から、 


そま つ 

家に は 似ない 調度の 疎 末 さ。 どこ を 見ても がらんと し 

ませ ま  よ 

て、 間 狭な 内に は 結句 さっぱりして 可 さそうな が、 お 

たもと 

妙 は 目 を 外ら す 壁 張りの 絵 も 無い ので、 しきりに 抉 

を 爪繰って、 

「可い のよ、 小母さん、 髪 結さん の 許 だから、 極り が 

悪い からそう 云って 来た けれど、 髪なん ぞ^! わなく つ 

たって 構わなく つてよ。 ちっとも 私、 結いた く はない 

の、」 

と投 出した ように 云 つ て、 

「早瀬さん の、 あの、 主税 さんの 奥さんに、 私、 お 目 

にか かれな くって？」 


「姉さん、」 

ト、 障子の 内から。 

「あい、」 と 小 芳が立 構えで、 縁へ 振 向いて そなた を 見 

込む と、 

「私、 そこへ 行っても！ いかい？」 

小 芳が急 い で縁づ たいで、 障子 を 向う へ 押しながら、 

膝 を 敷居 越に 枕許。 

かいまき  うつせみ 

枕に ついた 肩 細く、 半ば 搔卷を 藻 脱け た 姿の、 空蟬 

の あわれな 胸 を、 痩せた 手で しっかりと、 浴衣に 襲ね 

ねまき  つか 

た 寝 衣の 襟の、 はだかつ たの を 切なそう に摑 みながら、 

びん  ひき ゆわ  かしら 

銀杏 返しの 鬢の 崩れ を、 引 結えた 頭重げ に、 透 通る よ 


うに 色の 白い、 鼻筋の 通った 顔 を、 がっくりと 肩に つ 

ほつ  いき 

けて、 吻と今 呼吸 をした の はお 蔦で ある。 

二十 二 

からだ 

お 蔦 は 急に 起 上った 身体の あがきで、 寝床に 添った 

押入の 暗い 方へ 顔の 向いた を、 こなたへ 見返す さえ 

術な そうであった。 

枕から 透く、 その 細う 捩れた 背へ、 小芳 が、 密と手 

を 入れて、 上へ 抱 起す ようにして、 

「切なく はない かい、 お 蔦さん、 起きられ るかい、 お 


前さん、 無理 をして は 不可い よご 

ぁリ がと 

「ああ、 難 有う、」 

はちまき 

とようよう 起 直って、 顱卷を 取る と、 あわれな ほど 

振り かかる 後れ毛 を搔 上げながら、 

おかし  きざ 

「何だか、 骨が 抜けた ようで 可 笑い わ、 気障 だね え、 

ぐ つ たりして ご 

と 蓮 葉に 云って、 口惜し そうに 力の ない 膝 を 緊め合 

わせる。 

お 妙 はもう 六 畳の 縁へ 立って 来て、 障子に 摑 まって 

のぞ 

視 いていた が、 

「寝て いらっしゃいよ、 よう、 そうしてお いでなさい 


よ。 私が そこへ 行って よご 

とそれ まで 遠慮したら しかった が、 さあと なると、 

ひら リ  いきおい 

飜 然と 縁 を 切って 走 込む ばかりの 勢 II 小芳の 方が 

なじみ 

一目 先へ 御 見の 済んだ 馴染 だけ、 この 方が 便りに なつ 

たか、 薄く お 太鼓に 結んだ 黒糯 子の その 帯へ、 擦 着く 

ように 坐って、 袖の わきから 顔 だけ 出して、 はじめて 

逢った お 蔦の 顔 を、 瞬 もしないで 凝と 視 める。 

肩 を 落して、 お 蔦が 蒲団の 外へ 出ようと する の を、 

「よう、 そうしてい らっしゃ いなね。 そんなに して、 

私 は 困る わご 

「はじめまして、 」 


と 余り 白くて、 血の 通る の は 覚束ない 頸 を 下げて、 

手 を 支き つ つ、 

「失礼で ございま すから、」 

「よう、 私 困る のよ。 寝て いて 下さらな くって は。 小 

母さん、 そう 云って 下さいな ご 

と 気 を 揉んで、 我 を 忘れて、 小芳の 背中 を とんとん 

と 叩いて、 取次げ、 と 急って 云う。 

その 優し さが 身に 浸み たか、 お 蔦の 手 をし つかり 

握った、 小 芳の指 も 震えつつ、 

「お 蔦さん、 可い から 寝て おいでな、 お嬢さんが あん 

なに 云って 下さる からさ ご 


「いいえ、 そんなじゃありません。 切なければ 直きに 

ぁリ がと  あなた 

寝ます よ。 お嬢さん、 難 有う 存じます。 貴 嬢、 よくお 

いで 下さいました のね ご 

うち 

「そして、 よく 家が 知れました わね。 この辺へ は、 滅 

多に おいでな さいました こと は ござん せんで しょうに 

ねえ ご 

小芳 はまた 今更 感心した ように 熟々 云 つ た。 

きま 

「は あ、 分らな くって ね。 私、 方々 で 聞いて 極り が 悪 

むず 

かった わ。 探す のさえ 煩 かし いんです もの。 何だか、 

あの、 小母さん たち は、 ちょいと は、 あの、 逢って 下 

さらな かろうと 思って、 私、 心配 ッ たらな かってよ ご 


「私たちが …… 」 

「なぜで ございま すえ ご 

まんなか 

と 両方へ 身 を 開いて、 お 妙 を 真中に して 左右から、 

うつむ 

珍ら しそうに 顔 を 見る と、 俯向きながら 打 微笑み、 

「だって 私 は、 ちっともお 金子が 無 いんです もの。 お 

茶屋へ 行って、 呼ばな くって は 逢えない の じゃあ リま 

せんか ご 

といき 

お 蔦が ハツと 吐 息をつく と、 小芳 はわ ざと 笑いな が 

ら、 

「怪我に も そんな 事が ある もんです か。 それに、 お 蔦 

さん も、 もう 堅気です。 私が、 何も …… あの、 もっと 


も、 私に 逢おうと お つ しゃ つて 下す つたので は ござん 

せんが、」 

やさし  みまも 

と なぜか、 怨めし そうな、 しかも 優い 目で 瞻 つて、 

「私 は 何も、 そんな 者じゃありません のに ご 

「厭よ、 小母さん、 私 両方と も 写真で 見て 知っていて 

よご 

あどけ 

と 仇 気な く、 小芳の 肩へ 手 を 掛けて、 前髪 を 推 込む 

ばかり、 額 をつ けて 顔 を 隠した。 

一 一人 目と 目 を 見合せ て、 

きま リ 

「極が 悪い、 お 蔦さん ご 

「姉さん、 私 は 恥 かしい ご 


「もう …… 」 

「ああ、」 

思わず 一 所に 同音に 云った。 

「写真なん か 撮るまい よ、」 —— と。 

二十 三 

うしろ  ないしょう  のぞ 

お 妙 は 時に、 小芳の 背後で、 内証で 袂を視 いていた 

が、 細い 紙に 包んだ もの を 出して 気兼ね そうに、 

「小母さん、 あの、 お 蔦さん が 煩ら つてい らっしゃる 

事 は、 私 は 知らな かったん ですから、 お見舞 じ やない 


の、 あのね、 あの、 お土産に、 私、 極り が 悪い わ。 何 

にも 有りません から、 毛糸で 何 か 編んで 上げようと 

思った のよ。 

だけれ ども 何が 可い か、 ちっとも 分らないでしょう。 

粋な 芸者 衆 だから、 ハイカラな もの は 不可いで しょう。 

靴 足袋 も、 手袋 も、 銀貨 入 も、 そんな もの じ や 仕方が 

無い から、 これ をね、 私、 極り が 悪い けれども 持って 

来ました。 小母さんから 上げて 頂戴 ご 

「お喜びな さいよ、 お嬢さんが、」 

「まあ、」 

と 嬉しそうに 頂く の を、 小芳は 見い 見い、 蒲団へ 膝 


を 乗 懸けて、 

「何 を 下す つたい ご 

「開けて 見ても 可い かね ご 

「早く 拝見お しなね え ご 

い や  ひど 

「あら！ 見ち や 可 厭よ、 酷い わ、 小母さん は ご 

と 背中 を 推 着いて、 たった今まで 味方に 頼んだ の を 

かたき 

もう 目の 敵 にして、 小突く。 

お 蔦 は 病気で 気 も 弱って、 

「遠慮し ましょう かね、」 と 柔順し く 膝の 上へ 大事に 

置く。 

うらやま 

「ほんとうに、 お 蔦さん は 羨 し いわねえ ご 


とさ も 羨し そうに 小芳が 云う と、 お 妙 は フト打 仰向 

いて、 目 を 大きく して 何 か 考える ようだった が、 もう 

ひびろう ど  がまぐち 

一 つの 抉から 緋 天鵝絨の 小さな 蝦蟇口 を 可愛らしく 引 

出して、 

「小母さん、 これ を 上げましょう。 怒つ ちゃ 可 厭よ。 

たんと  おおき  みヅっ 

沢山 あると 可い けれど、 大な 銀貨 (五十 銭) が 三 個 だ 

けだ わ。 

せん  さつ 

先の 紙 入の 時 は、 お 紙幣が …… そうね え …… あの、 

四 円ば かりあった のに、 この間 落して ねえ ご 

と 驚いた ような 顔 をして、 

「どうしようかと 思 つたの。 だからち つ とば かしだけ 


れど、 小母さん 怒らないで 取つ といて 下さいな ご 

ぴ つ くり  き つ 

小芳が 吃驚した らしい 顔 を、 お 蔦 は 振 上げた 目で 屹 

と 見て、 

「ああ、 先生のお 嬢さん。 …… とも …… かく も …… 頂 

戴お しょ、 姉さん、」 

「お礼 を 申 上げます ご 

と 作法 正しく、 手 を 支いた が、 柳の 髪の 品の 佳 さ。 

つむり え 

頭 も 得 上げず、 声が 曇って、 

「どうぞ、 此 金で、 苦界が 抜けられ ますよう にご 

その 時お 蔦 も、 いもと 仮名 書の 包み を 開けて、 元気 

よく 発奮んだ 調子で、 


「おお、 半襟 を …… 姉さん、 江戸 紫の ご 

「主 税 さんが 好な 色よ。」 

と 喜ばれた の を 嬉しげ に、 はじめて 膝 を 横にず らし 

て、 蒲団に お 妙が 袖 を かけた。 

「姉さん、」 

うつむ 

と、 お 蔦 は 俯向いた 小芳を 起して、 膝 突 合わせて 居 

そむ  の ど 

直った が、 頰を薄 蒼う 染 るまで その 半襟 を 咽喉に 当て 

おとがい  じつ おさ 

て、 頤 深く 熟と 圧え た、 浴衣に 映る 紫 栄えて、 血 を 

吐く 胸の 美し さよ。 

きょうかたびら 

「私が 死んだら、 姉さん、 経帷子 も 何にも 要らない、 

お嬢さんに 頂いた、 この 半襟 を 掛けさして おくれよ、 


頼んだ よご 

ききょ う 

と 云う 下から、 桔梗 を 走る 露に 似て、 玉 か、 はら は 

らと襟 を 走る。 

「ええ、 お前さん、 そんな、 まあ、 拗ねた ような 事 を 

お言いで ない。 お嬢さんのお 志、 私、 私なん ざ、 今 頂 

もとで 

いた 御 祝儀 を 資本に して、 銀行 を 建て るんで す。 そし 

て 借金 を 返して ね、 綺麗に 芸者 を 止 すんだ よご 

じょうだん  は か 

と 串戯 らしく 言いながら、 果敢ない お 蔦の 姿に つけ、 

なさけ  くずお  おもて 

情に もろく 崩 折れつつ、 お 妙 を 中に 面 を 背けて、 紛 

らす 煙草の 煙 も 無かった。 

小芳の 心中、 ともかくも、 お 蔦の 頼み少ない 風情 は、 


まつげ かすか 

お 妙に も 見て取られて、 睫毛 を 幽に振 わしつつ、 

「お 医者に は懸 つてい るの ご 

「いいえ、 私 も その 意見 をして いた 処で ござんす よ。 

お 医者 様に もろく に 診て 貰わないで、 薬 も 嫌いで 飲ま 

な いんです もの、 貴女から もそう 云って やって 下さい 

ましな ご 

と、 はじめて 煙草盆から 一服 吸って、 小芳 はお 妙の 

かお つき 

声 を 聞く の を、 楽しそう に 待つ 顔色。 


お 取 膳 


二十 四 

ことば 

その 時お 妙の 言と いうの が、 余り 案外で あつたの 

あわた だ  はた  きせる 

から、 小芳は 慌 しく 銀の 小さな 吸口 を 払いて 煙管 を 

棄て たので ある。 

「お 医者 もお 薬 も、 私 だって 大嫌い だ わご 

まじめ 

と 至 つ て 真面目で、 

の ま 

「まずい もの を 内服せ て、 そしてお 菓子 を 食べて は 悪 

いの、 林檎 を 食べて はや 可い の、 と 種々 な こと を 云う 

ん です もの。 


そんな 事より ねえ、 面白い こと をして お遊びなさい 

よご 

小芳が (まあ。) と 云う 体で 呆れる と、 お 蔦 は 寂し そ 

うな 笑 を 見せて、 

「お嬢さん、 その 貴 嬢、 面白い ことが 無 いんです もの、」 

せい  いき 

と 勢の ない 呼吸 をす る。 

「主税 さんに 逢えば 可いで しょうご 

「え、」 

「貴女、 逢いたい でしよう ご 

みまも 

二人が 黙って 瞻 つても、 お 妙 は 目 まじろ ぎ もしな 

いで、 


「私 だって 逢いた くって よ。 静 岡へ 行って から、 全く 

一 年になる ん です もの、 随分 だと 思う わ、 手紙 も 寄越 

さな いんです もの。 私 は、 あんまり だと 思って よ。 

絵のお 清書 をす る 時、 硯を 洗って くれて、 そして そ 

の晚 別れた の は、 ちょうど 今月じゃありません か。 そ 

かきつ ばた  あかん ぼ 

の 時の 杜 若なん ざ、 もう 私、 嬰児が 描いた ように 思う 

んで すよ。 随分し ばらく なんです もの、 私 だって 逢い 

たいわ ご 

と 見る見る 瞳に うるみ を 持った が、 活々 した 顔は撓 

まず、 声 も凜々 と 冴えた。 

「それです から、 貴女 も 逢いた かろうと 思 つ てね え。 


実は 私 相談に 来たの。 もっと 早くから、 来よう、 来よ 

きま リ 

うと 思つ たんだ けれど、 極が 悪い しねえ、 それに 私見 

たような ものに は 逢つ て 下さらないで しょうと 思 つ て、 

学校の 帰りに 幾度 も 九 段まで 来て 止した の。 

それでも、 あの、 築地から 来る お 友達に、 この辺の 

事 を 聞いて 置いて、 九 段から、 電車に 乗る の は 分った 

の。 だけど もね え、 一度 万世 橋で 降りて しまって、 来 

られ なくなった 事が あるの よ。 

そのお 友達と 一 所に 来る と、 新 富 座の 処 まで 教えて 

上げましょう ッて云 うんだ けれど、 学校で また 何 か 言 

われる と 悪い から、 今日 も 同一 電車に 乗らない ように、 


招魂 社の 中に しばらく 居たら、 男の 書生さん が 傍へ 来 

て 附着いて 歩行 くんです もの。 私、 斬られる かと 思つ 

て 可 恐かった わ、 ねえ、 ぉ臀の 肉が 薬になる と 云 うん 

でしよう、 です もの、 危 いわ。 

もう 一 生 懸命に ここ へ 来て、 まあ、 可かった、 と 思つ 

てよ。 

あのね、 あの、」 

とこ とじ：； と 

と 蓐の綴 糸 を 引 張って、 

「貴女 も主税 さん も、 父さんに 叱られて それで こうし 

てい るんだ つて、 可哀相 だ わ。 私なら 黙つ ちゃい ない 

わがまま  かあさん 

わ、 我儘 を 云って やる わ。 だって、 自分 だって、 母 様 


がみ 可ない と 云う お 酒 を 飲んで 仕様が無 いんです もの。 

自分 も 悪い のよ。 

貴女 叱られたら、 お あやまん なさい よ。 そしてね、 

父さん はね、 私 や 母 様の 云う 事 は、 それ は、 憎らしく つ 

てよ、 ちっとも 肯 かない けれど、 人が 来て 頼む とねえ、 

何でも (厭 だ。) と は 言わないで、 一 々引受ける の。 私 

ちゃんと 伝授 を 知ってい るから、 それ を 知らせて 上げ 

たいの、 貴女が 御 病気で 来られな い ん なら、 小母さん、 」 

と 隔てな く、 小芳の 膝に 手 を 置いて、 

よ  うち 

「小母さん でも 可う ござんす。 構わないで 家へ いらつ 

おんな 

しゃいよ。 玄関の 書生さん は婦の お客様 を じろ じろ 


きまり 

見る から 極が 悪かったら 遠慮 は 無い わ、 ずんずん 庭 

の 方から いらっしゃい。 

私が ね、 直ぐに 二階へ 連れてって、 上げる わ。 そう 

するとね え、 母 様が お 酒 を 出す でしよう。 私が お 酌 を 

して 酔わせて よ。 ァ ハァハ 笑って、 ブンと 響く ような 

おおき 

大な声 を 出したら、 そしたら もう 可い わ。 

是非、 主税 さん を 呼んで 下さい。 電報で —— 電報と 

云って 頂戴、 可く つて。 不可い とか 何とか、 父さんが 

そう 云ったら、 膝 をつ かまえて 離さない の。 そして、 

さみ 

お 蔦さん が 寂しが つ て、 こんなに 煩ら つ て いら つ しゃ 

ると 云って 御覧なさい。 あんなに 可 恐ら しくっても、 


あわれな 話 だと 直きに 泣 くんです もの、 きっと 承知す 

る わ。 

そのかわり、 主税 さんが 帰って来たら、 日曜に 遊び 

に 行く から、 そうした らば、 あの …… 」 

と蓐の 端に つかまって、 お 蔦の 顔を視 くように して、 

「貴女 も、 私 を ゆ 厭 がらないで、 一 所に 遊んで 頂戴よ。 

ぜん 

前に 飯 田 町に 行きた くっても、 貴女が 隠れる から、 ど 

ん なに 遠慮だった か 知れない わご 

もう 一 一人と も 泣いて いたが、 お 蔦 は、 は ッと面 を 伏 

せた。 


二十 五 

涙 を 払って、 お 蔦が、 

い のち  おし 

「姉さん、 私 は 浮世に 未練が 出た。 また 生命が 惜く 

なった よ。 皆さんに 心配 を 懸けないで、 今日から お 

&師 にも 懸 りましょう、 薬 も 服む よ。 

お嬢さん、 もう 早瀬さん に は 逢えな くっても、 貴女 

がお 達者で いらっしゃいます 内 は、 死にた く はなくな 

リ ました ご 

と 身 をせ めて、 わな わな 震える。 

「寒気が する のね え、 さあ、 お寝な さいよ、 私が 掛け 


て 上げましょう ご 

かいまき 

搔 巻の 襟へ 惜気 もな く、 お 妙が 袖 も 手 も 入れて 引く 

の を 見て、 

「ああ、 勿体ない。 そんなに なすって は 不可ません。 

みんな 

皆 が そうじゃな い つ て 言います けれど、 私 は 色の つ 

いた 痰 を 吐きます から、 大切な お 身体に、 もし か、 

感染で も するとな りません ご 

覚悟した 顔の 色の、 颯と 桃色な が 心細い。 

「ゆい わ！」 

「可い わで は ござん せん。 あれ、 そして 寒気なん ぞし 

ません よ。 もう 私 は 熱く つて 汗が 出る ようなん です、 


それから、 姉さん、」 

と 小芳を 見て、 

「句ぞ  」 

う .S ず 

と 云う と、 黙って 頷く。 

「来たらね、 こんな 処で なく、 あっちへ 行って、 お前 

さん、 お嬢さんと ご 

「今日は 私に 任 かせて おくれ ご 

「いいえ、」 

「不可ない よ、 私が す るんだ よご 

「お嬢さん、 ああです もの。 見舞に 来て、 ちょっと、 

病人 を 苛める ものが あって、」 


「無理ば つかり 云う 人 だよ、 私に 理由が あるんだ か 

らご 

「理由 は 私に だって 有ります よ。 あの、 過般 もお 前 さ 

んに 話したろう。 早瀬さん と 分れて、 こうなる 時、 煙 

草 を 買え、 とおつ しゃって、 先生の 下す つた、 それ は 

ね、 折目の つかない 十 円 紙幣が 三枚。 勿体ない から、 

とむらい  ひきだし 

死んだら お 葬式に 使って 欲しく つて、 お 仏壇の 抽斗へ 

紙に 包んで しまって ある、 それ を 今日 使いたい のよ。 

お嬢さんに 差 上げて、 そして 私 も 食べたい から、」 

とた だ 言う のさえ 病人 だけ、 遺言 のように 果敢なく 

聞え た。 


「ああ、 そんなら そうお しな。 どれ、 大急ぎで、 いい 

つけよう ご 

おもて 

「戸外 は 暑かろう ねえ ご 

「何の、 お 蔦さん。 お嬢さんに 上げ るんだ もの、 無理 

こうち リ 

にも 洋傘 を さす もの かご 

「角の 小間物屋で 電話 をお 借りよ ご 

「ああ、 知って るよ。 あんまり あらくない 中く らいな 

処が 好かろう ねえ ご 

「私 はャ ケに大 串が 可い けれど、 お嬢さん は、」 

みんな 

「ここで 皆 一所に 食べ るんで なくつ ちゃ、 厭 ご 

「お 相伴し ますと も、 お 取 膳と やらで、」 


と 小芳が 嬉しそうに 云う。 

「じ や、 私 も 大きい の ご 

「感心、 」 

とお 蔦が 莞爾。 

「驚きました ねえ ご 

と 立つ。 

「御飯 も 一 所よ ご 

「あいよ、」 

かまち  つま 

と 框 を 下りる 時、 棲 を 取りそう にして、 振 向いた 目 

の ふちが 腫 ぼったく、 小 芳は胸 を 抱いて、 格子 を がら 

、、ゝ ) o 

力、 ら 


「お嬢さん、」 

とお 蔦が 懐し そうに、 

「もともと、 そういう 約束で 別れたん です けれど、 私 

の 方へ も 丸 一 年 …… ちっとも 便が な いんです よ。 

人が 教えて くれ ましてね、 新聞 を 見る と、 すっかり 

土地の 様子が 知れる ッて 言います から、 去年の 七月 か 

ら静 岡の 民 友 新聞と 云う の を 取りまして ね、 朝起きる 

のぞ  ひま 

と 直ぐ 靦 いて、 もう 見落し はしな かろう か、 と 隙 さえ 

あれば、 広告まで 読み ますんで すが、 ちっとも 早瀬 さ 

んの事 を 書いて あった ことはありません から、 どうし 

ておいで だか 分りません。 


この頃 じ や 落胆して、 勢 も 張 合 も 無 いんです けれど 

も、 もしゃに ひかされて は 見て います。 

たった 一度、 早瀬さん のこと を 書いて あつたの がご 

ざんして ね、 切 抜いて 紙 入の 中へ 入れて あります から、 

今、 お 目に 掛けます よご 

二十 六 

しとね 

お 蔦 は 蓐 に 居直って、 押入の 戸 を 右に 開ける、 と 上 

も 下 も 仏壇で、 一 ッは 当家の。 自分で お 蔦が 守 をす る 

の は 同居 だけに 下に 在る。 それ も 何となく もの あわれ 


つまな  さま 

だけれ ども、 後 姿が 棲の 萎えた、 かよわい 状 は、 物語 

もすそ 

にで も あるよう な。 直ぐに その 裳から、 仏壇の 中へ 

消えそう に 腰が 細く、 撫 肩が しおれて、 影が 薄い。 

さき 

紙 入の 中 は、 しばらく 指の 尖で 搔 探さねば ならな 

だいじ  しま  きちん 

かった ほど、 可哀相に 大切に 蔵って、 小さく、 整然と 

せいしょうこう 

畳んで、 浜 町の 清 正 公 の 出世 開運のお 札と 一 所に し 

てあつた、 その 新聞の 切 抜 を 出す、 とお 妙 は 早 や 

へだて ごころ  とこ もた 

隔 心 も 無く、 十 年の 馴染の ように、 横 ざまに 蓐に凭 

うなじ のば 

れ ながら、 頸 を 伸して、 待 構えて、 

「ちょいと、 どんな ことが 書いて あって。 また 掏賊を 

助けたり なんか、 f 可ない こと をした のじ やない の。 


急いで 聞かして 頂戴な ご 

「いいえ、 まあ、 貴女が お読みなさい まし ご 

「拝見な ご 

ほお づ え 

と 寝転ぶ ようにして、 頰杖 ついて、 畳の 上で 読む の 

ひきだし 

を 見ながら、 抜き かけた、 仏壇の 抽斗 を視 くと、 そこ 

そ つ 

に 仰向けに して ある 主税の 写真 を密と 見て、 ほろ りと 

しながら、 力 タリと 閉めた。 懐中へ、 その 酒 井先 生 恩 

賜の 紙幣の 紙 包 を 取って、 仏壇の 中に 落ちた 線香 立て 

の 灰 を、 フッ フッと 吹いて、 手で 撫でる。 

おもて 

戸外 を 金魚 売が 通った。 

おかし 

「何でしょう。 この 小 使 は、 また 可 訝な もの じ やない 


の、」 

とお 妙が 顔 を 赤う して 云う。 新聞に 書いた の は 

ァ アベ ェ  みだし 

(AB 横町。) と 云う 標題で、 西の 草深の はずれ、 浅 間 

に 寄った、 もう 郡部に なろうと すると ある 小路 を、 近 

あだな  とな  ごお リ 

頃 渾名して AB 横町と 称える。 すでに 阿部 郡で ある 

の だから 語呂が 合 い 過ぎる けれども、 ザ 」 れは 独語 学者 

早瀬 主税 氏が、 ここに 私塾 を 開いて、 朝から その 声の 

た わ i れ 

絶 間の ない 処 から、 学生が 戯 にし か 名 づけた のが、 

一般に 拡 まって、 豆腐屋 までが AB 横町と 呼んで、 土 

地の 名物で ある。 名物と 云えば、 も 一 ッ その 早瀬 塾の 

にたき 

若い もので、 これが 煮 焼、 拭 掃除、 万端 世話 をす るの 


であるが、 通例なら 学僕と 云う 処、 粋な 兄哥 で、 鼻唄 

うた 

を 唱えば と 云っても 学問 をす るので ない。 以前 早瀬 氏 

ある  ちかづき 

が 東京で 或 学校に 講師だった、 そこで 知己の 小 使が、 

やくしゃ 

便って 来た もの だそう だが、 俳優の 声色が 上手で 落語 

も 行る。 時々 (いらっしゃい、) と 怒鳴って、 下足に 札 

を 通して 通学生 を 驚かす、 とんだ 愛敬 もので、 小 使 さ 

ん、 小 使さん と、 有名な 島山 夫人 を はじめ、 近頃 流行 

のようにな つ て、 独逸 語 を その 横町に 学ぶ 貴婦人 連が、 

ご ひ いき 

大分 御 貝顯属 である、 と 云う 雑報の 意味であった。 

小芳 が、 おお 暑い、 と 云いつつ、 いそいそと 帰って 

来た。 


話に その 小 使の 事 も 交って、 何で あろうと 三人が 

風説 とりどりの 中へ、 へい、 お 待 遠 様、 と 来たの が 竹 

葉。 

小 芳が火 を 起す と、 気取 気の 無い お嬢さん、 台所へ 

いきおい  よろよろ 

土瓶 を 提げて 出る。 お 蔦 も 勢 に 連れて 蹌踉 起きて 出 

まう 

て、 自慢の 番茶の 焙じ 加減で、 三人 睦 くお 取 膳。 

お 妙が 奈良漬に ほうとな つた、 顔が ほてる と 洗った 

ので、 小芳が 刷毛 を 持って、 颯とお 化粧 を 直す と、 お 

蔦が ぐい、 と 櫛 を 拭いて 一 歯入れる。 

苦労人が 二人が かりで、 妙 子 は 品の いい 処へ 粋に 

なって、 また ある まじき 美麗 さ を、 飽かず 視 めて、 小 


いくたび うっとり 

芳が 幾度 も 恍惚 気抜けの する ような の を、 ああ、 先生 

ごもつ と 

に 瓜二つ、 御尤もな 次第 だけれ ども、 余り 手放しで 

くやし 

ロ惜 いから、 あとで いじめて やろう、 とお 蔦が 思い 設 

けたが、 …… ああ、 さりと て は …… 

いずれ 両親に は 内証なん だから、 と (おいし かって 

よ。) を 見得 もな く 門口でまで 云って、 遅くなら ない 内、 

お 妙 は八ッ 下りに 帰った。 路地の 角まで 見送って、 や 

やあって 引返した 小芳 が、 ばた ばた と龃 込んで、 半 狂 

す 力 

乱に、 ひしと、 お 蔦に 鎚リ ついて、 

「我慢が 出来ない。 我慢が 出来ない。 我慢が 出来ない。 

あんな 可愛い お嬢さんに お育てな すった お 手柄 は、 真 


おくさん  う 

砂 町の 夫人 だけれ ど、 産 …… 産んだ の は 私 だよ。 私の 

からだ  たんび 

子 だよ、 お 蔦さん、 身体へ 袖が 触る 度に、 胸が うずい 

てなら なんだ、 御覧よ、 乳の はった こと ご 

ひきし 

と、 手 を 引 入れて 引緊 めて、 わつ とば かりに 声 を 立 

てると、 思わず 熟と 抱き合って、 

「あれ、 しっかり おし、 小芳 さん、 癩が 起る と 不可い 

よ。 私たち は 何の 因果で、」 

しょわけ 

芸者なん ぞ になった とて、 色 も 諸 分 も 知 抜いた、 い 

おんな  むすめ 

ずれ 名 取の 婦 ども、 処女の ように 泣いた ので ある。 


小 待合 

二十 七 

「こうこう、 姉え、 姉え、 目 を 開いて 口 を 利きね え。 

もっとも、 かつと 開いた ところで、 富 士も筑 波 も 見え 

るか どう だか、 覚 束ねえ 目 だけれ どよ。 はは はは、 い 

くら 江戸前の 肴屋だ つ て、 玄関から 怒鳴り込む 奴が あ 

るかい。 お 客 だぜ。 お客様 だせ。 おい、 お前の 方で 惣 

菜 は 要らな くっても、 己が 方で 座敷が 要 るんだ。 何 

を！ 座敷が 無え、 古風な 事 を 言うな、 芸者の 霜 枯じゃ 


あるめえ しご 

はんだい  てんぴん 

と 盤台 を ど さりと 横 づけに、 澄まして 天秤 を 立て か 

ほろ えい  あ. 5 ない  かえ リ 

ける。 微酔 のめ 組の 惣助。 商売の 帰途に また ぐれた I 

I これ だから 女房が、 内に は 鉄瓶 さえ 置かない ので あ 

る。 

立 迎えた 小 待合の 女中 は、 坐り もやらず 中腰で うろ 

うろして、 

「全くお あいにく なんです よご 

と 入口 を 塞いだ 前へ、 平気で、 ずん と 腰を下ろして、 

たんび 

「見ね え， 身 もんで え をす る 度 に、 どんぶりが 鳴ら あ。 

腹の虫が 泣 くんじ やねえ、 金子の 音 だ。 びくびく する 


ま： リ  また 

ねえ。 お望みと あり や、 千両 束で 足の 埃 を 払いて 通 

るぜご 

もり じお 

と あげ 膝で、 ボコ ポン靴 をず ぶりと 脱いで、 装 塩の 

こなたへ ボ カン。 

声が 高い のでもう 一 人、 奥からば たばた と 女中が 出 

お つ かさ 

て 来て、 推 重なると、 力 を 得たら しく 以前の 女中が、 

「ほんとうに お前さん、 お 座敷が 無い のです よご 

「看板 を 下ろせ、」 

と 喚いて、 

「座敷が なくば 押入へ 案内し ねえ、 天井 だって 用 は 足 

りら い。 や あ、 御 新規お 一 人様 あ、」 


げど うづ ら 

と 尻 上りに 云って、 外道 面の 口 を 尖らす、 相好 塩 吹 

の 面の ごとし。 

「そっちの 姉 は 話せそう だな。 うん や、 やっぱりお 

座敷 ござな く 面 だ。 変な 面 だな。 はは はは、 ト おつ 

しゃる 方が、 あんまり 変で もね え 面で もね え ご 

にぎりこぶし  ねじこ  ひっこす 

行 詰った 鼻の 下へ、 握 拳 を 捻 込む ように 引 擦って、 

「まんな がらこう 見えても、 余所行きの 情婦が ある ぜ。 

まちええ  こしれ  なが いき 

待合へ 来て 見繕いで 栴 える ような、 べらぼうな 長生 

をす る もんかい。 

おう、 八丁 堀の めの 字が 来たが、 の、 の、 承知 か、 

承知 か、 と 電話 を 掛けね え。 柳 橋の 小芳 さん 許 だ。 


かしわ や  つな じ  こつぜん  あらわ 

柏 屋の綱 次と 云う 美しい のが、 忽然と して 顕れら あ。 

どう だ、 驚いた か。 銀行の 頭取が 肴屋に 化けて 来た 

のよ。 いよ、 御 趣向！」 

はなさき 

と 変な 手つき、 にゅうと 女中の 鼻 頭へ 突出して、 

はんてんぎ 

「それとも 半纏 着 は 看板に 障る から 上げね え、 とで も 

ぬ  しょ  てめ え とこ 

吐かして 見ろ。 河岸から 鯨 を 背負って 来て、 汝ン許 

で 泳がせる ぞ、 浜 町 界隈 洪水 だ。 地震より 恐怖え、 

やて、， まね 

屋体骨 は 浮上る ぜご 

女中 一 一人が 目配せして、 

「ともかくお 上ん なさい まし、」 

「どうにか 致します から ご 


「何 だ、 どうにか する。 格子で 馴染 を 引く ような、 

き さ 

気障な 事 を 言 や あがる。 だが 心底 は 見届けた よ。 いや、 

御 案内 引 〔# 「引」 は 小 書き^」 

きなこえ  ぶっか 

と 黄 声 を 発して、 ど さり、 と 廊下の 壁に 打附 りなが 

ら、 

「どこ だ、 どこ だ、 さあ、 持って来い、 座敷 を ご 

で、 突立って 大手 を 拡げる。 

「どう Hi  j ちら へ 、 」 

ぉリ まが 

と 廊下で 別れて、 一人が 折 曲って 二階へ 上る 後から、 

どしどし 乱入。 と ある 六 畳への めず り 込む と、 蒲団 も 

はんももひき  おお あぐら 

待たず、 半 股引の 薄汚れ たので 大胡 坐。 


「御酒 を あがります かご 

「何 升お 燜を します か、 と 聞きね え。 仕入れて あるん 

お ッ 

じ や 追つ く  〔# 「追つ く」 は 底本で は 「追つ く 匕 めえ。」 

女中が 苦笑いして 立とうと すると、 長々 と 手 を 伸ば 

すえ まなこ 

して、 据 眼で 首 を 振って、 チヨ、 舌鼓を打って、 

たゆう  つかまつ 

「待ちな 待ちな。 大夫 前芸と 仕って、 一 ッ 滝の 水 を 

走らせる、 」 

とふい と 立って、 

「鷲 尾の 三郎 案内 致せ。 鵪 越の 逆落しと 遣れ。 

うらばし ご 

裏 階 子から 便所 だ、 便所 だ ご 

どっかの 夜講で 聞いた そうな。 


二十 八 

ちょ うず 

手水 鉢の 処 へめ 組 はの つ そり。 里心の ついた 振られ 

客の ような 腰附 で、 中庭 越に 下座 敷 を きょろきょろと 

みまわ 

〔# 「きょろきょろと」 は 底本で は 「きょろきょろと」〕 狗 

したが、 どこへ 何ん と 見当 附け たか、 案内 も 待たず、 

ひとま 

元の 二階へ も 戻らないで、 と ある 一室への つ そりと 

ふすまぎ わ  あぐら 

入って、 襖 際へ、 どさリ とまた 胡 坐になる。 

あわた だ 

女中が 慌 しく 龃 込んで、 

「まあ、 どこへ いらっしゃ るんで すか。 I 


と、 たしなめる ように 云う と、 

「ここにい らっしゃら。 はは は、 心配す るな ご 

「困ります よ。 隣のお 座敷に は、 お客様が 有る じゃあ 

りません かご 

「構わね え、 一向 構わね え ご 

「こちらが お構いなさい ませんでも、 あちら 様で ご 

「ゆい じ やねえ か、 お 互 だ。 こんな 処へ 来て 何も、 向 

ともれい 

う 様 だ つ て 遠慮 はねえ。 大家 様の 隠居 殿の 葬礼に 立 つ 

とってよ、 町内が 質屋で 打附 つたよう な もの だ。 ーッ 

穴の 狐 だい。 己 あまた、 猫の さかる ような 高い 処は厭 

だからよ。 勘当され た 息子 じ やねえ が、 二階で 寝る と 


うな  むな ゎリ 

魘されら あ。 身分 相当 割 床と 遣 るんだ。 棟 割に 住んで 

にぎ や 

るから、 壁 隣の 賑か なのが 頼もしい や ご 

「不可ません よ、 そんな こと をお 言いな すつ ちゃ、 

選 好んで このお 座敷へ いらっしゃらな いだって、 幾ら 

でも 空いて るじゃありません かご 

「空いて る！ こう、 たった今 座敷 はねえ、 おあいに 

き ざ 

くだと 云った じ やねえ か。 気障 は 言わね え、 気障な 事 

は 云わね えから、 黙って 早く 燜 けて 来ね えよ ご 

いいがかりに 止むを得ず、 厭な 顔して、 

「じ や、 御酒 を 上る だけにな すって 下さいよ、 お 肴 

は？」 


おら  ぶち じ やけ 

「肴 は 己が 盤台に あら。 竹の 皮に 包んで な、 斑 鮭の 

鎌 ン処が あるから、 そいつ を 焼いて 持って来 ねえ。 蔦 

すき 

ちゃんが 好 だつ たんだが、 この 節 じ や 何にも 食わね え 

や、 折角 残して 帰っても 今日 も 食う めえ ご 

ひとりごと 

と 独 言に なって、 ぐったりして、 

「媽々 に 遣 るん じ や 張 合が 無え。 焼いて 来ね え、 焼い 

て 来ね え ご 

女中 は、 気 違 かと 危ん で、 怪訝な 顔 をした が、 試み 

- J  、 

「そして 綱 次さん を 掛け るんで すか ご 

「うん や、 今度 はこつ ちがお あいにく だ。 ちっとも 


馴染で も惨婦 でもね え。 口説きよ うに 因つ ちゃ 出来ね 

え 事 も あるめえ と 思う のよ。 もっとも 惚れて るに ゃ惚 

れ てるんだ。 待ちね え、 隣の 室で 口説い てら、 しかも 

二人が かりだ ご 

「ちょ つ と、」 

と 留め て 姉 さ んは 興さめ 顔。 

「こっち は 一人 だ、 今に 来たら、 お前 も 手伝って 口説 

いて くんね え。 何 だ、 何 だ、 (と 聞く 耳 立てて) 純潔な 

愛 だ。 けつの あいた あ 何 だいご 

ふすま  つら 

と、 襖に どしんと 顔 を 当てて、 

「蟻の 戸 渡で いや あがら あ、 べらぼうめ ご 


「やかましい！」 

隣の 室から 堪 りかね たか 牝咤 した。 

「地声 だ！」 

「あれ、」 

と 女中が 留めよう とする 手 も 届かず、 ばたり め 組が 

襖 を 開ける と、 いつの 間に 用意 をした か、 取って 捨て 

た 手拭の 中から 腹掛を 出た 出刃 庖丁。 

「この 毛唐人 めら、 汝、 どうす るか 見や あがれ ご 

まっさき  に 

ぁッと 云って、 真 前に 縁へ 遁 げた 洋服 は —— 河野英 

吉。 続いて 龃 出そうと する 照 陽 女学校の 教 頭、 

みやば たかんこう むな  ぼたん ひつ  すべ 

宫畑閑 耕の 胸づ くし、 釦が引 ちぎれて ヒ つた 手で、 


背後から 抱 込んだ。 

「そ、 そこに 泣いて いらっしゃるな ァ大 先生の 嬢 様で 

がしょう。 飯 田 町の 路地で 拝んで、 一度 だが 忘れね え。 

此 が 等が この 地獄 宿へ 引 張 込んだ の を 見 懸けた から、 

ちび りちび り 遣りながら、 痴の 色ば なし を 冷 かしと い 

なぐ 

て、 ゆっくり 撲 ろうと 思った が、 勿体なく ッて 我慢な 

ら ねえ。 酒 井さん のお 嬢さん、 私が こうやつ ている 

処を、 ここへ 来て、 こン 唐人 打 挫いて おやん なせえ、 

お打ちな せえ、 お打ちな せえ。 

どうして また こんな 処へ。 …… 何、 八丁 堀へ おいで 

なすって。 ええ、 お 帰ん なさる 電車で 逢ったら、 一人 


で 遠 歩きが 怪しい から、 教師の 役目で 検 ベる ッて、 … 

…沙汰の 限り だ。 

むむ、 此奴 等、 活かして 置 くんじ やねえ けれど、 娑 

けだもの 

婆の 違った 獣 だ、 盆に 来て 礼 を 云え ご 

のめ  からだ 

と 突飛ば すと、 閑 耕の 匐った 身体が、 縁側で、 は あ 

は あ 夢中に な つ て 体操の ような 手つきで いた 英吉に 倒 

れ かかって、 脚が 搦んで 漾ぅ処 へ、 チヤ ブ 台の 鉢 を 

あたま  からから 

取って、 ばら リ 天窓から 豆 を 浴びせた。 惣助呵 々と 

笑って、 大 音に、 

「鬼 は 外、 鬼 は 外 —— 」 


道 子 

二十 九 

夫の 所 好で 白粉 は 濃い が、 色 は 淡い。 淡し とて、 

きりょう  えん 

容色の 劣る 意味で はない。 秋の 花 は 春のと 違って、 艷 

を 競い、 美 を 誇る 心が 無い から、 日向より 蔭に、 昼よ 

リ夜、 日よりも 月に 風情が あって、 あわれが 深く、 趣 

が 浅い ので ある。 

河 野 病院 長 医学士の 内室、 河 野 家の 総領娘、 道 子の 


俤 は それであった。 

きょうだい 

どの 姉妹 も活々 して、 派手に 花やかで、 日の 光に 輝 

いている 中に、 独リ 慎まし やかで、 しとやかで、 露 を 

待ち、 月に あこが るる、 芙蓉 は 丈の びても 物寂しく、 

ひと  みだしな み  きぬ 

さした 紅 も、 偏え に身鎂 らしく、 装った 衣 も、 鈴虫の 

宿らし い。 

ひ つ こもりが ち 

い つも 引 籠 勝 で、 色 も 香 も 夫ば かりが 慰む ので あつ 

たが、 今日は 寺 町の 若 竹 座で、 某 孤児院に 寄附の 演 

劇が あって、 それに 附属して、 巿の 貴婦人 連が、 張 出 

しの 天幕 を 臨時の 運動場に しつらえて、 象 善巿を 開く。 

^うまで もな く 草深の 妹 は 先陣 承りの 飛 将軍。 そこで 


この 会の ほ とん ど 参謀長と も 謂 つ ベ き 本宅 の 大切な 母 

親が、 あいにく 病気で、 さした る 事で はない が、 推し 

てそうい う 場所へ 出て、 気配り 心 扱い をす るの は、 甚 

だ 予後 のために 宜しから ず、 と 医家 だ け に 深く 注意 し 

た処 から、 自分で 進んだ 次第で はなく、 道 子が 出席す 

る ことにな つた。 —— 六月 下旬の 事な りけ リ。 

あさす ず 

朝 涼の 内に 支度が 出来て、 そよ そよ と 風が 渡る、 袖 

か いな  なび  ひきしま  えもん つき 

が ひた ひたと 腕に 靡いて、 引緊 つた 白の 衣紋 着。 車 

ベ つ こう なか ざし  まるまげ 

を 彩る 青葉の 緑、 鼈甲の 中指に 影が 透く 艷 やかな 円 鬍 

で、 誰に も 似ない 瓜 核 顔、 気高く 颯と 乗 出した 処は、 

なまめ  おっとり 

きりり として、 しかも 優しく、 媚 かず 温 柔 して、 河 野 


一 族 第 一 の 品。 

たしな み 

嗜 も 気風 もこれ であるから、 院長の 夫人よりも、 

おおだな むき ごしんぞ  たんぼみ ち 

大店 向の 御 新 姐ら しい。 はた それ 途中  一 土手 田 畝 道へ 

かかって、 青田 越に 富士の 山に 対した 景色 は、 象善巿 

へ 出掛ける 貴女と より は、 浅 間の 社へ 御代 参の 御 守 殿 

と いう 風が あ つ た。 

車 は 病院 所在地の 横 田の 方から、 この 田 畝 を 越して、 

城の 裏通り を 走った が、 突かけ 若 竹 座へ は 行く のでな 

ひきこ  かじぼう 

く、 やがて 西 草深へ 挽 込んで、 楫棒は 島山の 門の、 例 

の 石橋の 際に 着く。 

姉 夫人 は、 余り 馴れない 会場へ 一 人で 行く のが 頼り 


ない ので、 菅子を 誘いに 来たので あつたが、 静かな 内 

こども  ばあや 

へ 通って 見る と、 妹 は 影 も 見えず、 小児 達 も、 乳母 も 

あるじ 

書生 も 居ないで、 長火鉢の 前に 主人の 理 学士が ただ 一 

人、 下宿屋に 居て 寝坊 をした 時の ように 詰らな そうな 

顔 をして、 膳に 向って 新聞 を 読んで いた。 火鉢に 味噌 

汁の 鍋が 掛 つて、 まだ それが 煮立たぬ から、 こうして 

待って いるので ある。 

ひと つ おど 

気軽なら 一番 威 かしても 見よう 処、 姉 夫人 は 少し 腰 

かが  やわらか 

を 屈めて、 縁から 差視 いた、 眉の 柔 な 笑顔 を、 綺麗 

ハ ンケチ 

に、 小さく 畳んだ 手 巾で 半ば 隠しながら、 

「お 一 人 ご 


「や あ、 誰かと 思った ご 

ひげ  くちもと  わらい 

と髯 のべった りした 口許に 笑 は 見せた が、 御 承知 

ひととなり  い 

の 為人 で、 どうと も 謂わぬ。 

姉 夫人 は、 やっぱり 半分 隠れた まま、 

とおる 

「滝ち やん や、 透さん は ご 

かあさん  ばあや 

「母 様が 出掛け るんで、 跡 を 追う ですから、 乳母が 連 

れて、 日曜 だから 山 田 (玄関の 書生の 名) もつ いて 遊 

い つも 

びです。 平時 だと 御宅へ 上 るんだ けれど、 今日の 慈善 

会に は、 御 都合で 貴女 も 出掛ける と 云う から、 珍ら し 

く はない が、 また 浅 間へ 行って、 豆 か 麩 を 食わし とる 

です かな ご 


「ではもう 菅 子さん は 参りました ね。」 

さ つ き 

「先刻 出た です ご 

かおつき 

なぜ 待って て くれない のだろう、 と 云う 顔色 もしな 

いで、 

「ああ、 もっと 早く 来れば 可う ござんした。 一所に 

行って 欲しかった し、 それに 四 五日お 来え なさらない 

から、 滝ち やん や 透さん の 顔 も 見た くって、」 

ほ、.'  うち 

と 優しく 云って 本意な そう。 一門の 中に、 この 人ば 

かリ、 一 人 も 小児 を 持たぬ。 


姉 夫人の、 その 本意 無げ な 様子 を 見て、 理学 士は、 

ああ、 気の毒 だと 思う と、 この 人物 だけに いっそ 口重 

になって、 言訳 もしなければ 慰め もせずに、 希代に 二 

ャリ として 黙つ てし まう。 

と 直ぐ 出掛けよ うか、 どうしょうと、 気 抜の した 姿 

さみ  ことば  せな 

うら 寂しく、 姉 夫人 も 言な く、 手 を 掛けて いた 柱 を 背 

に 向 直って、 黒 塀 越に、 雲 切れが したよう に 合歓の 散つ 

た、 日曜の 朝の 青田 を 見遣った 時、 ぶつぶつ 騒し い 鍋 

の 音。 

と 見る と、 むらむらと 湯気が 立って、 理 学士が 蓋 を 


取った、 がよ つぼ ど 腹が 空いた と 見えて、 

「失礼し ます ご と 碗 を 手に する。 

「お待ちなさい まし、 煮 詰り はしません かご 

ろ  なが じゅばん  ちりめん  つま す 

と 肉色の 鋁の 長襦拌 で、 鋁 縮緬の 棲摺る 音ない、 す 

しな  のぞ 

るする と 長火鉢の 前へ 行って、 科よ く視 いて 見て、 

「まあ、 辛う ござんす よ、 これ じ や、」 

どう こ  さ  しゃもじ  おさ 

と 銅 壺の湯 を 注して、 杓文字で 一 つ 軽く 圧え て、 

つ  あでやか 

「お 装け 申しましょう、」 と 艷麗に 云う。 

「恐縮です なご 

と 碗 を 出して、 理学 士は、 道 子が、 毛 一 筋 も 乱れな 

つや こぼ 

い 円 鬅の艷 も 溢さず、 白粉の 濃い 襟 を 据えて、 端然と 


さ や が た  もんつき 

した 白 襟、 薄お 納戸の その 紗綾形 小紋の 紋 着で、 

おつけ  よそ しろし ろ 

味噌汁 を 装う 白々 とした 手 を、 感に 堪えて 見て いたが、 

「玉 手 を 労し ますな、」 

と 一代の 世辞 を 云って、 嬉しそうに 笑って、 

うま 

「御馳走 (と チュウと 吸って) これ は 旨い ご 

「人様の もので 義理 をして。 ほほ ほ、 お土産 も 持って 

参りません ご 

はし 

その 挨拶 もせずに、 理学 士は箸 もっけないで、 ごッ 

く 一  J ッ く。 

「非常にお いしいです。 僕 は 味噌汁と 云う もの は、 塩 

が 辛くな き や 湯 を 飲む ような 味の 無 いもの だとば かり 


ひしゃく 

思うた です。 今、 貴女、 干 杓に 二 杯 入れた です ね。 あ 

まじな い 

れは汁 を 旨く 喰わせる 禁 厭です かね ご 

「はい、 ぉ禁 厭で ございま すご 

つぼみ  ほほえみ 

と 云った 目の ふちに、 蕾の ような 微笑 を 含んで い 

たから。 

「は、 は、 は、 串戯 でしよう ご 

「菅 子さん に 聞いて 御覧なさい まし ご 

「そう 云えば 貴女、 もうお 出掛けな さらなければ なり 

ます ま いで ご 

みょうだい 

「は、 私 はちつ とも 急ぎません けれど、 今日は 名代 も 

兼ねてお ります から、 疾く 参って お手伝い をいた しま 


こごと  いけ 

せんと、 また 菅 子さん に 叱 言 を 言わ れ る と 不可 ま せ ん 

 もう それで は、 若 竹 座へ 参って おります 時分で 

しょうね ご 

「うんえ、 」 

頰 ばった 飯に 籠って、 変な 声。 

「道 寄 をした です よ。 貴女 これから おいでな さるなら 

早瀬の 許へ お出でなさい、 あすこに 居ましょう で ご 

「します と、 あの方 も 御 一所なん です かご 

r 一  所 じ やないです。 早瀬が ああい う 依怙地 もんです 

ぎえん 

で。 半分 馬鹿にし ていて、 孤児院の 義捐なん ざ 賛成せ 

ん です。 今日は 会へ も 出ん と 云う そうで。 それ を 是非 


説 破して 引 張 出 すんだ と 云いました から、 今頃 は 盛に 

長 紅 舌 を 弄して おる でしよう、 は、 はは、」 

と 調子 高に 笑って、 厭な 顔 をして、 

「行って 見て 下さらん か。 貴女、」 

「はい、」 

うつむ 

と なぜか 俯向いた が、 姉 夫人 は そのまま しとやかに 

別れの 会釈。 

「また 逢 違いに なりません ように、 それで は 御飯 を 

めしあが 

召 食り かけた 処を、 失礼です が、」 

「いや、 もう 済んだ です ご 

その 日 は 珍ら しく 理 学士が 玄関まで 送って 出た。 


しずか 

絹 足袋の、 静な畳 ざ わりに は、 客の 来たの を 心 着か 

おさん 

なかった 鞠 子の 婢も、 旦那 様の 踏みし だいて 出る 

あしおと  だい どこ 

跫 音に、 ひょっこり 台所から 顔 を 見せる。 

「今日は、 」 

と 少し 打 傾いて、 姉 夫人が、 物 優しく 声をかける。 

うった まげ  ではい 

「ひや あ、」 と 打 魂消て 棒立ちに なった は、 出入り をす 

る、 貴婦人の、 自分に こんな 様子 をして くれる の は、 

ためし 

つ ぃぞ 有った 験が 無い ので。 

車夫が 門外から 飛込んで 来て 駒下駄 を 直す。 

「AB 横町でした かね。 あすこへ 廻ります から、」 

「へい、 へい、 ペロペロの 先生の ご と 心得た る もので 


ある。 

三十 一 

すま い 

早瀬 は、 妹が 連れて 父の 住居へ も 来れば 病院へ も 二 

三度 来て 知ってい るが、 新聞にまで 書いた、 塾の (小 

わかいもの 

使) と 云う 壮佼 は どんなであろう。 男 世帯 だと 云う し、 

他に 人 は 居ない そうで あるから、 取次に はきつ とその 

(小 使) が 出る に違いない、 と 籠 勝な 道 子 は 面白い も 

きき 

の を 見 もし 聞 もしす るよう な、 物 珍ら しい、 楽しみな、 

ここち  ほろ 

時め くような 心 持 もして、 早 ゃ大巌 山が 幌に 近い、 西 


さ き 

草深の はずれの 町、 前途 は 直ぐに 阿部の 安東 村になる 

—— 近来 評判の A  B 横町へ 入る と、 前庭に 古びた 黒 塀 

を 廻らした、 平屋の 行 詰った、 それでも 一軒 立ちの 

もんがまえ 

門 構、 低く 傾いた のに、 独語 教授、 と 看板 だけ 新しい。 

車 を 待たせて、 立附 けの 悪い 門 を あければ、 女の 足 

でも 五 歩 は 無い、 直き 正面の 格子戸から 物静かに 音ず 

れ たが、 あの 調子 なれば、 話 声 は 早 や 聞え そうな もの、 

と 思う 妹の 声 も 響かず、 可 訝な 顔 をして 出て 来ようと 

思った その (小 使) でもな しに、 車夫の いわゆる ベろ 

ほころ  どてら 

ぺ ろの 先生、 早瀬 主税、 左の 袖口の 綻びた 広袖の よう 

かすり  ひとえ 

な鉼の 単衣で ひょいと 出て、 顔 を 見る と、 これ は、 と 


ばかり 笑み 迎えて、 さあ、 こちらへ、 と 云う のが、 座 

ひっかえ  きばや 

敷へ 引返す 途中になる まで、 気 疾に引 込んで しまった 

とこう  いとま  ふみまよ 

ので、 左右の 暇 も 無く、 姉 夫人 は 鶴が 山路に 蹈 迷った 

ティ ブル 

ような 形で、 机 だの、 卓子 だの、 算を 乱した 中 を 拾つ 

て 通った。 

菅 子さん は、 と 先ず 問う と、 まだ 見えぬ。 が、 いず 

れぉ立 寄りに 相違ない。 今にも 威勢の 可い 駒下駄の 音 

たち どころ 

が 聞え ましょう。 格子が からりと 鳴る と、 立処 にこ 

あ-つ. P 

の 部屋へ お 姿が 露 れ ますから お休みな さりな がらお 

わき  たばこ  の 

待ちなさい、 と 机の 傍に 坐り込んで、 煙草 を 喫もうと 

して、 打棄 つて、 フィと 立って 蒲団 を 持 出す やら、 


あけはな  おつ ぴら 

開放し ましょう、 と 障子 を 押 開いた かと 思う と、 こつ 

ちの 庭が もうち つと あると 宜しい のです が、 と 云う や 

ほう 

ら。 散らかって おりまして、 と 床の間の 新聞 を 投り出 

す やら。 火鉢 を 押出して 突附 ける かとすれば、 何 だ、 

熱い のに、 と 急いで また 摺す やら。 なぜか 見苦しい ほ 

あわた だ  くもす  うるさ 

ど 慌 しげで、 蜘蛛の 囲 を かける ように 煩く 夫人の 

居 まわり を 立ちつ 居つ。 間に は 口 を 続けて、 よくい 

らっしゃ いました、 ようこそ おいで、 思いがけない、 

不思議な 御 方が、 不思議 だ、 不思議 だ、 と 絶ず 饒舌つ 

たので ある。 

「まあ、 まあ、 どうぞ、 どうぞ、 I 


うち 

とその 中に 落着いた 夫人 もつ い、 口早に なって、 顔 

を 振 上げながら、 ちと 胸 を 反らして、 片手で 煙 を 払う 

ような 振 をした。 

早瀬 は その 時、 机の 前の 我が 座 を 離れて、 夫人の 

うしろ  つった  うえした 

背後に 突立って いたので、 上下に 顔 を 見合わせた。 余 

かんばせ  まぶた 

り 騒がれた ため か、 内気な 夫人の 顔 は、 瞼に 色を染 

めた ので ある。 

と、 早瀬 は 人間が 変った ほど、 落着いて 座に 返って、 

おもむろ まきたばこ 

徐 に 巻 莨 を 取って、 まだ 吸い つけないで、 ぴたりと 

つ  そび 

片手 を 膝に 支いた、 肩が 聳えた。 

おくさん  じぜんし  びんぼうにん 

「夫人、 貴女 はこれ から 慈善市へ いらし つて、 貧者 


のために お働きな さるんで すねえ ご 

と 沈んで 云う。 

まつげ 

顔 を 見詰められ たので、 睫毛 を 伏せて、 

「はい、 です が 私 はた だお 手伝いで ございま すご 

「お願いが ございます。」 

のめ 

と 匐る がごと く、 主税が はたと 両手 を 支いた。 

すべ  ながしめ 

余り 意外な 事の 体に、 答うる 術な く、 黙って 流眄に 

こうべ もた  つか 

見て いたが、 果 しなく 頭 も 擡げず、 突いた 手に 畳を摑 

きづ か わ 

んだ 憂慮し さに、 棄ても 置かれぬ 気になって、 

「貴下、 まあ、 更 まって 何で ございま すの ご 

と は 云った が、 思 入った 人の 体に、 気味 悪 くもなつ 


て、 遁 腰の 膝 を 浮かせる。 

「失礼な 事 を 云うよう です が、 今日の 催 はじめ、 貴 

なさけ 

女方の なさい ます 慈善 は、 博く まんべんなく 情 をお 

ひで リ 

懸けになります ので、 旱に雨 を 降らせる と 同様の 手段。 

な  めぐみ  いきかえ 

萎えし ぼんだ 草樹 も、 その 恵に 依って、 蘇生る ので あ 

ります が、 しかし それ は、 広大無辺な 自然の 力で なくつ 

わざ  じょろ 

て は 出来ない 事で、 人間業 じ や、 なかなか 焼 石へ 如露 

で 振 懸ける ぐらいに 過ぎます まいご 

三十 二 


ゆきわた  むらぎ 

「広く 行 渉る ばか リを 望んで、 途中で 群 消えになる よ 

うな 情 を 掛けずに、 その 恵の 露を湛 えて、 ただ 一 つの 

そそ  あおあお 

ものの 根に 濯いで、 名もない 草の 一葉 だけ も、 蒼々 と 

活かして 頂きたい。 

めいめい  ずつ 

大勢 寄って なさる 仕事 を、 貴女 方、 各々 御 一人 宛で、 

専門に、 完全に、 一人 を 救って 下さる わけに は 参り ま 

せんか。 力が 余れば 二人です、 三人です、 五 人です な。 

よ そ  ひま  こ  ひ 

余所の 子供の 世話を焼く 隙に、 自分の 児に 風邪 を感か 

せない ように、 外国の 奴隸に 同情 をす る 心で、 御 自分 

お使いになる 女中 を 勦 つて やつ て 欲し いんです が、 

おお づか 

これ じ ゃ大摑 みのお 話です、 何も それ を かれこれ 申 上 


げる わけで はない のです。 

ひとしずく 

ところが、 差 当り、 今 目の前に、 貴女の  一 I 卞 の 涙 を 

頂かない と、 死んでも 死に 切れない、 あわれな 者が あ 

るん てす 

この 事に 就きましては、 私 は 夜の 目 も 合わない ほ 

ど 心 を 苦め まして ご 

とようよう 少し 落着いて、 

ぜん  ご れん みん 

「前から、 貴女の 御 憐愍 を 願おうと 思つ ていたん です 

かろが ろ 

けれど、 島山さん のと 違って、 貴女に は 軽々 しくお 目 

に 懸る事 も 出来ません し、 そうかと 云って、 打棄 つて 

置けば、 取 返しの なりません 一 大事、 どうしようかと 


まこと 

存じて おりました 処へ、 実に 何とも 思いがけない、 不 

思議な 御 光来で、 殊に それが 慈善会 にい らっしゃる 途 

中な ど は、 神仏の 引合 わせと 申しても 宜しい のです。 

あまね 

どうぞ、 その、 遍く御 施しに なろうと いう 如露の 水 

よ  わたくし  すそわけ 

を  一 I 卞、 一滴で 可う ございます、 私の 方へ お 配分な 

すつ てくだ さる わけに は 参りません か。 

御存じの 風 来 者であります けれども、 早瀬が 一 生の 

恩に 被ます ご 

と 拳 を 握り緊めて 云う の を、 半ば 驚き、 半ば 呆れ、 

且つ 恐れて 聞いて いたよう だった。 重かった 夫人の 眉 

ほほえみ  たしな 

が、 ここに 至る と 微笑に 開けて、 深切に、 しかし 鎂め 


るよう な 優しい 調子で、 

「お金 子が 御 入用なん でございます かご 

と 胸へ、 しなやかに 手 を 当てた は、 次第に 依って は、 

すぐ  すべ  ふところがみ  きゃしゃ  ふくろもの 

直に も 帯の 間へ ヒ つて、 懐 紙 の 間から 華奢な (囊 物) 

こなし  うわさ 

の 動作で ある。 道 子 はしばしば 妹の 口から 風説され て、 

くらしむき 

その 暮向 を 知つ ていた。 

ト 早瀬の 声に 力が 入って、 

か ね  わたくし 

「金子に も 何にも、 私 が、 自分の 事ではありません ご 

「まあ、 失礼な 事 を 云って、」 

おもて 

と 襟 を 合わせて 面 を 染め、 

「どうしましょう 私 は。 では 貴下の 事で は ございませ 


ん ので ご 

ほ 力 

「ええ、 勿論、 救って 頂きたい 者 は 他に あるんで すご 

「どうぞ、 あの、 それ は 島山のに 御 相談 下さい まし。 

私 もまた 出来ます ことなら、 蔭で —— お手伝い いたし 

やか ま 

ましょう けれど、 河 野 (医学士) が、 暄 しゅう ござい 

ますから ご 

さしう つむ 

…… 差 俯向いて 物寂し ゆう、 

「私が 自分で は、 どうも 計らい 兼ねます の。 それに は 

不調法で も ございま すし …… 何も、 妹の 方が 馴れて お 

ります から ご 

「いや、 貴女でなくて は 不可ん のです。 ですから 途方 


に 暮れます。 その 者 は、 それにもう 死に かかった 病人 

で、 翌日 も 待たない という 容体なん です。 

みよ リ 

六十 近い 老人で、 孫子 はもと より、 親類ら しい 者 も 

まるっきり 

ない、 全然 やもめで、 実際 形影 相 弔う という その 影 も、 

やぶれぶ とん 

破 蒲団の 中へ 消えて、 骨と 皮ば かりの、 その 皮 も 貴女、 

褥摺 れに摺 切れて いるじゃありません か。 

日の 光 も 見えない 目 を 開いて、 それでた だ 一目、 た 

おくさん 

だ 一 目、 貴女、 夫人の 顔が 見たい と 云います ご 

「ええ、 」 

「御 介抱に も 及びません、 手 を 取って 頂く にも 及び ま 

せん、 言 をお 交わし 下さる にも 及びません、 申す まで 


ま つ くら 

もない、 金銭の 御 心配 は 決して 無い ので。 真暗な 地獄 

の 底から 一 目 貴女 を 拝む の を、 仏と も、 天人と も、 山 

の 端の 月の 光と も 思って、 一生の 思 出に、 莞爾 したい 

と 云う のです から、 お 聞 届け 下さる と、 実に 貴女 は 人 

おくさん 

間 以上の 大 善根 をなさい ます。 夫人、 大慈大悲の 御 心 

持で、 この 願い をお 叶え 下さる わけに は 参りません か、 

十分 間と は 申しません ご 

と、 じりじりと 寄る と、 姉 夫人、 思わず 膝 を 進めつ 

つ、 

「どこの、 どんな 人で ございま すの ご 

「直き この 安東 村に 居 るんで す。 貞 造と 申して、 以前 


べっとう  おくさん 

御宅の 馬丁 をした もので、 …… 夫人、 貴女の、 実の… 

おとうさん 

…御 父上 …… 」 

三十 三 

「その …… 手紙 を 御覧なさいましたら、 もうお 疑 は あ 

おとうさん  ひでおみ 

りますまい。 それ は 貴女の 御 父上、 英臣 さんが、 御 出 

征中、 貴女の 母 様が 御宅の 馬丁 貞 造と …… 」 

早瀬 はちよ つと 言 を 切って …… 夫人が その 時、 わ 

ななきつつ 持つ 手 を 落して、 膝の 上に 飜 然と 一葉、 半 

たまず さ 

紙に 書いた 女文字。 その 玉章の 中には、 恐ろしい 毒薬 


ぬりこ  まっさお 

が 塗 籠んで でもあった ように、 真 蒼に なって、 白 襟に 

おとがい  おもかげ 

あわれ 口紅の 色 も 薄れて、 頤 深く 差 入れた、 俤 を 

き つ 

屹と視 て、 

「 …… などと 云う 言 だけ も、 貴女 方のお 耳へ 入れら 

れる 害の ものじゃありません、 けれども、 差 迫った 場 

いとま 

合です から、 繕って 申 上げる 暇 もありません。 

で、 そのために 貴女が おできな すつ たんで、 まだお 

はら  おつかさん 

腹に いらっしゃる 間に は、 貴女の 母 様が 水に もしよ 

うか、 という 考えから、 土地に 居て は、 何 かにつ けて 

人目が あると、 以前、 母 様 をお 育て 申した 乳母が 美 濃 

安八の 者で、 —— 唯今 島山さん の 玄関に 居る 書生 は 孫 


だそう です。 そこへ 始末 をし に 行って お 在な すった 間 

に、 貞造 へお 遣わしな すった お 手紙なん です。 

馬丁 はして いたが、 貞造 はしかるべき 禄 を^んだ 旧 

藩の 御馬 廻の 枠 で、 若気の 至り じゃある し、 附 合う も 

おくさん 

のが 附 合う ものです から、 御主人の 奥様と 出来た の を、 

嬉しい 紛れ、 鼻で 指 を さして、 つい 酒の 上 じ や 惚気 を 

云った 事 も あるそう です が、 根が 悪人で はない のです 

こ  おそろし 

から、 児 をな くす という 恐 い 相談に 震い 上って、 そ 

の 位なら、 御身 分 をお 棄て なすって、 一所に 遁げ てお 

ききい  わざ 

くんなさい。 ぉ肯 入れ 無く、 思 切った 業 をな さり や、 

いいぐさ 

表向きに 坐 込む、 と 変った 言 種 をした ために、 奥さん 


も 思案に余って、 気 を 揉んで いなす つた 処へ、 思いの 

外用 事が 早く 片附 いて、 英臣 さんが 凱旋でしょう。 腹 

帯に はちつ と 間が 在った もんだ から、 それなりに 日が 

た  ここの つき ご  い で 

経って、 貴女 は 九月 児で お 在な さる。 

が、 世間 じ や、 ああ、 よくお 育ちな すった、 河 野 さ 

んは、 お 家が 医者 だから。 …… そうでな いと、 大抵 九 

れんじゅう 

月 児 は 育たん もの だと 申します。 また 旧弊な 連中 は、 

戦争で 人が 多く 死んだ から、 生れる のが 早い、 と 云つ 

たそうです。 

はじめて 

名誉に、 とお 思いな すった か、 それとも 最初の 御 出 

おとうさん 

産で、 お喜びの 余り か、 英臣 さん は 現に 貴女の 御 父上 


だ。 

貞造 は、 無事に 健かに 産れ た 児の 顔 を 一 目 見る と、 

安心 をして、 貴女の 七夜の 御祝いに 酔った のがお 残 懐 

で、 お 暇 を 頂いて、 お 邸 を 出たん です。 

ふリ ようけん 

朝晩お 顔 を 見て いちや、 また どんな 不 了簡が 起る ま 

いもので もない、 という 遠慮と、 それに 肺病の 出る 身体、 

リ ヨウ マチス  かたがた 

若い内から 僂 麻 質が あった そうで。 旁々 お 邸 を 出る と 

ちからわざ 

なると、 力業 は 出来ず、 そうかと 云って、 その 時分 は 

まだ 達者だった、 阿 母 を 一 人 養わなければ ならない も 

てぎれ  こころづけ 

ん ですから、 奥さんが 手 切なり 心 着な り 下す つた 

いくら  か ね  もとで 

幾 干 かの 金子 を 資本に して、 初めは 浅 間の 額 堂 裏へ、 


大弓 場 を 出した そうです。 

幸い 商売が 的に 当って、 どうにか 食って 行かれる 見 

込みの ついた 処で、 女房 を 持つ たんです がね。 いや、 

ばち  てきめん  しばらく 

罰 は 覿面 だ。 境内へ 多 時 かかって いた、 見世物 師と 

密通いて、 有 金 を 攫って 遁 げたんで す。 しかも 貴女、 

女房が 孕んで いたと 云う じゃありません かご 

「まあ、」 

と、 夫人 は 我知らず 嘆息した。 

「忌々 しい、 とそ こで 大弓の 株 を 売って、 今度 は 安東 

こさ  や 

村の 空地 を 安く 借りて、 馬場 を掊 えて、 貸 馬 を 行った 

ん ですな。 


貴女、 それ こそ 乳母 日傘で、 お 浅 間へ 参詣に いらし つ 

らち  つかま 

た 帰り 途、 円い 竹の 埒に 摑 つて、 御覧な すった 事 も あ 
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りましょう。 道々 お摘みな すった 鼓 草なん ぞ、 馬に 投 

げて やったり なさい ましたの を、 貞 造が 知っています。 

おふくろ  いっとき 

阿 母が 死んだ あとで、 段々 馬場 も 寂れて、 一斉に 二 

ひき おち  やけ 

頭 斃死た 馬 を 売って、 自暴 酒 を 飲んだ のが、 もう 飲 仕 

舞で。 米 も 買えなくなる、 粥 も 薄くなる。 やっと 馬 小 

ぶッっ  しの 

屋へ 根太 を打附 けたので 雨露 を 凌いで、 今 も そこに 居 

るんで すが、 馬場の あと は 紺屋の 物干に なつたん です。 

…：- J 


三十 四 

わたくし 

「 私 は 不思議な縁で、 去年 静 岡へ 参って …… しかも 

その 翌日でした。 島山さん のと、 浅 間 を 通った 時、 茶 

店へ 休んで、 その 貞 造に 逢つ たんです。 それからこう 

いう 秘密な 事 を 打明けられ るまで、 懇意に なって、 唯 

今の 処じ や、 是非 貴女のお 耳へ 入れな くって はなり ま 

きとく 

せん ほど、 老人 危篤な ので ございます。 

ひと つ 

私で さえ、 これ は 一番 貴女に 願って、 逢って やって 

いくたび 

頂きたい と 思いました から、 今迄 幾度 か 病人に 勧めて 

も 見ました けれども、 いやいや、 何にも 御存じない 貴 


女に、 こういう 事 をお 聞かせ 申す の は、 足 を 取って 地 

獄へ 引落す ような もの。 あとじ や 月 も 日 も、 貴女のお 

目に は 暗くな ろう。 ぉ最惜 い、 と貞 造が 頭 を掉 ります。 

も つ とも 

道理 だと 控えました。 もっとも 私 も 及ばず ながら 

&師の 世話 もしたん です、 薬 も 飲ませました。 名高い 

医学士で お 在な さるから 一 ッ河 野さん の 病院へ 入院し 

て はどう か、 余所な がらお 道さん のお 顔 を 見られよう 

き 

から、 と 云い ましたが、 もっての 外 だ、 と肯 きません。 

清.： 者です。 

あいて  おつかさん 

人の 悪い 奴で 御覧なさい、 対 手が 貴女の 母 様 で、 そ 

のお 手紙が 一 通 あり や、 貞造は 一 生涯 朝から 刺身で 飲 


め るんで すぜ。 

ね ま 

また ちっとで も 強情り がましい 了見が あった リ、 一 

銭たり とも 御 心配 を掛 るよう な 考 が あるん なら、 私 

は 誓って 口 は 利かん のです。 

そうじゃない！ ただ 一目 拝みたい と 云う、 それさ 

え 我慢 をし 抜いた、 それ もです …… 老人 自分 じ や、 ま 

だ 治らない と は 思って いなかつ たからな ので。 煎じて 

飲む のが まだる ッ こし、 薬 鍋の 世話 をす る もの も 無い 

から、 薬 だと 云う 芭蕉の 葉 を、 青い まんまで 嚙 つたと 

言います  

その 元気 だから、 どうか こうか 薬が 利いて、 一 度な 


んざ、 私と 一 所に 安倍川へ 行って 餅 を 食べて 茶 を 喫ん 

で 帰った 事 も あつたんで すが、 それが いいめ を 見せた 

とこ  あきら 

んで、 先頃から また ど ッと褥 に 着いて、 今 は 断念め た 

処 から、 貴女 を 見たい、 一目 逢いたい と、 現に 言うよ 

うにな つたんで す。 

容態が 容態 ですから、 どうぞ 息の ある 内に と 心配 を 

してい たんです が、 人に 相談の 出来る 事 じ やなし、 御 

さしむ か 

宅へ 参って お 話 をしょう にも、 こり や 貴女と 対向いで 

なく つ て は 出来ます ま い。 

失礼 だけれ ども、 御主人の 医学士 は、 非常に 貴女 を 

愛して いらっしゃる ために、 恐ろしく 嫉妬深い、 と 島 


山さん のに、 聞きました。 

ほとんど 当惑して いた 処へ、 今日のお いで は 実に 不 

思議と 云っても 可い。 一言 (父よ。) とおつ しゃって、 

み だ  びゃっこう 

とそれ まで も 望 むん じ やない のです。 弥陀の 白光と 

も 思って、 貴女 を 一目と、 云う のです から、 逢って さ 

うちじゅう まっくろ  すす 

え 下されば、 それ こそ、 あの、 屋中 真黒に 下った 煤 も、 

藤の 花に 咲か わって、 その 紫の 雲の 中に、 貴女のお 顔 

を 見る 嬉し さは どんなでしょう。 

そう なれば、 不幸 極まる、 あわれな、 情ない 老人が、 

かえって 百万 人の 中に 一 人 も 得られない 幸福な ものと 

なって、 明かに 端麗な 天人 を 見る こと を 得て、 極楽 往 


生 を 遂げ るんで す、 —— 夫人 ご 

と 云った 主税の 声が、 夫人の 肩から 総身へ 浸 渡る よ 

うで あ つ た。 

「貞造 は、 貴女の 実の 父親で、 また ある 意味から 申す 

と、 貴女の 生命の 恩人です よご 

「は …… いご 

「会 は 混雑し ましょう。 若 竹 座 は 大変な 人でしょう。 

それに 夜 も 更ける と 申します から、 人目 を 紛らす のに 

仔細ありません。 得難い 機会です。 私 がお 供 をして、 

ちょ つ と 見舞に 参る わけに はまい りません かご 

と 片手に 燐寸を 持った と 思う と、 片手が 衝と 伸びて 


猶予ら わず 夫人の 膝から、 古手 紙 を、 ト 引取って、 

二度お 話した 上 は、 たとい 貴女が 御 不承知で も、 も 

うこんな もの は、 」 

とが 〔# 「火+ 發」、 316-3U と 火を摺 ると、 ひらひらと 

燃え 上って、 蒼くな つて 消えた。 が、 靡き かかる 煙の 

中に、 夫人の 顔が ちらちらと 動いて、 何となく、 誘わ 

れて膝 も 揺ら揺ら。 

いずまい  あらた 

居 坐 を 直して、 更 まって、 

「お連れ 下さい まし、 どうぞ ご 

がらがらと 格子の 開く 音。 それ、 言わぬ ことか。 早 

まば ゆ 

や 座に 見えた 菅 子の 姿。 眩い ばかりの 装いで、 坐り 


もやらず、 

「まあ、 姉さん！」 

さ ゾ ぬ .ー .1 と 

私語 

三十 五 

「もう 遅い わ、 姉さん、 早くい らっしゃらない では、 

何 をして いるの、 」 

せきこ  おもて 

と 菅子は 立った ままで 急 込んで 云う。 戸外の 暑さ か、 


かつ のぼ 

龃 込んだ せいか、 赫と 逆上せた 顔の 色。 

胸 打 騒げる 姉 夫人、 道 子が かえって 物静かに、 

さ つ き 

「先刻から 待って いたんです よご 

「待って いたって、 私 は 方々 に 用が あるんだ もの、 さつ 

さと 行って 下さらな いじ や、」 

「何です ねえ、 邪険な、 和 女 を 待って いたんで すよ。 

来が けに 草深へ も 寄った のよ。 一所に 連れて行って 欲 

しいと 思って。  さあ、 それで は 行き ましょうね ご 

「私 は 用が ある わご 

「寄 道 をす るんで すか ご 

「じ や …… ない けど も、 これから、 この 早瀬さん と 一 


議論して、 何でも 慈善会へ 引 張り出 すんで すから 手間 

が 取れて よご 

とま だ 坐り もせぬ。 

主 税は腕 組 をしながら、 

「はは はは、 まあ、 貴女 も、 お聞きなさい、 ぉ菅 さん 

の 議論と 云う の を。 いくら 僕 を 説いた つて、 何にもな 

り やしないん ですから ご 

「承 わ つ て参リ ましょう かご 

と 姉 夫人が 立ち かけた 膝 を また 据えて、 何となく 残 

惜 そうな 風が 見える と、 

「早く いら つ しゃら なく つち や …… 私 は 可い けれども、 


姉さん、 貴女 は 兄さん (医学士) が やかまし いんだ も 

の、 面倒よ ご 

みおろ  あおじろ 

と 見下す 顔 を、 斜めに 振 仰いだ、 蒼白い 姉の 顔に、 

のぼ  き つ 

血が 上って、 屹 となった が、 寂しく 笑って、 

さき 

「ああ、 そうね、 私 は 前に 参りましょう。 会場の 様子 

は 分らない けれど、 別に まごつく ような 事 はあります 

まいから ご 

きちん 

とおと なしく 云って、 端然と 会釈して、 

「お 邪魔 をいた しまして ございま すご とちよ いと 早 

瀬の 目 を 見た が —— 双方で 瞬きした。 

「まあ、 御 一所が 宜しい じゃありません か。 ぉ菅 さん 


もそう なさ いご 

「いいえ、 そうして はおられません、 もっと、」 

と 声に 力が 籠って、 

「種々 お 話 を 伺いとう 存じます けれども …… 」 

じき 

「私 も、 直 だ わご 

「待って いますよ ご 

しおしお 

と 優しい 物 越、 悄々 と 出る 後 姿。 主税は 玄関へ 見 

おおい  そつ  たもと  おさ 

送って、 身を蔽 にして、 密 とその 抉の 端 を 圧え た。 

「さようなら！」 

いきおい  れき ろく 

勢 よく 引返す と、 早 や 門の 外 を櫪轆 として 車が 行 


「暑い、 暑い、 どうも 大変に 暑い のね ご 

菅子 はもう そこに、 袖 を 軽く 坐って いたが、 露の 汗 

と き  うわ じめ  ゆる  あた リ 

の 悩ましげ に、 朱鷺色 縮緬の 上^の 端 を 寛め た、 辺 は 

あかる  あからさま  きぬ 

昼 顔の 盛りの ようで、 明い 部屋に 白々 地な、 衣ば かり 

が 冷し い 蔭。 

r 久振だ わね ご 

いいぐさ 

「久振 じ やない じゃあ リ ません か。 今の 言 種 は 何です、 

そば 

あり や。 …… 姉さんに お気の毒で、 傍で 聞いて いられ 

やしないご 

はい リきリ 

「だって 事実 だもの。 病院に 入 切で 居ながら、 いつ 

なんどき  のこらず 

の 何時に は、 姉さんが 誰と 話 をした ッて 事、 不残 旦那 


様 御存じな の、 もう 思 召ったら な いんです からね。 

ラ ちじ ゅラ 

それでも 大事に して 置かない と、 院長 は 家中の 稼 

かげ さま 

ぎ 人で、 すっかり 経済 を 引受けて るんだ わ。 お 庇 様で 

一 番 末の 妹の 九ッ になる のさえ、 早 や、 ちゃんと 嫁入 

支度が 出来 てるのよ。 

たのし 

道楽 一 ッす るん じ やなし、 ただ、 姉さん を 楽み にし 

て 働いて いるんで すから ね。 ちっとで も 怒らしち ゃ大 

変な の だから、 貴下 も 気をつけて 下さらな くつち や 困 

る わご 

「何 を 云って るんで す、 面白く もない ご 

いや ごねん ごろ 

「今の 様子 ッ たら 何です、 厭に 御懇 ね。 そして 肩 を 


持つ ことね。 油断 もす きもな リ はしない ご 

じょうだん 

「可い 加減に なさい。 串戯 も、」 

「だって 姉さんが、 どんな 事が あれば ッ たって、 男と 

さしむ か 

対向いで 五分 間と 居る 人 じ やない のよ。 貴下 は 口前が 

巧く つて、 調子が 可い から、 だから 坐り込んで いるん 

じゃありません か。 ほんとうに 厭よ。 貴下 浮気なん ぞ 

しちや、 もう、 沢山 だ わご 

「まるで こり や、 人情本の 口絵の よう だ。 何です、 対 

向った、 この 体裁 は ご 


しめ やかな 声で、 夫人が —— 

「貴下 …… どうす るの よご 

「  」 

「私が これほど 願っても、 まだ 妙 子さん を 兄さん (英 

吉) に は 許して くれないの。 今までに もどん なに 頼ん 

だか 知れない のに、 それじゃ 貴下、 あんまり じゃあり 

ません か。 

くどき  こちら 

去年から 口説 通しなん だ わ。 貴下が はじめて、 静岡 

ちかづき 

へ 来て、 私と 知己に なった というの を 聞いて、 (精 一 杯 

おもてなし 

御 待遇 をなさい。) ッて 東京から 母さんが 手紙で そう 


云って 寄越した の も、 酒 井さん との 縁談 を、 貴下に 調 

えて 頂きた ければ こそ だもの。 

母さん だって、 どのくらい 心配して いるか 知れない 

ためし 

んだ わ。 今まで、 つい ぞ 有った 験 は 無い。 こちら か 

ら 結婚 を 申込んで 刎ねられる なんて、 そんな 事 —— 河 

野 家の 不名誉よ、 恥辱 ッ たらありません ものね。 

兄さん も、 どんなに か 妙 子さん を 好いて いると 見え 

あそび 

て、 一体が 遊蕩 過ぎる 処へ、 今度の 事 じ や 失望して、 

自棄 気味ら しいの よ、 遣り方が。 自分で 自分 を 酒で 殺 

しちや、 厭じゃありません か、 まあ、」 

と 一 際 低声で、 


「ちょいと、 いかな 事ても 小 待合へ なん ぞ倒込 むんで 

すって。 監督の 叔父さんから 内々 注意が ある もんだ か 

とつ  うち  かね 

ら、 もう 疾 くに 兄さんへ は 家で お金 子 を 送らない 事に 

して、 独立で 遣れ ッて 名義 だけれ ども、 その実、 勘当 

同様な の。 

この頃 じ や 北 町 (桐 楊 塾) へ も 寄り 着かな いんです つ 

て。 

みんな 

だって どこに 転がって いたって、 皆お 金子が 要る 

ん でしよう。 どこから 出て？ いずれ 借り るんだ わ。 

また 河 野の 家の 事 を 知っていて、 高利で 貸す ものが あ 

まとま 

るんだ から 困つ ちまう。 千と 千 五 百と 纏った お金 子 


で、 母 様が 整理 を 着けた の も 二度よ。 洋行させる 費用 

に、 と 云って 積 立てて あった 兄さんの 分 は、 とうの 昔 

無くなって、 三度 目の 時には 皆 私たち 妹の 分にまで、 

手が つ いたんじゃありません か。 

妙 子さん の 話が はじまつ てから は、 ちょうど 私 も 北 

町へ 行って いて 知っている けれど、 それ は、 気の毒な 

ほど 神妙に なった のに。 …… 

もともと 気の 小さい、 懐 育ちのお 坊ちゃん なんだか 

あそび  よ 

ら、 遊蕩 も駄々 で 可 かったん だけれ ど、 それだけに ま 

たま 

た 自棄に なつち や 乱暴 さが 堪らな いんだ もの。 

病院の 義兄 は 養子 だし、 大勢の 兄弟 中に、 やっと 学 


位の 取れた、 かけ 替えの ない 人 を、 そんなに してし ま つ 

ちゃ、 それ は 家で もほんと うに 困る のよ。 

早瀬さん、 貴下の 心 一 つで、 話が 纏ま るん じゃあり 

さ 

ません か。 私が 頼 むんだ から 助ける と 思って 肯 いて 頂 

戴、 ねえ …… それじゃ、 あんま リ 貴下 薄情よ ご 

「ですから、 ですから。」 

おさ 

と 圧え るよう に 口を入れて、 

「決して 厭 だと は 言いません。 厭 だと は 言い やしない。 

これから でも 飛んで 行って、 先生に 話 をして 結納 を 

持 つ て 帰りましょう ご 

事 も なげに 打 笑って、 


あべ こべ 

「それじゃ 反対だった。 結納 はこ ちらから 持って行く 

ん でした つけ ご 

「そのかわり また、 (あの 安東 村の 紺屋の 隣家の 乞食 

小屋で 結婚式 を 挙げろ) ッて言 うんでしょう。 貴下 は 

いこじ  ね 

なぜそう 依怙地に、 さもしい お 米の 価 を 気にする よう 

な こと を 言う ん だろう。 

ほんとうに 串戯 ではない わ！ 一家の 浮沈と 云つ 

たような 場合です からね。 私 もどん なに 苦労 だか 知れ 

な いんだ もの。 御覧なさい 〔# 「御覧なさい」 は 底本で は 

「御覧さない 匕、 痩せた でしよう。 この頃 じ や、 こちら 

に、 どんな 事で も あるよう に、 島山 (理 学士) を 見る 


と、 もうね、 身体が 萎む ような 事が ある わ。 土間へ 龃 

下りて 靴の 紐 を 解いたり 結んだり してやつ てる じゃあ 

りません か。 

ひざまず  キッス 

跪いて、 夫の 足に 接吻 をす る 位な ものよ。 誰が さ 

せる の、 早瀬さん。 —— 貴下の 意地 ひとつ じゃあり ま 

せんか。 

ちっと は 察して、 肯 いて くれたって、 満更 罰 は 当る 

まいと、 私 思 うんです がね ご 

机に 凭れて、 長くな つて 笑いながら 聞いて いた 主税 

き つ 

が、 屹と 居直つ て、 

ほし 

「じ や 貴女 は、 御 自分に 面 じて、 お 妙さん を 嫁に 欲い 


と言うんで すか。」 

「まあ  そうよ。」 

「そう、 それで は 色 仕掛に なすつ たんだね ご 

三十 七 

「怒った の、 貴下、 怒つ ちゃ 厭よ、 私。 貴下 はほんと 

うに この 節 じ や、 どうして、 そんなに 気が 強くな つた 

ん だろう ねえ ご 

「貴女が 水臭い 事 を  一一 一一 n うから さ ご 

「どっちが 水臭 いんだ か 分り はしない。 私 はま さか、 


よる  ゆ 

夜 内 を 出る わけに は 行かず、 お 稽古に 来たって、 大勢 

ん 込みなん だもの。 ゆっくりお 話 をす る 間 も 無い じ や 

ありま せんか。 

過日 何と 言 いました。 あの 合歓の 花が 記念 だ か ら 、 

かわず 

夜中に あすこへ 忍んで 行く —— 虫の 音 や、 蛙の 声 を 

聞きな が ら 用水 越に 立 つていて、 貴女が あ の 黒 塀 の 中 

しごき 

から、 こう、 扱 帯 か何ぞ で、 姿 を 見せて 下す つたら、 

やみ 

どんなだろう。 花が ちらちらす るか、 闇 か、 蛍 か、 月 

か、 明星 か。 世の中が どんな 時に、 そんな 夢が 見られ 

じょうだん 

ましょう  なんて 串戯 云う から、 洗濯 をす るに 可 

いの、 瓜が 冷せ て 面白い のッ て、 島山に そう 云って、 


とうとう あすこの、 板塀 を 切 抜いて 水門 を-椿え させ 

たんだ わ。 

まんなか 

頭痛が してなら ないから、 十 畳の 真中へ 一 人で 寝て 

見たい の、 なんの ッて、 都合 をす るのに、 貴下 は、 素 

通り さえし ないじゃありません かご 

「演劇の よう だ ご 

と 低声で 笑う と、 

「理想 実行よ ご と 笑顔で 言う。 

「どうして 渡 るんで す。」 

いいぐさ 

「まさか 橋 を かける 言 種 は、 貴下、 無い もの ご 

「だから、 渡られます まいご 


つかま 

「合歓の 樹の枝 は 低く つてよ。 摑 つて、 お 渡ん なさ 

いなね ご 

「河童 じゃあるまい し、」 

「 ま ま H.0 ま- II 

と 今度 は 夫人の 方が 笑い出し たが。 

「なにしろ、 貴下 は 不実よ ご 

「何が 不実です ご 

「どうかして 下さいな。」 

あらたま 

—— 更 つ て —— 

「妙 子さん を ご 

「ですから 色仕掛け か、 と 云 うんです ご 


「あんな 恐い 顔 をして、 (と 莞爾 して。) ほんとう はね、 

私 …… 自ら 欺む いてい るんだ わ。 家の ために、 自分の 

ぎせ い 

名誉 を 犠牲に して、 貴下から 妙 子さん を、 兄さんの 嫁 

ゆきき 

に 貰おう、 とそう 思つ てこ ちらへ 往来 をして いるの。 

でな くって、 どうして 島山の 顔 や、 母 様の 顔が 見て 

まあ- P  おもて 

いられます。 第一、 乳母に だって 面 を 見られる ようよ。 

それにね、 なぜか、 誰よりも 目の 見えない 娘が 一 番恐 

いわ。 母さん、 と 云って、 あの、 見えない 目で 見られ 

ると、 悚 然してよ。 私 は 元気で いる けれど、 何だか、 

そのために 生身 を 削られる ようで 瘠せる のよ。 可哀相 

だ、 と 思ったら、 貴下、 妙 子さん を 下さいな。 それが 


何より 私の 安心に な るんで す。 …… それにね、 他の 人 

は、 でもない けれど、 母 様が ね、 それ はね、 実に 注意 

深いんで すから、 何だか、 そうね え、 春の 歌留多 会 時 

分から、 有り もしない 事で も ありそうに 疑って いる 

ような の。 もしかしたら、 貴下 私の 身体 はどうな ると 

思って？ ですから 妙 子さん さえ 下されば、 有形に も 

無形に も 立派な 言訳に な るんだ わ。 ひよ つ とすると、 

母 様の 方で も、 妙 子さん の 為にす るの だ、 と 思って い 

るの かも 知れな くって よ。 顔 さえ 見り や、 (私が どう 

かして 早瀬さん に 承知させます。) と、 母 様が 口 を 利か 

ない 先にそう 言って 置く から。 よう、 後生 だから 早瀬 


さんご 

すが 

言い 言い、 鎚 るよう に 言う。 

「詰らん 言 を。 先生のお 嬢さん を 言訳に 使って 可い も 

んです 力 」 

「そうすると、 私もう、 母さんの 顔が 見られなくなる 

かも 知れません よご 

「僕 だって 活 きて 二度と、 先生の 顔が 見られな いよう 

こぶし  ひきし 

に …… 」 と 思わず 拳 を 握った の を、 我 を引緊 めら れた 

ごとくに、 夫人 は 思い 取って、 しみじみ、 

「じ や、 私の、 私の 身体 はどうな つて？」 

「訳 は 無い、 島山から 離縁され て、」 


「そんな 事が、 出来る もんです かご 

あたりまえ 

「出来ない もんです か。 当 前 だ、」 

にっこり 

と 自若と して 言う と、 呆れた ように、 また …… 莞爾 

「虫 貝 下 はどうして そうだろう。 」 

三十 八 

「どうもこう も あり はしません、 それが 当 前 じゃあり 

ません か。 義、 周の 粟 を 食わず とさえ 云 うんだ。 貴 

女、」 

と 主税は 澄ま し て 言 い 懸けた が 、 常な らぬ 夫人の 目 


つぐ  いき ぜゎ  おさ 

の 色に 口 を噤ん だ。 菅子は 息 急し い 胸 を 圧え るの か、 

乳の 上へ 手 を 置いて、 

「何 だって、 そり やあん まり だ わ、 早瀬さん、」 

と、 ッン とする。 

「不都合です とも！ 島山さん が 喜ばない のに、 こう 

して 節々 おいでな さるんで す。 

それでいて、 家庭の 平和が 保てよう 法 は 無い。 実は 

こうこう だ、 と 打明けて、 御主人の 意見に お任せな さ 

い。 私 もまた 卑怯な 覚悟じゃありません。 事実 明かに、 

その 人の 好まない 自分の 許へ 令夫人 をお 寄せ 申 すんだ 

から、 謹んで 島山さん の 思わくに 服す るんだ。 


だから 貴女 もそう なさい。 懊悩 も 煩悶 も 有った もん 

だ いふら ち 

か。 世の中に は 国家の 大法 を 犯し、 大 不埒 を 働いて 置 

いて、 知らん顔で 口を拭いて 澄まして いような どと 言 

う 人が あるが、 間違って います ご 

たわむれ  ことば 

夫人 はこれ を 戯 のように 聞いて、 早瀬の 言 を 露 

まこと 

も 真 と は 思わぬ 様子で、 

じょうだん 

「戯談 おっしゃ いよ！ 噓 にも、 そんな 事 を 云って、 

事が 起ったら 子供た ち はどうす るの？」 

と 皆まで 言わせず、 事も無げに 答えた。 

「無論、 島山さん の 心 まかせで、 一 所に 連れて 出ろ と、 

言われり や 連れて 出る。 置いて 行けと なら、 置いて… 


〜」 

のんき 

「暢気で 怒る 事 も 出来 はしない。 身に 染みて 下さいな、 

ね …… 」 

「何が 暢気だろう、 このく らい 暢気で ない 事 はない。 

小 使と 私と 二人 口で さえ、 今の 月謝の 収入 じ や 苦しい 

処へ、 貴女 方 親子 を 背負い 込 むんだ。 静岡は 六 升 代で 

も 痩 腕に や 堪え まさご 

あまり  じつ  みまも 

余 の 事と、 夫人 は 凝と 瞻 つて、 

「私が こんなに 苦労 をす るのに、 ほんと に 貴下 は 不実 

だ わご 

ちく てん 

「いざと 云う 時、 貴女 を棄 てて 逐電で もす り や 不実 で 


さ 

しょう。 胴 を 据えて、 覚悟 を 極めて、 あくまで 島山 さ 

まつ ぷた 

んが 疑って、 重ねて 四ッ にす るん なら、 先へ 真 ニッに 

なろうと 云う のに、 何が 不実です。 私 は 実は 何にも 知 

おくさん 

らんが、 夫人が 御 勝手に 遊びに おいでな さるんだ なん 

て 言い はしない ご 

「そう 云って しまって は、 一 も 二 も 無い けれど ご 

「また、 一 も 二 も 無 いんです から、」 

「だ つ て 世の中 は、 そう 貴下の 云うよう に は 参り ませ 

ん もの ご 

「ならん のじ やない、 なる、 が、 勝手に せんの だ。 恋 

愛 は 自由です、 けれども、 こんな 世の中 じ や 罪になる 


どろぼう 

事が ある。 盗賊 は 自由 かも 知れん、 勿論 罪になる。 人 

殺、 放火、 すべて 自由 かも 知れん が、 罪になります。 

すでに その 罪 を 犯した 上 は、 相当の 罰 を 受ける のが ま 

あた リ まえ  ぐ. IQ- ぐ ォ ぬリ かく 

た 当 前じゃありません か。 愚図々々 塗秘 そうとする 

けち  ひと 

から、 卑怯 未練な、 吝な、 了見が 起って、 他と 不都合 

しながら 亭主の 飯 を 食って るよう な、 猫の 恋になる の 

が ある。 しみつ たれて るじゃありません か。 度胸 を据 

えて、 首の 座へ お直ん なさい。 私なん ざ疾 くに —— 先 

生 …… に は 面 は 合わされない、 お 蔦 …… の 顔 も 見な 

いものと 思って いる。 この 上 は、 どんな こと だって 恐 

れ はしません。 


それに 貴女 は、 島山さん に 不快 を 感じさせながら、 

まだ やっぱり、 夫に は 貞女で、 子に は 慈悲 ある 母親で、 

きかん 

親に は 孝女で、 社会の 淑女で、 世の 亀鑑と もなる べき 

徳を 備えた 貴婦人 顔 をしょう とする から、 痩せ もし、 

苦労 もす るんで す。 

浮気 をす る、 貞女、 孝女、 慈母、 淑女、 そんな 者が 

ある もの かご 

「じ や …… 私 を、」 

と 擦 寄つ て、 

「不埒と 言わない ばッ かりね ご 

きつ  にら  うなず 

さすがに 顔の 色 を かえて 屹と 睨む と、 頷いて、 


「同時に 私 だって、」 

と 笑つ て 言う。 

その 肩 を 突いて、 

わ 力ま ま 

「まあ、 仕よう の 無い 我儘 だよ ご 

三十 九 

「貴下 は 始めからそう なんだ わ。 …… 

なこうどぐち 

道学者の 坂 田 (アバ 大人) さんが、 兄さんの 媒 口 

を 利く のが 癩に 障る からって、 (攫 徒の 手つ だい をし 

て、 参謀本部 も 諭旨 免官に なりました。 攫 徒 は、 その 


時の 事 を 恩に して、 警察で は、 知らない間に 抉へ 入れ 

て 置いて 逆 捩 を 食わした ように 云って くれた けれど、 

その実 は、 知っていて 攫 徒の 手から 紙 入 を 受取って 

やつたん だ。 それで 宜しくば お 稽古に お出でなさい、 

く い つめもの 

早瀬 主 税は攫 徒の 補助 をした 東京の 食 詰 者です。) と 

この 塾 を 開く 時、 千鳥 座 かど こかで 公衆に 演説 をす る、 

と 云った 人 だもの —— 私が 留めた から 止した けれど… 

〜」 

うしろむ 

早瀬の 胸の あたりに、 背 向きに なって、 投げ出した 

つま  じつ 

棲 を、 熟と 見ながら、 

「私、 どうしたら、 そんな 乱暴な 人 を 友 だち にしたん 


だか ご 

ひとりご 

と自 から 怪 むが ごとく 独 言つ と、 

「不都合な 方と 知りながら、 貴女と 附 合って る 私と 

おんな じ 

同 一 でしよう ご 

「だって 私 は、 貴下の ために 悪い ようにと した 事 は 一 

つも 無い のに、 貴下の 方 じ や、 私の 身の 立たない よう 

に、 立たない ように と言うじゃありません か。 早瀬 さ 

んへ 行く のが 悪 いんなら、 (どうで もして 下さい、 御 心 

まかせ。) 何のって、 そんな 事が、 譬えに も 島山に 言わ 

れる もんです か。 

島山の 方 は、 それで 離縁になる として、 そうしたら、 


貴下、 第一 河 野の 家名 はどうな ると 思う のよ。 末代 ま 

で、 汚点が ついて、 系図が 汚れる じゃありません か。」 

うんぬん  かく 

「すでに 云々 が 有 るん じゃありません か。 それ を秘そ 

うとす るん じゃありません か。 卑怯 だと 云 うんです ご 

「そんな 事 を 云って、 なぜ、 貴下 は、」 

うしろむ 

少し 起 返って、 なお 背 向きに、 

「貴下に ち つ とも 悪意 を 持って いない、 こうして 名誉 

も 何も 一 所に 捧げて いるよう な、」 

く や 

と 口惜し そうに、 

「私 を 苦しめようと なさ るんだろう ねえ ご 

「ち つ とも 苦しめ やしません よご 


「それ だって、 乱暴な 事 を 言って さ、」 

おもてむき 

「貴女が 困って いるもの を、 何も 好き好んで 表 向に 

しょう と言うん じ やない。 不実 だの、 無情 だの、 私の 

身体 はどうな るの、 とお 言いな さるから、 貴女の 身体 

は、 疑の 晴れく もりで —— 制裁 を 請け るんだ、 と言う 

ん です。 貴女ば かリ、 と 言ったら 不実でしょう。 男が 

諸共に、 と 云う のに、 ちっとも 無情な 事 はあります ま 

い。 どうです ご 

と言う 顔 を 斜めに 視て、 

「ですから、 そんな 打破し をし ないでも、 妙 子さん さ 

え 下さる と、 円満に 納まる ばかり か、 私 も、 どんなに 


やす  かしゃく 

か 気が 易 まって、 良心の 呵責 を 免れる ことが 出来 ま 

き 

すッて 云う のにね。 肯 きますまい！ それが 無情 だ、 

おんな 

と 云 うんだ わ。 名誉 も 何も 捧げて いる 婦の 願い じ や 

ありま せんか、 肯 いて くれたって 可 いんだ わご 

「(名誉 も 何も) とおつ しゃ るんだ ご 

ねじむ  すずし  みひら 

「ああ、 そうよ ご と 捩 向いて 清く 目を睜 く。 

「なぜ その上、 家 も 河 野 もと 言わん のです。 名誉 を 別 

にした 家が あります か。 家 を 別にした 河 野が あります 

き ざ 

か。 貴女 はじめ 家門の 名誉と 云う 気障な 考えが 有る 内 

は、 情 合 は 分りません。 そういう のが、 夫より、 実家 

ふたおや  ひと 

の 両親が 大事 だったり、 他の 娘の 体格検査 をしたり す 


るの だ。 お 妙さん に 指 もささせる もんです か。 

お 妙さん の 相談 をしょう と 云 うんなら、 先ず 貴女 か 

ら、 名誉 も 家 も打棄 つて、 誰な りと も 好いた 男と 一所 

になる という 実証 をお 挙げな さ いご 

と 意気込んで 激しく 云う と、 今度 は 夫人が、 気の 無 

い、 疲れたよ うな、 倦 じた 調子で、 

「そして また (結婚式 は、 安東 村の、 あの、 乞食 小屋 

あばら や 

見た ような 茅屋で 挙げろ) でしよう。 貴下 はまる ッき 

あべ こべ 

リ 私たちと 考えが 反対 だ わ。 何だか 河 野の 家 を 滅ぼ そ 

あだ  かたき 

うとい うような 様子 だもの、 家に 仇す る 敵 だ わ。 ど 

うして、 そんな 人 を、 私 厭で な いんだ か、 自分で 自分 


の 気が 知れな くッ てよ。 ああ、 そして、 もう、 私、 

慈善市へ 行かな くッて は。 もう 何でも 可い わ！ 何で 

も 可い わご 

夫人と …… 別れた あとで、 主税は カツと 障子 を 開け 

て、 しばらく 天 を 仰いで いたが、 

「ああ、 今日はお 妙さん の 日 だ ご と、 眩いて 仰向け 

に 寝た  妙 子の 日と は  日曜 を 意味した ので ある。 


宵闇 


四十 

同、 日曜の 夜の 事で。 

かまち 

日が 暮れる と、 早瀬 は 玄関へ 出て、 框に腰 を 掛けて、 

ランプ  うしろ 

土間の 下駄 を 引 掛けた なリ、 洋燈を 背後に、 片手 を 突 

いて 長くな つて 一人でいた。 よく ぞ 男に 生れた る、 と 

云う 陽気で もな く、 虫 を 聞く 時節で もな く、 家 は 古い 

が、 壁から 生えた 芒 も 無し、 絵で ないから、 一 筆 描き 

の 月の あしらい も 見えぬ。 

いみい み  あが リ がまち  ともしび 

ト忌 々 し いと 言えば 忌 々しい、 上框 に、 灯 を 背 

かどび 

中に して、 あたかも 門火 を 焚いて いるよう な —— その 


薄 あかりが、 格子戸 を 透して、 軒で 一 度 暗くな つて、 

ち ラろラ 

中が 絶えて、 それから、 ぼやけた 輪 を 取って、 朦朧と、 

あま ざれ  と  こうもり 

雨 曝の 木目の 高い、 門の 扉に 映って、 蝙蝠の 影に も あ 

らず、 空 を 黒雲が 行 通う か何ぞ のように、 時々、 むら 

むらと 暗くなる …… また 明 くなる。 

目 も 放さず、 早瀬が それ を 凝と 視 める 内に、 濁った 

ような その 灯影が、 二三 度 ゆらゆらと 動いて、 やがて 

つぶて  おも  まと 

礫した 波が、 水の面に 月輪 を 纏めた 風情に、 白 やかな 

おんな  のぞ 

婦 の 顔が そこ を視 いた。 

と  あ  えもん 

門の 扉が 開く でもな しに …… 続いて 雪の ような 衣紋 

が 出て、 それと 映 合って くッ きりと 黒い 鬢が、 やがて 


薄お 納戸の 肩の あたり、 きらり と 光って、 帯の 色の 

鮮麗に な つ たの は —— 道 子で あ つ た。 

門に 立 忍んで、 密と扉 を 開けて、 横から 様子 を 伺つ 

たもので ある。 

一目 見る と、 早瀬 は、 ずい と 立って、 格子 を 開けな 

がら、 手招ぎ をす る。 と、 立直って 後 姿に なって、 

ァ アベ ェ  みまわ 

AB 横町の 左右 を朐す 趣で あつたが、 うしろ 向きに 

入って、 がらがらと 後 を 閉める と、 三 足ば かり を 小 刻 

みに 急いで 来て、 人目の 関に は 一重 も 多く、 遮る もの 

が 欲しそう に、 また 格子 を 立てた。 

「ようこそ、」 と莞爾 して 云う。 


ハンケ チ おさ 

姉 夫人 は、 口 を、 畳んだ 手 巾で 圧え たが、 す ッすッ 

せわ 

と 息が 忙しく、 

「誰 方 も …… 」 

「誰も ご 

「小 使さん は？」 

ともう 馴染んだ か 尋ね 得た。 

「あれ は 朝つ から、 貞 造の 方へ 遣って あります。 目の 

離せません 容態です から ご 

ぁリ がと 

「何から 何まで 難 有う 存じます …… 一 人の 親 を …… 済 

みませんで すねえ ご 

とその 手 巾が 目に 障る。 


「済まな いのは 私 こそ。 でもよ く 会場が 抜けられ まし 

たなご 

やす 

「はい、 色艷が 悪い から、 控 所の 茶屋で 憩む ように、 

と 皆さんが、 そう 言って 下さいました から、 好い 都合 

あかりの つきごろ 

に、 点燈 頃の 混雑 紛れに 出ました けれど、 宅の 車で 

は 悪う ございま すから、 途中で 辻 待の を 雇います と、 

あなた  かきめ 

気が 着きませんで したが、 それが 貴下、 片々 蠣目 のよ 

うで、 その 可 恐ら しい 目で、 時々 振 返って は、 あの、 

まろ 

幌の 中を視 きまして ね、 私 は どんなに 気味が 悪う ござ 

ん してしょう。 やっと この 横町の 角で 下りて、 まあ、 

御門まで 参りました けれども、 もし か お客様で も 有つ 


しばらく 

て は 悪い から、 と 少時 立って おり ましたの ご 

「お 心づ かい、 お 察し 申します ご 

こうべ 

と 頭 を 下げて、 

「島山さん の、 ぉ菅 さんに は ご 

「今し がた 参りました。 あんなに 遅くまで  こちら 

様に ご 

「いいえ ご 

「それで は 道 寄り をいた しました ので ございましよう。 

灯の 点きます 少し 前に 見えました つけ、 大勢の 中で 

ございま すから、 遠くに 姿 を 見ました ばかりで、 別に 

ことば 

言 も 交わさな い で、 私 は 急 いで 出て 参りました の で。 」 


「成程、 いや、 お茶 も 差 上げませんで 失礼です が、 手 

間が 取れち やまた お 首尾が 悪い とや 可ません。 直ぐに、 

これから、」 

「どうぞそう なすって 下さい まし、 貴下、 御苦労様で 

ございま すねえ ご 

「御苦労 どころ じゃあり ません。 さあ、 お供いた しま 

しょう。」 

ふと 心 着いた ように、 

おくさん 

「お待ちな さいよ、 夫人 ご 

四十 一 


早瀬 は 今更ながら、 道 子が その 白 襟の 品 好く 麗し 

い 姿を視 めて、 

よいやみ  あなた  なり 

「宵 暗で も、 貴女の その 態 じ や 恐し く 目に 立って、 ど 

んな 事で また その 蠣 目の 車夫なん ぞが見 着けまい もの 

ハンケ チ 

でもありません。 ちょいと 貴女 手 巾 を ご 

と 慌 しい 折から 手の 触る も 顧みず、 奪う がごと く 

うしろ  ショ オル 

引取って、 背後から 夫人の 肩 を肩掛 のように 包む と、 

撫肩 はいよ いよ 細って、 身 を 萎めた がな お 見好げ な。 

懐中から また 手ぬ を 出して、 夫人に 渡して、 

「姉さん 冠り と 云う のになさい、 田舎者が する よう 


こご 

「どうせ 田舎者 なんです もの ご 

まげ 

と 打 傾いて、 鬍に ちょっと 手 を 当てて、 

かぶ  うつむ 

「こうです かご 白地 を 被って 俯向けば、 黒髪 こそ は 隠 

ぴん か 

れ たれ、 包む に 余る 鬢の馥 の、 雪に 梅花 を 伏せた よう。 

主税は 横から 右 瞻左瞻 て、 

「不可い、 不可い、 なお 目立つ。 貴女、 失礼です が、 

はしょ  い か  なが じゅばん  つ いたけ 

裾 を 端折って、 そう、 不可ん な。 長 襦袢が 突 丈 じ や、 

でが たリ 

やっぱり 清 元の 出 語が ありそう だ ご 

うち  つぶや 

と 口の 裡に独 言き つ つ、 

「お 気味が 悪く つても、 胸へ ためて、 ぐっと 上げて、 


足袋との 間 を 思い切って。 ああ、 おいた わしい なご 

いや 

「厭で ございます ね。」 

「御免なさい よご 

はや  しゃが 

と言うが 疾 いか、 早瀬の 手 は 空 を 切って、 体 を踞ん 

だと 思う と、 

「あれ、」 

つむ リ 

かつと なって、 ふらふらと 頭重く 倒れよう とした 

—— 手 を 主税の 肩に 突いて、 道 子 はわず かに 支えた が、 

たな そこ  すす  すく 

早瀬の 掌 に は 逸早く 壁の 隅なる 煤 を 掬って、 これ を 

まぎ  お お 

夫人の 脛に 塗って、 穂に あらわれて 蔽 われ 果てぬ、 尋 

つま 

常な その 棲 はずれ を 隠した のであった。 


「もう、 大丈夫、 河 野の 令夫人と は 見え やしないご 

と、 框の 燈を 上から、 フッ！ 

とめき  たよ リ 

留南奇 を 便に、 身 を 寄せて、 

「さあ、 出掛けましょう ご 

胸に 当った 夫人の 肩 は、 誘わる るまで、 震えて いた。 

この 横町から、 安東 村へ は 五町に 足りない 道 だけれ 

ども、 場末の 賤が 家ば かり。 時に 雨 もよ いの 夏 雲の 閉 

はる 

した 空 は、 星 あるよりも 行方 遥かに、 たまさか 漏る る 

ひとつや 

灯の 影 は、 山路なる、 孤 家の それと 疑わる る。 

名門の 女子 深窓に 養われて、 傍 に 夫 無くして は、 

濫りに 他と 言 葉 さ え 交 えま じきが、 今日 朝からの 心の 


うち  けだ  あまり 

裡、 蓋し 察する に 余 あり。 

こ  さとく 

我 は 不義 者の 児な リと 知り、 父 はしか も 危篤の 病 者。 

こんじょう  いまわ  おし  かしょく 

逢う が 別れの 今 世 に、 臨終の なごり を 借む ため、 華燭 

銀燈 輝いて、 見返る 空に 月の ごとき、 若 竹 座 を 忍んで 

出た、 慈善市の 光 を 思う につけても、 横町の 後 暗 さは 

よみ じ  まさ  ほほ かぶり 

冥土に も 増る のみ か。 裾 端折り、 頰 被して、 男 —— と 

あられ もない 姿。 ちらりと でも、 人目に 触れて、 貴女 

は、 と 一 言 聞く が 最後よ、 活 きて はいられない 大事の 

から  ゆ  まこと 

瀬戸。 辛く 乗 切って 行く先 は …… 実の 親の 死 目で あ 

る。 道 子が 心 は どんなであろう。 

やみ  けはい  おさ  す さま 

大巌 山の 幻が、 闇の 気勢に 目 を 圧え て、 用水の 音 凄 


ゆ  おもかげ  きぬ 

じく、 地 を 揺る ごとく 聞え た 時、 道 子 は 俤 さえ、 衣 

の 色 さえ、 有る か 無き かの 声して、 

「夢で はな いのでしょう かしら。 宙を 歩行き ますよう 

で、 ふらふらして、 倒れそう でな りません。 早瀬さん、 

お 袖に つかまらして 下さい まし ご 

「しっかりと！ 可い 塩梅に 人通り もありません か 

らご 

人 は 無くて、 軒 を 走る、 怪しき 狗が 見えた であろう。 

紺屋の 暖簾の 鯛の 色 は、 燐火と なって 燃え もせぬ が、 

昔 を 知れば ひづめの 音して、 馬の 形 も 有りそうな、 安 

東 村へ ぞ 着きに ける。 


四十 二 

さまよ 

道 子 は 声 も徜徉 うように、 

「ここ は 野原で ございます かご 

「なぜ、 貴女？」 

まんなか 

「真中に 恐し い 穴が ございます よご 

「ああ、 それ は 道端の 井戸なん です ご 

す 力 

と 透しながら 早瀬が 答えた。 古井戸 は 地獄が 開けた、 

わお、.' 

大 なる 口の ごとくに 見えた ので ある。 

おのの 

早瀬より、 忍び足す る 夫人の 駒下駄が、 かえって 戦 


たどた ど  あたり  まっくら 

きに 音 高く、 迪々 しく 四辺に 響いて、 やがて 真暗な 軒 

下に 導かれて、 そこで 留まった。 が、 心 着いたら、 心 

ひと  え  うなじ 

弱い 婦は、 得 堪えず 倒れた であろう、 あたかも その 頸 

まだら いぬ うずくま 

の 上に、 例の 白黒 斑な 狗が 踞 つてい るので ある。 

おとな  け 

音訪ぅ 間も無く、 どたん と 畳 を 蹴て 立つ 音して、 戸 

かまち  まっか 

を 開ける のと、 ついその 框に真 赤な 灯の、 ほやの 油煙 

に 黒ずんだ 小 洋燈の 見 ゆるが 同時で、 ぬいと 立った は、 

ほそおもて わかもの  は ぱぜま  ひとえ 

眉の 迫った、 目の 鋭い、 細面の 壮 校で、 巾 狭な 単衣に 

三尺帯 を 尻 下り、 粋な 奴 を 誰と かする、 すなわち 塾 

の (小 使) で、 怪！ 怪！ 怪！ アバ 大人 を 掏 損 こ 

ねた、 万 太と 云う 攫 徒で ある。 


ど 

や 

何 

ィ、 い 

A け 

兄 

う、 

あ 

だ 

口 J" ね 

哥 

え 

大 

先 

ぜ 

と 
主 


税と 面 を 合わせて、 

し 

ご と 仮 色の ように 云った。 

馬鹿、 お 連が ある ご 

生、 大変 だ ご 

変 ご 

衝と 入る。 抉に 鎚 つて、 牲の 鳥の 乱れ 姿 や、 羽搔を 

傷めた 袖 を 悩んで、 塒 のよう な 戸 を 潜る と、 跣 足で 下 

りて、 小 使、 力 タリと 後 を 鎖し、 

「病人が 冷くな つたい ご 


「ええ、」 

「今蚯 出そう てえ 処 でさ ご 

「医者 かご 

「お 医者 は 直ぐに 呼んで 来たが ね、 もう^. 可え ッて、 

今し がた 帰つ たんで。 私 あ、 ぼうとして 坐って いま 

したが、 何でも こリゃ 先生に 来て 貰わな くち や、 仕様 

がない と、 今や つ と 気が 附ぃ て 飛んで 行こうと 思った 

処でご 

「そんな 法 はない。 死ぬ なんて、」 

い つ しょ  ひとま 

と 飛び込む と、 坐る と 同時で、 ただ 一室 だから そこ 

しとね  むしろ  のぞきこ 

が褥 の、 筵の ような 枕許へ 膝 を 落して、 視 込んだ が、 


あわた だ  みのぶ とん  あお 

慌 しく 居直って、 三 布 蒲団 を 持 上げて、 骨の 蒼い の 

がく ッ きり 見える、 病人の 仰向けに 寝た 胸へ、 手 を 当 

てて 熟と したが、 

「奥さん、」 

と 静 に 呼ぶ。 

ひきず 

道 子が、 取った ばかりの 手拭 を、 引摺 るよう に 膝に 

ふリ  いとま  ひざまず 

かけて、 振 を 繕う 遑も なく、 押 並んで 跪 いた 時、 早 

す さ 

瀬 は 退つ て 向き 直つ て、 

「線香なん ぞ 買って —— それから、 種々 要る もの を ご 

「へい、 宜 うがす ご 

ぼんやり 戸口に 立って いた 小 K は、 その 跣 足の まま 


飛んで 出た。 

なきから  ひ 

と 見れば、 貞 造の 死骸の、 恩愛に 曳 かれて 動く のが、 

筵に 響いて 身に 染みる ように、 道 子の 膝 は 打 震いつつ、 

力す 力 

幽 に 唱名の 声が 漏れる。 

「よく 御覧なさい ましよ。 貴女 も 見せて お上げなさい 

よ。 ああ、 暗く つて、 それで は 顔が、」 

手洋 燈を摺 らして 出した が、 灯が 低く 這って 届か 

ない ので、 裏が 紺屋の 物干の、 破欞 子の 下に、 汚れた 

めしびつ 

飯櫃が あった、 それへ 載せて、 早瀬が 立って 持 出した 

うるみ 

の を、 夫人が 伸 上る ようにして、 霑を もった 目 を見据 

うつつ  おもて 

え、 現の 面で 受取った が、 両方 掛けた 手の 震えに、 


ぶるぶると 動く と 思う と、 坂に なった 蓋をヒ つて、 

あな や  うつむ 

啊呀と 云う 間に、 袖に 俯向いて、 火 を 吹きながら、 畳 

に 落ちて 砕けた ではない か！ 天井が 真 紫に、 筵が 赫 

と 赤くな つ た。 

あか リ  まなこ 

この 明で、 貞 造の 顔 は、 活 きて 眼 を 開いた かと、 

あおざめ  たいまつ 

蒼白た 鼻 も 見えた が、 松明の ように ひらひらと 燃え 上 

る、 夫人の 裾の 手拭 を、 炎ながら 引摑ん で、 土間へ 叩 

き 出した 早瀬が、 一大事の 声 を 絞って、 

「大変 だ、 帯に、」 と 一 声。 余りの 事に 茫 となって、 そ 

むすびめ  ひっき 

の 時 座 を 避けよう とする、 道 子の 帯の 結 目 を、 引 断れ 

よ、 と 引いた ので、 横 ざまに 倒れた 裳の 煽り、 乳の あ 


たりから 波打って、 炎に 燃えつ と 見えた の は、 膚の雪 

に 映る 火 をわず かに 襦拌に 隔てた のであった。 トタン 

に 早瀬 は、 身 を 投げて 油の 上 をぐ るぐ ると 転げた。 火 

あやめ 

はこれ がた めに 消えて、 しばらく は 黒白 も 分かず。 阿 

はるか  いなな  おもて 

部 街道 を 戻り 馬が、 遥に、 ヒィ インと 嘶く 声。 戸外 

で、 犬の 吠 ゆる 声。 

ぉッ そろし 

「 可 恐 い 真暗です ね ご 

ちょうちん 

品々 を 整えて、 道の 暗 さに、 提灯 を 借りて 帰って来 

た、 小 使が、 の そりと 入る と、 薄色の 紋着 を、 水の よ 

うに 畳に 流して、 夫人 は そこに 伏 沈んで、 早瀬 は 窓 を 

ほ つ 

あけて、 欞 子に 腰 を かけて、 吻 として 腕 を さすって い 


もうこに くにようて はじめて さむる とき  かよう を かいまして かぜい をた すく 

た。 —— 猛虎 肉 酔初醒 時。 揩磨苛 痒 風 助 威 


廊下 づ たい 

四十 三 

家の 業で も、 気の 弱い 婦 であるから、 外科 室の 方 は 

身震いが すると 云う ので、 是非な く I かかぬ 事に なって 

いるが、 道 子 は、 両親の 注意 —— むしろ 命令で、 午後 

十 時 前後、 寝際に は 必ず 一度ず つ、 入院患者の 病室 を、 


あまね 

遍く 見舞う のが 勤めであった。 

その 時 は 当番の 看護婦が、 交代に 二人ず っ附 添う の 

で、 ただ (御 気分 はいかが です か、 お 大事に なさい ま 

うまれつき  おのず 

し、) と、 だけ だけれ ども、 心 優しき 生来の、 自 から 

言外 の 情が 籠る ため、 病 者 は 少なからぬ 慰安 を 感じて、 

結句 院長の 廻 診より、 道 子の 端麗な、 この 姿 を、 待ち 

兼ねる 者が 多い。 怪しから ぬの は、 鼻風邪 ごときで 入 

うな 

院 して、 貴女のお 手ず からお 薬 を、 と 唸る と 云う が、 

まさかであろう。 

で —— この 事た る や、 夫の 医学士、 名は理 順と 云う 

—— 院長 は 余り 賛成 はしない の だけれ ども、 病人 を 慰 


しさい 

める という 仕事 は、 いかなる 貴婦人が なすっても 仔細 

ない 美徳で あるし、 両親 もた つて 希望な り、 不問に 附 

して 黙諾の 体で いる。 

ト 今夜 もばた ばた と、 上草履の 音に 連れて、 下 階の 

たんぼ 

病室 を 済ました 後、 横 田の 田 畝 を 左に 見て、 右に 

停車場 を 望んで、 この 向 は 天気が 好い と、 雲に 連なつ 

ぼんぼり  びゃくえ 

て 海が 見える、 その 二階へ、 雪洞 を 手に した、 白衣の 

まんなか 

看護婦 を 従えて、 真中に 院長 夫人。 雲 を 開いた ように 

はしごだん  あらわ 

階 子 段 を 上へ、 髪が 見えて、 肩、 帯が 露れ る。 

質素な 浴衣に 昼夜帯 を …… も つ ともお 太鼓に 結んで、 

よ  ねまき 

紅 鼻緒に 白 足袋で あつたが、 冬の 夜 なぞ は 寝 衣に 着換 


えて、 浅黄の 扱 帯と いう 事が ある。 そんな 時 は、 

寝 白粉の 香 も 薫る、 それ はた 異香 薫ず るが ごとく、 患 

者 は 御 来迎、 と 称えて 随喜 渴仰。 

とりなり  きりょう 

また 実際、 夫人が その 風采、 その 容色で、 看護婦 を 

さま 

率いた 状 は、 常に 天使の ごとく 拝まれる ので あつたに、 

すぐ 

いかに やしけ む、 近い 頃、 殊に 今夜 あたり、 色艷 勝れ 

まるまげ  うな だ  かさ 

ず、 円鬅も 重そう に 首 垂れて、 胸 をせ めて 袖 を 襲ね た 

しょうぜん 

状 は、 慎ま しげに 床し、 とより は、 悄然と 細って、 何 

いましめ  なび 

か 目に 見えぬ 縛 の 八重の 繩で、 風に 靡く 弱腰 かけて、 

ぐるぐ ると 巻かれた よう。 従って、 前後 を 擁した 二 体 

の 白衣 も、 天に もし 有らば 美しき 獄卒の、 法廷の 高く 


高き 処 へ 夫人 を 引立てて 来たよう である。 

扉 を 開放した 室の、 患者 無しに 行 抜けの 空 は、 右 も 

まっしろ  しろたえ 

左 も、 折から 真白な 月夜で、 月の 表に は 富士の 白妙、 

裏 は 紫、 海 ある 気勢。 停車場の 屋根 はきら きらと 露が 

流れて 輝く。 

例に 因って、 室々 へ、 雪洞が 入り、 白衣が 出で、 夫 

人が 後 姿に なり、 看護婦が 前に 向き、 ばた ばた ばた、 

ばた ばた と 規律 正しい 沈んだ 音が 長 廊下に 断え て は 続 

き、 処々 月に なり、 また 雪洞が ぼつと 明くな つて、 や 

やあって、 遥かに 暗い 裏 階 子へ 消える 害の が、 今夜 は 

まんなか  みず さいしき 

廊下の 真中 を、 トー 列に なって、 水 彩色の 燈 籠の 絵の 


浮いて 出た ように、 すらすら こなたへ 引返して 来て、 

中程より もうち つ と 表 階 子 へ 寄 つ た —— 右 隣が 空いた、 

富士へ 向いた 病室の 前へ 来る と、 夫人 は立留 つて、 白 

衣 は 左右に 分れた。 

順に 見舞った 中に、 この 一室 だけ は、 行きが けにな 

ぜか 残した もので。 …… 

と 見る と 胡 粉で 書いた 番号の 札に 並べて、 早瀬 主税 

と 記して ある。 

なか  おもむろ 

道 子 は 間に 立って、 徐 に 左右 を 見返り、 黙って 目 

礼 をして、 ほとんど 無意識に、 しなやかな 手 を 伸ばす 

と、 看護婦の 一 人が、 雪洞 を 渡して、 それ は 両手 を、 


一 人 は 片手 を、 膝の あたりまで 下げて、 ひらりと 雪の 

ひと かたま リ 

一 団。 

ずッと 離れて 廊下 を 戻る。 

道 子 は 扉に 吸 込まれた。 ト思 うと、 しめ 切らない そ 

の 扉の 透 間から、 やや 背 屈み をしたら しい、 低い 処へ 

さし のぞ  てすり 

横顔 を 見せて 廊下 を差靦 くと、 表 階 子の 欄干へ、 雪洞 

を 中に して、 からみついた ようになって、 二人 附着い 

て、 こなた を 見て いた 白衣が、 さら リと 消えて、 壇に 

沈む。 

四十 四 


寝台に 沈んだ 病人の 顔の 色 は、 これが 早瀬 か、 と 思 

う ほどで ある。 

ほの 

道 子 は 雪洞 を 裾に 置いて、 帯の あたりから 胸 を 仄か 

たたず  しん  ランプ 

に、 顔 を 暗く、 寝台に 添うて ネん で、 心 を 細めた 洋燈 

の あかりに、 その 灰の ような 面 を 見た が、 目 は 明かに 

開いて いた。 

ト思 うと、 早瀬に 顔 を 背けて、 目 を 塞いだ が、 瞳 は 

まつげ 

動く か、 烈しく 睫毛が 震えた ので ある。 

やや あつ て、 

「早瀬さん、 私が 分ります かご 


「  」 

「ようよう 今日のお 昼頃から、 あの、 人 顔が お分りに 

なる ようにお なんなさい ましたそう でございますね ご 

かげ さま 

「お 庇 様で ご 

と 確に 聞え た。 が、 腹で もの 云う ごとくで、 口 は 動 

かぬ。 

ひど 

「酷い お 熱 だつ たんで ございま すの ねえ ご 

まる 

「看護婦に 聞きました。 ちょうど 十日 間ば かり、 全ッ 

きり 人事不省で、 驚きました。 いつの 間に か、 もう、 

なかば  ねむ 

七月の 中旬 だそう で ご と 瞑った ままで 云う。 

みんな 

「宅で は、 東京の 妹た ちが、 皆 暑中休暇で 帰って 参り 


ました ご 

少し 枕 を 動かして、 

「英吉 君 も …… です かご 

うち 

「いいえ、 あの人 だけ は 参りません の。 この頃 じ や 家 

へ 帰られな いような 義理に なって おります から、 気の 

毒です よ。 

ああ、 そう 申せば、」 と 優しく、 枕許の 置 棚 を斜に 

見て、 

「貴下 は、 まあ、 さぞ 東京へ お帰りな さらなければ な 

ら なかつ たんで ございま しょうに。 あいにく 御 病気で、 

ほんとうに 間が 悪う) /ざいました わね。 酒 井 様から の 


電報 は 御覧に なりました の？」 

「見ました、 先刻 はじめて、」 

と 調子が 沈む。 

二 一通と も、」 

「一 一通と も ご 

「一通 はた だ (直ぐ 帰れ。) です が、 二度目のに は、 ッ 

タビ ヨウ キ (蔦 病気) —— かねて 妹から 承って おり ま 

ごきと く 

した。 貴下の 奥さんが 御 危篤の ように 存じられます。 

御内の 小 使さん、 とそれ に 草深の 妹と も 相談し まして、 

お 枕許で、 失礼です が、 電報の 封 を 解きまして、 私の 

名で、 貴下が このお 熱の 御 様子で、 残念です がいら つ 


し やられない 事 を、 お 返事 申して 置きました。 です が、 

まあ、 何とい う 折が 悪い ので ございましよう。 ほんと 

うにお 察し 申して おります ご 

「 …… 病気が 幸です。 達者で 居た つて、 どの 面さげ て、 

先生 はじめ、 顔が 合されます もんです かご 

「なぜ？ 貴下、」 

じつ おとがい  うつむ 

と、 熟と 頤 を 据えて、 俯向いて 顔 を 見る と、 早瀬 

はわず かに 目 を 開いて、 

「なぜと は？」 

「  」 

「第一、 貴女に、 見せられる 顔じゃありません ご 


いき  けつと 

と 云う 呼吸 づ かいが 荒くな つて、 毛布 を 乗 出した、 

薄い 胸の、 露わな 骨が 動いた 時、 道 子の 肩 も わな わな 

おのの 

して、 真白な 手の 戦く のが、 雪の 乱る るよう であった。 

「安東 村へ おとも をした の は …… 夢で はない ので ござ 

いますね ご 

早瀬 は 差 置かれた 胸の 手に、 圧し殺されて、 あたか 

くるしみ 

も 呼吸の 留 るが ごとく、 その 苦 を 払わん とする よう 

やせほそ  いくたび 

に、 痩 細った 手で 握って、 幾度 も 口 を 動かしつつ 辛う 

じて 答えた。 

「夢ではありません、 が、 この 世の 事で はない のです。 

お、 お 道さん、 毒 を、 毒 を 一思いに 飲まして 下さい ご 


うお  も だ  びん 

と 魚の 渴け るが ごとく 悶 ゆる 白 歯に、 傾く 鬢 からこ 

つ  ひとひら 

ぼる るよ と 見えて、 衝と 一 片の 花が 触れた。 

颯とな つ た 顔 を 背けて、 

「夢で なければ …… どうしましょう！」 

と 道 子 は 崩れた ように 膝 を 折って、 寝台の 端に 額 を 

こうがい つや  ぼんぼり 

隠した。 窓の 月 は、 キラ リと 笄 の艷に 光って、 雪燈 

は 仄かに 玉の ごとき 頸 を 照らした。 

さき 

これより 前、 看護婦の 姿が 欄干から 消えて、 早瀬の 

と  とざ  うら はしご 

病室の 扉が 堅く 鎖され ると 同時に、 裏 階 子の 上へ、 ふ 

あらわ  にん おんな  うずた か 

と 顕れた 一人の 婦 があって、 堆ぃ 前髪に も 隠れな 

き  あしおと 

い、 鋭い 瞳 は、 屹と長 廊下 を 射る ばかり。 それが 跫音 


ひそ  あきま 

を密 めて 来て、 隣の 空室へ 忍んだ こと を、 断って 置か 

ねばならぬ。 こ は 道 子等の 母親で ある。 

—— 同 一 事が —— 同 一 事が …… 五 晚六晚 続いた。 

四十 五 

妙な ことが 有る もので、 夜ごとに、 道 子が 早瀬の 病 

室 を 出る 時間の 後れる ほど、 人 こそ 替れ、 二人ず つの 

看護婦の、 階 子 段の 欄干 を 離れる のが 遅くな つた。 

どうせ そこに 待って いて、 一所に 二階 を 下りる ので 

はない —— 要するに、 遠くから、 早瀬の 室 を 窺う 間が 


長くな つたので ある、 と 一一 一一 n いかえれば 一一 一一 n うので ある。 

で、 今夜 もまた、 早瀬の 病室の 前で、 道 子に 別れた 

びゃくえ  しばらく 

二人の 白衣が、 多時宙 にかかった ようになって、 欄干 

の処に 居た。 

広 庭 を 一 つ 隔てた 母屋の 方で は、 宵の口から、 今度 

こども 

暑中休暇で 帰省した、 牛 込 桐 楊 塾の 娘た ちに、 内の 小児、 

甥 だの、 姪 だのが 一 所に なった 処へ、 また 小児 同志の 

客が ぁリ、 草深の 一 家 も 来、 ヴァイオリンが 聞え る、 

オルガン  にんず 

洋琴が 鳴る、 唱歌 を 唄う —— この 人数へ、 もう 一組。 

菅 子の 妹の 辰 子と いうの が、 福井県の 参事官へ 去年の 

秋 縁 着いても う 児が 出来た。 その 一組が 当 河 野 家へ 来 


揃う と、 この 時 だけ は 道 子と 共に、 一族 残らず、 乳母 

小間使と 子守 を 交ぜて、 ざっと 五十人ば かりの 人数で、 

ふたおや  みなと 

両親が ついて、 かねて これが ために、 清水 港に、 三 保 

おき つ 

に 近く、 田 子の 浦、 久能 山、 江 尻 はもと より、 興津、 

きょみ 

清 見 寺な どへ、 ぶら りと 散歩が 出来よう という 地 を 選 

んだ、 宏大な 別荘の 設が 有って、 例年 必ず そこへ 避暑 

する。 一 門の 栄華 を 見よ、 と 英臣大 夫妻、 得意の 時で、 

昨年 は英吉 だけ 欠けた が、 …… 今年 も 怪しい。 その か 

わり、 新しく 福井県の 顕官が 加わる ので ある …… 

ともしび 

さて 母屋の 方 は、 葉 越に 映る 燈 にも 景 気づいて、 

もて あそ  こずえ 

小さい のが 弄 ぶ 花火の 音、 松の梢に 富士 より 高く 


流星 も 上った が、 今は静 になった。 

壇の 下から 音 もな く、 形の 白い 脊の 高い ものが、 ぬ 

す さ 

いと 廊下へ 出た、 と 思う と、 看護婦 二人 は 驚いて 退つ 

た。 

来たの は 院長、 医学士 河野理 順で ある。 

しゃつ  しま あら ゆるやか  ず ぼん  は 

ホワイト 襯衣に、 縞の 粗い 慢 な 筒 服、 上靴 を 穿い 

たが、 ビィル を 呷ったら しい。 充血した 顔の、 額に 

はち われ  ひげ  き ん ぶ ち 

顱 割の ある、 髯の 薄い 人物で、 ギラリ と 輝く 黄金 縁の 

目 金 越に、 看護婦 等 を 睨め 着けながら、 

「君た ち は …… 」 

と 云うた 眼が、 目 金 越に 血走った。 


「道 子に 附 いてい るん じ やない かご 

「は、」 と 一 人が 頭 を 下げる。 

「どうした かご 

「は、 早瀬さん の 室 を、 お見舞になります 時 は、 いつ 

わたくし 

も 私 ども はお 附き 申しませんで ございま すご と 

さわやか 

爽 な 声で 答えた。 

「なぜかい ご 

「奥様が おっしゃ います。 御 本宅の 英吉 様の 御 朋友で 

すから、 看護婦 なぞ を 連れて は 豪そう に 見えて、 容体 

ぶる ようで 気 恥 かしい から、 とおつ しゃって、 お連れ 

なさい ません ので、 は …… 」 と 云う。 


「いつもそう かご 

と 尋ねた 時、 衣 兜に 両手 を 突 込んで、 肩 を 揺った。 

「はい、 いつでも、」 

「む、 そうか ご と 言い 棄 てに、 荒ら かに 廊下 を 踏んだ。 

あるじ  あしおと 

「あれ、 主人の 跫音 でございます ご 

「院長です かご 

道 子 は 色 を 変えて、 

「あれ、 どうしましょう、 こちら へ 参ります よ。 ァレ、 」 

「院長が 入院患者 を 見舞う のに、 ちっとも 不思議 は あ 

りません ご と 早瀬 は 寝ながら 平然として 云った。 


目 も 尋常なら ず、 おろおろして、 

あるじ  ひど 

「両親 も 知りません が、 主人 は 酷い 目に 逢わせ ますの 

でございますよ ごとしめ 木に かけられた 様に 袖 を 絞つ 

たちすく 

て立窘 むと、 

「寝 ム，. 口の 下へ お隠れなさい。 ゆいから、」 

けつと  ひるがえ 

とむ つくと 起きた、 早瀬 は 毛布 を 飜 して、 夫人の 

さ つ 

裾 を 隠しながら、 寝台に 屹と 身構えた トタンに、 

「院長さん が 御 廻 診です よう！」 と 看護婦の 金 切 声が 

ものすご 

物凄く 響いた ので ある。 

理順は 既に 室に 迫って、 あわや 開けよう とすると、 

こ つ ぜん  たちあら わ  ドア 

どこに 居た か、 忽然と して、 母 夫人が 立 露れ て、 扉に 


手 を 掛けた 医学士の 二の 腕 を、 横 ざまに グッと 圧え て 

…… 曰く、 

「院長 ご 

と、 その 得 も 言われぬ 顔 を、 例の 鋭い 目で、 じろ リ 

と 見て、 

「どうぞ、 こちらへ。 いいえ、 是非 ご 

燃 ゆるが ごとき 嫉妬の 腕 を、 小脇に しっかり 抱 込 

ん だと 思う と、 早 や 裏 階 子の 方へ 引いて 退いた。 —— - 


四十 六 

おれ 

「己が 分る か、 分る か。 おお 酒 井 だ。 分った か、 しつ 

かりし なご 

いまわ 

酒 井 俊 蔵た だ 一 人、 臨終のお 蔦の 枕許に、 親しく 顔 

を 差 寄せた。 次の間に は …… 

みんな 

「ああ、 皆 居る とも。 妙 も 居る よ。 大勢 居る から 気 

を 丈夫に 持て！ ただ 早瀬が 見えん、 残念だろう、 己 

も 残念 だ。 病気で 入院 をして いると 云う から、 致 方 

あきら 

が 無い。 断念め なよ ご 


と、 黒髪ば かり は 幾千 代まで も、 早 やその 下に 消え 

そうな、 薄白んだ 耳に 口 を 寄せて、 

「未来で 会え、 未来で 会え。 未来で 会ったら 一 生 懸命 

に鎚 着いて いて 離れるな。 己の ような 邪魔者の 入らな 

いように 用心し ろ。 きっと 離れるな よ。 先生なん ぞ持 

つな。 

己 はこうい う 事と は 知らなん だ。 お前より 早瀬の 方 

が 可愛い から、 あれに 間違いの 無い ように、 怪我の 無 

いように と 思った が、 可哀相な 事 をした よ。 

あやまち 

早瀬に 過失 を さすまい と 思う 己の 目に は、 お前の 影 

は 彼奴に 魔が 魅して いるよう に 見えたん だ。 お前 を 悪 


かたき  なか  きむすめ 

魔 だと 思った、 己 は 敵 だ。 間 をせ いたって 処女 じ や 

まこと 

ない。 真 逢いた くば、 どんなにしても 逢えん 事 はない。 

世間体 だ、 一所に 居て こそ 不都合 だが、 内証なら 大目 

に 見て やろうと 思った もの を、 お前 たちだけ に 義理が 

とお 

たく、 死ぬ まで 我慢 をし 徹した か。 可哀相に。 …… 今 

更 卑怯な 事 は 謝わない、 己を怨 め、 酒 井 俊 蔵を怨 め、 

己 を 呪えよ！ 

どう だ、 自分で 心 を 弱くして、 とても 活 きられない、 

死ぬな んぞと 考えないで、 もう 一度 石に 喰つ いても 

な お  なまき  つらあて 

恢復って、 生樹を 裂いた 己へ 面 当に、 早瀬と 手 を 引い 

しかえし 

て復謦 をして 見せる 元気 は 出せん か、 意地 は 無い か。 


、> け 

もう 不可まい な あご 

と、 忘れた ような お 蔦の 手 を 膝へ 取って、 熟と 見て、 

「瘠せた よ。 一昨日 見た 時より また 半分に なった。 I 

I これ、 目 を 開きな よ、 しっかり しな、 己 だ、 分った 

みんな 

か、 ああ 先生 だよ。 皆 居る、 妙 も 来て いる。 姉さん I 

I 小芳 か、 あすこに 居る よ。 

なぜ、 お前 は 気 を 長く して、 早瀬が 己 ほどの 者に な 

るの を 待たん、 己で さえ 芸者の 情婦 は 持 余して いるん 

だ、 世の中 は 面倒 さな。 

あの 腰 を 突けば ひよ ろつ くような 若い 奴が、 お前 を 

内へ 入れて、 それで 身 を 立って 行かれる もの か。 共 倒 


ふびん  けんつく 

れが 不便 だから、 剣突 を 喰わし たんだが、 可哀相に、 

さす 

両方と も 国を隔 つて 煩ら つて、 胸 一 つ 擦って 貰えない 

の は、 お前た ち 何の 因果 だ。 

さぞ 待って いるだろう な、 早瀬の 来る の を。 あれが 

来る から、 と 云って、 お前、 昨夜 髪 を 給った そうだ。 

ああ、 島 田が 好く 出来た、 己が 見た よご 

ま  なくね 

と 云う 時、 次の 室で 泣 音が した。 続いて すすり泣く 

ま つ ささ 

声が 聞え たが、 その 真 先だった の は、 お 蔦の これ を 結つ 

た、 髪 結のお 増であった。 芸妓 島 田 は 名誉の 婦が、 い 

かに、 丹精 をぬ きんで たろう。 

くくりぶ とん  いち  おくれげ 

上らぬ 枕 を 取 交えた、 括 蒲団に 一が 沈んで、 後 毛の 


ひとしお  いたまし 

乱れさえ、 一入の 可 傷 さに、 お 蔦 は 薄化粧 さえして い 

るので ある。 

ほし  ひね  まげ 

お 蔦 は 恥じて か、 見て 欲かった か、 肩 を 捻って、 鬅 

を 真向きに、 毛筋 も 透 通る ような 頸 を 向けて、 な だら 

こが いまき  あた リ 

かに 掛けた 小搔 巻の 膝の 辺に、 一波 打つ と、 力を入れ 

たらしく 寝返りした。 

四十 七 

「似合った、 似合った、 ああ、 島 田が 佳く 出来た。 早 

瀬なん かに 分る もの か。 顔 を 見せな、 さあ ご 


さつ  ま ぶ た 

とじり りと 膝 を 寄せて、 その 時、 颯と 薄 桃色の 瞼 の 

うる  そよ  しとね  くま 

霑ん だ、 冷たい 顔が、 夜の 風に 戦ぐ ばかり、 蓐の隈 に 

おもかげ  あかりと 

俤 立つ の を、 縁から 明 取りの 月影に 透かした 酒 井が、 

「誰か 来て 蛍 籠 を 外しな、 厭な 色 だ ご 

つぎ 

「へへ い、」 と頓 興な、 ぼやけた 声 を 出して、 め 組が 継 

はんももひき 

の 当った 千草 色の 半 股引で、 縁側 を 膝 立って 来た —— 

婦 たち は 皆 我 を 忘れて 六 畳に —— 中には 抱 合って 泣 

わき 

いている の も あるので、 惣助 一人 三 畳の 火鉢の 傍に、 

かしこま  くいし ば  しがみ づら  ろうそく 

割 膝で 畏 つて、 歯 を 喰 切った 獅嚙面 は、 額に 蠟燭の 

がんしょく 

流れぬ ばかり、 絵に ある 燈台 鬼と いう 顔色。 時々 病 

人の 部屋が 寂と する ごとに、 隣の 女 連の 中へ、 四ッ這 


に 顔 を 出して、 

(死んだ か、) と 聞いて、 女房のお 増に 流眄 にか けられ、 

(まだ か、) と 問うて、 また 睨めつ けられ、 苦笑い をし 

て は 引 込んで 控えた のが —— 大 先生の 前な り、 やがて 

仏になる 人の 枕許、 謹 しんで 這って 出て、 ひょいと 立 

上って 蛍 籠 を 外す と、 居す くまった 腰が 据ら ず、 ひよ 

ろり、 で、 ドンと 縁へ 尻餅。 魂が 砕けた ように、 胸へ 

乱れて、 颯と 光った、 籠の 蛍に、 ハット 思う 処を、 

「何です ね、 お前さん、」 

かみさん けんの み 

と 鼻声に なって いる 女房に 剣呑 を 食って、 慌てて 

遁 込む。 


この 物音に、 お 蔦 はまた ぱっちりと 目 を 睜 いて、 心 

細く、 寂しげ に、 枕 を 酒 井に 擦 寄せる と …… 

みんな 

「皆 居る、 寂しく はない よ。 しかし どうだい。 早瀬 

ま 

が 来たら、 誰も 次の 室へ 行って 貰って、 こうやって、 

二人 許りで、 言いたい ことがあ るだろう。 致 方が 無い 

あきら 

断念め な。 断念め て —— 己 を 早瀬 だと 思え。 世界に 二 

人と 無い 夫 だと 思え。 早瀬より 豪い 男 だ。 学問 も 出来 

る、 名 も 高い、 腕 も 有る、 あれより は 年 も 上 だ。 脊も 

たしか  おおき 

高い、 腹 も 確 だ、 声も大 い、 酒 も 強い、 借金 も 多い、 

ぶリ  まし  いろ 

男 振 も あれより 増 だ。 女房 も あり、 情婦 も あり、 娘 も 

有る。 地位 も 名誉 も 段違いの 先生 だ。 酒 井 俊 蔵 を 夫と 


いろおとこ 

思え、 情夫 と 思え、 早瀬 主税 だと 思 つ て、 言いたい こ 

と を 言え、 したい こと をし ろ、 不足 は あるまい。 念仏 

も 弥陀 も 何も 要らん、 一心に 男の 名 を 称え るんだ。 

早瀬と 称えて 袖に 鎚れ、 胸 を 抱け、 お 蔦。 …… 早瀬が 

来た、 ここに 居る よ。」 

うなじ 

と 云う と、 鎚 りついて、 膝に 乗る の を、 横抱きに 頸 

を 抱いた。 

ト つかまろう とする 手に 力なく、  二三 度 探り はずし 

たが、 震えながら しっかりと、 酒 井先 生の 襟 を摑ん で、 

のど  いき 

「咽喉が 苦しい、 ああ、 呼吸が 出来ない。 素人ら しい 

が、 (と 莞爾 して、) 口移しに 薬 を 飲まして …… 」 


た め 

酒 井 は 猶予ら わず 〔# 「猶予ら わず」 は 底本で は 「猶了 

ら わず 匕、 水薬 を 口に 含んだ ので ある。 

がっくりと 咽喉 を 通る と、 気が 遠くな りそうに、 仰 

向けに 恍惚した が、 

「早瀬さん ご 

「お 蔦。」 

「早瀬さん …… 」 

「むむ、」 

「先、 先生が 逢っても 可い つて、 嬉しい ねえ！」 

酒 井 は、 はら はらと 落涙した。 


おとずれ 

四十 八 

CU だ 、 

病室の 寝台に、 うつらう つらして いた 早瀬 は、 フト 

あ る  かわや  ゆ 

目が 覚めた が …… 昨夜 あたりから、 歩行いて 厠へ 行 

かれる ようにな つたので、 もう 看護婦 も 付いて おらぬ。 

きま  おととい  よ 

毎晚 極った ように 見舞って くれた 道 子が、 一昨日の 夜 

の …… あの 時から、 ふ ッっリ 来ない し、 一寝入りして 

覚めた 今 は、 昼間、 菅 子に 逢った の も、 世 を 隔てた よ 


うで 心寂しい。 室内 を 横 伝い、 まだ 何 か 便り 無 さそう 

だから、 寝台の 縁に 手 を かけて、 腰 を 曲げる ようにし 

て 出た が、 扉の 外になる と、 もう 自分で も 足の 確な の 

かなだらい しょうこうすい 

が 分って、 両側の そち こちに、 白い 金盥に 昇汞水の 

はしら あか リ 

薄 桃色な のが、 飛々 の 柱燈に 見える の を、 気の毒ら 

しく 思う ほど、 気も爽 然して、 通り過ぎた。 

しん 

どこも 寝入つ て、 寂と して、 この 二三 日 〔# 「二三 日」 

は 底本で は 「三 三日 匕 めつきり 暑さが 増した ので、 中に 

と  すそ 

は 扉 を 明けた まま、 看護婦が 廊下へ 雪の ような 裙を出 

して、 戸口に 横 わって 眠った の もあった。 遠くで 犬 

うめき ごえ 

の 吠 ゆる 声 はする が、 幸い どの 呻吟 声 も 聞えずに、 更 


けて かれこれ 二 時であろう。 

おもてば しご  とッ つ  あか リ あかる 

厠 は 表 階 子の 取附 きに もあって、 そこ は燈も 明い 

が、 風 は 佳し、 廊下 は 冷たし、 歩行く の も 物 珍ら しい 

ので、 早瀬 はわ ざと、 遠い 方の、 裏 階 子の 横手の 薄暗 

い 中へ 入った。 

ざぶ リ水を 注け ながら、 見る ともなし に、 小 窓の 格 

たんぼ  や 

子から 田圃 を 見る と、 月 は屋の 棟に 上ったろう、 影 は 

見えぬ が 青田の 白 さ。 

風が そよ そよ と 渡る と 見れば、 波の ように 葉末が 分 

れて、 田の 水の 透いた でもな く、 ちらちらと 光った も 

もや 

のが ある。 緩い、 遅い、 稲妻の ように 流れて、 靄の か 


かった 中に、 土の ひだが 数えられる、 大巌 山の 根 を 低 

めぐ  ひらめ 

く繞 つて 消えた の は、 どこかの 電燈が 閃いて 映った 

ようで も あるし、 蛍が 飛んだ ように も 思われる。 

ちょ うず 

手水と、 その 景色に ぶるぶると 冷くな つて、 直ぐに 

開けて 出ようと する。 戸の 外へ、 何 か 来て 立って いて、 

それが ために 重い ような 気がして、 思わず 猶予って 〔# 

さ 

「猶予って」 は 底本で は 「猶 了って」 r 暗い 中に、 昼間 被 か 

なが  ぞっ  せき 

えた 自分の 浴衣の 白い の を、 視 めて 悚 然として 咳 をし 

うち 

たが、 口の 裡で 音に は 出ぬ。 

「早瀬さん ご 

「お 蔦 か、」 


と 言った 自分の 声に、 聞え た 声よりも 驚かされて、 

耳 を 傾ける や 否や、 赫 となって 我 を 忘れて、 しゃに む 

に 引 開けよう とした 戸が、 少しき しんで、 ヒャリ と 氷 

のよう な 冷い もの を 手に 摑ん で、 そのまま 引 開ける と、 

おおき  まっくろ 

裏 階 子が 大な 穴の ように 真黒な ばかりで、 別に 何に 

も 無い。 

か  よがらす 

瓦を嚙 むように 棟 近く、 夜 鴉が、 か あ、 と 鳴いた。 

まう 

鳴きながら、 伝うて 飛ぶ の を、 懵 として 仰ぎながら、 

導かれる ように ふらふらと 出る と、 声の 止む 時、 壇 階 

子の 横 を 廊下に 出て いた。 

と 見る と 打 向い 遥か 斜めなる、 渠が 病室の、 半開き 


にして 来た 扉の 前に、 ちらりと 見えた 婦の 姿。 —— 

出た のか、 入った のか、 直ぐに 消えた。 

あつ., こ！. こ  あしおと 

ぱたぱ たと、 我ながら 慌 しく 跫音 立てて、 一 文字 

に蚯 けつけ たが、 室へ 入口で、 思わず 釘附 にされ たよ 

うにな つ た。 

ひとにぎり 

バサリ と 音して、 一 握 の 綿が 舞うよう に、 むくむ く 

うずま  ころが 

と 渦く ばかり、 枕許の 棚 を ほとんど 転って 飛ぶ の は、 

ひと リ むし 

大きな、 色の 白い 蛾 で。 

ともし ぴ  まり 

枕 を かけて 陰々 とした、 燈 の 間に、 あたかも 鞠の 

ような 影が さした。 棚に は、 菅 子が 活けて 置いた、 浅 

黄の 天鵝絨に 似た 西洋 花の 大輪が あつたが、 それで は 


ぎら い 

なしに —— 筋 一 ッ、 元来の 薬 嫌が、 快い につけて 飲 忘 

れた、 一度ぶ リ 残った 呑 かけの —— 水薬の 瓶に、 ば さ 

じつ みつ 

ば さと 当る の を、 熟と 瞻 めて 立つ と、 トン トン トンと 

壇 を 下りる ような 跫 音が したので、 どこか、 と 見当 も 

分らず 振 向いた のが 表 階 子の 方であった。 その 正面の 

あかる  ひ 

壁に、 一番 明かった 燈が、 ァヮャ 消えそう になって い 

る。 

ひとりむ し  つ 

その 時、 蛾 に 向う ごとく、 衝と踏 込む 途端に、 

「私です よう 引 〔# 「引」 は 小 書き〕」 と 床に 沈んで、 足 

許の 天井裏に、 電話の 糸 を 漏れた ような、 夢の 覚 際に 

耳に 残ったよ うな、 胸へ だけ 伝わる ような、 お 蔦の 声 


が 聞え たと 思う と、 蛾 が ハタと 落ちた。 

はじめて 心 付く と、 厠の 戸で 冷く 握って、 今まで 

にぎりし  こぶし 

握緊 めて いた、 左の 拳 に、 細い 尻尾の ひらひらと 動く 

ぴき  やもり 

の は、 一 尾の 守宮で ある。 

はっと 開く と、 I 卞 のように 、ぼたり と 床に 落ちた が、 

足 を 踏 張った まま 動き もせぬ。 これに 目 も 放さないで、 

手 を 伸ばして 薬瓶 を 取る と、 伸 過ぎた 身の 発奮み に、 

よろ  つ  たらたら  そそ 

蹌踉 けて、 片膝 を 支いた なり、 口 を 開けて、 垂々 と濺 

ちた  にら 

ぐと —— 水薬の 色が 光って、 守宮の 頭 を 擡げて 睨む が 

ごとき 目 を かけて、 滴る や 否や、 くるくると 風車の ご 

まっか 

とく 烈しく 廻る のが、 見る見る 朱 を 流した ように 真 赤 


になって、 ぶるぶると 足 を 縮める の を、 早瀬 は 瞳を据 

き つ 

えて 屹と視 た。 

四十 九 

すいやく のこり  ほかげ 

早瀬 は その 水薬の 残余 を 火影に 透かして、 透明な 液 

けしつ ぶ  さま 

体の 中に、 芥子 粒 ほどの 泡の、 風の ごとくめ ぐる 状に、 

莞爾 して、 

「面白い！」 

おそれげ 

と、 投げる 様に 言棄 てた が、 恐 気 も 無く、 一  分 時の 

まっか 

前 は 炎の ごとく 真紅に 狂った のが、 早 や 紫色に 変って、 


ひるがえ  やもり  つま 

床に 氷つ いて、 飜 つた 腹の 青い 守宮 を 摘んで、 ぶら 

リと 提げて、 鼻紙 を 取って、 薬瓶と 一所に、 八重に く 

るく ると 巻いて 包んで、 枕許の その 置 戸棚の 奥へ、 着 

換の 中へ 突 込んで、 ついでに まだ、 何 かそ こら を 探し 

たの は、 落ちた 蛾 を 拾おうと する らしかった が、 それ 

は 影 も 無い。 

なお 棚に は、 他に 二つば かり 処方の 違った、 今 は 用 

おなじ  ひとつ 

いぬ、 同一 薬瓶が あった。 その 一個 を 取って、 ハタと 

叩きつ ける と、 床に 粉々 になる の を 見向き もしないで 

躍 上る ように 勢 込んで 寝台に 上って、 むず と 高 胡 坐 を 

き つ 

組んだ と 思う と、 廊下の 方 を屹と 見て、 


「馬鹿な 奴等！ 誰 だと 思う ご 

ひと  けつと 

と言うと 斉しく、 仰向けに 寝て、 毛布 を 胸へ。  

とリ  い びき 

鶏の 声 を 聞きながら、 大胆不敵な 鼾 で、 すやすやと 寝 

たので ある。 

暁 かけて、 院長が 一 度、 河 野の 母親 大 夫人が 一 度、 

さし のぞ 

前後して、 この 病室 を差視 いて、 人知れず …… 立 去つ 

た。 

早瀬が 目を覚ま すと、 受 持の 看護婦が、 

「薬 は 召 上りました か。 瓶が 落ちて 破れて おりました 

がご 

と 注意 をした の は 言うまでもな か つ た。 


で、 新 い 瓶が もう 来て いたが、 この 分 は 平気で 服 

した。 

あか リ つ  しめな お 

その 日 燈 の 点く ちと 前に、 早瀬 は 帯を緊 直して、 看 

護婦を 呼んで、 

かげ さま 

「お世話になりました。 お 庇 様で どうやら 助り ました。 

もう 退院 をし まして 宜しい そうで、 後の 保養 は、 河 野 

さんの 皆さんが いらっしゃる、 清水 港の 方へ 来て して 

はどう か、 と 云って 下さい ますから、 参ろうかと 思い 

ます。 何に しても 一旦 塾の 方へ 引取ります が、 種々 用 

があります から、 人 を 遣って、 内の 小 使 をお 呼び 下さ 

い。 それから、 お 呼 立て 申して 済みませんが、 少々 お 


目に 懸リ たい 事が ございます。 ちょ つと この 室までお 

運び を 願いたい、 と 河 野さん に。 …… いや、 院長さん 

じゃあり ません、 母屋に いらっしゃる 英臣 さんご 

「は あ、 大 先生に …… 申し上げましょう ご 

「どうぞ。 ああ、 もし、 もし、」 

びゃくえ  と 

と 出掛けた 白衣の、 腰の 肥い の を 呼 留めて、 

「御 書見 中で でも ありましたら、 御 都合に 因って、 こ 

よ 

ちらから 参りましても 可う ございます と。」 

うなず 

馴染んで いるから、 黙って 頷 いて 室 を 出て、 表 階 子 

あしおと 

の 方へ 跫音 がして、 それぎ り 忙しい 夕 暮の蟬 の 声。 ど 

こかの 室で、 新聞 を 朗読す るの が 聞え たが、 ものの 五 


分 間 経った のではなかった。 二階 もま だ 下り 切るまい 

せわ 

と 思う のに、 看護婦が、 ばた ばた 忙しく 引返して、 

はずみ 

発奮に 突 込む ように 顔 を 出して、 

「お客様です よご 

「島山さん の？」 

いき  みは 

と言う、 呼吸 も 引かず、 早瀬 は 目を睜 つて 茫然と し 

た。 

ゆうべ  まのあたり 

昨夜の 事の 不思議より、 今 目前 の 光景 を、 かえ つ て 

夢 かと 思うよう、 恍惚と なった も 道理。 

看護婦の 白衣に かさなって、 紫の 矢鉼 の、 色の 薄い 

あざやか  しゅ どんす 

が 鮮麗に、 朱 緞子に 銀と 観 世 水の やや 幅 細な 帯 を 胸高 


に、 緋鹿 子の 背負 上げして、 ほんのり 桜色に 上気し な 

がら、 こなた を 見入った の は、 お 妙で ある！ 

「まあ—  」 

ときよ とんと して 早瀬 は ひたと 瞻 めた。 

「主税 さんご 

ととせ  ももと せ なつかし 

と、 一 年 越、 十 年 も 恋しく 百年 も 可 懐い 声をかけて、 

かたわら  まっすぐ 

看護婦の 傍 をす つと 抜けて 真直に 入った が、 

よ 

「もう： K く つ て？」 

おうぎ 

と 胸 を 斜めに、 帯に さし 込んだ 塗 骨の 扇子 も 共に、 

さし のぞ 

差視 くように した。 

まう 

「お嬢さん …… 」 とま だ, としてい る。 


「しばらくね ご 

さき  ぴ つ くリ 

と 前へ 言われて、 はじめて 吃驚した 顔 をして、 

「先生 は？」 

「宜しく ッて、 母さん も ご と、 ちゃんと 云う。 

五十 

ねだい  めさき 

寝台と 椅子との 狭い 間、 目前に その 燃 ゆるよう な 帯 

すべ 

が 輝いて いるので、 、u り 下りよう とする、 それ もなら 

あおぞら 

ず。 蒼 空の 星 を 仰ぐ がごと く、 お 妙の 顔 を 見上げな が 

ら、 


「どうして 来たんで す。 誰と。 貴女。 いつ。 どの 汽車 

ひといき  あわた だ 

で ご と、 一 呼吸に 慌 しい。 

おひる  さかなや 

「今日の 正午の 汽車で、 今 来た わ。 惣助ッ て肴屋 さん 

が 一 所な の ご 

「ええ、 め 組が お供で。 どうして あれ を 御存じです 

ね ご 

「お 蔦さん の 事よ、」 

つぼみ  まつげ 

と 言い かける、 口の 荅が 動いた と 思う と、 睫毛が 濃 

くな つて、 ほろ りと して、 振 返る と、 まだ そこに、 看 

たもと  もみ こ 

護婦が 立って いるので、 慌てて 抉 を 取って、 揉 込む よ 

ふり ひるがえ 

うに 顔 を 隠す と、 美しい 眉の はずれから、 振が 飜 つ 


とき  ろ 

て、 朱鷺 色の 鋁の長 襦袢の 袖が 落ちる。 

「今 そんな 事 を 聞い ちゃ、 厭！」 

つつ けん どん  な 

と突慳 貪な ように 云った。 勿、 問い そそ こに 人 ある 

に、 涙 得 堪えず、 と言うの である。 

看護婦 は 心得て、 

「では、 あの、 お 言 託 は ご 

「ちと 後に して 頂きましょう。 お嬢さん、 そして、 お 

伴 をし ました、 め 組の 奴 は？」 

「停車場で 荷物 を 取って来 るの。 半日なら 大丈夫 だつ 

あなた  すき 

て、 氷に つけて ね、 貴下の 好な お 魚 を 持って来 たのよ。 

病院なら 直き 分ります、 早くい らっしゃい ッて、 車 を 


そう 云って、 あの、 私 も 早く 来たかった から、 先へ 来 

みんな  あなた  ひど 

た わ。 皆、 そう やって 思って るのに、 貴下 は 酷い わ。 

手紙 も 寄越さな いんです もの。 お 蔦さん …… 」 

さしう つむ 

とまた 声が 曇って、 黙って 差 俯向いた 主税を 見て、 

「あの、 私ね え、 いろいろ 沢山 話が ある わ。 入院して 

いらっしゃる、 と 云う から、 どんなに 悪 いんだろうと 

思ったら、 起きて いられる のね。 それ だのに、 まあ… 

…お 蔦さん …… 私 …… 貴下に 叱 言 を 言う こと も あるけ 

れど、 大事な 用が あるから、 それ を 済ましてから 緩リ 

しまし ようね ご 

と 甘える ように 直ぐ 変って、 さも 親しげ に、 


ナイフ 

「小刀 は あ つ て？」 

だしぬけ 

余り 唐突な 問だった から、 口 も 利け ないで …… また 

みは 

目を睜 る。 

もとゆい 

「では、 さあ、 私の 元 結 を 切って 頂戴。」 

もとゆい 

「元 結 を？ お嬢さんの ご 

「ええ、 私の 髪の、」 

と、 主税が 後へ ずらない とその 膝に 乗ったろう、 色 

気 も 無く、 寝台の 端に、 後向きに 薄い お 太鼓の 腰 を か 

う つむ 

ける と、 緋鹿 子が また 燃える。 そのままお 妙 は 俯向い 

うなじ 

て、 玉の ごとき 頸 を 差 伸べ、 

とうさん 

「お 切ん なさい よ、 さあ、 早くよ。 父上 も 知っていて 


よ、 ゆいんだ わご 

ながしめ 

と美し く 流眄に 見返った 時、 危なく 手が ふるえて い 

さき  はじ 

た。 小刀の 尖が、 夢の ごとく、 元 結 を 弾く と、 ゆら ゆ 

らと 下った 髪 を、 お 妙が、 はらり と掉 つたので、 颯と 

ひとにぎり 

流れた 薄雲の 乱る る 中から、 ふっと 落ちた 一握の 黒 

髪が あって、 主税の 膝に 掛 つたので ある。 

早瀬 は 氷 を 浴びた ように 悚 然とした。 

ことづか  かたみ 

「お 蔦さん に 託った の。 あの、 記念に ね、 貴下に 上 

げて 下さい ッて、 主税 さん、」 

ざま  かか リ  うつぶ 

と 向う 状に、 椅子の 凭に 俯伏せに なると、 抜いて 

かん ざし 

持った 簪 の、 花片が、 リボン を 打って 激しく 揺れて、 


「もう その他に は 逢えない のよ ご 

お 蔦の 記念の 玉の緒 は、 右の 手に 燃 ゆるが ごとく、 

ねりぎぬ 

ひやひやと 練 衣の 氷れる ごとき、 筒井筒 振 分けて、 丈 

にも 余る お 妙の 髪に、 左手 を密と 掛けながら、 今 はな 

どうす わ  たしか 

かな かに 胴据 つて、 主税 は、 もの 言う 声 も 確に、 

かみのけ 

「亡くなった ものの 髪 毛なん ぞ。 …… 

飛んでも 無い。 先生が ゆい、 とおつ しゃいました か、 

奥様が 可い、 とおつ しゃつ たんです かい。 こんな もの 

つむり  からだ 

をお 頭へ 入れて。 御 出世 前の 大事な お 身体 じゃあり 

ません か。 ああ、 鶴 亀々々、」 

しずか  つや 

と 貴い ものに 触る ように、 静に その 緑の 艷を 撫でた。 


「私、 出世なん かした かない わ。 髪 結さん にで も 何に 

でもな つ てよ ご 

と 勇ましく 起 直つ て、 

「父さんが ね、 主税 さん、 病気が 治ったら 東京へ お 帰 

ん なさい ッ て、 そうして、 あの、 …… お 墓参 をし ましよ 

うね ご 

日 触 

五十一 


日盛りの 田 畝 道に は、 草の 影 も 無く、 人 も 見えぬ。 

しとみ 

村々 では、 朝から 蓀を 下ろして、 羽目 を 塞いだ のさえ 

少 くない。 田舎 は 律義で、 日蝕 は 日の 煩いと て、 その 

やまい 

影に は 毒 あり、 光に は 魔 あり、 熱に は 病 ありと 言伝え 

る。 さらぬ だに その 年 は 九分九厘、 ほとんど 皆既蝕と 

云う のであった。 

あさま だき 

早朝 日の出の 色の、 どんよ リ としてい たのが、 その 

たまご 

まま 冴え もせず、 曇り もせず。 鶏卵 色に 濁リを 帯びて 

あおぞら 

果し 無き 蒼 空に ただ 一 つ。 別に 他に 輝け る 日輪が あつ 

ひながた 

て、 あたかも その 雛 形の ごとく、 灰色の 野 山の 天に、 


寂寞と して 見えた —— 

ひね もす  むしむし 

風 は 終日 無かった。 蒸々 と 悪気の 籠った 暑さ は、 そ 

こらの 田舎 屋を 圧する ようで、 空気 は大 磐石に 化した 

みどりご  なくね  は  ものう 

る ごとく、 嬰児の 泣 音 も 沈み、 鶏の 羽 さえ 羽 叩く に 懶 

ひ あわ い  はしご  じ つ 

げで、 庇 間に かけた 階 子に 留まって、 熟と 中空 を 仰ぐ 

のさえ 物 ありそうな。 透 間に 射し 入る 日の 光 は、 風に 

みじろぎ 

動かぬ 粉に も 似て、 人々 の 袖に 灰 を 置く よう、 身 動に 

こま や  ひッ つつ 

も 払われず、 物 蔭に も 消えず、 細かに 濃く 引 包まれた 

かの 思が して、 手足 も 顔 も 同じ 色の、 蠟 にも 石に も 

かたま 

固る か、 とば かり 次第に 息苦しい。 

白昼 凝って、 尽く 太陽の 黄なる を 包む、 混沌た る 


かたまり  ありさま 

雲の 凝固と ならん ず 光景。 万有 あわや 死 せんとす、 と 

つかい  か らす 

忌 わしき 使者の 早 打、 しつきり なく 走る は 鴉で。 黒 

つぶて  てんぐ 

き 礫の ごとく、 灰色の 天狗の ごとく 乱れ飛ぶ、 とこれ 

に 驚かされた ようになって、 大波 を 打つ の は 海よ。 そ 

うね  なぎさ  かえ 

の、 山の 根 を 畝り、 岩に 躍り、 渚に 飜 つて、 沖 を 高く 

みちみち 

中空に 動け る は、 我 ここに 天地の 間に 充満たり、 何物 

まどか  ひ  おお 

の 怪しき 影ぞ、 円なる 太陽の 光を蔽 うやと て、 大 紅玉 

おもて  ぬぐ  も だ 

の 悩める 面 を、 拭い 洗わん と、 苛立ち、 悶え、 憤れる 

さま  ころお い 

状が あつたが、 日の 午に 近き 頃 に は、 まさに その 力 

尽き、 骨 萎えて、 また 如何と もす る あたわざる 風情し 

て、 この 流動せ る大 偉人 は、 波 を 伏せ※ 〔# 「さんず い 


+ 散」、 367-14〕 きを 収めて、 なよなよと 拡げた 蒼き 綿の 

ようになって、 興津、 江 尻、 清水 を かけて、 三 保の 岬、 

田 子の 浦、 久 能の 浜に、 音 を も 立てず 倒れた ので ある。 

ぷ  おちゅうど 

一 分た ちまち 欠け 始めた、 日の 一 一時 頃、 何の 落人 か 

あわた だ  ごろごろ 

慌 しき 車の 音。 一 町ば かり を 絶えず 続いて、 轟々 と 

田舎道 を、 清水 港の 方から 久能 山の 方へ 走らして 通る、 

ま つ さ. *.J 

数 八 台。 真 前の 車が 河 野犬 夫人 富 子で、 次の が 島山 夫 

人菅 子、 続いた のが 福井県 参事官の 新 夫人 辰 子、 これ 

が 三番 目の 妹で、 その 次に 高島田に 結った のが、 この 

みさこ 

夏 さる 工学士と また 縁談の ある 四 番の操 子で、 五ッ目 

の 車が 絹 子と 云う、 三 五の 妙齢。 六 台 目に お 妙が 居た。 


しさ い 

一 所に 東京へ と 云う の を …… 仔細あって …… 早瀬が 

留めて、 清水 港の 海水浴に 誘った ので ある。 

お 妙の 次 を 道 子が 乗った。 ドン 尻に、 め 組の 惣助、 

おんな  ひとむれ  こいつ 

婦 ばかりの 一群に は 花 籠に 熊蜂め くが、 此奴 大切な 

お 嬢の 傍 を、 決して 離れる 事で はない。 

これ は 蓋し 一 門の 大統領、 従 五 位勲 三等 河 野 英臣の 

発議に 因て、 景色の 見物 を かねて、 久能 山の頂で 日蝕 

もよおし 

の 観測 をしょう とする 催 で。 この 人達に は 花見に も 

月見に も 変り はない が、 驚いて 差視 いた 百姓 だち の 目 

に は、 天宫に 蝕の 変あって、 天人た ちが 遁げ るの だと 

思 つたろう。 


共に 清水 港の 別荘に 居る、 各々 の 夫 は、 別に 船 をし 

つらえ て、 三 保 まわりに 久 能の 浜へ 漕ぎ 寄せて、 いず 

れも その 愛人の 帰途 を 迎えて、 夜 釣 をしながら 海上 を 

戻る 計画。 

こども  おさな  もリ  ひとむれ 

小児た ち、 幼稚 いのは、 傅、 乳母な ど、 一群に、 今 

日 は 別荘に 残 つ た 次第。 すでに 前に も 言 つ たように、 

ま つ さき  う 

, J の 発議 は 英臣で 、 真 前に 手を拍 つて 賛成した のは菅 

子で、 余 は 異論な く 喜んで 同意した が、 島山 夫人 は 

な カスず く 

就中 得意であった。 

と 云う の は、 去年 汽車の 中で、 主税が 伊太利 人に 聞 

いたと 云う の を、 夫人から 話し 伝えて、 まだ 何等の 風 


説の 無い 時、 東京の 新聞へ、 この 日の 現象 を 細かに 論 

じて 載せた のは理 学士であった から。 その 名た ちまち 

天下に 伝えて、 静岡 では 今度の 日蝕 を、 (島山 蝕) —— 

とさえ 称えた ので ある。 

五十二 

田 を 行く 時、 白鷺が 驚いて 立った。 村 を 出る 時、 小 

ま つば ぼたん 

店の 庭の 松葉 牡丹に、 ちらちら 一 行の 影が さした。 

つらな  ほ ろ 

聯る車 は、 薄日 なれば 母 衣 を 払って、 手に 手に さし か 

ざした いろいろの 日傘に、 あたかも 五彩の 絹 を 中空に 


なび  さつ  たお やめ 

吹き 靡かした ごとく、 死した る 風 も 颯と 涼しく、 美女 

おもて  ふもと 

たちの 面 を 払って、 久 能の 麓へ 乗附 けたが、 途中で 

は 人 一人、 行脚の 僧に も 逢わなかった ので ある。 

蝕 あり、 変 あり、 兵 あり、 乱 ある、 魔に 囲まれた 今 

うが 

日の、 日の 城の 黒雲 を 穿った 抜穴の 岩に、 足が かり を 

刻んだ 様な、 久 能の 石段の 下へ 着く と、 茶店 は 皆 ひし 

とざ  とんぼう 

ひしと 真夜中の ごとく 戸 を 鎖して、 蜻蛤も 飛ばず。 白 

茶け た路 ばか リ、 あかあかと 月影 を 見る ように、 寂然 

としてい るの を 見て、 大 夫人が、 

「野蛮 だね ご 

あざわら  さしず 

と 嘲笑って、 車夫に 指揮して、 一軒 店 を 開けさして、 


少時 休んで、 支度が 出来る と、 帰り は 船 だから 車 は 

の ， J らず  おおい 

不残 帰す 事に して、 さて 犬なる 花束の 糸 を 解いて、 縦 

に 石段に 投げ かけた 七 人の 裾 抉、 ひらひらと 扇子 を 使 

うのが、 さながら 蝶の ひらめく に似て、 め 組 を 後 押え 

で、 あの、 石段に かかった。 

が、 河 野の 一族、 頂へ 上ったら、 思いがけない 人 を 

見よう。 

さき  ゆる 

これより 前、 相貌 堂々 として、 何等か 銅像の 揺ぐ が 

おとが い ひげ  にぎり しろがね 

ごとく、 頤 に髯 長き 一個の 紳士の、 握に 銀 の 色の 

さんらん  たくまし ステッキ  つ 

燦爛たる、 太く 逞 き 杖 を 支いて、 ナポレオン 帽子 

の 庇 深く、 額に 暗き 皺 を 刻み、 満面に 燃る がごと き 怒 


気 を 含んで、 頂の 方 を 仰ぎながら、 靴音 を 沈めて、 石 

よ  こずえ 

段を攀 じて、 松の梢に 隠れた のがあった。 

これなん、 ここに 正に、 大 夫人が なせる ごとく、 海 

を 行く 船の 竜頭に 在るべき、 河 野の 統領 英臣で あった 

ので ある。 

英臣 が、 この 石段 を、 もう 一階で、 東照宮の 本殿に 

みはらし  うな づら 

なろうと する、 一場の 見霽に 上り 着いて、 海面が、 高 

くその 骨 組の 丈夫な 双の 肩に 懸 つた 時、 音に 聞え た 勘 

せんじん 

助 井戸 を 左に、 右に 千仞の 絶壁の、 豆腐 を 削った よう 

とま や  すか  なぎさ 

な 谷に 望んで、 幹に は 浦の 苫屋を 透し、 枝に は 白き 渚 

さざなみ 

を 掛け、 緑に 細波の 葉 を 揃えた、 物見の 松 を それ ぞと 


ちと 

見る や —— 松の 許なる 据 置の 腰掛に、 長くな つて、 

ひじまくら  おもて 

肱 枕して、 面 を 半ば 中 折の 帽子で 隠して、 羽織 を 畳 

ふところ  つむ リ わき 

んで、 懐中に 入れて、 枕した 頭の 傍に、 薬瓶 かと 思う、 

ひとり 

小さな 包 を 置いて、 悠々 と 休んで いた 一個の 青年 を 見 

た。 

と 立 向って、 英臣が 杖 を 前に つき出した 時、 日 を 

遮った 帽子 を 払って、 柔 かに 起 直って、 待 構え 顔に 屹 

と 見 迎えた。 その 青年 を 誰と かなす —— 病後の 色白き 

が、 清く 瘠せて、 鶴の ごとき 早瀬 主税。 

ひさし さが  なが 

英臣は 庇 下りに、 じろ りと 視 めて、 

「矣 かった、 のう」 と 鷺 楊に 一 ッ頤 でし やくる。 


「御苦労様で すご 

と、 主税は 仰ぐ ようにして 云った。 

わし 

「いや、 ここで 話しようと 云うた の は 私 じ やで、 君の 

方が 病後 大儀 じ やったろう。 しかし、 こんな 事 を、 好 

んで持 上げた の は そちら じ やて、 五分々々 か、 のう、 

ま ま ま ま 」 

と髯の 中に、 唇が 薄く 動いて、 せ せら 笑う。 

|  -  r- ほ ふ し 

早瀬 は 軽く 微笑みながら、 

「まあ、 お掛けなさい まし ご 

かたわら  はじ 

と 腰掛けた 傍 を 指で 弾いた。 

え  じ  ステッキ 

「や、 ここで 可え。 話 は 直き 分る ご と 英臣は 杖 を 脇 


挟んで、 葉巻 を 銜えた。 

「早 解リは 結構です、 そこで 先日のお 返事 は？」 

「どうかせ い、 と 云 うんじ やった、 のう。 もう 一度 云 

うて 見い ご 

「申しましょう かね ご 

「うむ、」 

と 吸いつ けた 唾 を 吐く。 

きめ  このあいだ 

「ここで 極て 下さいましょう か。 過日、 病院で 掛合 

いました 時の ように、 久能 山で 返事 しょうじゃ 困リま 

すよ。 ここ は久能 山なん ですから。 またと 云つ ちゃ 

りゅう そうざん 

竜 爪 山へ でも 行か なきや ならない。 そうすり や、 ま 


るで 天狗が 寄 合い をつ ける ようです ご 

「余計な 事 を 言わんで、 簡単に 申せ ご 

か いぎ やく 

と 今の 諧謔 にや や 怒気 を 含んで、 

わし  あいて  たち どころ 

「私が 対 手 じ や、 立処に 解決して やる！」 

「第  一 ！」 

ほから 力 

と 言った …… 主 税の声 は 朗 であった。 

「貴下の 奥さん を 離縁な さいご 


佳— 


五十 三 

いちげん ぼうじょう 

一言 亡状 を 極めた にも 係わらず、 英臣 はかえ つて 

ものしずか 

物静 に 聞いた。 

「なぜか ご 

ベ つとう  ふらち 

「馬丁 貞 造と 不埒して、 お 道さん を 産んだ からです ご 

強いて 言，. を 落着け て、 

「それから、」 

「第二、 お 道さん を 私に 下さい ご 

「何で じ や？」 

「私と、 いい 中です ご 


「むむ、」 

と 口の 内で 言った。 

「それから、」 

「第三、 ぉ菅 さん を、 島山から 引取って おしまい なさ 

いご 

「なぜな ご 

「私と 約束し ました ご 

「誰と？」 

はたと 目 を 怒らす と、 早瀬 は 澄まして、 

「私と さ ご 

「うむ、 それから？」 


「第 四、 病院 をお 潰しな さいご 

「なぜかい ご 

「医学士が 毒 を 装り ます ご 

「まだ 有った、 のう ご と、 落着いて 尋ねた。 

「河 野 家の 家庭 は、 かくの ごとく 汚れ 果てた。 …… 最 

せがれ  と  ひと 

早 や、 枠の 嫁を娶 るのに、 他の 大切な 娘の、 身分 系図 

など を検 ベる ような、 不埒な 事 はいたし ますまい。 ま 

た 一 門の 繁栄 を 計る ために、 娘 ども を 餌に して、 婿 を 

釣リ ます ま レ 

なかん ずく 

就中、 独逸 文学者 酒 井 俊 蔵 先生の 令嬢に 対して、 身 

つかまつ 

の 程 も 弁えず、 無礼 を 仕 りました 申 訳が 無い、 とお 


詫びなさい。 

そうすり や 大概、 河 野 家 は 支離滅裂、 貴下の いわ ゆ 

る 家族 主義の 滅亡 さ。 そこで 敗軍した 大将 だ。 貴下 は 

安東 村の 貞 造の 馬小屋へ でも 引 込 むんだ。 ざっと、 ま 

あ、 これ だけ さ ご 

と 帽子で、 そよ そよ と 胸 を 煽いだ。 

おお 

時に 蝕しつつ ある 太陽 を、 いやが 上に 蔽ぃ果 さんず 

さけび  もの すさまじ 

る 修羅の 叫喚の 物凄く 響く がごと く、 油蟬の 声の 山 

の 根に 染み 入る 中に、 英臣は 荒ら かな 声して、 

「発狂 人！」 

きちがい  ほか 

「ああ、 狂人 だ、 が、 他の 気 違 は 出来ない こと を 云つ 


きちが い 

て 狂う のに、 この 狂気 は、 出来る 相談 をして 澄まして 

いるば かりなんだ よご 

舌 もや や 釣る、 唇を蠢 かしつつ、 

わし  き  きさま 

「で、 私が その 請求 を肯 かんけ り や、 汝、 どうす ッと 

か 言 うんじ やのう ご と、 太 息 を 吐いた ので ある。 

「この 毒薬の 瓶 を もって、 ちと 古風な 事 だけれ ど、 恐 

れ ながらと、 遣ろうと 云う の だ。 それで 大概、 貴下の 

家 は 寂滅で しょうぜ ご 

つの) 

英臣は 辛うじて 罵 り 得た。 

力た リ 

「騙 じ やのう、」 

「騙です とも ご 


ゆすり  きさま 

「強請 じ やが。 汝、」 

「強請です とも ご 

きさま 

「それで 汝 人間 かご 

「畜生でしょう かご 

「それでも 独逸 語の 教師 かご 

「いいえ、」 

「学者と 言われよう かご 

「どういたしまして、 」 

「酒 井の 門 生か ご 

「静 岡へ 来てから は、 そんな 者じゃありません 

すご 


「何、 騙 じ や、」 

あ 1 こ 

「強請です。 畜生です。 そして 河 野 家の 仇なん です ご 

「黙れ！」 

と 一喝、 虎の ごとき 唸 をな して、 杖 を ひしと 握つ 

て、 

「無礼 だ。 黙れ、 小僧 ご 

「何 だ、 小父さん ご 

と 云った。 英臣は 身心と もに 燃 ゆるが ごとき 中に も、 

ふりおろ 

思わず 掉 下す 得物 を 留める と、 主税は 正面へ 顔 を 出し 

からから 

て、 呵々 と 笑って、 

；0 れ  ヒレ ま 

「おい、 己 を、 まあ、 何 だと 思う。 浅 草 田 畝に 巣 を 持つ 


の  はやぶさ りき あだな 

て、 観音様へ 羽 を 伸す から、 隼 の 力と 綽名 ァ された、 

すリ  きんちゃくき リ 

掏摸 だよ、 巾着 切 だよ。 はは はは、 これから その 気で 

附 合いね え、 こう、 頼む ぜ、 小父さん ご 

五十 四 

おれ  1C* ぐ ら 

「己が 十二の 小僧の 時よ。 朝露の 林 を 分けて、 塒を 

けえ ろ  つら ぷ つ 

奥山へ 出た と 思いね え。 蛙の 面へ 打 かける ように、 

仕 かけの 噴水が、 白粉の 禿げた 霜げ た 姉さんの 顔 を 半 

分に 仕切って、 洒 亜と 出て いら。 そこの 釣堀に、 四 人 

づれ  さ 

連、 皆 洋服で、 まだ 酔の 醒めね え 顔 も 見えて、 帽子 は 


被っても 大童と 云う 体 だ。 芳 原げ えりが、 朝 ッぱら 

鯉 を 釣って いる じ やねえ か。 

どじょう 

釣って るの は 鯉 だけれ ど、 どこの か 田 畝の 鰌 だろ 

う。 官 員で、 朝帰りで、 洋服で、 釣って り や 馬鹿 だ、 

あたま  ふな 

と 天窓から 呑んで かかって、 中で も 鮒ら しい 奴の 

キ.1 ん ぐさリ  うん 

黄金 鎖へ 手 を 懸ける、 としまった！ この 腕 を 呻と 握 

られ たんだ。 

つかま  ぶ 

摑 えて 打ちで もす る 事 か、 片手で 澄まし 込んで 釣 

る じ やねえ か。 釣った 奴 を 籠へ 入れて、 (小僧 これ を 

ひと にらみ 

持って 供 をし ろ。) ヅて、 一 睨 睨まれた 時 は、 生れて、 

はじめて 縮んだ のさ。 


こり や 成程ち よろ ッ かな (隼) の 手で いかね え。 よ 

く 顔 も 見なかった のが こっちの 越度で、 人品 骨柄 を 見 

たって 知れる —— その 頃 は 台湾の 属官だった が、 今 

おんな じと こ  たいほう 

じ や 同一 所の 税関長、 稲坂と 云う 法学士で、 大鵬 のよ 

うな 人物、 ついて 居た 三人 は 下役 だね。 

後で 聞き や、 ある 時 も、 結婚した ての 細君 を 連れて、 

なじみ 

芳原を 冷 かして、 格子で 馴染の 女に 逢って、 

(一所に 登楼る ぜ。) と 手 を 引いて 飛込んで、 今夜 は 

いろおんな  ま 

情 女と 遊 ぶんだ から、 お前 は 次の 室で 待って るんだ、 

みょう だ い  おいらん 

と 名代へ 追い やって、 遊女と 寝た と 云う 豪傑 さね。 

それ ッ きり、 細君 も 妬かない が、 旦那 も嫉気 少しも 


なし。 

いっか 三月ば かり 台湾 を 留守に して、 若い その 細君 

おんな おんな じ 

と 女中と 書生 を 残して 置く と、 どこの 婦も 同一 だ。 

ぜん  かか あ 

前から 居る 下役の 媽々 ども、 いずれ 夫人と か、 何 子と 

か 云う 奴等が、 女 同士、 長官の 細君の、 年紀の 若い の 

そね  つげぐち 

を 猜んだ やつ さ。 下女に 鼻薬 を 飼って 讒言 を させたん 

だね。 その 法学士が 内へ 帰る と、 (お 帰ん なさい まし、 

さて 奥様 は ひ よんな 事。) と、 書生と 情交が あるよう に 

言いつける。 とよく も 聞かないで、 —— (出て 行け。) 

—— と 怒鳴 リ附 けた。 

誰に 云った と 思います。 細君 じ やない。 その 下女に 


さ。 

わざ 

どうです。 のろかった リ、 妬 過ぎたり、 凡人 業 じ や 

さん 

ねえよう な、 河 野さん、 貴下のお 婿 様 連に や、 こうい 

うの は 有ります ま い。 

つかま  すく  へえ 

己が 摑 つたの は その 人 だ。 首を縮めて、 鯉の 入つ 

ぎよらん  でっち  ゆ 

た 籠 を 下げて、 (魚 籃) の 丁稚と 云う 形で、 ついて 行く 

と、 腹 こなし だ、 とぶらり ぶら り、 昼頃まで 歩行いて 

さ、 それから 行った のが 真砂 町の 酒 井先 生の 内だった。 

学校のお 留守 だ つ たが、 親友 だから、 ずかずかと 上つ 

て、 小僧 も 二階へ 通された ね。 (奥さん、 これに もお 膳 

を 下さい。) と 掏摸に も、 同一よう に、 吸物 膳。 


女中の 手に は 掛けないで、 酒 井さん の 奥方と も あろ 

わか  ちりめん 

う 方が、 まだ 少 かった —— 縮緬のお 羽織で、 膳 を 据え 

めしあが 

て 下す つて、 (遠慮 をし ないで 召 食れ、) と 優しく 言つ 

て 下す つた 時に や、 己 あ 始めて 涙が 出た のよ。 

先生が お帰りな さると、 四ッ 膳の 並んだ 末に、 可愛 

い 小僧が 居る じ やねえ か。 (何 だい、) と 聞かれた ので、 

法学士が 大口 開いて (掏摸 だよ。) と言われ たので、 ふッ 

や  なさけ  もろ 

っリ 留める 気になった ぜ、 犬畜生 だけ、 情に は 脆い の 

よ。 

法学士が、 (さあ、 使賃 だ、 祝儀 だ、) と 一円 出して、 

(酒が 飲め なきや 飯 を 食つ てもう 帰れ、 御苦労だった、 


今度 ッ から もっと 上手に 攫れ よ。) と言われて、 畳に 喰 

ついて 泣いて いると、 (親が な いんだ わね え、) と、 勿 

体ね え、 奥方の 声が うるんだ と 思いね え。 (晚の 飯 を 

内で 食って、 翌日の 飯 を また 内で 食わない か、 酒 井の 

ま ね 

籠で 飼って やろう、 隼。) と、 それから 親鳥の 声 を 真似 

て、 今でも 囀る 独逸 語 だ。 

世の中に や 河 野さん、 こんな 猿 を 養って、 育てて く 

れる人 も 有る のに、 お前さん 方 は、 まあ 何とい う、 ベ 

リ ようけん かた 

ら ぼうな 料簡 方 だい。 

可愛い 娘た ち を 玉に 使って、 月給 高で、 婿 を 選んで、 

一 家の 繁昌 と は 何事だろう。 


ベ つ ぴん 

たまたま 人間に 生 を 受けて、 しかも 別嬪に 生れた も 

の を、 一生に たった 一度、 # 命と はつりが えの、 色 も 

めくら どり 

恋 も 知らせね えで、 盲 鳥 を 占める ように 野郎の 懐へ 

捻 込んで、 いや、 貞女に なれ、 賢母に なれ、 良妻に な 

れ、 と 云った つて、 手品の 種 を 通わせ やしめ えし、 そ 

う、 うまく 行く もの か。 

見た が 可い、 こう、 己が 腕が ちょいと 触る と、 学校 

や、 道学者が、 新 粉 細工で 掊 えた、 貞女 も 賢母 も 良妻 

も、 ばた ばた と将棊 倒し だ ご 

英臣の 目 は 血走った。 


五十 五 

「河 野の 家に は 限らね え。 およそ 世の中に、 家の 為に、 

女の 児 を 親 勝手に 縁附 ける ほど 惨たら しい 事 はねえ。 

お 為 ごかし に 理窟 を 言って、 動きの 取れない ように 説 

得すり や、 十六 や 七の 何にも 知らない、 無垢な 女が、 

頭 一 ッ掉り 得る もの か。 羞 含んで、 ぼうとな つて、 

うつむ  きま  かつ  のぼ 

俯向く ので 話が 極って、 赫と 逆上せた 奴 を 車に 乗せて、 

きつけ 

回生 剤の ような 酒 をの ませる、 こいつ を 三々 九 度と 云 

おき 

うのよ。 そこで 寝て 起り や 人の 女房 だ。 

ひと 

うつかり 他と 口で も 利き や、 直ぐに 何の かのと 言わ 


れ よう。 それで 二人が 繫 つて、 光った 態で もして 

あ る  ひおどし よろい  うぬ 

歩行けば、 親 達 は 緋緘の 鎧 でも 着た ように 汝が 肩身 

を ひけら かすんだ ね。 

娘が 惚れた 男に 添わせり や、 たとい 味噌 漉 を 提げ 

たって、 玉の 冠 を 被った より は 嬉しがる の を 知らね え 

はた  むしろ  あやにしき 

のか。 傍の 目から は 筵と 見えても、 当人に は 綾錦 だ。 

亭主 は、 おい、 親の もの じ やねえん だよ。 

己が 言う のが 噓 だと 思 つ たら、 お 道さん に 聞いて 見 

ねえ。 病院 長の 奥様より、 馬小屋へ 入っても、 早瀬と 

世帯が 持ちたい とよ。 ぉ菅 さんに も 聞いて 見ね え ご 

ふらち 

「不埒な 奴 だ？」 


ゆらめ  あ 

と 揺いた 英臣 の髯の 色、 口 を 開いて、 黒煙に 似た。 

「不埒 は 承知よ。 不埒 を 承知でした 事 を、 不埒と 言つ 

びく  えら  ほ  びっくり 

たって 怯 然と もしね え。 豪い、 と 讃めリ や 吃驚す るが 

ね。 

今更 慌てる 事 はない さ、 はじめから 知れて いら。 お 

前さん の 許の ような 家風で、 婿 を 持た した 娘た ちと、 

いろごと  しばい 

情事 をす るく らい、 下女 を 演劇に 連 出す より、 もっと 

たやす 

容易 いのは 通 相場よ。 

お つかな 

こう、 もう 威張った つて 仕よう がね え。 恐怖く はな 

いと 言えば、」 

- f  - 1 -,」 

と 微笑みながら、 


「そんな 野暮な 顔 をし ねえで、 よく 言う こと を 聞け、 

と 云う に。 —— - 

おい、 まだ 驚く 事が ある ぜ。 もう 一枝、 河 野の 幹 を 

さかえ 

栄 さそうと、 お前さんが 頼みに している、 四 番目の 娘 

だが ね、 つい、 この間、 暑中休暇で、 東京から 帰って 

来た、 手入らずの 嬢さん は、 医学士に けがされた ぜ。 

己に 毒薬 を 装ら せた し、 ばれ かかった お 道さん の 一 

件 を、 穏便に させる ために、 大奥 方の 計らいで、 院長 

に押附 けたんだ。 己と 合 棒の 万 太と 云う、 幼馴染の 掏 

なかま  た ね 

摸の 夥 間が、 ちゃんと 材料 を 上げて いら。 

やっぱり 家の 為だろう。 河 野 家の 名誉の ために、 旧 


悪 を 知って る 上、 お 道さん と 不都合した、 早瀬と 云う 

者 を 毒殺し ようと、 娘 を 一 人 傷物に したん じ やない か。 

こども 

そこ を 言う の だ。 児 よりも 家 を 大切が る 残酷な 親 

だと 云う の は、 よ。 

なぜ 手 をつ いて 懺悔 をし ない。 悪かった。 これから 

みょうもん 

は 可愛い 娘 を 決して 名聞 のために は 使いますまい。 

ひと 

家柄 を 鼻に かけて 他の 娘に 無礼 も 申 掛けますまい、 と 

恐 入って しまわな いよ。 

こども  にえ 

小児 一人 犠牲に して、 毒薬なん ぞ 装らないでも、 坊 

あやま 

主にな つて 謝 ん ねえな ご 


五十六 

おもて  ふ  ことば 

面 も 触らず 言 を 継ぎ、 

「それに、 お前さん 何と 云った。 —— この間 も 病院で、 

この 掛合 をす る 前に、 念のために 聞いた 時 だ。 —— 

たって 英吉 君の 嫁に 欲しい とお 言いな さる、 私が 

先生のお 妙さん は、 実は 柳 橋の 芸者の 子 だが、 それで 

も 差支え は 無い のです か、 と 尋ねたら、 お前さん、 もつ 

ての 外な 顔 をして、 いや、 途方もない。 そんな 賤 しい 

素性の 者なら、 たとえ 英吉 がその 為に、 憧れ 死 をし よ 

うと も、 己た ち 両親が 承知 を せん。 家名に 係わる、 と 


云 つたろう。 

こう、 お前た ちに や 限らね え。 世間に やそうした 

なさけね  つらあて 

情無え 了簡な 奴ば かりだから、 そんな 奴等へ 面 当に、 

いっけ  やりだま 

河 野の 一 家を鎗 玉に 挙げたんだ。 

はじめから 話に ならね え 縁談 だから 可い けれど、 こ 

れが 先生 も 承知の 上、 嬢さん も 好いた 男で、 いざ、 と 

云う 時、 そでね え 系図 しらべ をされ て、 芸者の 子 だと 

いう だけで、 破談に でもな つた 時の、 先生 御 夫婦、 お 

嬢さん の 心 持 は どんなだろう。 

己ら それ を 思う から、 人間 並 に や 附 合え ね え 肩書 つ 

きの 悪 丁稚 を、 一 人前に 育てた 上、 大切な 嬢さん に惚 


れ ているなら 添わして やろう、 とおつ しゃって 下す つ 

た、 先生 御 夫婦のお 志。 掏摸の 野郎と 顔 をなら ベて、 

似而非 道学者の 坂 田なん ぞを 見返そうと 云 つ た 江戸 児 

のお 嬢さん に、 一式の 恩返し、 ニッ あっても 上げたい 

命 を、 一 ッ棄 てるの は 安価い ものよ。 

お前さん にや 気の 毒 だ 。 さぞ 御迷惑 で ございましよ 

うご 

と 丁寧に 笑つ て 言つ て、 

しんしゃく 

「迷惑 や 気の毒 を 勘 酌して 巾着 切が 出来る もの か。 

真人間で ない 者に、 お前、 道理 を 説いた つて、 義理 を 

おまわり 

言って 聞かした つ て、 巡査 ほどに も 恐く はねえ から、 


もんく  いくさ  よ 

言 句な しに 往生す る さ。 軍に 負けた、 と 思えば 可 か 

ろう。 

掏摸の 指で 突いても、 倒れる ような 石垣 や、 蟻で 崩 

れる濛 を 穿って、 河 野の 旗 を 立てて いたって、 はじま 

ら ねえ 話 じ やねえ か。 

お前さん、 さぞ ロ惜 かろう。 打ちた くば 打て、 殺し 

たくば 殺しね え、 義理 を 知って 死ぬ ような 道理 を 知つ 

いのち 

た 己 じ やねえ が、 嬢さん に 上げた 生命 だから、 その 生 

命を棄 てるので、 お 道さん や、 ぉ菅 さんに も、 言訳 を 

さびし 

する つもり だ。 死んでも 寂い 事 はねえ、 女房が 先へ 

行って 待って いら。 


お 蔦と 二人が、 毒蛇に なって、 可愛い お 妙さん を 守 

まと 

護す る 覚悟よ。 見ろ、 あの 竜宮に 在る 珠は、 悪 竜が 絡 

ぃ繞 つて、 その 器に 非ず して 濫りに 近づく 者が あると、 

呪 殺す と 云う じ やない か。 

呪詛 われたん だ、 呪詛 われたん だ。 お 妙さん に 指 を 

差して、 お前た ち は呪詛 われたん だ ご 

はんお もて 

と 膝に 手 を 置き、 片面 を、 怪しき ものの 走る がごと 

く 颯と 暗くな つた 海に 向けて、 蝕 ある 凄き 日の 光に、 

みなそこ  おももち 

水底の その 悪 竜の 影に 憧 るる 面色した 時、 隼の 力の 容 

貌は、 かえって 哲学者の ごとき ものであった。 

かんもく 

英臣は 苔 蒸せ る 石 の 動かざる.》 J と く 緘黙した。 


きじ  な 

一声 高らかに 雉子が 啼 くと、 山 は 暗くな つた。 

のぞ  ま つ さき  ひらり 

勘 助 井戸の 星を視 こうと、 末の 娘が 真 先に 飜 然と 

上って、 続いて 一 人々々、 名 ある 麗人の 霊の ごとく 

もうろう  あら 

朦朧と して 露われ た 途端に、 英臣 はかね て その 心構え 

かくし  ピストル  つ 

をしたら しい、 やにわに 衣 兜から 短銃 を 出して、 衝と 

早瀬の 胸 を 狙った。 あわやと 抱き留めた 惣助は W 倒さ 

かれ あやう 

れて 転んだ けれども、 渠危 し、 と 一 目 見て、 道 子と 菅 

子が、 身を蔽 いに、 背より、 胸より、 ひしと 主税を 庇つ 

たので、 英臣 は、 面 を 背けて 嘆息し、 たちまち 狙 を 外 

らすゃ 否や、 大 夫人 を 射て、 倒して、 硝薬の 煙と とも 

おもて  ごうがん 

に、 蝕す る 日の 面 を 仰ぎつつ、 この 隞 岸なる 統領 は、 


自 から その 脳 を 貫いた。 

きょうだ い たお やめ 

抱 合って、 目 を 見交わして、 姉妹の 美人 は、 身 を 

さかさま  かずら  とど 

倒 に 崖に 投じた。 あわれ、 蔦に 蔓に 留まった、 道 子 

と菅 子が 色 ある 残 懐 は、 滅びた る 世の 海の 底に、 珊瑚 

の 砕けし に 異ならず。 

はる 力 

折から 沖を遥 に、 光な き 昼の 星よ と 見えて、 天に 

連った 一点の 白帆 は、 二人の 夫 等の 乗れる 船に して、 

なきがら おもかげ 

且つ 死骸の 俤 に 似た の を、 妙 子に 隠して、 主 税は高 

く 小手 を 翳した。 

その 夜、 清水 港の 旅 店に おいて、 爺 は 山へ 柴 I 刈に、 

と 嬢さん を 慰めつつ、 そのす やすやと 寐 たの を 見て、 


お 蔦の 黒髪 を 抱きながら、 早瀬 は 潔く 毒 を 仰いだ ので 

ある。 

早瀬の 遺書 は、 酒 井先 生と、 河 野と に 二通あった。 

その 文学士 河 野に 宛てた は。 —— 英吉君 …… 島山 夫 

人が、 才と 色と を も つ て、 君の 為に 早瀬 を 擒 にしよう 

としたの は 事実で ある。 また 我自 から、 道 子が 温良 優 

順の 質に 乗じて、 謀って 情 を 迎えた の も 事実で ある。 

きずつ 

けれども、 そのい ずれの 操 を も 傷け ぬ。 双互に ただ 

黙 会した のに 過ぎない から、 乞う、 両 位の 令妹の ため 

に、 その 淑徳 を 疑う ことな かれ。 特に 君が 母堂の 馬丁 


と 不徳の 事の ごとき は、 あり 触れた 野人の 風説に 過ぎ 

なかった。 —— 事実で ない の を 確め たに 就いて、 我が 

最初の 目的の 達 しられな いのに 失望した が、 幸 か、 不 

幸 か、 浅 間の 社頭で 逢った 病 者の 名が、 偶然 貞 造と 云 

おびきだ 

うのに 便って、 狂言して 姉 夫人 を 誘 出し 得た ので あつ 

た。 従って、 第 四の 令妹の 事 はもと より、 毒薬の 根 も 

ひと リ むし ともしび  お 

葉 もない の を、 深夜 蛾が 燈 に斃 ちた の を 見て、 思 

い 着いて、 我が 同類の 万 太と 謀って、 渠 をして 調えし 

めた 毒薬 を、 我が 手に 薬の 瓶に 投じて、 直ちに 君の 家 

• こ 白 j つ」 こ。 

不義、 毒殺、 たとえば 父子、 夫妻、 最親至 愛の 間に 


おいても、 その実 否 を 正すべく、 これ を 口にすべ から 

ざる 底の 条件 を もって、 咄嗟に 雷 発して、 河 野 家の 家 

庭 を 襲った ので ある。 私 は掏賊 だ、 はじめから 敵に 対 

して は、 機 謀 権 略、 反間 苦肉、 有 ゆる 辣 手段 を 弄して 

差支えな いと 信じた。 

要はた だ、 君が 家系 門閥の 誇の 上に、 一 部の 間隙 を 

生ぜし めて、 氏素性、 かくの ごとき 早瀬の 前に 幾分の 

譲歩 をな さし めん 希望に 過ぎなかった に、 思わ ざリ き、 

久能 山上の 事 あらんと は。 我 は 偏 に、 君の 家 厳の、 左 

右一 顧の 余裕の ない、 一時の 激怒 を惜 むと ともに、 清 

冽 一 塵の 交る を 許さぬ、 峻厳なる その 主義に 深大 なる 


敬意 を 表する。 

あた  うつくし 

英吉 君、 能うべく は、 我意 を 体して、 ょリ 美 く、 

より 清き、 第二の 家庭 を 建設せ よ。 人生 意気 を 感ぜず 

や —— 云々 の 意 を 認めて あった。 

お お 

門 族の 栄華の 雲に 蔽 われて、 自家の 存在と、 学者の 

独立と を 忘れて いた 英吉 は、 日蝕の 日の、 蝕の 晴 るる 

さたん  あきらか 

と共に、 嗟嘆して 主税に 聞くべく、 その 頭脳 は 明 に、 

まなこ 

その 眼 は 輝いた ので ある。 


早瀬 は 潔く 云々 以下、 二十 一行 抹消。 —— 前篇 後 


篇を 通じ その 意味に て 御覧 を 願う。 はじめ 新聞に 

連載の 時、 この 二十 一行な し。 後 単行 出版に 際し 

都合に より、 徒 を 添えた る もの。 或はお なじ 単 

行 本 御所 有の 方々 の、 ここにお 心つ かい も あらん 

かとて。 
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